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1. WACK 4 BERBER BATT FB 1 報 ) 
BE 
¢ RAL Te SS BE hE 指導 木村 易 也 ) 
Vorkommen verschiedener Gewächse bei ein und demselben 
Individuum (I. Mitteilung uber Geschwulststatistik). 
Von 


Satosi Abe. (Pathologisches Institut der Kaiserl. Tohoku Universitat. 
Leiter: O. Kimura.) 

多く の 世代 を 湖 り て , 腫瘍 の 遺 偉 開 係 を 多数 例 に て 調査 せん 事 は 甚だ 困難 な り . 韓 
移 な が ら ざ る 2 種 以上 の 面 瘍 を 有する 個 骨 は 或 は 先天 的 に 腫瘍 容 思 の 傾向 大 な りさ も 孝 
^ 得 られ , 其 の 世 より は 腫 場 の 遺 偉 開 係 を 或 る 方 面 よ 0 開明 する 資料 た り 得 ん . BE 
PETE ( 余 の 材料 に て は 6 Pll), 色素 性 乾 友 症 ( 同 1 PI) OSTERN TER 
的 因子 の 甚大 な る は 冗 説 を 要 せ ず . 

下記 の 如く 本 資料 中 , 同一 人 に し て 異種 重 覆 腫 場 , 特に 悪性 異種 重複 腫 場 を 有 せ る 
も の 男 7 例 , 女 17 例 あ り . 就 中 , 卵巣 腫瘍 さ 他 臓器 腫瘍 特に 胃癌 ミ の 合併 が 多 し . 
3 種 以 上 の 筆 有 は 男 に 1 例 , 女 に 2 例 , 他 の 女 の T 例 に て は 5 種 和 を 算 せ 0. 最も 多き 
は 里 猛 下 性 放 場 に 度 義 良性 腫 場 の 較 伴 な り . 更に 廣 義 腫 場 の 範 園 に 及ぼ せ ば 其 の 重複 
は 造 に 多 し . 又 同 一 臓器 に て 重複 せる は 勝 有 氷 の 上 友 性 紋 毛 部 に 筋腫 の 合併 あり . 更に 
FPR Cae 2 部 に て は Hepatom の 他 の 部 に て は 騰 管 癌 の 共に 初期 父 を 星 せ る 
55. SL OME THK TC Hate し た れ 共 , TSH 1 HS UC RRO He AE 
さして 記述 し , 疑 は し きも の は 更に 精査 し て 計 正 すべ く , LHS, 就 中 , 
重複 腫瘍 の 一 方 の 非 重 複 例 敷 この 開 係 等 は と を 区 報 に 詩 れ り . 

WERE: 吾 が 病理 了 教 室 に て 大 正 4 年 7 月 10 日 より 昭和 17 年 12 月 31 AST 
の 剖検 弧 数 ( 胎 見 を 含ま ず ), 男 2696, 女 1922, 計 4618 AB% HO. 此 の 中 , A. HH. 514 
例 ( 男 317, % 197), B. 肉腫 90 例 ( 男 66, 女 24), (一 般 肉 腫 44 十 光 巴 肉腫 症 45 二 
骨 詳 肉腫 症 1), C. 悪性 脈絡 膜 上 皮 腫 12 例 , D. 副腎 腫 9 例 ( 男 5, x4), EE. MÄE 
GH 52 Pl (IVA + IFES). 以上 の 外 , 眞 正 腫 場 , 廣 義 腫瘍 , 迷 左 (Choristie), AH 
mE (Hamartie) を 合 し て 773 A, 他 に 特殊 な ち も の さして , 結節 性 騰 硬 化 症 2 例 , 
光世 藩 溜 巡 に 遊離 王 胞 7 例 あり , 1A LAREN, 甲状腺 腫 , BOR, 色 性 母 班 , BEIDE 
を 重複 腫瘍 に 算 せ ず . 同 1 人 に て 重複 腫瘍 を 有 す ろ は 例 寺 に も 麻 覆 せ り . RUT 
4618 の 中 , 悪性 腫瘍 677, 其 の 他 , 筋腫 , 骨 補 腫 等 の 良性 より これ に Choristien, 
Hamartien を 加 へ し 計 778 例 , 故に 全 腫瘍 は 1450 例 さ な ろ る. WEE 677 の 中 其 の 約 
4 分 の 1, 167 回 に 2 種 以 上 の 重複 を 見 た 0. 

以下 , 全 回 の 腫 狗 重複 に 開 す る 32 項 の 調査 成績 中 より 最も 重要 に し て HOME 
5 等 閑 箱 され 居る さ .! は ろ る ゝ 悪性 腫瘍 の 開 奥 せる 重複 を 加 ぐ . 悪性 異種 腫瘍 重複 は 男 
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7, 28, 計 35 例 あり . 
HAE Ts 


肝癌 + 肝 内 騰 管 韻 
» + 腰 筋 膜 肉腫 + Fem 
BE + +e Rie 
WORE ARE 十 右 肺 軟骨 腫 
” + Bm” 
肺癌 + ill FF AE 


A A A ee no ee 


女性 に て は 
Wa + 卵巣 腫 間 
„+ +7 2508 
+i FET EE 
» PILAR | ee FLERE 
Pm + RH 
ame + 副腎 用 
者 
PHAR Fit + ties 
- 十 子宮 腺 筋腫 十 騰 腕 腺 腫 
+ lett 
+A MAG 
+ a HA 
PRE PED RL EEE 
+52 All 
十 多義 性 子宮 昔 腫 
士 子宮 筋腫 十 多義 性 子宮 草 腫 
士 骨盤 腔 脂肪 用 
十 子宮 筋腫 
» 二子 宮 腺 用 
卵巣 癌 十 子 宮 筋腫 
+ Hil MAKE BE 
+EREBAENE 
DF 6 SPIRES ESL HCD #9 50% BRITE 6. ILO) BE OL SB 
女性 生殖 器 腫瘍 の 義生 に は 或 は 1 FONG ENGEL LS HDG BEAL OD INA 720° 
へ ら ろ る . 更に 頻度 の 最大 な る 胃癌 に 合併 せる 絶 抽 数 が 最大 な る は 党 然 な る も , 肝 , MR 
道 系 , 副腎 腫 等 に 比較 的 多く の 合併 ある は 一面 , 組織 の 破壊 ミ 夫 れ に 貫き 再生 性 新生 
に も 開 係 ある 可 き も 他 面 に は 又 此 の 新生 が 無制限 に 営ま る ゝ に 到 る 事 が 一 定 の 骸 質 に 
WIRST STEHEN LT, 
HEC: BAPE 693 例 中 201 91, 甲 次 腺腫 181 例 中 78 9, HH 19 例 中 10 例 , 色 


素性 母 斑 16 例 中 8 例 , 皮膚 玩 8 例 中 3 例 に て 夫々 腫瘍 の 合併 を 見 た り 


je a a | 


FP NP ee 
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2. KT _L BZ Ae AERA! OD FEN m 
PRE 
GEEHRT 所 長 佐々 木 隆 興 ) 
Einteilung und Namengebung von histologischen Typen 
von Carcinoma dermoides (,, Plattenepithelkrebs “‘). 
Von 


Toshio Ban. (Institut der japanischen Gesellschaft für Krebsforschung.) 


BOAT MMR, HAAR ORR AGMKARCA STARA, RE 
Ves +, HR BETZLDES—, 又 試験 切除 , FRUHORKSICK 
に 其 悪 性 腫瘍 の 診断 に の み 満 足せ ず , SABA RER L, PZ RR 

療法 其他 臨 灯 的 應 明 に 次 せん さす る 場合 に も , 重要 な 意義 が ある さ 才 へ られ る . 

然し な が ら , 悪性 腫 瘍 丈 に 痛風 の 組織 像 は 多彩 を 極め , 其 全貌 を 端的 に 表現 する 事 
は 甚だ 困難 で あり , 屋 * 不 可能 に 近い こさ を 嘆 ぜ しめる . 腫瘍 組織 像 の 間 に は , あら 
ゆる 修 節 型 さ 移 行 型 が 存在 し, 之 を 整理 し 分 類 し 命名 統一 する に は 地 ひ 人 和久 的 主観 的 
に 臨 す る 危険 が 多い . 面 し 生 ら 命名 は 一 種 の 約束 で あり , 此 の 意味 に 於 て , ZI 
的 解説 を 試 むる 方 法 は , 最も 魏 営 な 方 法 ミ 考 へ られ る . 

Pra a L$ RPK ERNE SL OWLS EO > ZG, 多数 の 記載 が ある が , Duval et 
Lacassagne (1922) が 一 般 扇 邊 上 皮 痛 を 8 分 し て Epithelioma indifferencié, Type 
intermediaeres, Epithelioma epidermoides SL, 最後 の 成 詩 型 の も る の を HRW 
(Type cutane) さ 粘 膜 型 (Type des muqueuse) さ 分 けた の は 注目 に 償 す る . Zwingli 
(1941) は , 更に この 雨 型 の 混合 型 を 軸 げ て 居る . 正常 に 於 て , RROMFLRE 
Oe, 5 A, 咽喉 , 食道 , Bm, 腫 等 の 粘膜 を 被 ふ BELRIO 間 に は , 構 
造 上 か な り 著 し い 相違 が 見 られ る . EEE LBC, 角 化 は 特殊 , 病 的 装 態 に 見 ・ 
5 れる も の で (Leukoplakie : Epidermoidierung), 屋 容易 に 起り 得 ち も の で あろ る が , 
正常 に 於 て は 其 基 底 細胞 は 表 友 の 夫 れ に 比 し て , 細長 で あり , Tonofibrillen APR 
CH, 大 小 多角 細胞 礎 に 於 て , その 二 細 胞 の 細胞 間隙 は 狭く, その 間 橋 は BARE ee 
き , HOZLS, 殊 に 第 8 層 た る 大 多角 細胞 は , 宛 か も 植物 細胞 様 に 木 舌 を 見 る 如く 
ZIELT, AREA, 表皮 の 角 化 層 に 相 常 し て , 極 く 薄 い Parakeratose を 示す 
扇 本 化 細胞 が 僅か に 落 居 性 を な し て 附 著 し て 居る . 病 的 状態 に 於 て は , WARTEN 3 
れ , 明らか に 角 化 へ の 分 化 を 示す 場合 の 外 ee Metaplasie, qualitative 
Verhornung) , /& FRC FAAS O HFA 7s し に Parakeratose di ¢ #2 4 (quantitative 
Verhornungsekzess), ZA, 副 鼻 膝 , 3 see ce 
甲状腺 等 の 園 村上 BE BUGS O Sia BAT ERED 5 表皮 型 及 び 粘 皮 型 の 扇 生 上 所 へ 
の 化 生 は , 病 的 的 能 に 於 て 多かれ 少 か れ 見 る 慮 で あぁ. 爺 も か ゝ る 正常 及び 化 生 的 の 
粘膜 扇 本 上 反 か ら 語 生 し た 所 詩 扇 本 上 皮 冶 が 角 化 性 又は 非 角 化 性 に , 非常 に 多様 な 組 
織 像 を こり, 表 友 様 局 相 上 友和 構造 ミ 粘 膜 選 相 上 友 様 構造 の 2 つの , か な り 6 特徴 ある 組 
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MBANMEZOD SBAERT<SF CHS, 

多数 の 所 調 局 下 上 友 癌 の 組織 標本 を 機 索 し て , (1 ) 全然 分 化 の 方 向 を 示さ ぬ 基 細胞 
皮 様 癌 Ca. dermoides basocellulare (II) 表 友 型 局 邊 上 皮 へ の 分 化 を 示す も の 及び 之 
に 閣 似 を 求め られ る も の Ca. epidermoides (III) 粘膜 型 局 下 上 皮 へ の 分 化 を 示す も 
の 及び 之 に 類似 を 求め られ る も の , Ca. mucodermoides (1V) その 中 間 , AW Ca. 
dermoides intermediare s. Ca.'mucodermoides mixtum さ 大 別して , HREM 
型 に 命名 を 試み た . 此 は 純然 た る 組織 際 的 整理 の 必要 か ら の み で は な く , Rik RA 
3 参照 ) に 示す 様 に , ZED BBO = AM BAAD D EBENE, 
韓 移 形 成 の 遅 速 . RO F Fo LPR ORE, 治療 性 等 に 認 む べき 異同 を 指 
摘 し 得る 貼 か ら も , その 安 営 性 を 見 出し 得る 事 に 特殊 な 意義 到 認 め 度 い 。 

命名 の 原則 は , 上 記 の 如き 大 別に つ ゞ いて , 先 づ 腫 瘍 細胞 素材 の 種類 を 記し, KT 
その 細胞 の 分 化 老 吉 の 方 向 程度 を 示し , 最後 に 基質 ミ の 開 係 (Architektur) を 掲げ た . 
PATEK TS Sit, 腫 場 組織 の 周 尋 部 こそ は , 増殖 新生 の 失 端 部 で あり , こ ゝ に ve 
分 化 末 熟 な る 幼 若 腫瘍 細胞 の 多き は 常 然 で , AMER ARTER CHD. MAL 
組織 の 分 化 老 熱 の 方 向 さ 程度 を 決定 す 可 き 央 か ら , 腫瘍 組織 の 遮 線 に あら ざ bet 
た 細胞 菓 を 見 , 其 細 胞 素 材 の 構成 , 分 化 の 程度 方 向 , 基質 さ の 構成 開 係 を 見 る 事 さ し 
た . 此 原 則 を 以 て , 多数 の 標本 を 検索 する 時 , 其 間 に あら ゆる 修 和 侯 型 , BH, 移行 型 
が あら は れ , 履 ヽ 其 應 接 に 違 な き を 嘆 ぜ し むる は , 腫瘍 組織 像 の 多彩 性 を 如 連 に 示す 
も の で , 其 刊 定 に 主観 的 混 鍋 の 避け 難い の は , 又 止 む を 得 ぬ 虜 で あら 5. 


皮 様 癌 


I. = - 
FUMIE, 騰 皮 様 , 網 様 , 
Wik, 表 在 性 Bm 性 


we MR 性 
“Mk (MER) 
AAS, EEE, 

1.5.7023 


| a) 


(am) Tara 


角 it 性 
( 過 角 化 性 ) 
1. ? 類 角 化 性 
IRMAIEHE | 
5S it tt, 
Jae om tee) lies 
] 基 ・ 多角 細胞 ] 
| ERE) ] ( 地 角 ・ 基 細胞 )| 
ill. ” (emt 3 Mm 細 = 粘 皮 様 韻 
| mate 多角 ・ + za 
2 m if 
] 角 化 性 ] 基 ・ 多 角 細 用 
IV. ” HR 角 化 性 多角 ©. aun} 
J amici! m ・ 空 細胞 


基 細 we 
3 > a | 
(一 ・ 基 細胞 ), 表皮 様 癌 


Mi AR 





中 間 皮 様 韻 
(混合 粘 皮 様 韻 ) 


V. 特殊 皮 様 冶 
Mi RBZ AS 
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CARCINOMA DERMOIDES 
I, CA. DERMOIDES BASOCELLULARE 


iales: a) 

Ca. dermoides basocell. REISEN ) adenoides |b) 
Ca. dermoides basocell. Es ee simplex c) 

(cylindromatosum) d) 

II. CA. EPIDERMOIDES 

Ca. ep. basocell. en a, | 
Ca. ep. baso-spinocell. | aw i | 
(Ca. ep. spino-basocell.) 2, ie = J 9 
Ca. ep. spinocell. | on Mae maf 
Ca. ep. lucidocell. J ear 

akeratodes 


III. CA, MUCODERMOIDES 


Ca. m. baso-polygonocell. ] 


(Ca. m. polygo-basocell.) |; (solidum [ 
Ca. m. polygonocell. {sono < 
Ca. m. polygono-vacuocell.| Ukolloides { 


Ca. m. vacuocell. 


IV. CA. DERMOIDES INTERMEDIARE s. CA. MUCODERMOIDES MIXTUM 
Ca. d. i. baso-polygonocell.] keratodes 「 
a potas enkawets 
(Ca. m..m)* 
spino-vacuocell. J \dyskeratodes 
a) vegetans (papillaris; gyriformis; reticularis; plexiformis; superficialis) 
b) veget-infiltrans 
c) infiltrans (microalveoralis; infiltr. diffusum) 
d) scirrhosum 
V. CA. DERMOIDES SPECIFICUM 
Pagetsche Krankheit; Ulcus rodens: Melanocarcinom; Talgdrüserkrebs; 
Schweissdriisenkrebs usw. 
Anhang: CA. ADENODERMOIDES 
Ca. adenodermoides 
Ca. adenoepidermoides 
Ca. adenomucodermoides 


腫瘍 細胞 素材 で は , 基 細 胞 性 basocellular Zi, 正常 基底 細胞 に 似 て , 最も HARA, 時 に 
合 胞 性 で わり 又 多 形 性 を 示 し basocellular syneytiales, polymorphicum), 均質 で わり 。 細胞 に 分 
化 の 傾向 殆 の ん ざ な く , 多少 渦巻 汰 窓 根 状 の 排列 (Corpus bulbiformis) あ る 場合 は (Ca. derm. sim- 
plex), Hiptisj(Ca. simplex) へ の 自ら な る 移行 を 有する わけ で ある . RAPED BAX BY 
の あり ,。 之 に は 基質 の 人 性状 に よ ょ つて , 小 胞 様 方 至 類 腺 性 の も の (adenoides) あ り , MMB: 
よく 老成 せる もの (cylindromatosum) が わる 。 か ゝ る 細胞 菓 に 突 知 と し て , 角 化 珠 の 出現 わる 場 
合 は 。 之 を 表皮 様 冶 中 に 入れ る 。 意 細 胞 は 細胞 間隙 明 5 か で , 細胞 間 橋 の 多く 見 られ る も の で , 
基 細 胞 さ の 混合 の 多 宴 に より , 雨 細胞 を 連 記 し た . (spino-basocell., baso-spinocell.), 大 部 分 の 
細胞 巣 が 殆 や 純 細 胞 の みよ りな る 場合 (spinocell.) ZEICHEN LT, 細胞 間 橋 不明 な 
b, 原形 質 淡 明 化 し 膨大 し た も の Clucidocell.) を 分 けた 。 災 粘 皮 様 銘 に 於 ける polygonocellular 
CSE AOS CE RWS NC, 細胞 間 橋 間隙 は 甚だ 乏しく , MER RRR HEC 
その 外層 に は 核 特 に 細長 に し て , 原形 質 濃 菜 す る 基 細 胞 な を 認める. 面 し て と か ら 空 胞 細 胞 へ の 
移行 明らか で ある 場合 に は , 極め て 特徴 的 で も わる 。 BC OMMM IRF % た 見 る も の 。 (baso- 
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polygonocell., polygono-basocell.) 2 22 fd MHB-~D PAL EMD, 認 む 可 き 程度 に 多い 場合 (polygono- 
vacuocell., vacuo-polygonocell.) が ある . 次 に 多少 の 小 大 多角 細胞 又は 基 泊 胞 が あつ て 2, Zoe 
胞 が 大 部 分 を 占 む る 時 は vacuocellular < 呼ぶ Polygonocellular 及び vacuocellular の 場合 は , 

時 に その 灯 膜 竹 扇 在 上 皮 た る の 特質 全然 失 は れ 昌 純 癌 の 範 殴 に 入る 可 き も ゃ の が あり , KAER 
標本 の 各部 を 検討 す 可 き で ある . Ari transitional cell epithelioma(Ewing) は 之 に 属す る . Ca. 

dermoides intermed. に 訟 て は Ca. mucodermoides に 近 き 細胞 素材 より な り 。 唯 こ れ に は 。 明 
ら か な る 種々 の 角 化 へ の 方 向 を 示し , その 特質 を 忠 呈 し て 居る . 此 意 味 に 於 て は Zid Ca. 
mucodermoides mixtum で 呼ん で いっ >. 

次 に 表皮 様 癌 寿 瘍 細胞 の 分 化 老成 の 方 向 程 度 を 示し, 過 形 成 の 程度 を 別 定 すべ きも の ・ ゝ 重大 
な 特質 < し て 角 化 を 見 る に , 協 細 胞 か ら 明 細胞 へ 更に 角 化 層 で 正常 に 近い 順序 を 追 ふぁ の を 
Keratose ぐし,。 核 消失 せ ざ る も の を Parakeratose, MRAMHH, 明細 胞 等 の 層状 性 な く 突 名 時 細胞 性 
に 又は 多 細胞 性 に 異常 角 化 を な し , 又 展 * か > ゝ る 時 異 染 性 を た 示す も の を Dyskeratose, 細胞 菓 中 
客 根 性 排列 の 中 心 部 の 細胞 膨大 し て 強 き 嗜 酸 性 を 示 LO > MEME TZ BAA IC IE S 4 Dre Epi- 
keratose “した. 更に 過剰 な る 角 化 を 志す も の を Hyperkeratose ぐし,。 全然 角 化 傾 向 な き ふ 
の も ゎ も の を Akeratose で した. r 

REICHTE, 角 化 傾向 な く , RM BEI FE PEPE Csolidum) TH 42d, WOLIKHRRU 
2 d*(squamosum), BEI KAMERETE OHR TH TER 2 TR 2 ( kolloides), 

間 質 構成 CArchirektur) は 。 増殖 性 vegetans DY HILFLOGte, 綱 様 , WER, MK, あま り 深 
都 へ の 淫 潤 傾向 た を ホ さ な い 表 在 性 と 分 つこ と が 出來 る . hi DC BM nee BEA, 増殖 
性 で わる ミ 同 時 に 。 基 若 き 周 邊 部 に 訟 て は , KIRBMECHETZUERAN CHAT SLD 
AEE veget-infiltrans <L, —ALICMBMOP I OTERE ZS POM MMH ET 
潤 性 乃至 破 坦 性 に 増殖 を 示す も の を infiltrans で した. PRC MIAME 7S も の は microalveo- 
laris < し , 間 質 僅か で 各 小 細胞 菓 が 互 に 守 生 し た もの を infiltrans diffusum < し た . MD > 

る 場合 に 間 質 の 結 締 織 繊 維 の 新生 に 認 む べき も の あれ ば desmoplasticum, JEM DAMIER te 
閉 明 の も の は myxomatosum, 毛細 血管 撫 張 著 明 な る も の は teleangiektaticum < 之 に 附 加 記 入 
し た が , RABE CH ZYARBRTSS CHA, Ric Miah heh, 2 BR RE 
の 基質 の 増殖 の み 甚 だ 高度 な る 便 閣 性 Oy に は scirrhosum < L7:(BARIEERE), 











3. BHOMMM IF Y ATR 
EB, 藤原 正 , WPA, 日 下部 明夫 , 中 村 建 喝 
( 問 研 究 所 及 康 渦 病院 放射 株 科 ) 
Histologische Typen und Verlauf der Radiumbestrahlung 
des Zungenkrebses. 
Von 
Toshio Ban, Tadashi Fujiwara, Hisao Yamashita, Haruo Kusakabe 


und Takesi Nakumura. (Pathologische und Strahlenabteilung der 
japanischen Gesellschaft für Krebsforschung zu Tokyo.) 


冶 研 究 所 附属 康 業 病院 放射 線 科 に 來 診 せる 舌 痛 患者 中 , HARTE %e 17 OO > 
(を の 内 一 部 は 死後 剤 概 せ り ), ラ ヂ デ ッ ゥ ム 治 療 を 行 へ る も の 154 例 に 就 て , 主 さ し て 其 
MRA SIFY AAS IO Re 概 索 せり . 舌 癌 は 臨 末 上 肉眼 的 所 見 か ら , ME 
an, 潰瘍 型 , 淫 潤 型 に 分 ち , 其 癌 淫 潤 の 肉眼 的 大 さか ら Roux-Berger 法 に より の , 
LL 0 1V 度 ミ 分 ち た り . 全 例 は 試験 切除 片 の 組織 聖 的 概 索 に より , Fra LR 
冶 を 選び た る が , 其 組 織 型 は , 一 般 に 他 臓 器 , ROBBE RAUS, 甚だ し く 多 
様 を 極め , 履 + 密 を 分 類 命 名 する 上 に , 多く の 困難 を 経験 し 。 種々 EA, 移行 型 
の 存在 する を 見 た 6. MUT E LRMODM, 命名 は 前 演題 2 (件 俊男 報告 ) に 
AVE SBN MRS OO. 耐 し て 試験 切 除 検索 は , 必要 に 應 じ て 雪 回 施行 せる も の あり , 
韓 移 汐 巴 腺 の 名 出さ れ た ら も の も , 併せ 検索 せり . 

治療 法 は , BORRMOKSIC RECT, RKO me > 7% 25% 1 一 1.5cm 間隔 に て 
AL 10 日 間 照 射 を 行 へ り . 印 も ち 下 の 如 し . 

IE ( 閣 浸 潤 肉 眼 的 に 直径 2em VIP).......... DF BS (1 mg) 2— 3 本 

BIKE ( 同 直 径 2ecm 以上 , 舌 の 生 以 内 に 止 る も の ) .. ラ ヂ ウ ム 針 (1 mg) 3 一 8 本 


BNR ( 同 舌 の 生 を 超 ゆ る も の ) een een nneneneenn ラ ヂ ッ ウム 針 (1 mg) 8 一 15 本 
FIVE ( 同 舌 の 大 部 分 を 侵 せ る も の , 
久 舌 周 園 組織 に も 浸潤 及ぶ も の ) .. .……….…… ラド ン ミ ー ド 又は 外面 照射 


Hi CR 1 年 以内 に , 原義 守 の 治療 奴 果 な きか , 又は 再 毅 せる も の を 除き , 1 年 
後に 既に 原義 症 に 閣 浸潤 消失 し 居る も の を (Primärheilung) さ し た . 一 次 治癒 ( 此 際 
BBD KOT, 之 を 確認 せる も の 多 し ) SMAI FO ATA, 主 さ し 
て 治療 後 1 年 に 於 ける 此 成 績 を 以 て 観 祭 せり . HRP RE TIER ML. 

1) 了 臨 灯 的 に 見 た る 肉眼 型 ミ 試験 切除 検索 に よる 組織 型 さ の 開 係 (第 T 表 ) 

a) ANREISE RER Me TEL. RK OR CBR (Ca. mucoder- 
moides) 少く , PWIA TAMBOR RM (Ca. epidermoides) な り . 

b) 肉眼 的 に 用 導 型 を 示せ る も の ヽ ー 区 的 治 應 率 最も 高く 浅 潤 型 の も の 低 し 、 
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第 。 1 家 
mak ieee | hee | Bam it 
Pi u TEE | RE al ee 
mem 数 全数 ac) 数 | game ae) | gum ac) | ume a) 
| Ramee 2| 2 | 100; 0] — 一 o; — : — |] 2} 2 100 








表皮 RE 痛 8| 7 87|37| 35 : 94 |24| 13-: 54 169| 55 80 


中 間 皮 欄 Ki 6 8°: 30017| 6: 86 | 2| 4: go 1 的 | 12 : m 




















mem) 5| 5: ms: 4 010 —:— || 9 90] 
at 20 | 19 5149| 43 88 26 16 = Tel es = 








D ARRAYS ARLE (第 』 表 ). 
a) Fa BR (Ca. mucoderm.) 中 間 皮 様 郊 又は 混合 粘 友 様 冶 (Ca. dermoides inter- 
mediare s. Ca. mucodermoides mixtum) は 舌 の 後方 に 多い 、。 


b) 表皮 様 郊 (Ca. epiderm.) は 舌 の 前 方 に 多い . 














第 I 表 
部 位 | 前 方 呈 Te fe ae 
= EEE 1 ik 
組織 弄 MM : BE“ Mil = ' 頻度 を | Ak Es A 
基 細 胞 皮 様 閣 0 0 | 1 50 ae 00 2 
ok MH] 10 11 | 55 _59 28 30 | 9 
中 間 皮 DE er t.i | €: = 8 53 | 15 
soe em! 1 8 3 23 9 6 | 13 
ae ER NET 10 | 65 52 16 38 | 123 











Wl) ARBDHAE SEH KARE (FH Ml 表 ) 
a) FRR RRR I CONC SS, EAL mMATALoO RE HHS 


b) FERRER, PRR, AR REM OME Er KR em LL, 就 中 粘度 様 
ILO ZTE & F(A > BR RR Oh BOTA fs SHITE Ta 








( . 
第 Mm 表 

DER DB 4 > あこ の 

組 織 型 RR = ic M Rn — RER (7%) 
m 胞 皮 Me 2 2 100 
7277 fi Ak tN 98 31 21 68 
Je BE PAC ANB) 62 eae DE 
Eo hoon 8 fer in; 2.62 35 
Ye CFG Ae fei ty 5) 7 5 71 
Ki 上 ty a 13 11 85 
at 123 85 69 
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IV) ARS AD AL eee (Architektur) さ 肉 眼 的 各 型 さ の MARTH- KUREN 
i. 

a) ANKER IRRE (Ca. vegetans) で あり て も , 肉眼 的 に は 各 型 を 示す 。 但 し 組 
織 加 的 に 浸潤 性 な る も の (Ca. in 介 trans) は , 肉眼 的 に 潰瘍 型 , 減 潤 型 を 示す も の 多 
U. 

b) -—ABMREIIEN US. 減 潤 型 に 悪い . IRRE 4 OWL. 

BEINE ( 舌 癌 第 1。 BLED L DOA) 











Ce | I Buy | 計 
\ ll we | Ru | | Ru | 。 | Rue 





組織 型 N mm ac) pum tacos), ome mc ™ | tame ca) 
‘| m 性 | 7| 7: 100; 6| 6 | 100; SI 8 : 89 |22| 21 : 96 
# % 性 | 6| 6 | 100114| 13 | 93| 5| 4 | 80 |25」 28 : 92 


3 MW 性 | 7| 6 92 24 32 4 38 34 : 71 





計 |120| 19 : 95|49| 48 : 88!26! 16 | 62 |95| 78 : 8 
V) 組織 型 ミ 光 巴 腺 韓 移 こ の 開 係 ( 第 VA). 
a) HERE BER, 中 間 皮 様 癌 に 於 て , 表皮 様 痛 に 比 し て 頻度 大 な り . 
b) 角 化 傾向 強 き も の ( 表 友 様 部 , PRM) it, HSL OCI, MRE 
小 な 0 の 。 
c) 組織 際 的 に 増殖 性 の も の (Ca. vegetans) さ 難 も 韓 移 疾 度 は , HO & 0) SHBO HE 
= 

















第 V 表 

ELBE | SEMANTIC LO | RIMAGE | 座 院 時 張 移 あり 
組織 型 | 例 敷 頻度 ()| MM nel), 例 敷 lame Cec 
iE A Ji ve RE 2 100 0 0 a. 
el AR. eh ee ee 
“ARM. See Se ee as ee 
ei 皮 様 痛 | 1 KERN SE | & 
aD | 4 12 5: if 34 26 74 
角 化 傾向 強 き も 1 の | 12 「 TR 
Hr ya 性 5 23 | +5 23 12 54 
Ht a 性 | 5 ce ee u os ay ae a eee 
IE u Eat. ee 12 34 2 

















4. iimh#E2e XL BE LS BED 3 Fike 
Pigs, 田中 憲二 
(新潟 幼 科 大 學 病 理 移 教室 及び 外科 學 教 室 指導 鈴木 途中 田 瑞穂 ) 
Three Autopsy Cases of Chiasm-Gliomas. 
By 


Tatuzi Ito and Kenzi Tanaka. (Departments of Pathology, Director: 
S. Suzuki, and of Surgery, Director: S. Nakata. Niigata Medical College.) 


Primary chiasm-gliomas are so rare that Lundberg has stated that it 
is to be found only in one out of 68,000 persons, and there has been no case 
in the literature of our country. However, we have had the opportunity 
to autopsy three cases since 1939 in the Department of Pathology in our 
College. 

The first case was a male child who died at the age of eight. The chief 
complaint was a loss of vision for two years. After detailed neurological and 
X-ray examinations clinical diagnosis was made in the Department of Surgery 
in our College as ,, intrasellar tumor ‘‘. Craniotomy was done over the left 
frontal lobe and a small portion of the tumor tissue of the chiasmal region was 
removed. Twenty-four days after operation, roentgen radiation was begun, 
but death followed one month after operation with hyperthermia. Autopsy 
was limited to the head, and revealed the following facts: Optic chiasm 
was enlarged and filled the moderately dilated sellar portion. The basic 
surface of the brain was strongly infiltrated by tumor tissue and further- 
more this tumor invasion was found in the left hemisphere, particularly in 
the region of the ‘‘stammganglien’’. Pituitary gland was flattened but free 
from tumor formation. The microscopical structure was composed mainly 
of bipolar and unipolar cells which resembled closely the primitive spongio- 
blasts of the developing brain. However there were conspicuous vacuolisa- 
tions and many cyst formations with the mucoid substance, which showed 
negative mucicarmin staining. In addition there was a moderate growth 
of connective tissue fibrils between the main tumor cell bundles. These fin- 
dings were a little different from the usual spongioblastic tumors of the 
brain, even though the slight vacuolisations were the common findings of 
the gliomatous tumor cells in general. 

The second case was a 9 month old female child. The chief complaints 
were the enlargemenl of the head and the loss of interest in toys. On 
admission, physical and neurological examinations were executed. Clinical 
diagnosis was ,,obstructive internal hydrocephalus‘‘. The first operation 
was done to make a fistula into the third ventricle, but it was in vain. The 
second operation was for the purpose of cauterisation of the chorioid plexus 
of the lateral ventricles, but was disturbed by the subdural hematoma which 
was found at the beginning of this operation. A few hours after this 
operation the patient showed hyperthermia and died. Autopsy was allowed 
only on the head. There was a gourd-shaped tumor-like enlargement of 
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optic chiasm which invaded into the brain along the bilateral optic tracts 
up to the lateral geniculate bodies. Both thalamus regions were also invaded 
by this tumor tissue. . Microscopical structure was composed of spongioblasts 
which closely resembled the tumor cells of the spongioblastoma polare of the 
brain. Vacuolisation of these tumor cells was insignificant, but a moderate 
growth of the mesodermal elements was recognized. Both the main tumor 
and invaded tumor tissue inside of the brain were surrounded by strong 
fibrous tissue like fibroma, and between these fibrous bundles numerous 
islands of tumor cells were also noticed. 

The third case was a seventeen year old female. At the age of four- 
teen this patient was attacked by a severe headache, nausea and vomiting 
and two years later she complained of gradual failing of eyesight, particu- 
lariy of the right eye. After admission, all important examinations were 
performed, and the resultant diagnosis was ‘‘third ventricle tumor "". 

Craniotomy was done over the right frontal lobe, which revealed an 
inoperable tumor invasion in the third ventricle. A small portion of the 
tumor tissue was removed for microscopic examination. Twenty-four days 
after the procedure, the patient died from hyperthermia. Autopsy was 
performed twelve hours after death, revealing the following conditions: 
The region of the optic chiasm and tuber cinercum was enlarged and pro- 
truded into the interpeduncular space. Mamillar bodies were also involved. 
On median cut surface it was ascertained that the tumor tissue had arisen 
from optic chiasm and occupied the third ventricle as a whole. Microscopical 
examination showed almost the same structure as the first case and was 
diagnosed as spongioblastoma polare of the optic chiasm. 

After interpretation of the clinical and pathological meanings of these 
eases, they were discussed from a pathological viewpoint, especially the histo- 
pathogenesis of this kind of tumors. 





5. 網膜 の フイ ロ エ ビ テリ オォ ー ム 
長岡 義重 
AA hy Ha it A A Ps 指導 木村 哲二 。 Abi) 
Neuroepitelioma de la Retina. 
De 
Yosisigue Nagaoka. (Instituto Patolögico, Facultad Medicinal, Universidad 
Imperial de Nagoya. Director: T. Kimura y F. Oshima.) 
第 1 例 , Om A $ 
眼球 内 7/, 程 を 占め る 白色 の 腫瘍 。 全部 充 賀 性 で は な く 所 々 室 隙 が ある . 脈絡 膜 の 
ー 部 に 腫瘍 績 育 が ある . 
RGN) (LSS, 網膜 色素 層 に 接し て , 染色 質 多 量 な 周 形 , 槍 彫 形 核 を 有する 腫 
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GMD RAL L, その 部 分 に 花環 が ある . AUMREEKORRD, 腫瘍 組織 内 所 
所 に 埋 れ , 腫 場 細胞 淫 潤 が ある . 前 区 の 腫瘍 細胞 組織 の 外 に , 小園 形 核 を 有する 腫 瘍 
MUNA AED A O, 脈絡 膜 内 腫瘍 組織 は 後者 より 成る . 小園 形 核 細胞 腫瘍 組織 は 壊死 閉 
明 . 花環 殴 現 部 に 見 ら ろ る さ 同様 の 腫瘍 細胞 が , PA LEO BEL BREUTS 
2. それ は 小 彫 形 核 腫瘍 細胞 組織 の う ) ち に ある が , 腫瘍 組織 壊死 部 さ は 近 室 な 開 係 は 
な い . 硝子 骨 液 に 小園 形 核 腫瘍 細胞 集 狂 が ある 

B2A, OHH 27H $ 

Mink oe, WR) 4 —+, 右 眼 の み 摘 出 , 腫 場 は 眼球 内 , 程 度 の 殴 育 , 前 方 水 
曲 起 に は 及 ん で ゐ な い . 

BREN LSS, KERZE, IK MAMAS 持つ て ゐる . 腫瘍 
Prt eee その 部 分 の 腫 葵 細胞 は , 核 の 周り に 原形 質 は 殆 さ 認め られ 
な い が , 交 に 原形 突起 を 有する も の も ある . ヘマ トキ シリ ン に 濃 染 する 核 を 有 
する 細胞 が 所 々 に 散在 し て ゐる . PR 
られ る . その ある も の は , 内 外 頼 粒 層 の 幅 が 度 く な つて , HK OUD FR UC HAE 
a ee Sa 
ANB (1H 2. ee TREE O AFIS EA CHS. ZT 
HOM, EDS REAKO UW (<A RD EIR Ze TAR BLOMUS. MGA = 
BREUER = OR DIS AMET HD 2. ARTEN IK TERED SUN 64S 
所 が あり , RICHER HCD EO EAD. 腫瘍 細胞 の 壊死 は 第 1 例 の 如く 著 
明 で は な い . 血管 黄 の 肥厚 を 見 る . 血管 長 ミ 開 係 の な い 古い ARE DH 2. 
Cajal 標本 (GS) に 依 つ て , 埋 れ た 網膜 組織 を 見 る さ , AMR BOT, KR 
維 の 間 に 一 面 に 腫瘍 細胞 が 彼 育 し て の る . Be AS ORR RID Hace. 同じ 切片 
の Rydberg 標本 で は , 内 訓 粒 層 の 内 方 側 に , オ リ デ デ ンド ログ リア 様 細胞 が , 1, 2 行 
DMA COS. 之 ほ 無 軸 案 細胞 か も 知れ な い . 視 絆 細胞 翌 や 利 縦 織 維 層 の ょ 6 小形 
の 細 胸 は , オリ プ テ ン ドロ グリ ア か も 知れ な い . 異 つ た 切片 の Hortega 標本 (SNC) 
で 略 ヽ 正常 の 網膜 部 を 見 る さ , ARIK Is, 無 軸 索 細胞 以外 に も , Kt pen 
あら る. ae, 2 極性 細胞 の 集 導 が あつ て , 細胞 の 一 極 は 外 境 界 膜 を 
突破 し て ゐる . この 部 分 は “Misses shes AIGA, 65. Bd, ぃ S 標本 で も , 
SNC 標本 で も , Rydberg ACS, 基 他 の 標本 で も わか る 如く , 腫瘍 組織 に は , 血 
管 に 縄 ろ る 2 極性 原始 支柱 細胞 様 細胞 の 厳 現 を 見 る . それ は , Rosenthal (1898) が 
Golgi 法 で 和 染 出 し た 細胞 の 如く , HL, Cajal が Golgi 法 で , Castro が GS ET 
め た 2 極性 原始 支 杜 細胞 に 似 た 細胞 で ある . 極性 支柱 細胞 , 星 状 芽 細 胞 , 及び 是 半 細 
胞 の 相 営 数 が 見 られ る . 価 オ リプ デン ドロ グリ ア が 散在 し て の る が 如く で あみ る. 
Mallory 標本 (PTAH) で , 網膜 組織 が 外 境 界 膜 に 偽り て , 腔 形成 を 営ん で , 腫瘍 組 
織 肉 に 埋 れ て の る の を 見 る さ , AHBRO ERDE 可 成 9 分 明 で ある . 外 境 界 
Wilt Bh AK SLA 2. PMAH 標本 に 依 ゎ ミ , MERKEN. 之 は 新生 組織 で 


(は ん Db 1 
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花環 を 形成 する 細胞 の 核 は , PRIA ZG MOK SH DT OD Li. 細 
胞 原形 質 は 内 界 に 長く , BERGE SCAT UIT aTIARD AA そ 
れ か ら 内 膝 に 出 づる 織 毛 の 存在 も 青 定 出来 る . AMICI A S. MILE HOS 

は は つき りり しない. 内 界 の 原形 質 は , GS で も , SNC で も , PTAH TE MDAH 
色 反 應 に 見 られ な い . ARTE BES MEL CH 22°, acess eran ha 
る か , FS -MCFCHSPIIC, 原始 支柱 細胞 の 形態 保持 し た ま ゝ , 低 育 完成 
OAR H AMMASTH 2D. 何れ に し て も , 花環 を 形成 する 細胞 は , wg: 
BRE b BE さ の 形態 的 相似 は 著 明 で は な く , AREER Sit, OLA, 腫 場 組織 中 の 血 
管 に 編 る 2 極性 細胞 が 類 終 を 持つ . Spongioblastoma primitivum (Bailey) の 名 は , 
少な くさ も , この 意味 に 於 て 正常 で ある . 花環 が 上 衣 芽 細胞 腫 の ある も の (移行 型 ?) 

LARTZERCHEDAISBFRTHL. 

PARK ACT % NEG ANODE (= th AIF A OH BTA. 然し 一 極性 の 原形 質 突 
起 の ある 細胞 の ある こさ は , 種々 の 還元 銀 標本 で も , PMAH bia: Ch, 他 の 2.3 の 
菜 色 標本 で も 明か で あろ る. PTAH 標本 で は MERRIE. か ゝ る 細胞 の 間 に , 
Colpidium 様 の 形 を 星 す る 核 が 散在 し て ゐる (osmium PAX). BATRA Zou 
や うぅ で あら. 還元 銀 標本 で 細胞 間 織 維 及 び 得 経 織 維 束 を 見 る 都 分 が ある が , Zain 
た 網膜 に 開 係 する も の で あら 5). MORK MEME AAD, 挫 き 込ま れ た も の で 
あら うぅ . HBSS WES LIAB CEUTA ADEA RO. TREO + リエ 
Fray CCAP zn. 

a ト 上 2 BOHRER tL TFT CH SD, HM ARSY (= AT tk AERO LS 2° 
言 へ や うぅ . Mb, この 腫瘍 は 未 分 化 の レティ イノ ブラ スト を 有 し , オリ ゴ デ ン ドロ ブラ 
Ah, オリ ゴ デ ン ドロ グリ ア 及 び 小 形 星 装 細胞 へ の 分 化 を 示 し て ゐる が , 王 経 細胞 へ 
の 分 化 は 明か で な い . 血管 に 縄 る gg vk 可能 的 に 原 Nr “HS. Z 
は , 腫瘍 組織 内 に あつ て , 支柱 細胞 , RER Oo RMN 分 化 を 示し て ゐ 
る . Midweek LR Me UTHS. Et % Mais, ote etme Hi 
まつ も の か , レティ イノ プラ スト 系 の 細胞 か 制 明 し な い . 


6. Pinealoma の 1 剖検 例 
PEASE, 秋山 美 知 
CR SA TR 木村 哲二 ) 
An Autopsy Case of the Pinealoma. 
By 


Akira Nishimatsu and Yoshitomo Akiyama. (Pathological Institute 
of the Tokyo Jikeikai Medical College. Leiter: 7. Kimura.) 


HE: 240, MA 15 AE 3 HY (22 ORT ET SOL LNE < AIC MSPS 27 
BET. 9 I Ar LINAC PENG CAR 10 LAC IAT PIC ARDDULL FR OMRON 
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ERA RHE L 11 AIC OA RAL RIS RT, 腫 , 筋 , RM ORS A WH L OT 
進 す . MIS RE W 5 S SOR HAM 7 る 。 RE HEAL PRO WR EO 
CREST, 16 年 7 IC SRRAREAREBICK REN MARMME LC 音 日 の 面影 を 
KO, 右上 肢 運 動 殆 不能 , 右 下肢 滞 く 貴行 , 右 顔 面 筋 廊 音 < 言語 障 宮 閉 明 < く なる. 17 年 1 月 症 
舌 急 進 食 四 無 く 少量 の 水 を 飲む の み . EEE TEE AT, ABER b 
Ti DDB IS 36°C Vie BRAT = 3 MPRA (114-140), PERLE 24 一 26 fi, EEE 
KAHN, 食 四 全く 無く 流動 食 手取 GE, RAR: 不明 て C BARS ABE, 頭痛 を 訴 ふ 。 
入院 後 5 HERIERREICA EL, AA 174F 1 O15 HER, AERO ML, 

主要 解剖 的 診断 : 1. MM RAE, iMRI ER び 松 
果 腺 部 小指 頭 大 腫瘍 。 々 . 全身 著 明 な る 捜 制 及び ADO BIER HEA ARH Ob 143 g, HF 
Dy Bw 615 g, ER BH, Erg, A), 3. BB, 4. FMB MAM, 5, Ak 
MHEG, 

騰 腫 瘍 所 見 : AMR AIC ISAAK HAD BO 3 IRB HZ, 1 は 説 神 綴 交叉 の 直後 
Wa ARCH A SK TAM I toc sintievietiniciritionipihlie Mites regierte 
が 限界 は 明 。 2 PHBA AA ZX RE PRA CO IRAK OT: FRR bi PRT 
(CMS ZED PRIN TE BMG, 3 REED 小指 頭 大 不正 塊状 腫 瘍 で MICS EA LCi 
な い . 腫瘍 は 何れ も ARBRE Fe EE IHR ZUR HR TER ER SSS MH 7, HB 
SHEOM S LIER CHS LLWOMAMBICIS BABALU, 此 等 の 腫瘍 の 組織 像 は 何れ も 同様 で 
MALE Ae FE AO SRD RS TLIO DT RR EK BD. SLO TLS Arbo, 然し 一 
に 腫瘍 細胞 は ALBA ARER FT, BS CS BARTEL EAR COD IE BS TRH STRAT EAK Ct 
Bitieo ARE LO, BLK ERATE AEURRER HR CHESS“. AW, Hs KET 2—3 
BOD 細胞 i 少 迷 に あり KA 小形 の 不正 園 形 細胞 LHS, TMKRSAMRGLLS 
く 認 め ら れる . 間 質 粘 締 織 は 一 般 に 踊 育 微 邑 で わる が 生 て 強い 所 は 胞 菓 像 明か で , 諸 所 に 少 舌 
或 は 中 等 般 の 汐 包 球 楼 の 小 還 形 細胞 が 認め られ る 。 此 等 の 所 見 か ら 此 腫瘍 は Pirealoblastoma 
より も?, 松 洒 腺 細胞 の 成 詩 度 の 比較 的 進ん だ Pinealoma < 見 る べき 像 で わる . 

KA PREBLE ODUM A, 答 + 腫 大 か < 思 は れる が 著 明 で な く 前 葉 部 は 友和 白神 色 で 肉 
眼 的 に は 著 郷 は な か つた . 然し 組織 像 は 後 葉 部 は 正常 像 な く 全く 清和 失 上 記 の 腫瘍 組織 の 侵入 増 

な を 認める. 中 間 層 は 2。 3 の 大 き な 濾 胞 残 遺 が 見 られ る .。 前 葉 は 著 明 な 歴 据 三 縮 像 で 大 部 分 小 
形 の 主 細胞 より 成り 。 好 障 基 性 細胞 は 甚だ 減 般 し 極少 肖 散 在 汰 で 小形 で わる . 好 酸 性 細胞 1 著 
明 な 減 毅 な ろ が 多少 残 遺 し て 居る 部 も わる が 基 だ 小形 で ある . 此 の 組織 像 は 膳 下 垂 骸 の 著 明 な 
wee Wt é 見 て 良い . 

所 見 綿 括 及 び 結 論 : 此 串 者 は 健康 時 の 状態 は 詳細 で は な い が 兵役 に 合格 應 名 し て 
居 つ た 人 で あろ る か ら 生 來 甚 し い BAKER CHO PSB GIS. 然るに 22 歳 の 時 に 
何等 の 原因 な く 急 に 27 本 の 歯牙 逆 緩 脱落 を 來 し 以後 種々 の 年 経 症状 ミ 甚 SEE 
弱 状 態 を 示す に 至 つ た 事 は 明か で , 一 括 し て 云 へ ば 主 症状 は 脆 症 状 ミ 甚 しき 老衰 症 
RCH . 一 般 松 果 腺腫 瘍 は 相 営 大 きく な つて も 有 症 状 は 著 明 で な い 事 も 少く な い の 
だ が 其 は 松 果 腺 都 に 占 居 し た 場合 で ある . 此 例 で は 松 果 腺 の みな ら ず 騰 底 部 は 上 記 
1, 2 の 腫瘍 が 毅 生 し て 居 0, 恐らく 此 都 位 的 開 係 が 小さ な 腫瘍 塊 で ある の に MEE 
術 の 出 た も の ミ 城 へ られ ちる. 早 老 次 態 の 原因 ミ し て は 従 來 騰 下 垂 境 の 疑 化 が 重箱 せら 
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れる . SUP SERRAERER IL ITHEOBAO mM < MARCH Cushing EBL ®, 
a, 損 血 性 壊死 (Simmond’s Disease), b, HE I KK 2 F REGRE O WA (Pröhlich’s 
Disease), c, Chromophobe Adenomas に 3 大 別 し , 症状 は a は 成人 で は 早 老 を 小 見 
CRB KL, b は 性 器 紙 育 不全 , IE, Ast, 耐糖 力 元 進 等 を 生じ , c は 腫瘍 
の 局所 性 應 迫 症状 が 主 で 下垂 醒 機能 異常 は 著 明 に 出 な いさ 云 ふ て 居る . 

此 例 で は 下垂 内 部 の 形態 織 化 は a の 壊死 で な く b に 相 営 し て 居る が , 症 燃 は b よ りら 5 
も 8 に 似 て 居り, PERSO ELAR S AMOR KAT BAP HL. AOA 
BR APS TP BEE WER = O BAR %e BAAS CHAD, TERBILERDA b Ir 
相 常 し Cushing の 分 類 に は 一 致し な い . HEOEET & Ak 2 1 ARPS H ZB. 

本 例 は 24 歳 の 男子 , 約 2 年 前 より 念 に 27 AO PPI SPARE EU, ER 
養 障 得 , 痩 創 ミ 得 経 症状 の 増 剖 を 來 し , 強度 の 痩 蟹 奏 弱 沢 態 の 下 に 死亡 す . RL 
身 高度 の 痩 側 ミ 内 臓 の 著 明 な 成形 不全 乃至 義 入 , 脆 許 部 に 2 ヶ 及 び 松 果 腺 都 に 1 ヶ の 
指 頭 大 腫瘍 あり て 組織 像 は 定型 的 松 果 腺腫 な り . 膳 下垂 骨 後 葉 及び 中 間 層 部 は 腫 場 の 
浅 潤 性 増殖 著 明 な ら る が, 前 葉 部 は 壌 死な く 歴 迫 姜 縮 交 に て 殊 に 好 酸 性 , 好 塵 基 性 細胞 
の 減 敷 縮小 著 明 な り . 


7. PRS EBB S Ewing 氏 肉 腫 の 1 HR 
須田 久喜 
nit eases 指導 MASH, SAN IER) 
Uber einen Sektionsfall vom Ewingstumor aus dem 
Os spenoidale. 
Von 
Mataki Suda. (Pathologisches Institut der Kaiserlichen Universität Tokyo. 
Leiter: T. Ogata u. T. Mitamura.) 

ANE ABET 2 NEGO PRATER, 組織 像 に より 明か に 骨組 織 に HAA 2 FESS S BR 
別 せ らむ る 一 群 の 腫 場 の ある 事 が 1869 年 に Golgi に より 紹介 せら れ , 次 いで Bill- 
roth, Waldeyer, Ribbert 等 に より 承認 せら れ た . 更に その 特有 な し 緑 像 及び し と 線 
に 百 す る 感受 性 の 強い 事 等 に よ 0 Bwing (Zeil: BES Are. 1925 
年 に 至り Kolodny, Cormer, Hellner 等 は 乙 の 委 営 な る 事 を 朗 め , Ewing 氏 肉 腫 
さ 呼 ん だ . 

本 腫 場 に は 骨 に 殴 す る 財形 細胞 肉腫 の 大 部 分 が 属す さ 言 は れる . (7 7) ヵ で は 650 
例 の 骨肉 種 の 中 15 ダ を 占め る ). 男 の 数 は 女 の 約 2 倍 以上 に 達し , 面 も 長 管 状 骨 に 原 
BALMS. MSH, 大 服 骨 に 原 柄 する も の が 全 髄 の 40 以上 を 占め て 居る が 頭 
革 朋 に 原 績 する も の は テ ァ メ リ ヵ で 2 例 , 我 が 國 で は 未だ 報告 例 皆無 な る を 以 て 報告 す 
BKECHA. 
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症例 : 本 例 は 25 歳 の 女 で 1940 年 10 月 より 頑固 な る Ar UT as ORO 
eT ME, 悪心 , 嘱 吐 , 顔面 牌 経 痛 , 味 小 障 宮 等 あり 瀬 次 衰弱 を 加 へ 加 答 見 性 肺炎 で 
AiG 2 FORGROBICE Ute. 血色 素 62, 色素 係数 0.77, 白血球 8800, 赤血球 406 
Bi. 

HEAR: 1) ERAHROENKONEM. 2) (ARPES. 3) RHMOSHLE 
る 多数 の 細 葉 性 兆 出 性 結核 症 . 4) 大 豆 大 の 腸 間 膜 及び 後 腹膜 汐 巴 腺 の 結核 , 5) 軽度 
ONE A OPA AKO Be. 

= > CIA Hho ART Lc AUS ES CHG ORM CHAM 4. Br EA 
OBO BIKA Hite +O BL, 同 骨 朋 板 を 破壊 し , MEDOTRICRALK EDT 
橋 . KESSEL HOME (=, UAT, 顔面 , ASHE) WS) CHA. 
組織 限 的 所 見 : 主 ミ 7 て 賠 形 eh aa MEK HM UT HERR 
DZ Fe tC ACTS MERRY し て 居る. EEE CHOOT HS 
性 が 極め て 悪く para seh 合 胞 性 に 連絡 し 履 * 核 分 裂 像 を 認め る . 核 の 
大 さ は 稚 * 不 同 で あつ て 色 質 は 主 さ CR - 定 ' て 居 な い . RAM 
不正 で 収縮 し た 様 に 見 える の も あら る. 通常 エキ オォ ジン で 赤 染 する 核 小 骸 を 1 (HAN TH 

る . 鐵 銀 標本 で は 格子 装 畿 維 の 著 し い 増 殖 が 見 られ , 各々 腫瘍 細胞 の 間 に は 細い 和 維 
が 存在 し て 居 て 了 つ 極め て 織 細 な 織 維 が 細胞 原形 質 よ り 派 出 し て 居る . 

久 格 子 敵 織 維 の 増殖 は 極め て 高度 で 腫瘍 細胞 の 僅か に 敷 個 し か 集 園 し て 居 な い 所 で 
も 格子 装 角 維 は 太る を 増 し 著 明 な 用 原 化 有 を 示し て 居 a 

IR: APA 22 BOK CHAAR ARES ORL, REE AA 
LOTS AAIEMND Ewing 氏 肉 腫 で ある . EU ee RER DS EHR 
認め られ な い 所 に 興味 が ある . 

何 雨 肺 に 加 答 上 兄 性 肺炎 を 併 し 脆 れ た も の で ある. 


8. BERKER 1 例 
家 森 武夫 , 小 珠 命 済 
Cee ee Les ce Le RER) 
Ein Fall von malignem Teratom der Hirnbasis. 
Von 
Takeo Yamori und Meisai Kodama. (Pathologisches Institut der 
Kyoto Kaiserlichen Universitat. Leiter: S. Mori.) 

23 BOWL, 246-875 ORR, GBD 0 CHW MM Ut. 387 Aa OM 
GH, 2 月 前 より 失明 。 ABABA: 5 OMOEA TM, VRR EEE 
Zen kb ABEL HU Zz rey Hh te, 

此 の 腫瘍 は 中 央 都 割 面 に 座 て 4.5x3.8 cm RER 2 H OIE PHAR OFA 








233 


右 に 位 UA Ze EAB AK oR < PSE Cee, 動眼 利 経 , SERRE, TEE, A EHS 2 
其 の 部 分 に 於 て 治 和 失せ UO A SEG MRS AK NE ROR PEO RUN HERD 54 
碗 豆 大 乃至 乗 粒 大 の 彫 形 或 は 槍 彫 形 の 暗 赤 色 の 凝 息 を 入れ た る 部 な り . 肺 に 於 て は 十 
数 個 の 大 豆 大 乃至 小豆 大 の 硬 血 物 を 認め 割 面 嗜 赤色 な り . 心臓 (25 g) 腫 臓 (22 g) 肝 
臓 (540 g) Pill (7: 69 & 57 8) FARR (12 g) 胸腺 (3 8) PG ESS, 4g) BA (ASE 
右 8g) 等 の 姜 縮 あり . 

身長 154 em に 封 し て 死亡 時 骸 重 27 kg な 0. 組織 了 的 に は 騰 許 に 於 ける 腫 場 内 に 於 
THT ALAR Si, AWE AT ADEL at ERE LReAL, 一 層 
Kira TFT. 又 血 液 を 多量 に ee NM D Bo Give. 肺 に 
BST % PH FEOD FARR AS EG AK HA pint te 一 致す 。 肝 細胞 の 姜 縮 
及び 其 の 中 に 消耗 性 の 色素 を 認 む . pines CIS AS EE し 光世 濾胞 の 大 さき 著 
UNSER OPER FE BEE» 且つ 細胞 の 境界 不鮮明 腔 は 殆 さ 治 失 CER 
に 密接 せり . 甲状腺 光 胞 の 大 さき 概して 小 に U ET SEE TH AH RR IC 
創 離せ る 上 皮 細 胞 を 認 む . - (HRB tO SETS EL RES P< RE 
AAA AAS EE vag a oO. SAUER Ch EO GHEE RD PH) Mt EAD 
Ww) Fem 細胞 管内 に ee 夜 細胞 稽 + 多 量 に 認め られ, 精子 は 之 に 比 し 少量 に み 
54, 

DANS (= HS ARE ER 0 SB GE EMI RAMS HE AOD BE AE Fe Ste 
BO) CHG PB Fe WEES Lob AP EE cS te BB OPO 

Marchand (hice BANNER AGAROSE KOO RTH SUUZREOMIEC EO 
定型 性 ミ 非 定型 性 に 分 けた . Langhans の 細胞 菓 合 胞 細胞 性 要素 の 間 に は 移行 型 
が 存在 する ミ 言 は れ 此 の 2 つの 細胞 は 同じ 組織 より 区 す る も の な る が 故に 厳 定 に 隔 別 
する 事 は 出 事 な い も の で ある さ . 又 遇 刀 の 因 形 腫 に 於 て 合 胞 細胞 が 調 め られ 此 の 韓 移 
に 於 て 豚 絡 膜 上 皮 細 胞 腫 の 像 を 示す 場合 が あり , WILMA LA MINEO EB 
に 於 て も 最初 時 形 省 より 上 脈絡膜 上 友 細 胞 腫 が 細 し 之 が 他 の 都 分 に 全 帆 的 に 増殖 する も 
の で あら うぅ で さ 城 へ られ て 居る . 本 例 に 於 て も 之 ゞ 同様 に 非 定型 性 の 脈絡 膜 上 皮 細 胞 腫 
OBE HED FH ~ GALS & OYCRAILOMATANEO Dt OD CREME KL OBER AN 
な り 0. Erdheim に よれ ば 騰 下 垂 骨 管 腫 は REBT HNO a を 有 す ち も の で あめ 6 
Ehler \= Kt HN & KAS RKROMBIS KO BAS SD BOB 6 tLAOM ACHT 
BETEN HI 20 SCH TE PE ROME RELY GALS ’ORO. M Kraus に 
& © ESOS PROSE = RAY S PID ERE 6 td SME LO BMA TuULILOW 
AILS ASF ER A OD WUE RRS LC APNE CS AE SHED It OOFBMES BEA UZ & 
© MSZ, BEZ AROPERICRA IR bE ROD REA Fe SL HS BOS BM GAUS. 脈絡 膜 上 皮 は 胎 
AEE 7 aD : の 分 泌 を 有 す ち も の あり . 本 例 の 如き 騰 下 悼 杉 内 分 落 の 妃 除 せる 場合 に 
於 ける 胎盤 性 アロ ラン が 遇 刀 に 及ぼ す 彰 響 を 推 祭 し 得る 稀 に 於 て も 興味 深き 例 な りさ 
Rit A. 








9. ASE - 516 niz SBI 2 Tipp 
AK 
Rt AKA ESR RAS 指導 緒方 知 三郎 , 三田 村 第 志郎 ) 
2 Sektionsfalle von Teratom an der Hirnbasis. 
Von 


Hideo Ota. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: 7. Ogata u. T. Mitamura.) 


GH EWA PS NEGA — MTNA OO TH DDT » (CRAB LAF ES BASIE BEE 
せる 時 形 腫 各 1 例 を 得 た の で , 殊 に 前 者 は 局所 解剖 例 で は ある が , 敢 て 報告 する . 

Bm Mit. GRAS: 松 果 腺腫 . 病理 解 剤 槍 診断 : FAIRE. 
以下 省略 ) 病 歴 は 詳 に な い が , MA 17 年 4 月 18 日 死亡 , BIRMA 2) te BIC 
ある . 

肉眼 的 所 見 : 栄 杖 作 良 の 少年 尾 で 身長 帽 重 共に 年 齢 の 割 に 大 で ある が 性 器 の 外観 
IE 2 次 的 性 徴 等 特に 病 的 早 球 ミ 見 散 す べき 申 が な い . 頭 著 腔 を 開き 膳 に 前 額 割 を 加 
TE D SPR A Et EEK KL. ARE EEE SAT EA 
形 の 腫 場 を 認め , RAMA Mth し 色 は 妖 白 紅色 で 少し く 人 硬く. 周 園 さ は 比較 的 刊 然 さ 
品 誠 せら れ て ゐる . 矢 装 割 を 加 へ 割 面 を 概 す る さ , MGOBMB-CHTKES ROR 

を 見 る が 大 部 分 は 宮 質 性 で , 所 々 に 出血 が 見 られ ろ る . 松 果 腺 は 誤 あ られ ず . MEHR 
va 所 は 前 下方 に 強く 歴 排 せら れ て ゐる . 

KB: 腫 場 は 間 葉 性 , 外 葉 性 , 内 葉 性 の 組織 か ら 成 9, BBR BIR 
(IE ER 葉 性 組織 その 大 部 を 占め , 肉眼 的 に 論 腫 の 認め られ た 部 分 は 大 小 多 数 の 
aE, AKER TOBA EZ HOT PEED HEL, ある も の は 膝 内 に 繊維 
KEIL SERIE FR AUT DS. APSA ROMBEE MRED 6 RO MET 
富み , 比較 的 大 形 の 胞 装 核 を 持つ た 多 形 性 細胞 群 が そ の 間 に 痛 巣 駄 に 増殖 し , A 
i, 滑 主 筋 組織 , 幼 若 な 御 絆 組織 が 所 を を 勲 綴 し て ゐる . 國 質 性 の 部 分 は 専ら 6 前記 の 
間 葉 性 組織 ミ 多 形 性 細胞 群 の 冶 巣 自 増 殖 か ら 成 り 種 々 の 上 友 細 胞 が 管状 に 配列 て ゐ 
ZONE SL GHD. 

第 2 例 , 12 歳 女子 . 臨 閑 的 診断 : ME? RT TERR MZ 
腫 . (以下 省略 

病歴 抜 共 、 昭 和 17 年 3 月 頃 か ら 時 々 頭痛 を 訴 へ 學校 の 成績 も この 頃 か ら 一 段々 門 く な つた . 
同年 7 月 23 日 家人 か ら 箱 力 障 旭 わる を 認め られ 球 後 説 紳 経 突 の 疑 の 下 に 治療 な を 受け て ゐる) ち 
同年 8 月 16 日 突然 散 熱 し 膳 笑 様 症状 の 下 に 入院 し す : が 宝 後 諸 症 汐 次 増 剖 し 同年 9 月 12 日 死亡 
eh Bate LY. 

PARAS: WRITE HE IF NED. 頭蓋 腔 を 開く さ , K 
ARS EME = FEL, OS 3 ARSE EAN Ze FAs 凹凸 せ aoe IEG 72 B.D, 
淡紅 白色 で 周 団 ミ は 制 然 司 割 せ られ て ゐ ろ る. JAPAN RER AE At BRS 5 
HAMAS. 制 面 で は 腫瘍 組織 内 に 多 敷 の 義 腫 が あり 又 所 々 に 出血 が 見 られ る . Mi 
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PF HERES HES RR SK RE し 示 指 頭 大 の 結節 を 形成 し (2g), AMHR 
OHMS 54.4. m FERMERFRAÄCH BE ULE ERHALT DD. 

TBR: NEAR 72 AED 6 MO, ABA HE 
Hie Tr Fall, 軟骨 組織 , 骨組 織 等 介在 し 血管 に 富み 所 々 出血 が 見 られ る . I 
島 風 状 に 幼 若 な 視 経 組 織 が あり REA EL Je FED Te FE REE A MIRED’ 5 2. 更に 大 
小数 多 の 管 騰 を 園 む 昌 層 乃至 多層 の 局 邊 上 友 細 胞 , PARE AR, EE Reet EE 
ERMA Ctr, 膝 内 に 粘液 様 物 質 を 入れ て ゐる も の や , BRB MK 
層 , ae, Rive, Whe CARI, 基底 細 胞 層 ) ar 膝 内 に 角 
質 様 物質 を 入れ て ゐる も の , 管 腔 璧 に 幼 若 紳 経 細胞 集合 し "セット 庄 配 列 を な し て ゐ 
る も の 等 複雑 な 様相 を 星 し て ゐる . 腫瘍 組織 は 騰 下 re EHTERCAO, Mi 
PERG 72 WS CHATS 5 Su < AAP ERE AT HEL SEO Re BL LOMO NE 
瘍 構造 も 略 ヽ 前記 に 等 し く , RRC IR AT EBL S DAO NEL EEE RD 5 
れ だ ない. 

以上 2 例 の 騰 底 部 時 形 腫 に 於 て , 第 1 例 は 外 十 上 病 的 早 詩 の 認め られ な か つた 松 果 
腺 部 時 形 腫 の 例 で ある が , Berblinger, Dolmetsch u. Lang 等 に よれ ば 松 果 腺 時 形 
腫 は 若年 者 丈 に 17 歳 以下 に 多く , A. Schüller に よれ ば 40:14 で 男 見 に 多い , Alf 
場 に 起因 する 病 的 早 壮 に 開 し て は Askanazy 等 の 説 が ある が , Berblinger 等 に よる 
ミ 女子 に は その 例 な く 男 子 で も 非常 に 高座 に 見 られ る も の で は な い . FH 2 RMON TE HE 
Hehe Clk Erdheim の 腫瘍 が 問題 に な る が , APIA WET ASU D 6 BA AN 
も の か 人 否 か を 決定 し 得 な い が 組 織 堕 的 所 見 か ら は Erdheim の 腫瘍 こさ は 寺 へ 難い -. 


10. BElMBORRROBF IRIE TH 
(ABE RO AEE AER FE IC A ZU 
ie A ST 
RAG A Ee 指導 木村 男 也 ) 
Studien uber Einfliisse der malignen Gewachse auf 
Kieferknochen und Zahne beim Menschen 
und bei sarkomverimpften Kaninchen. 


Von 


Yosinao Okuda. (Pathologisches Institut der Kaiserl. 
Tohoku Universitat. Leiter: O. Kimura.) 


悪性 腫瘍 に 硬 組織 が 侵 龍 され た 際 , 一 面 , RAI Stl. 他 面 , eke St 4 
は 常識 で ある が , 其 の 微細 機 韓 は 最近 等 閑 に され て 居る . Eich So 
ぬら 寺 へ られ ら る. Halisterese か ら ざ うな る か その 追究 , 乳歯 永久 歯 さ の 侵さ れ 方 の 
比較 等 に 種々 未 記載 の 知見 を 演者 は 得 た . 
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(SE OD WGLE BEL FH ON} I 28 年 6 ヶ月 の 剖検 線 敷 4618, 此 の 中 痛 が 514 例 , KA 
Flt 15 例 で 冶 疾 度 の 第 IH. HUB 90 PICU, 演題 1 ARE). ILO 12 
A, 成人 の 他 の 冶 6 Hl, 肉腫 2 例 , 11 歳 以下 の 肉腫 5 例 , 計 25 例 , SIP OR 
られ た 短 紛 舞 細 胞 肉 腫 を 家系 30 DEF A CERIO 24 AT, LE PIC 
BeGd HCC. 人 間 で は 小 見 に 特に 面白 い 所 見 を 得 た の で , 夫 れ を 主 ミ 
し 成人 を 従 に , 系 の を 比較 する 

Mann: り 導 の 導 が な 時 に は が 全球 MURINE Dscoaion 
AG BBD IH AES. 之 は 甚だ 吸収 され 難い が , HOME, 石 炎 分 が 消失 する か 多く は 極 
め て 緩慢 に eNOS ROARK 3 され ろ る . 之 は 成人 に も 見 られ る が 兎 で は 稀 で あつ 
Te. 

2) Halisterese は 全 一 般 に 認め られ る が , 夫 れ が ざ 5 TADS THO. 精 
査 す れ ば , eve 人 CHD, Iker CHIRMRD EE Str 4 His 
大 へ られ め ぬ . 種々 の 染色 で 追 氏 すれ ば , 此 の Bic PEED 結 締 織 織 維 (Sharpeysche 
Fasern) SEHR CHAD EMER | BETEN する . 之 は 小 見 , 特に 兎 で 最も 著 明 で 
ある が 成人 に も 見 られ る 。 

精査 の 結果 Halisterese に 3 型 を 別け た . (1) KOM ER, BIRO DE 
蔵 然 ミ 境 され る も の . (3) GIRL CRC WEE CE HD TRIE BRIE RABE BT 
する も の . (N) IRB AK RE HED AT 250, 此 れ で は 一 見 , ER 
は な く 直 ち に 繊維 に PRET AD ORCA OMIA 骨 新 生 で な いか さ 思 は れる が , Bis 
騰 類 ミ 同 時 に 条 維 に 解離 する の で あら る. 肌 放 後に 骨 細 胞 が 甚だ 肥大 し 双 上 記 織 維 に は 
核 が 増加 する . ION B Clk Rec BEEK CHS. Römer (in Henke-Lubarsch, 
Bd. IV 2 and で 肉芽 の Al FD ASI (Osteolyse) (し て 織 細 な 結 締 織 織 維 ・ 
Auffaserung 7 {3 | —-#f0) Ostitis fibrosa を 示す ミ 記 涼 , 賠 講 し て る が mb 
的 の 事 は 書い て 居 

ト 上 の 3 型 の 間 に 大 移行 及び 混合 型 が ある . 骨 の 受動 的 青 境 で 差 は ある が , 腫 場 か ら 
稚 * 隔 つて 大 きく 包 園 され た 骨 質 , 特に H-# (Haverssche Kanäle) OAT Cis FoR 
吸収 が 主 で ある が , NED 迫 れ ば 概ね Halisterese か ら 織 維 に 分 解す る . 

3) 増殖 力 , 侵襲 力 の 張 大 な 肉腫 細胞 が 骨 面 に 直接 に  TAUK 此 の 細胞 が 確 に 
骨 質 を 吸収 する . HORS SATE IN OD, 兎 で は 極め て 題 著 で あつ 
て , 時 に 骨 の 大 部 分 が 此 で 消失 する . 兎 で は 肉腫 細胞 が 其 の 俸 の 要 で , 稀 に 多核 又は 
FA KIEKOTHORM Fe Bis. 小 兄 の 剛 形 細胞 肉腫 に も 同様 な 事 が 観 窪 さ れる. 

4) 然し 一 般 的 に は 小 見 , KASEI BIT Bok 割 に 少く , 特に 冶 
CUS SETS EERIE DAS Ye FT 2 

5) AAO WED, 腫瘍 の 骨 舌 内 , 就 中 , 個々 ん の HERDER, MAK CAMMY 
ら の 機械 釣 な 膨 有 性 破裂 に 因 る 事 は 冗 説 を 要 し な い が , 兎 で は 骨 が 迅速 に 肉腫 細胞 に 
Ne SIL RHE BLT 20 WERTE» PSH AE < PEARED 2. 

6) RRKOMDPBWIE = Haverssches Lamellensystem さ の 間 に は 何等 の 法則 的 
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開 係 は 認め られ な か つた : KATEHBREDERNC- EU TRÄEDSEUORET HT 
が , 其 の 側面 で の Halisterese や や 繊維 へ の 解離 も 頻繁 で ある . 

) 骨膜 肉腫 で は 残存 骨 の 骨膜 に 一 種 の 側 方 増生 (kollaterale Hyperplasie) DA 
現す る 許 り で な く 此 が 肉腫 化 を 確 対し た . 木村 は 営 つ て 長 管 骨 肉腫 の 10 PIER Ka 
FEL THO 像 に 遭遇 し な か つた が 小 見 の 側 頭骨 の KH HDD NETZE 
だ 。 

8) 人 間 で 肉腫 内 に 骨 片 が 残存 すれ ば , 多核 の 破 骨 細胞 が 多数 に 生じ て 之 を 吸 必 し 
同時 に 肉腫 細胞 が 窓 集 し て 新 の 部 に 置換 すれ ば 性 も 痢 分 的 に 巨 紫 細胞 肉腫 の 不全 型 を 
見 る か の 様 で ある が , HO PREMIO ANES I 趣 が 違 ひ , 此 の 破 骨 細胞 に は EIER 
の 相 が あら る. 兎 で は 肉腫 細胞 の 備 で 吸収 し , BRS BARS MIC LEE ORI EY 
が , 吸収 後 , 細胞 は 膨 化 婦 性 する . 

9) HCL RAMBO REDET ER BONE EAM: CHAD, FE 
様 な 骨 の 他 の 面 で は 又 織 維 に 解離 する の が 少く な い . 

10) 腫 場 が まだ 軟組織 で 隔て られ 生 ら 骨 に 近づけ ば 時 に 骨膜 か ら 骨 が 新生 する . 之 
KETTE S tute. 他 の 機械 的 影響 が あれ ば 此 の 新生 は 廣 汎 に 互 6 得 る が , 夫 れ が 
な くさ も 新生 し 得る 

11) Er HE ef re BUT BRED GW ODAC, BOSDATES RC 
全く 埋没 も 殖 さ 委 化 し な い . SEL BO ICH 2 簡 次 乃至 樋 状 軟骨 (Jacobson u. 
Stenon) ie “A ANEDYUS A THU 迅速 に 其 の 内 部 を 充 協 (て 軟骨 を 内 か ら 歴 迫 
し , Koma: st, 時 に は 其 の 細胞 間 に さ へ 織 な が 6 侵入 する . Att 内面 の 軟 

eg — CREME BRERA LUD, 又 筒 内 で 外 へ 逸 出す る 途 が 
に 腫瘍 が 無理 に 増生 し て 床 力 を 強め る 故 も あら 6.). 

Io この 比 化 は 小 見 ( 乳 歯 ) ミ 成 人 ミ 兎 さ で 甚だ し く 違 ふ . CIO 構造 が 甚 
だ 複雑 な 上 に 特に 歯 剛 を 狐 つて 移植 し た も の も ある 故 , 其 の 方 の 詳細 は 他 に 譲る. 

a) 肉腫 が 乳 落 の 側面 か ら 燃 々 さ 迫 れ ば 多核 , 昌 核 の 破 歯 細胞 が 新生 し て MT Re 
TR TE BERN FALL し 次 で 腫瘍 が 此 所 へ も 加入 る が 該 腔 全部 を 充 す 事 は な い . 
歯根 の 矢 端 也 から は 侵入 し な い . 

移 の 昌 殴 の 骨 性 の 縦 中 隔 を 肉腫 が 侵す さ 炊 で 横 に 歯 髄 内 に 容 破 , FEA HS DFE Ct 
根 失 端 孔 か ら BREI, 血管 に 沿 ひ 又は 其 の 中 で 侵入 する .。 一 般 に 人 間 , 系 共に 歯 
蘭 は 腫瘍 の 侵入 を 張 く 阻止 する . 

b) ANETTE BR Cob HE UC LORE OD RIED BBG PY (= DL ESA 

に 埋 浸す る . HOAEEERALBELBA ON. 

e) WES CCPL OTTER F DIS We SAU TER BAIR, Hoard 
も 切断 され た (amputiert) 様 で , ae さ は 形態 が 全く 違 ふ 、. 

d) PLR ORT PERS ODE C ABH ATED WBE S AUT AREA ETE, GK BP EL 
残存 , Mer — IHRE CIE EW DARA BEER DR 52S. 

e) KA, 小 兄 共 ! OR KE SIUMMAD HALT SOLA C, BECK 
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BARAT 2. BCLERMAD ES 4. 
f) BCiLARROSH, HBAORARE Halisterese, Miki, ALRDOFR 
JEN TERM OMA, 稀 に 人 象牙 質 の 壌 死 , Halisterese, 軟化 , Bk, 抹 が 見 られ た . 


11. BaD HABA eT 
と 伊藤 秀夫 
RS AEP Se 指導 宮崎 吉 夫 ) 
Histologische Studien über die Epuliden. 
Von 


Hideo Ito. (Aus dem Pathologischen Institut der Staatlichen: Zahnärztlichen 
Hochschule zu Tokio. Leiter: Y. Miyasaki.) 


BABIES RCE Ct RR AY, aH 5B RAE OD A ALR Ae BEAR AEE S UT, ARAKOD 
歯 能 こさ は 多少 共 明 瞭 な 境界 を 有 し て 増殖 する , REO BI TRAC EHER RENE 79 
J. (AD BELO ENE EEE LEN OHR HOCH TES. Mick 
IS EEE Ra RES PSE ERNE SI PO Ct THES. APE RRR OR Ms 
歌 米 に 於 て は , Virchow の 所 詩 巨 細胞 肉腫 で あつ て , HC Ret ors, 
ENTE SEA TEAK & DD. BAER SEE SCHEN 
lee RHEIN 
KONESSAHIESDDOT, BEDELSIOTHA. FEO TC RMR Fe‘ eg 
解 租 て 腫瘍 の み を 指す さす れ ば , BBR MR BOILED. RUHE br 
HT AS EEE ON 5, BET OTR OFSA NGO EN SA 
同様 の 所 見 を 星 す る 事 が 多い の で ある か ら , Se CHE CRE SOT 
便利 で ある . 上 逃 の 如く 歯 角 腫 は 非 上 皮 性 の 組織 成分 より 成ら 腫 場 又は 腫 場 様 の 形成 
物 で ある . 然し 上 皮 性 或 は 混合 腫瘍 乃至 韓 移 腫 券 が 全く 歯 旧 腫 の 形 を も つて 現 は れる 
事 が ある が , FEST ALE yy (= t eae OD ERCH D. 

AAAS AY) BORNE SAI 5 tT EOD 形成 物 62 le AL RT, 一 
Ham = = 呼ば れ て 居る も の ROTER て , aM 72 Sok & 
RiR TST CPB UT el SBA. 

62 例 中 49 例 が 炎症 性 の 新生 物 で ある . この 中 5 例 は 定型 的 の 肉芽 組織 で あつ て , 
林 だ 比 維 の 形成 が 殆 ざ 起 つて 居 ら な い 。 80 例 は 殆 全 部 が 繊維 性 の 組織 か 5 RO, 
血管 周 閉 に 色々 た 程度 の 細胞 淫 油 が 見 られ る に 過ぎ な い . FC RTO “CR 
維 腫 ミ 孝 へ た い 様 な も の も あつ た . 結 締 紙 織 維 は 一 般 に 太く て 背 痕 紅 織 に 相 等 する 
が , 時 に は 剃 粗 な 織 維 の 多い 事 も 6 も ある. この 様 な も の は 数 年 以上 の 慢性 の 旨 過 を 取 つ 
た も の に 多い . 又 太 い 繊 維 に 硝子 化 が 起り BROT し て 居る も の も あつ た 。 1 例 で 
は 中 心 都 に 可 成り 大 きい 白 罰 質 様 組織 が 形成 され て 居 つ た . 是 は 後 巡 する 骨 『 織 維 腫 ミ 
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異な り , DATEI EL KOTELREOTHA- 以上 の 中 間 に 倍 す る , 即ち 
肉芽 組織 ミ 疹 痕 組織 ミ が 色々 な 程度 に 混合 し て 居る も の が 14 例 あ つて , 純 料 の 肉芽 
組織 か ら 成 もち も の ミ , 織 維 腫 の 様 に 見 える も の さ の 間 に 全 く 連 績 的 に 各階 程 に 相 常 す 
る も の が ある . この 場合 に 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 腫瘍 の 表面 に 屋 ヽ 潰瘍 形成 
が 見 られ る 事 で あつ て , この 入 に 全く 背 痕 化 し た も の に 2 区 的 に 細胞 浸潤 が 起 つ て 來 
る 事 が ある . PEOT LM ORES HIG = Kk REDE U7 S BLAS RRB 
MCORP MEGAN EW. 

NERS O FN Fe ES LRIBPI RG PHA し て 居る . 1 例 に 於 て は この 増殖 が 極め 
て 著 明 で 乳 購 腫 様 に な つて 居 つ た . 又 血 管 の 増殖 振 誠 も 特別 な 注意 を 要する 事 で あ 
2. 多少 共 慢 性 の 綴 過 を 取 つ た 場合 に , 遇 し い 血 管 の 新生 を 來 し て 血管 内 皮 上 腫 の 様 な 
eee な つた 様 な も の で は この 様 な 新生 
血管 が 著 UP AR CRS BORK RO. BRN CAR OBER TE WOE 
tale acne ig SOK EI HOMERS FAS 結 締 織 織 維 が 増殖 し て 居 
OT, 炎症 さ は 開 係 無し に 殴 生 し た 血管 種 ミ 思 は れる も の が ある . 然し この 様 な 例 で 
も 後 殴 する 眞 の 血管 腫 ミ 異なり, 表 暦 に 近く 極め て 血管 新生 の 強い 肉芽 組織 が 見 ら 
れ , 矢 張 0 炎症 性 の 成立 ち を 有する も の で あら る 事 が 分 る . 

R= DE Sk ARES OD 腫瘍 さ 大 へ られ る も の が 13 例 あ つた . その 中 4 HMM 
WENE CH A. Atk _ but ¢ 織 維 性 に な つた 肉芽 組織 ミ 屋 別 す る 事 は 必ず し も 容易 で 
は な い が , MAEM AIS Hid THI CH OT, 耐 も 繊維 の 大 さも 一 定 (し . 幸 ひ 潰瘍 形成 
“HED 2 炊 的 細胞 浸潤 が 無 か つ た 入 に 明か に 属 別 す る 事 が 出來 た . HG Ze BES Lb BRIS 
一 般 に 富 ろ 義 縮 性 で あつ た . 然し この 場合 廣 汎 な 潰瘍 が あつ て 慢性 の 炎症 が 起 れ ば 
HEME CH AD, 背 痕 組織 で ある か 隔 別 出来 な く な る の は 営 然 で ある 、 因 に この 4 例 
の 中 SENKEN, 1 BERENS, 8 LODUERKEMO Th 1 PIERRE 
64 Lt OC, Malassez の 遺 残 上 肥 が 認め られ た . 他 に 織 稚 肉腫 が 1 例 あ つ 
た . 本 例 は 左側 下 逐 部 に 織 維 肉 竹 が 有り , それ が 各所 に 韓 移 を 起 ( て 死亡 し た の で あ 
る が , BARONS & © OME CHOC EMRE IE AR SBD ATE. RE CRAY 
LER RRO PTL Zea, BR S = MRO NEV UNO IR AED 
は れ た も の で ある 。 HED CHE CUA REEL MRED ECL 
生 す る 事 が ある . CORE RT SMO HE AMES EOE SES, BET 
EOD HAL OD NEO Ye OCHRE EOD BT 2 BUOY CH AD, MORE 
KAY IL (SEC. ROTER OA Rem UT, EDER ATNE 
も の が 3 例 あ つた . HAIRED HIRI RER LTH ALORS WD, 1 例 で は 
類 骨 組織 に 止ま る も の が 多 敷 に 散在 し て 居る . か ゝ る 新生 骨組 織 は 大 ヽ 構造 が 不 完全 
で あつ て , FBR CM TE2. 赴 が 白壁 質 な ら ば 歯根 膜 か ら 殴 生 し た 腫瘍 さして 
特別 の 位置 が 奥 へ られ る の で あろ る が, 骨 質 の 不 完全 な も の さ , HERS BIR td HAE 
に 了 司 別 する こさ が 出来 な い の で ある か ら , EU THREE SHE, 果して 歯根 膜 か 
6 紙 生 し た も の か 人 否 か は 別に 考慮 す 可 き で ある . 同様 な 腫瘍 は 歯 彰 以外 に 癌 部 に 礎 ヽ 
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RHETBLOTHBOT, LOY MREFReDRITALOCH AKAD 
“THA. 

恋 眞 の 血管 種 が 2 例 あ つた . 1 例 は 海綿 状 血管 腫 で , 他 の 1 例 は 血管 内 皮 腫 で ある 
後者 は 極め て 粗 な 結 締 織 の 中 に 血管 内 皮 細 胞 が 不 規則 な 胞 巣 形成 し て 増殖 し て 居 
つた . 門 等 は 炎症 性 新生 物 内 に 見 られ る 血管 の 増殖 さ は 異 9, 組織 時 形 ミ し て 存在 し 
て 居 つ た 血管 腫 が 腫瘍 様 の 増殖 を 示 し た も の で ある . 更に 混合 腫瘍 こさ 命 名 すべ き 構 千 
を 有する も の が 2 例 あ つた . 即ち 口蓋 その 他 に 屋 * 底 生 す る 嘩 液 腺 混合 腫 場 の 一 異型 
ミ 認 む べき 像 を 示す も の で あつ て , 厳密 な 意味 で は 歯 彰 種 ミ は な し 難い . 

前 述 し た 如く 所 調 互 細胞 性 歯 肖 竹 は 我 が 國 で は 極め て 少 敷 で ある 事 は , 先 人 の 等 し 
CHO DM CHD. 私 は 62 例 中 僅 に 1 例 を 認 あめ た に 過ぎ な い 、 hs ATER 
生じ た も の で 定型 的 な 歯 湯 種 で は な い . 組織 静 的 に は 昌 調 に 増殖 し た 紡 鍵 形 の 細胞 か 
ら 成 る 腫 場 で , 比較 的 深部 に 多 敷 の 骨 破 壊 細胞 に 似 た 互 細胞 を 混 じ て 居 つて , Virchow 
の 互 細胞 肉腫 に 一 致 し て 居る . 然し 核 分 沖 像 は 殆 ざ 無く 悪性 腫瘍 の 像 は 示し て 居 ら な 
い . DANES 2 RAEM OMAN CH DSF LBRYSRILH SD, 私 の 場合 は 何 虜 
か ら 見 て も 肉芽 腫 さ は 考 へ られ な い . この 様 な 腫瘍 を 炎症 性 の 新生 物 を 才 へ る の は , 
SOF ARD FA MRI FD UTE BOG CHD. eg 
Dec Alste = OF EEE HELD HBAHOTHADG, 直 等 を 同一 物 さ 大 へ る の 
は 間 違 つ て 居る . 替 ろ か ゝ る 組織 か ら 華 生 し た 腫瘍 様 の 増殖 ミ 見 る 可 き aan C, & 
EEE BIEL COS TBS. EAST EN RMD 6 BATS 
THY CESBHLHASD, REIHE AD SHAALOCHOT, fh 
來 は 骨 破 壌 細胞 さ 同 一 な も の で ある . 

以上 の 所 見 か ら 私 は 歯 湯 腫 を 次 の 様 に 分 類する . 観 宗 材 料 に 於 ける 頻度 は 右 方 の 敷 
字 で 示 し て ある . 


第 1 類 炎症 性 郊 彰 腫 ・・・ ト ー ド ドー ドー ドド ーー 49 例 
1) PR SERRE PRN ern nn 8 例 
2) GHEE fa BE EEE ee ee 29 例 
3) RU PME EME REM «eee 9 例 
4) in ea ee a See ae nee 3 例 
第 2 類 NTE PAGABAE eee eee ee eee 10 例 
1) SEHENENEBIRENE - - cece cece eee eee 4 例 
2) HRMENE ERG RBM. 60 ee eee ee eee eee 3 例 
3) (PERE PBNEE eee eee ee eee eee ーー 2 例 
4) EAOESSPEBTBRIE ee 1 例 


この 他 に 色々 な 特徴 を 有する も の や , BRMOHNERTEND HARD, それ は 夫 
夫 適 常 な 形容 inl 22 入れ THC U ) 表 は せ ば 良 【 % 








12. SEEMED 1 例 
諏訪 紀夫 
(RRPAKSRSMABSAS 指導 MHASH, HANH) 
Ein Sektionsfall des atypischen Schilddrusenkrebses. 
Von 
Norio Suwa. (Pathologisehes Institut der Tokyo Kaiserlichen Universitit. 
Leiter: T. Ogata und T. Mitamura.) 

MK: AKER CRRA MON, 昭和 16 年 12 月 頃 ( 死 亡 前 約 6 ヶ月 ) よ り 食 
物 が 咽喉 に つか へ る 感 が わ つ た . 昭和 17 年 2 月 雨 側 の 肩 が こり , HAM LACH ED 
BORER, この 頃 よ り , 暖 音 軽い 咳 歌 が 割 に 急 に 出現 し た 。 3 月 に 入り , AWRROMRA 
認め , 耳 右 肩 に 放散 する 症 痛 が 出現 し た . 食 然 は 極め て 不振 。 GE RREE LC, MMR WIC 
な つた 。 5 月 7 日 坂 日 内 科 に 入院 。 入院 時 所 見 に し て 主 な る LOK, SE, Co, 右側 ホル ナー 
HERE, SARE CHOOT, 頸 部 の 腫 須 は 左 鎮 骨 上 富 に 約 鳩 卵 大 の 表面 滑 澤 の 硬い 腫瘍 が あり , 
周 園 < の 癒着 は な い . EICHLER ACH IHR NEED, KM <M De ds, 
蜂 汰 腺 は 右 葉 は 約 鶏卵 大 に 腫 須 し , 左 葉 に も 多少 の 腫 用 が 認め られ る . 5 月 20 FEN LO 
腫瘍 より 組織 片 を さり, 組織 學 的 検査 の ULAR BBS TT: BRED PARC, 
XPRRS 2 7 <, 6 月 24 日 死亡 し か . 

病理 解 剤 欧 的 所 見 (腫瘍 さ 直 接 の 開 係 ある 所 見 に つい て ) . 

(1) 腫 場 の 主要 な る 部 分 は 右 頸 部 より 無名 静脈 角 に 至り . 一 部 右 肪 膜 膝 内 に まで 侵 
入 し , ABS UC) RAK, SOC, MBO my Hid CHU. 甲 装 腺 右 葉 は この 腫瘍 
中 に 埋 浸し て 居る が いま だ 外形 を 認め 得る . 且 張 度 に 腫 肛 し て 居る . RBA IK 
規則 な 配列 を 示す 多 形 性 の 強い 一 見 紡 鍵 細胞 肉腫 様 の 父 を 星 す る . 甲状腺 の 右 葉 中 に 
も 同様 の 腫瘍 細胞 の 侵入 が あり , 甲状腺 濾胞 は 多少 さも 破壊 され て 居る が 全 骸 ミ し て 
いま だ か な り よ く 残 つて 居る . 且 濾 胞 上 皮 ぐ 腫瘍 細胞 の 間 に は 明確 な 移行 像 は 認め 難 
4, 濾胞 は 唯 消 極 的 に 腫瘍 に より 破壊 され て 居る に すぎ な い . 

(2) これ ゞ 導 立 に 左 鎮 骨 上 富 に 約 鶏 卵 大 の 硬い 腫 場 が あり , HOI 2 個 の 和 雀 卵 
KO BS AIRACTS BACH し て 居 ろ 結節 が ある . 組織 聖 的 に は 腫瘍 は 一 部 悪性 化 せる 皿 
次 腺 種 くい ふ べ き 像 で あり , 右側 顕 部 の 腫瘍 の 像 ミ は 全く 異 つ た も の で ある . な は ほ 生 
前 に 組織 検査 用 組織 片 の さら れ た の は この 部 分 さ 思 は れる . 化 骨 又は 石 學 化 せる 結節 
は 組織 避 的 に は 極め て 多彩 な 像 を 示し , 一 部 悪性 化 せ る 乳 鷺 腫 様 乃至 腺腫 様 構造 を 示 
し , その 一 部 で は 明か に 甲状腺 組織 ミ 思 は れる コロ イド を 合 有する 濾胞 を 有 し , HE 
目 す べき 所 見 こさ し て , この 濾胞 を 形成 する 細胞 群 が 次 第 に 小 細 胞 群 に 分 れ , AR 
UTHER BY L, 索 状 の 細胞 群 さ な り , 之 ぶ 同時 に 基質 の 紡 鍵 形 の 細胞 の 増殖 
が 著 明 ミ さ なり , 雨 者 の 間 に 並 通 染 色 標本 で は 還 別 困難 ミ な り , 肉腫 様 増殖 の 像 を 星 す 
る に 至る . 然し 渡 銀 標本 に よ つ て 見 れ ば 腫瘍 連 質 細胞 に は 格子 織 維 の 形成 を 認め ず , 
基質 の 編 畠 装 細 胞 に 於 て は 格子 幾 維 を 形成 する 像 が 誤 あ られ る . か ゝ る 肉腫 様 組織 像 
は 右 頸 部 の 腫 場 の それ さ 全 く 一 致す る も の で ある . 
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(3) "PARPRZCHE ASS UT KE ZEILE OD, 左 葉 中 部 に 約 指 頭 大 の 化 骨 せる 

AD HRS SU RROD TOBE FER 
Ban ARABI 6204S. な は 同様 の 化 骨 せる 腺 睡 小結 節 , ARAL 4% BERR 

coms jac) <4 cae aes see 2 eee 
に 見 られ , TOHASLOLAMBBOMB IE し た 部 分 に も 見 出さ れる . MBA 
tL WDA & KDC PARE (SPH ORTH 0, 一 部 で は 稚 + 正 常に 近い ュ 
ロイ ド を 有 す ろ 濾胞 を 示し , 多 所 に よ つ て は 肉腫 様 増殖 へ の 移行 像 を 認め 得る . 

(4) 全身 の 各 臓 器 に 主 S し て 血行 性 の 韓 移 が 見 られ る が , その 組織 像 は すべ て 同一 
CHO, 右側 顕 部 の それ ぐさ 同じ く 紡 舞 細 胞 肉腫 様 の 像 を 示す . 韓 移 の 見 出さ れ た 騰 器 
See ee Oe 

DENE, 食道 粘膜 で ある . KERN Siro. 

a 本 例 に 於 て は その 主要 な る 腫瘍 の 部 分 の 組織 像 が 肉腫 様 で も る が , 
忠次 腺 上 友 細 胞 よ りか く の 如 き 肉 腫 様 腫瘍 組織 へ の 移行 像 が 極め て 明確 に 認め られ る 
Hi, 奴 こ の 炭 腫 様 増殖 へ の 移行 部 , 右 頸 部 の 腫瘍 及び 韓 移 に 於 て 全く 同一 の 組織 像 が 
見 られ る 血 等 より 見 て 全 髄 の 腫 場 を 甲状腺 組織 より 彼 生 せる 非 定型 的 郊 腫 さ 孝 へ る 事 

が 最も 無理 の な い 事 で あら うぅ. HIERN AMER AS ZS PRK BA Uk 
3 の 報告 も も あり , か ゝ る 腫 場 の 存在 その も の に 開 し て は 疑 を 容れ る 魚 地 は な 

. 但し 本 例 に 於 て は MEG BAK 開 し て 甲 次 腺 モ その も の は むし ろ 大 な る 意味 は な 
に 
た も の さ 思 は れろ る. 一 方 肉腫 様 増殖 へ の 移行 像 を 示す 部 分 に 於 て 非 上 皮 性 ミ 思 は れる 
紡 鍵 形 細胞 の 多少 異型 的 の 増殖 が あり , 閣 腫 及び 肉腫 の 併 毅 , Lisle S UTA 
の 像 を 理解 する 事 も 一 應 才 上 應 され る 事 で ある が , 渡 銀 標本 で 格子 織 維 の 新生 の 認め ら 
れろ 紡 鍵 形 細胞 は 異型 の 度 い づれ も 軽度 で あり , その 形態 も 一 様 で あり , EBK 
細胞 ミ 思 は れる 異型 の 引 い 細胞 へ は 移行 が 見 られ ず , 基質 の 増殖 は 腫瘍 性 の も の さ は 
認め 難い . 是 基質 の 多少 の 非 定型 的 増殖 は 痛 腫 の 基質 の 態 度 ミ し て 必 し も 異 さ する に 
足り な い 事 で ある . 

又 里 汎 腺 附近 又は その 中 の 腺 種 結節 の 成立 に つい て は , いづ れ の 結節 に 於 て も 石 談 
化 , 骨 形 成 等 が か な り 強 く 見 られ ら る 事 , 又 い づれ の 結節 も 甲 装 腺 の 附近 に 於 て の み 見 
られ , 遠隔 の 部 位 に は 見 られ な い 事 , 各々 の 結節 に 於 て 組織 像 が 極め て 多彩 で ある 事 
等 より 友 へ て , 少く さも これ 等 の 大 部 分 の も の は 先天 性 の 組織 時 形 の 上 に 成立 し た も 
の で あろ る さ 思 は れ , BRI bk ARK LAS Hw. 

又 諾 鎖骨 上 宮 の 鶏 卵 大 の 腫 坦 結節 は 異型 的 増殖 を 示す 里 汎 腺腫 ミ い ふ べ きも の で あ 
り , その 中 に 上 記 の 如く 石 次 化 肥 は 化 崩 せる 腺腫 小結 人 節 を 有 し , これ は 皿 装 腺 附近 の 
腺腫 結節 ミ 極 め て 類 似せ る 像 を 示す 故 , MOD > SPM MOI CAO PARRA 
紙 が 最近 に 至 つて 著 明 な 夫 殖 を 示す に 至 つ た も の さ 考 へ られ , PARSER これ に 一 | 
Hts. 

更に 以上 の 如き 腺腫 小結 節 は 現在 腫瘍 の た め に 破壊 せら れ た る 甲 汐 腺 右 葉 附 近 に も 
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BRWSHSBLORT, HEROES A UDO SR ORAL KE ・ 
の ゞ 考 へ られ ら ろ . 

以上 の 所 見 よ OKRERO UM < 全 髄 の 像 を 線 括 する こさ が 出来 る 、 本 例 に 於 て は 先天 
前 に 甲状腺 の 組織 因 形 が あり , あろ る 時期 に 至 つ て 腫 場 化 し て SRO 腺腫 結節 を つく 
り , これ が 最近 に 至 つて 多 中 心 的 に 悪性 化し , 一 部 は 左 鎮 号 上 富 の 異型 的 増殖 を 示す 
甲 汐 腺 腺腫 さ な り , 一 方 数 ヶ所 に 於 て 肉腫 様 像 を 有する 非 定型 的 部 腫 の 芝 生 を 見 , そ 
の 一 部 が 右 頸 部 の 巨大 な 腫 坦 を つく 6 一 方 全身 の 韓 移 を 形成 し た も の ミ 考 ふ べ きも の 
THA. 


13. AWHMO RT + F~S IAM 1 Tile 
村上 親 義 
Gis BA Bes 指導 ARE) 
Uber einen Sektionsfall von Carcinosarkom des Oesophagus, 
kombiniert mit Hypernephroid der linken Niere. 
Von 


Tikayosi Murakami. (Pathologisches Institut der Niigata Medizinischen 
Fakultat. Leiter: S. Suzuki.) 


Die bis heute veröffentlichten Fälle von Karzinosarkom des Oesophagus 
zählen nach der einschlägigen Literatur, soweit wir nachsuchen konnten, 17 
(darunter ein einziger japanischer Fall von Kutsukake). 

Unser Fall betrifft einen 57jährigen Mann. Der Höhe der Bifurkation 
entsprechend wird eine faustgrosse Geschwulst vorgefunden, deren Innen- 
fläche stark geschwürig zerfallen und sohmutzig verfärbt ist. Das Geschwulst- 
gewebe nimmt in einer Längenausdehnung von ca. 12cm fast die ganze 
Zirkumferenz des Oesophagus bis auf einen kleinen vorderen Teil desselben 
ein. Die geschwulstfreien Abschnitte des Oesophagus weisen das Bild einer 
chronischen Entzündung (Leukoplakie) auf. Die Geschwulst setzt in Perioe- 
sophageal-, Peribronchial-, Bifurkations- und Mediastinallymphknoten Metas- 
tasen ; entfernte Absiedelung wird am linken Parietalknochen, in der Leber 
und der rechten Nebenniere beobachtet. Ein weiterer Tumor findet sich an 
der linken Niere, der sich, um hier gleich vorwegzunehmen, als Hyperneph- 
roid erweist. 

Kommen wir zur Beschreibung der Oesophagusneubilduug. Aus der 
histologischen Untersuchung verschiedener Abschnitte der Geschwulst geht 
hervor, dass die histologischen Befunde je nach dem untersuchten Teile sehr 
abweichend sind. Die der eigentlichen Oesophaguswand direkt anliegenden 
Bezirke weisen das typische Bild von Kankroid auf. Die Hauptmasse der 
Geschwulst besteht aber nicht aus dem verhornenden Plattenepithelkrebs, 
obwohl hie u. da Inseln des letzteren eingeschlossen zu sehen sind, sondern 
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wird hier bald als sarkomatöse Partie, wobei sich Übergänge von polymor- 
phzelligen über typische spindelzellige bis zu Fibrosarkomen vorfolgen lassen, 
bald als solche Partie, die das Bild eines aus soliden Alveolen zusammen- 
gesetzten Karzinoms aufweist, angetroffen. Natürlich kommen auch solche 
Bezirke vor, wo die einwandfreie Unterscheidung zwischen Sarkom und 
Karzinom auf die grösste Schwierigke:t stösst. Immerhin besteht kein 
Zweifel, dass es sich bei unserem Fall um ein Karzino-Sarkom des Oesopha- 
gus handelt. Nach der Ansicht des Vortragenden ist der vorliegende Fall 
in die Gruppe ,, Kompositionstumor ‘‘ nach R. Meyer einzureihen. 





14. RB 12 RR 
De 
KREERERRKERERDE 指導 木村 哲二 ) 
Twelve Autopsy Cases of Primary Tumours oi the Lung. 
. By 
Hisashi Shinohara. (Pathological Institute of Tokyo Jikeikai Medical 
College. Director: T. Kimura.) 
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11 Y 田 | 部 及 ト 葉 ) HERO HK RA IC Hk RED 印 環 輸 細胞 FERR | 
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Kim BAK, b. ki 
定 せ られ る 者 を , 3, MMS LT, 肺 門 中 心 な ら 


RI, 3。 乳 嗜 性 腺 癌 , 4. wld: BER, 
Carcinoma meristomatodes ざ 認 め ら る 可 き 者 で あ 
(CHER ZS TEAK AM D BEI SA 
見 は 表示 し な い 、. 
SHUR IC HD FE DELON BS, 

HODGE AL RIOD ALAR ES 


ZU AM RAR 1, 
FR UTORRENT AK 7 に 記載 の 如く な る . 
る が , 此 部 類 の 者 は 一 毅 
で 上 記 の 所 見 の 張 い 者 は 
殊 に 混在 する 明か に 上 皮 型 細胞 所 見 及び 椅 
像 等 を 根 捧 さ する 外 な く , 特に 此 場 合 


an 


-RANERRT DD 5 RA 
冶 は 角 化 明か な る は 1 例 で 基底 細胞 痛 さ 











ROSE: SERIWPA CHAS MBM ok, PMRLAMAIC 1. 
AIR), 2. PASAY (a. WER, b. 


し WO AE SL tk Bee OD FF |< ad 3 va, 
基礎 さす れ ば HLA 4, FEL BOR 1, 基底 細胞 癌 1, Fair 2, ARR I, 
小園 形 細 胞 肉 腫 像 2 iene る が , 


- 胞 . ER 
配置 を 示す , 又 細 胞 は 不正 彫 形 な る が 大 小 や や 核 形 雑多 で 多 形 像 が 張 い . 
多 形 細胞 肉腫 像 を 示す , 
子 状 織 維 に 依る 胞 菓 状 司 
必要 な 鷺 は 大 部 分 明か に 
ー… 部 に 組織 が 粗 開 状 ミ な る さ 此 像 が 見 られ る 事 で ある . 

著 明 な 誤 現 が 稀 で な い 事 も 此 種 の 腫 場 の 上 皮 性 な る 事 の 一 


第 2 例 を 編入 すれ ば 3 例 ミ な る . 


iii HY, (a. 
TRA) EAB L, WICH MPR CR 
SSMS LILO ZS ABA Re LAS 


212, 宇 組 織 學 的 所 見 で は 4 5 ヶ所 又は 8 9 ヶ所 か 5 の 切片 中 の 大 部 分 に 認め られ る 組織 像 
Zeit AL, 更に 其 一 部 及 は 小 部 に 見 られ る 組織 像 を 括 状 内 に 記入 し た 。 組織 像 は 1. 
5. 内 皮 睡 様 像 。 6。 肉腫 様 像 に 6 大 別 し た . 


単純 部 。 2, 
6 irae 


る が , 詳細 記 逃 は 他 の 報告 に 譲る . 細胞 多 形 


(Ris HBA DM TREES hig EN られ る 所 見 を 示 し, 叉 印 環 輪 細胞 の 記入 わる は 明か 
合 を 示す 。 粘液 痛 の 所 見 は 表示 LID REE, 
開 生 母 組織 想定 は 所 見 及び 従来 の 記載 を 参考 し て 想像 的 に 記入 し た 迄 で わり, 


Bed Pr 


1. 主 組織 像 を 
以下 記述 の 如く 種々 の 所 見 を 
。 澤 純 冶 は 細胞 形 か ら BEAMER 
し な い 者 で 又 丹 様 多 細胞 性 で 租 開 
Na Stern a) 
2% LBS PUGET 2 ROT 
PAB MOD ARE 


IRD 


ms 


= ERE PERRO TERZO? 
SLAVES HOGA at TRAM 
BHRCHS, 従 つ て 第 9 A 
ぢ 可 き で 結局 5 例 さ な る. 3 MELK 
HALT 
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BFS TETRA ER OTR HAWS ORM HS. 4. Ft 2 例 あ る が 其 -- 
APB thd } LALO PED H 4 OU SD AMHR AUT b Zeb 
BES EET SAD ARS 7S, 此 種 の 肺 冶 や 軍 純 冶 中 印 環 輪 細胞 を 多数 誤る 者 
で は 種々 の 所 見 か ら 大 気管 枝 壁 原 績 らち し く 思 は れろ 場合 が 多く , 又 粘 液 腺 細胞 の 著 明 
な 粘液 化 や 違 型 的 増殖 像 を 示す 事 が 稀 で な い . 5. 内 皮 上 腫 様 像 は 第 2 例 で ある が 之 は 
ー 小 部 に 明か に 扇 生 上 友 冶 像 が ある か ら 其 に 算入 す 可 き で ある, MIC TS ARMR 
は 所 詩 助 膜 内 皮 腫 像 で 第 5, 11 の 2 例 の 一 部 に も 認め られ ろ , WAR CREED 
強 き 部 に 現 は れる を 常 さて し 此 都 分 の み で は 到底 上 皮 性 さ は 考 へ られ な い 所 見 で ある , 
然 し 他 部 に 明か に 扇 本 上 友 癌 像 軍 純 部 像 が 出 て 居る 彼 か 6 助 膜 手 細 胞 増 殖 の 内 皮 腫 
さ は 考 へ られ な い . 又 和 吾 々 ば 助 膜 内 皮 腫 ミ 云 は れる 腫瘍 が 全部 助 膜 補 細 胞 の 腫 葵 化 
CHAD, 或 は 肺癌 細胞 の 硬 結 助 膜 光 巴 管内 侵入 に 依り 内 友 腫 様 像 を 示し た に 過ぎ な 
いか を 制 別 す る 必要 が あろ る. 6. 小園 形 細胞 肉腫 様 像 は 2 例 で 此 例 は 何れ の 切片 も 同 
様 の 組織 像 で 上 皮 型 さ 認 ある 所 見 は な い , 私 は Dietrich や Boyd の 肺癌 の 甚だ 未だ 
分 化 退 形成 的 の 者 が 新 か る 像 を 示す さ の 記載 に 徒 ひ 之 を Carcinoma meristomatodes 
さ 訪 入 し た に 過ぎ は い . 大 内 肺 腫瘍 で 肉腫 様 像 を 示す 者 は 上 記 の 昌 純 郊 の 租 開 部 で 周 
形 細胞 肉腫 又は 多 形 細胞 肉腫 像 を 示す 場合 ミ , 第 7 例 の 一 部 に 見 る 紡 畠 形 細 胞 肉腫 像 
CHA, 前 者 は 其 細 胞 の 一 部 に 印 環 細 胞 鼻 装 細胞 等 が あり , 又 他 の 組織 部 に 明らか に 
上 友 性 な る を 認め し め 純 大 財形 細胞 型 で ある , BETH BON 7 DEH 
腫 或 は “ oat-cellsarcoma” SRO FH CHAD, 之 赤 他 部 に 明か に 上記 型 が 出 て 
居る か ら 之 を 冶 さ 認め て 良い が , 私 の 小園 形 細胞 肉腫 様 像 の 例 は 他 部 に も 細胞 に も 上 
皮 型 の 根 擁 は 認め られ な い が 健 に Carcinoma meristomatodes さ し た , 此 の 腫瘍 に 
就 て は 他 の 機 各 に 詳 逃 する . 7. bi O PTR eA DHT AUS EA SP, EL 
ERR 3 Pl, Fri 2 HI, Carcinoma meristomatodes (RE) 2 例 で ある . 8. 最 
後に 注意 すべ き は 肺 腫 蘭 は 部 位 的 に 異 つ た 組織 像 が 多い か ら , 成る 可 く 多く の 部 位 か 
ら の 切片 を 機 索 し た 上 で 制 断 す る 必要 が あり , 又 助 膜 内 皮 腫 ミ 認め られ る 場 合 に は 殊 
, に 肪 臓 内 の 組織 像 概 索 が 必要 で ある. 其 肉腫 様 像 を 示す は 腫 間 細 胞 が 容 間 的 自由 な 肺 
胞 腔 に 強 夢 性 に 減 潤 し 或 は 間 質 引 育 不良 で 細胞 粗 開 自由 な 場合 に 認 あ られ, ARE 
CRA BAMA BRST SORES THEIR RA し た 場合 に 内 友 腫 像 が 散 現 する が , 此 
等 は 精 概 すれ ば 細胞 の 上 友 型 な る を 混在 細胞 に 或 は 他 部 で 唯 認 せ し びる 事 が 多い . 





15. EGO slabs ic BEC 
HAA 


Uber Lungenmetastase der Geschwiilste. 
Von Pr 


Universitat. Leiter: T. Kimura u. F. Oshima.) 
BP RA L KOM SERS WSL BBO. 


HED BRAC kD PML RIT S も の は 除外 せり ) 





EEE ER AZ, Ami) 


Hisashi Tauchi. (Pathologisches Institut der Nagoya Kaiserlichen 


悪性 腫瘍 尼 63 BOHRER TAT & AT N し , Ah 
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(BES HE IS BLL 100 ICH し て , 退行 度 は 百 分 府 ) 


を 形成 す . 
に 比 し て 稀 な り . 
Pi UC HES PS = BEAT し 肺 臓 内 腫瘍 韓 移 を 形成 す . 


間 細 胞 の 退行 機甲 は 極め て 稀 な り 。 








1) 肺動脈 管 腔 内 に 移入 介在 せ し め ゅ られ た る 腫瘍 細胞 は 大 部分 疑 性 乃至 壊死 に 陥り 
組 維 素性 乃至 硝子 様 血 栓 の 基 根 ミ な り 又 機 化 機 峠 の 芝 現 する あり て 動脈 管 腔 の 織 維 性 
狭 容 乃至 閉塞 を 認め し ゅ 所 調 冶 性 閉塞 性 肺動脈 内 膜 炎 の 像 を 早 す . 面 し て 一 方 一 部 に 
於 て は 腫瘍 細胞 は 血管 壁 内 に 浸潤 増殖 し て 血管 周 園 光 巴 腔 内 に 蒙 育 LR eS 

2) 肺 静脈 管 腔 内 に 介在 せる 腫瘍 細胞 は 退行 機 韓 の 義 現 , 動脈 管 腔 内 に 於 ける も の 

3) 肺 臓 毛細 管内 に 介在 せる 腫瘍 細胞 は 多 敷 に 退行 像 を 示し 又 乙 よ 0 Arie Re 


4) 肺 胞 内 に 於 ける 腫瘍 細胞 は 退行 機 韓 の 義 現 稽 * 星 盛 な る も 汐 包 膝 内 に 於 ける 腫 














5) alike PS Ae ais a ETE wR hE KO REAR ASRS 2 腫瘍 細胞 を 基 根 ミ す 
StL ORUCMEA k OMMAIKRALSELORERITA も の ゝ 2OR HBS. 
腺 部 に て は 主 ミ し て 前 者 に より , BEELTRESTTBEL LO, BAR, HER 
等 に て は 雨 者 共に 疫 奥 する 、 

6) 肺 臓 外 よ 9 り 血行 性 に 肺 臓 内 に 腫瘍 細胞 の 移入 する 謗 は 緒 毛 腫 最も BEI UTR 
ME, ヘ へ パ トー ム , RRR, 腺 郊 の 順に 低 奉 さ な り 肺 臓 内 腫瘍 韓 移 形成 座 赤 概ね 同様 
な り . \ 

7) EEE RR SORT EHER EOS EA RER, 
膝 を 介する も の ミ が あろ る 可 き を 思 才 せしめ あら れろ る. MBB HOTELS UTHAE 
KO, 腺 交 に あり て は 主 さ し て 後者 に より , Hpi, へ バト ー ム 等 に 於 て は 雨 者 共に 
認め あら ろ . : 

8) 腫瘍 細胞 の 肺 臓 を 通過 し て 他 臓 器 に LER EE Fe TERT 2 EMBARK HSC SRE 
腫 最も 高 率 に UCR, ヘ へ バトー ム , RRR, RESOMIER SD. 

9) 肺 臓 各 葉 の 血管 増 多 ( 主 ミ し て 殴 血 ) ミ 腫瘍 細胞 功 現 度 乃 至 退 行 度 を 比較 する に , 
腫 場 細胞 綴 現 度 は 血 量 増 多 に 略 + 正 比例 的 に 大 ミ な り , SRT SICA BE 
例 的 な り . 之 等 比例 的 疫 係 の 殊 に 著 明 な る は , 血管 周 園 汐 巴 腔 内 腫 間 細 胞 に し て 肺 胞 
A, 静脈 内 腫瘍 細胞 に 区 ぐ . 

10) 肺 臓 各 葉 の 織 維 化 さ 腫瘍 細胞 茎 現 度 乃 至 退 行 度 を 同様 に 比較 する に , MRS 
の 場合 の 比較 に 比 し て その 比例 的 疫 係 は 軽度 乃至 不 規則 な る も , THESEN ER RE 
化 に 百 し て 毛細 管 乃 至 肺 胞 内 腫瘍 細胞 修 現 度 は 舟 + 正 比例 的 に し て 該 退 行 度 は 稚 * 反 
比例 的 の 如 U.S FE FERRE TER DR OF FE LY IE Ps AG A BH ER 
FA EMIS EO > ML. 


HA PA sin Ba Ht AS RE Ps PG fn BE HS Ea VSB FE 比較 
( 衣 現 度 は 血 量 土 に 相 営 する 項 を 100 < せり , 退行 度 は 百 分 奉 ) 
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竹 例 に 於 けけ る 
各 肺 葉 の 比較 に 於 て 血 量 増 多く < 肺 胞 内 腫瘍 細胞 の 費 育 像 < 比較 的 開 係 に わる 例 。 

















正 比例 的 園 係 著 明 な る 例 | 3 例 
St 中 等 度 の も の | Sale 
ae WED 2D | FE 
ED 。 ET 

RE 5 — 2 








各 例 に 於 ける 
各 肺 葉 の 比較 に 於 て 血 量 増 多 ご 血管 周 園 汐 巴 腔 内 腫瘍 細胞 の 表 育 像 比例 的 団 係 に わる 例 . 








EL AAR | 6 例 
等 度 の も の 。 | 13 
z 軽度 の も の BR x a 
TED _8 
反 比 全開 係 な る も の 。 | 5 











11) 抑 ち 血行 性 に 肺 臓 内 に 運搬 せら れ た る 腫瘍 細胞 は 肺 臓 組織 内 に 於 ける 血 量 の 増 
多 , 維 化 等 の 血液 循環 の 異常 乃至 肺 臓 自己 の 各種 の 比 調 ある 場合 に 於 て 其 の 都 に 到 
達せ る 腫瘍 細胞 は 特に 退行 機 韓 の 著 現 幅 度 に し て 肺 臓 内 に 容易 に 韓 移 窒 を 形成 せ し む 

〈, 又 肺 臓 組織 を 通過 し て 他 歳 器 内 に 動脈 性 韓 移 を 形成 せ し むる 可能 性 も 天 な りさ 
BBS 4. 

12) 組織 随 的 に 肺 臓 の 各 葉 を 比較 する に , 雨 側 下 葉 に 於 て は 上 , 中 葉 に 於 ける より の 
b EGAN O BIA K 76 0. A TE UD SES O0. 新 か る 事 買 は 一 般 
に 下 葉 に 於 て は 上 , 中 葉 に 於 ける より も , 血 量 の 増 多 せる 場合 多く , 且つ 組織 織 維 化 

OF & HUE PRED HOI OUT & OME RZ FR SRE U CMBR RK 
% MAT PEEL OPTS 7) EM ID ET OBA AA SE RE し む . 

BEE 

武田 勝男 : KERNE CNR KA) AeA TCR) ROBIN TEEN IK 
Up HES HE APIRIC RS 3 <M AHA TOO MIE BHMICTLA SD MO MBI DOOR LH 
LVM CE WMC ISAC DVD ERICH BOB BAECS PUM FEB), I 
DBR ISRS 0 7 vv ¥—-HRK LCR LFS CHS 5, 

















16. FRAO MAR BH BPI (第 2 回 報告 ) 
RATE 
AEERRRAR IN FERDE 指導 木村 哲二 , Abk) 
Histologische Untersuchungen des Leberkrebses (ll. Mitt.). 


Von 
Motohiko Tobioka. (Pathologisches Institut der Nagoya Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Kimura und F. Oshima.) 

HERREN DAN URHEBER TE BEI BIER UR 
KRNMERZER- H 5 な が 6 特に 人 航 例 に 於 て は 従 來 魚 0 概 索 せら れ な か つた 騰 毛 * 
細管 この 敵 係 姓 び に 連 績 切片 に よる 組織 区 生 過程 中 血管 内 被 細 胞 の 治 長 , 脂肪 及び 鐵 
沈 著 等 に 就き 検索 し た 結果 を 略記 する . 材料 は 23 例 中 1 例 は 手術 に より 得 た 極め て 
初期 へ バト ー ム 像 を 星 す る も の で ある . 組織 限 的 に は ヘ へ パト ー ム 16 例 , MEL 
FC Pl, その 何れ に 属 せ し むべ きか 不明 の も の 1 例 で ある . 

勝 毛 細管 所 見 : eis Holmer 氏 法 に 依 つ た . 一 般 的 に て バト ー ム に 於 て は 腫 
瘍 細胞 が 不 規則 な が ら 肝 細胞 索 を 思 は せろ 配列 を さこ つて ゐる 郭 倍 に 見 られ 腫 環 細胞 個 
個 が 全く 下 等 に 互 に 無 開 係 に 配列 を 示す 部 位 に は 見 られ な い . 腫瘍 細胞 の 違 型 高度 で 
配列 の 処 れ た も の に は 誠 明 せら れず , 形態 は 著しく 不 規則 断裂 を 星 す る も の が あり の 
長短 種々 で 血管 内 被 細 胞 に 界 せ られ 肝 細 胞 索 を 思 は せる 細胞 間 内 に 細 室 隙 ミ し て 見 ら 
れ , 一 部 の も の は 騰 汁 色素 を 容れ 振 張 し た も の が 見 られ た . 

連 績 切片 に よる 腫瘍 栓 寒 所 見 : NEGO 初期 義生 過程 中 血管 内 被 細胞 の 増生 過程 を 
SEFC AS し , 輸 装 肝 硬 数 後に 績 績 せる ヘ へ バト ー ム の 門 脈 内 栓 塞 に 就き 連 績 切片 を 作 
製 し , 特に 太 瘍 栓 寒 の 遊離 部 さ 壁 著 部 さ の 境界 を 詳細 に 機 索 せ ん さ し , 該 部 の 連 貫 切 
片 に H.E. 菜 色 , 一 部 に Holmer 氏 染 法 を 施行 し た . 腫瘍 栓 塞 は 先端 小指 頭 大 に 肥 
厚 略 球形 を 早 LARS FERN EFT 2. 連 貫 切片 を 概 す る に 先端 遊離 線 の 組織 
標本 に 於 て は 腫瘍 片 の 外周 を 結 締 織 に て 団 続 し 其 内 区 敷 ヶ所 より 細 き 結 締 織 性 突起 を 
出 し 栓 塞 内 の 定型 的 ヘ バ トー ム 像 を 早 する 腫瘍 胞 菓 を 園 続 する 血管 内 被 細 胞 に 連絡 移 
行 す る を 見 る . 血管 壁 さ 腫瘍 栓 塞 さ は 極め て 細 き 結 締 織 様 物 に て 連絡 し , 血管 内 被 の 
一 部 が 細 き 突起 を 出し 前 記 腫 瘍 栓 塞 の 遊離 終 に 見 られ た 腫瘍 組織 を 園 続 する 結 締 織 欄 
物 の 外層 に 連絡 移行 し, 該 結 締 織 の 内 部 の 数 ヶ所 より 又 突 起 を 出し , 之 が 腫 場 胞 梨 の 
血管 内 被 細胞 に 移行 する を 見 , 殊 に 腫瘍 栓 寒 外周 の 結 締 織 様 物 内 に 接する 腫 間 細 胞 は 
Gt PGRN |= BAD D HOF FL. 

脂肪 所 見 : 全 例 に つき Sudan III, Nilblau, Osmiumsäure, Ciaccio, Fischler & 
32475. Sudan III 菜 色 に よれ ば 胞 集 造 構 明 か な も の で は MUO A Er 
の , PRET BANS も の で は 胞 菓 の 中 心 部 に 著 明 な る も の , 或 は 同一 腫瘍 組織 背 
で 雨 者 混合 し て の ゐる も の も あり 雨 型 略 * 相生 する . 特に 中 性 脂肪 の 著 明 に 現 は れろ 琴 
位 は 腫瘍 組織 で 壊死 を 件 ふも の は 該 部 に 著 明 で ある. 腫瘍 部 の 沈 著 が 残部 肝 組 織 に 了 
し 一 般 に 高度 で , 新 か る 場合 に は 残存 肝 組織 の 沈 著 は 多く 滞 夢 性 で ある . MEER 
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RTE MRO UES 2 OSD BTS. VOR RIC BR 
OGER ARAKI, 初期 を 星 す る も の は 極め て 軽度 , 1 年 以上 に は 伺 れ も 最高 度 に 
沈 著 を 認め , 最高 度 の も の は ヘ へ バト ー ム 全 例 の 約 /。 に 見 られ る . 腫 場 部 , 残存 肝 組 
MAMMA BLE SLO S, 何れ か 一 方 に 高度 の も の は 他 に 軽度 に 見 られ た . 
一 般 に 腫瘍 部 に 高度 で 残存 肝 組 織 の 方 に 高度 ミ 云 ふ の は 僅か に 2 例 に 過ぎ な い . 特に 
壊死 部 を 有する も の で は 此 剖 に 高度 の 沈 著 を 見 , へ バトー ム 全 例 の 約 生 敷 に 見, 其他 
被膜 , 結 締 織 部 に は 一 般 に 軽度 で ある . 胞 菓 周 筐 に 沈 著 の 強い 一 例 に 於 て は 血管 内 被 
細胞 , 星 芝 細胞 に 著 明 な る を 見 ろ . 腫瘍 部 , 残存 肝 組 織 共 に 原形 質 及 び 核 内 に 誇 明 し 
雨 者 略 ヽ 如 行 的 に し て 原形 質 内 沈 閉 が 核 内 の それ に 比 し 征 ヽ 高度 で ある . ヘ へ バトー ム 
の 肺 臓 韓 移 和仁 内 に 於 ける 星 荘 細胞 中 に も 脂肪 沈 著 を 認め た . 話 管 上 皮 双 は 腫瘍 部 に 著 
明 な る も の 僅か に 1 例 に 過ぎ ず 多 く は 協 死 革 及 び 結 締 織 都 に 多い . 残存 肝 組 織 の 脂肪 
WHS ATA SS も 特に 腫瘍 部 より 高度 の 沈 著 を 示す も の 及び 壌 死 年 に 題 著 な 
BL TERRASSE TER 局 性 の 沈 著 を 示す . 

Nilblau 菜 色 に て は 大 多 敷 に 陽性 . 脂肪 酸 の Ester は 胞 菓 の 中 心 若 く は RICH 
A し た が 其 数 は 僅少 で ある Lipoid: SATA, 腫瘍 部 に 高度 , 残存 
肝 弓 織部 に 軽度 瀬 夢 性 で 3 例 に 於 て は 例外 的 に 残存 肝 組 織部 間 質 結 締 織 に 著 明 で あつ 
た . HOUR OUST に 高度 に 移る な の トー ム の 約 Ys に 見 られ た . 部 位 的 に 
は 腫瘍 胞 巣 の FED AM CH Ys, 中 心 に 誇 明 せら れ た の は 1 例 の み , 他 は BASLE 
LER. RAR EBEHERNISILÄHBZMENGÄIRE 3 6 も BECERT AMAA IE 1 例 
LO ANISH = STEAL ARE FE CH 2 DH ALT HB NE CART 
ROVE (SEARED DZ, 基質 , NBGA ALT BREUER 
度 で ある が ヘ へ バ トー ム , WRF EBERRON 1 例 及 び 上 記 の 不明 型 に 特に 結 締 織 部 に 著 明 
に 陽性 で あつ た . 

Osmiumsäure に よる も の に 於 て は へ バト ー ム の 胞 菓 周 尋 に 誇 明 せら れ た も の 約 
Ys, 胞 巣 中 心 に 見 られ た も の 1 例 , 残部 肝 組 織 内 に 高度 の も の 1 例 , 結 締 織部 に 張 い 
者 2 例 を 得 た . 騰 管 上 皮 性 冶 で は 大 部 分 残存 肝 組 織 に 高度 で 1 例 に 於 て は 特に 結 縮 織 
に 著 明 で あつ た . 

Ciaccio 氏 法 に よ つ て は 稽 ヽ 高度 の も の 約 !/, 中 等 度 の も の 3 例 を 得 , 腫 場 部 さ 残 
存 肝 組 織 ミ は 何れ が よ 0 高度 で ある か 殆 さ 大 差 は 見 られ な か つた . 

— Dietrich 氏 法 に 於 て は 全般 的 に 軽度 で 最高 度 の も の 2 例 , 中 等 度 の も の 約 

AACS, 他 は 僅 徴 で 部 位 的 に は 腫瘍 部 , 壊死 置 , 殊 に 結 締 織 部 に 比較 的 多 敷 に 講 明 
し へ ヘ バ トー ム 全 例 の 約 ERDE EBEN Cit Hi CHIE KBD te. Fischler 氏 
法 で は 殆 さ 詩 明 され な か ヵ * つ た . 

載 反 應 は 全 例 の 約 に 陽性 で ある が 壇 死 窟 , 残部 肝 組 織 細胞 内 に 3 例 , 他 は 何れ 
も 結 締 質 部 に 見 られ た . 

勝 汗 色 素 沈 著 部 位 は 腫瘍 組織 花冠 自 管 膝 内 , 腫瘍 細胞 , BM MACRO EMA 

に 見 られ , 残部 肝 組 織 で は 同様 部 位 に 見 られ 特に 概 部 は 腫瘍 部 に 比 し 多 敷 で 全 例 の 約 
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I (EPA. 

一 般 組織 所 見 : 一 般 組織 像 ミ し て は 定型 的 の も の で は BRIER FA NO & 
OCS ABI LB, 硬 性 冶 及 び 腺 部 様 の 組織 像 も 見 られ た , 騰 管 上 反 性 郊 で は 
周 柱 細胞 肉腫 , 乳 叶 腫 , 内 被 細胞 腫 様 の 像 を 星 し , ^ バ トー ム 中 胞 介 内 に 腺 陵 形成 の 
見 られ た も の 約 全 数 の "Jo, BOB Bor & OR) 7, 出血 の 見 られ た も の 約 で 
あつ た 。 


17. 先天 性 下 大 静 脈 閉塞 に よる 和希 血性 肝 硬 獲 に 
Bes BEE 1 例 に 就 で 
石橋 康司 , 原義 蔵 ' 
Clete ete FE Sit me D 
Uber einen Fall des primaren Leberkarzinoms aus der Stauungs- 
zitrhose infolge des angeborenen Verschlusses der 
Vena cava inferior entstanden. 
Von 


Yasuji Ishibashi und Yoshizo Hara. (Pathologisches Institut 
der medizinischen Fakultat Keio-Gijiku Universitat. 
Leiter: R. Kawamura u. A. Kutukake.) 


余 は 最近 約 40 SE BT SO REDE FR ER, TRY = PBR OD SE > 67 1% 
ON BAA UL, BEARD PAGO ERBOKS 1 MRM CA 
ST, 

27 歳 頃 よ 0 腹壁 静脈 振 張 を 認 む . 昭和 17 EC REKEN, HERE, 同年 7 
月 上 旬 尿 の 褐色 著 明 ミ な り , 右 季 助 部 は 無痛 性 に 膨満 す 。 同年 8 月 5 ARE, 前 
胸 及 び 雨 側 側 腹壁 の 静脈 振 居 著 明 ミ な る. 肝臓 は 助 骨 弓 下 3 横 脂 に 腫 農 は 2 BEAK 
知 せ ら る . 下肢 の 浮腫 軽度 . 同年 10 月 6 日 頃 ょ 0 悪 液 質 浮腫 腹水 共に 洋次 増強 , 
Ria 10 月 8 ASAI RIC AS. 氏 反 應 (一) . 

病理 解 剤 學 的 診断 : (1) 原 店 性 肝癌. (2) 下 大 静 販 閉塞. (3) 慢 性 腫 腫 . (4) 黄 
JH ORG. (5 ) 下肢 の 浮腫 . (6 ) WER UBER 
次 出血 . (BAR. (9) 7 2 nt. (10) BRAIN Ge. (11) toi 
HHH (12) 大 動脈 硬化 症 , FAAPIKRO ART : FABRIK 雨 肝 
静脈 を 受け て 直 に 右 心房 に 入る ろ も の な ろ る が, AMI TA PRAM KE OMA 
厳 じ つ ゝ 横隔膜 下 に 於 て 右 肝 静 脈 に 移行 す . 該 移行 部 の 璧 は その 中 膜 非 肖 な る 部 あれ 
ざ ち も 弾力 織 維 の 走行 正常 に し て 断裂 な く 炎 症 像 を 誰 あ ず . Ti UCAS ER 
DED ORR UTA ADI HS. TARR 弾力 織 維 は 直接 下 大 静 脈 の 
弾力 幾 維 ミ 移行 な く 末 端 部 は 上 記 下 大 静脈 ミ 有 肝 静脈 の 移行 部 に 接 閉 す . BND PK 
静脈 は 炎症 性 北 六 性 閉塞 な ら 才 , 先天 性 に 下 大 静 脈 は 右 肝 静 肛 へ 移行 せろ も の 、 ゝ 如 し . 


« 








肝臓 肉眼 的 所 見 : ZAR HK, 硬度 弾力 性 軟 . 色 , TE. 一 般 に 米粒 大 乃至 
小豆 大 の 球 装 膨 隆 せる 結節 を 表面 に 多数 認 む . 右 葉 に 於 て は 約 雀 卵 大 の 隆起 を 肝 静 脈 
の 下 大 静 脈 へ の 開口 部 近く 認 む . Ty CREE SAAN INES OMAK TAP 
METER DR MER U. TH RICH CARRS HEE CREST. 左 葉 
RACH UC: HABE EU. 割 面 は 全般 に BOS DATE SD 
難し . 大 小 種々 の 輪状 構造 を 示す 腫瘍 組織 に より 置換 せら ろ . 面 し て 大 な る 結節 に 於 
TH MRO Bt. 一 部 静脈 に 於 て は 腫瘍 物 を 以 て 管 腔 を 充 さ る . WEA 
KISIM ALOH O. 肝臓 の 組織 聖 的 所 見 : 肝 和 被膜 は 所 を 々 に 肥厚 す . 肝 
ERSTER EI FE OD Gh EO LIER AS し て , 一 般 に 中 心 部 肝 細 胞 は 義 
HTS DES BEI PS. 残存 の 肝 組 織 は 小葉 周 穫 部 に 於 て 結節 汰 に 肥大 増 残 せる 
BOAO. 肝 細 胞 索 の 格子 様 比 維 は 腸 質 化 の 傾向 を 有 し 小葉 中 心 部 或 は 周 放 部 よ 0 結 
縮 織 の 増生 を 見 , 中 心 部 を 外 廊 さ せる 韓 換 像 を 示す も の あめ. 間 質 結 締 織 は 所 々 に 於 
て 増生 閉 し . か ゝ る 結 締 織 内 に 小 静脈 の 増生 し 振 張 を 認 む . 門 脈 内 に は 腫瘍 細胞 を 容 
る ゝ も の あり . 腫 場 組織 は 大 小 不同 の 結節 舌 に 増生 し 或 は 相 寄 0 て 不正 形 を な し 周作 
MRNAS. 結節 状 に 肥大 せる 肝 細 胞 さ 腫 場 細胞 さ の 間 に は 移行 する の 像 を 認め 難 
し , 腫瘍 組織 の 或 も の は 廣 汎 な る 再 死 父 を 示す も の あめ. 腫瘍 細胞 は 正常 肝 細 胞 よ の 
舟 + 大 に し て 般 子 状 乃 至 多 形 角 に UT, 核 質 は 中 等 度 , KEZWMERAT. 原形 質 
は 寧ろ 刻 基 嗜好 性 に し て 淡 明 な り . 腫瘍 の 造 構 は 雪 條 に し て 多く は 花 天 状 の 配列 を 示 
し , 管 腔 内 に 騰 汁 色素 粒 を 容 ろ ゝ も の 多 し . BOHRER. 腫瘍 基質 は 毛細 
血管 さ 密接 な る 開 係 あり . 抑 ち 定形 的 な る 原 底 性 肝 交 な り . 

APN BIRT =, 先天 性 ミ 思 は る ゝ 肝 静 脈 及び 下 大 静 脈 上 部 の 異常 形成 に 基く 循 
BROT TER ERTL, A CHROMA C4 LOT BES 
2. 





18. HER Er 2 RER AV 3 ARE 1 剖検 例 


Wy FS 
Rit RKSEAARARS 指導 緒方 知 三郎 , = ARERR) - 
Ein Sektionsfall von Papillomatose mit dem 
Gallengangskarzinom. _ 
Von 


A. Yamanaka. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata u. T. Mitamura.) 


MAR, PA RRR hae > RR ER EB HT LIDO END CH SOD 
RUTBELW LOCK § BCBS OA ACKO TEE SHNTA2. HUAMLEO 
PE AD ABATE > © APO) EAE RRR NT — AR BS HOSE CRC 
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呑 する 所 以 で あろ る. (1) Eggel, Kika, Goldzieher, Fischer, etc.) 

EM: 63 歳 の 男子 で 3 年 前 に 絹 師 より 肝臓 肥大 た 注意 され た が 昭和 162 A20H, 
に 歴 痛 を 感じ 軽度 の 商 開 が 綴 現 し て 以 挫 」 40°C CET ZEITEN, TOMEI HD EN 
に な つた 5 月 28 日 本 熱さ 黄 閣 た 主訴 < し て 入院 . その 際 の 所 見 は 閉 明 な 黄 哲 腹部 の 相 営 度 
Di (腹水 を 護 明 す ) < が あつ た . BPE PIC kb HA, BEBEICEI-LT: Rivarta RIED 
液 約 1100cc を 得 , 肝臓 は 和 柔軟, TH CHER, MBH, 膳 栗 も 肥大 し て ゐ た . 血液 所 見 は 
赤 血 天 34%, 血色 素 58 を 。 Ae 21800,、 その 後 下肢 , 陰 論 に 浮腫 を 生じ 6 月 6 日 死亡 . 糞 
Git AHO THIER CMTE CH OT:, 

MARL: 皮膚 及び 可 税 疾 膜 に 軽度 の 商 導 が 認め られ 。 腹腔 内 に 約 2000cc の Birke MENA し 
た . 肝臓 左 葉 の 上 面 は 横 隔 険 < 密 に 瘍 著 し 。 AMO 下面 は 横行 結腸 肝 姓 曲 部 < 素 汰 に 癒 著 し て 
る ゐる た. 肝臓 は 1140g で , 軽度 に 葵 縮 し , 硬く 特に 左 華 に 於 て 著しい . 癒着 部 の 表面 は 粗糖 で 
BIEL, 胡 白色 を 呈す る が , COMOMMCAMLABSUV, 割 面 は 軽度 の 葵 拍 が あり 。 小葉 
Rit WOR CACEHARSS S., HMMOPRAAIC BV BERAKDOKA BOMBED, D d, 
PRUE COCA FH LHS, PIC L, REISE L, 特に 腫瘍 近 
CHE CHS, FRE MAUI AN CHS, ARO P RMA 2 ERIC 
SMEKOMMBARD 5, 叉 右 葉 の 上 面 に 近く BRAKE COKE O RMB OMET- SUR 
る . 騰 次 は 正常 の 3 倍 大 に 振 張 し 。 薄い 商 視 色 の 騰 汁 を 浦 た す . Vczez 乳頭 の 部 位 で は 管 腔 は 
極度 に 狭まり , 管 腔 が 肥厚 し て ゐる が , 中 間 部 の 千 腔 は 振 張 し 。 MBO MAT. 門 脈 に 
BAL AB2, PME IR ON RE BRIS HAL, MUIR し て ゐる . 他 の 全身 の 
2 HAC IS ILO IRIAN ART ZUBE DENN, 

APO) FUG FD RRS TONG IBOATS KE EEK SL ID EOTCH SD. 

PBB: (1) BOP OMAK A O, BO MABIKI LR 
性 細胞 に よ つ て 圏 ま れ た 廣 い 腺 腔 が 形成 され , 不 規則 に 分 岐 し て ゐる . LEP 
WA, WY, 乃至 紡 鍵 形 を な (し , 大 小 不同 で H.E CHBE ORS HO, 不 規 
則 に 配列 し て ゐる . 核 は 正常 の 上皮 細 胞 核 の 4~5 倍 の 大 さ を 有する も の も SRF 
L, 委 色 質 に 富み , 核 小 骸 の 不明 の も の も ある . 一 般 に 破 壌 性 増殖 が 張 く , BAUR 
が 認め られ 腺 交 の 像 を 星 す . 癌 結 分 の 周遊 部 の 団 勝 管長 中 に は 冶 細 胞 の 浸潤 が 認め ら 
1723, 

RFE AOE TE IHM EEE 7 ESD Bd O2. 即ち 増殖 
RAS KO EL TOR DICH DAV = TA el tS BEA ADB 
が 高度 の 増殖 を 起 し , AWEIC DORN ST SFA AK UCL RRS ONS. 
増殖 性 の 上 皮 細 胞 は H. E. CIB‘ OMS HO, —H CHAP Hwee, GEHE 
RrrT. WABI < FAND, BY, BAY, 乃至 園 柱 形 を な す . 核 染色 
issn, AGUS ARIK LIBS BOB HA. 

fF) DEBI Cd LMAO AD THEO BO OMI RES ade, 先端 に 於 て 不 規 
則 に 分 岐 し , Mr ODN REENR % ST, 一 部 は H.E CHK HOTA SPSS 
は 原形 質 内 に 粘液 形成 が 認め られ る 。 核 は 基底 都 近く あり , MARK. LHOB 
分 で は 上 皮 細 胞 に ょ つて 圏 ま れ た 腺 腔 の 一 群 が 非常 に 密 に 増殖 し , 結節 稀 を な し , 周 
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Bishi CAA An, WIRE UT O SAR HS. その 個々 の 細胞 の 
PASMLMY 4 OKGUT OD, 粘液 形成 の 著 明 で な いも の も あら る. Ub 2 OBA 
CH し て 銭 銀 染 色 法 を 試み る に 何れ も 基底 膜 が 完全 に 存在 し , Tb 
示さ ず , REEL RAHA TH OB 6 MFR, RACES BALA 
る . LOMO EMERICK & LRAMGORRIND BD 62.4. HEROINE EE ALRITE 
Re de NEL JANA eA eA CH Rte, 表面 は 一 列 の 扇 生 な 上 友 細 胞 で 蔽 は れ て 
ゐる . 

(2) 肝臓 組織 に は 慢性 増殖 性 囚 騰 管 炎 が あり , 肝 寅 質 に 殴 潮 性 黄 哲 ミ 斑 汰 の 殴 血 が 
HD. 細 葉 周 穫 部 で は 較 騰 管 の 潤 管 部 の 著 明 な 増殖 が ある . MISHRA AKSROM 
管 炎 性 騰 瘍 が 認め られ る. 双 左 葉 の 癒 著 部 は 被膜 が か な 0 肥厚 し , sR ORE 
の 増殖 が 認め られ , その 深部 に は 針 頭 大 の 日 本 住 血 吸 鵜 卵 に よる 結節 が 見 られ る が , 
等 の 卵 は 林 だ 石 次 化 せ ず , 周 園 に 結 締 織 が 増殖 し , 巨大 細胞 は 見 られ な い が 彫 形 細 
胞 が 浸潤 し て ゐ ろ る. 

(3) Kali) Vateri FLAC AR OMIT Ce LEMOS Wi, 腺腫 様 
増殖 が 著 明 で , 内 腔 は 非常 に 狂 ゆ られ て ゐる が 上 皮 細 胞 の 悪性 化 は 誤 あ られ な い . BW 
鶴 部 位 以外 の 肝 外 較 騰 管 の 上 皮 細 胞 に は 軽度 の 増殖 を 諏 ある に 過ぎ な い が , VAS, 
筋 層 に は 著 明 に 冶 腫 の 淫 潤 を 見 る . IAF MP KK BS, 

(4) Me. 門 脈 固 園 及び 後 腹膜 光 巴 腺 に は 種々 の 程度 の 痛 組 織 の 浸潤 を 誤 あ る が 
他 の 全身 の 器官 に は 韓 移 像 は 認 あられ な い . 

SRA BB: 以上 の 所 見 より 本 例 は 軽度 の 謙 汁 性 肝 硬 続 を 伴 へ る REIT A 
WEEE CHI CHA SD, IO PUR, 腺腫 , 義 腫 及び 上 皮 細 胞 の 異型 増殖 が 
見 られ , EIEENESIERER, ARMEE RD SAL. 

(1) BAX EM REES BHERFEOH N I 0 FGA PEC ILL 起す こ ミ が 知ら れ 
て ゐる が %, 本 例 で は 一 小 局 部 に 限局 し て 新しい 卵 を 見 る に 過ぎ ず , SAA BAL SE 
系 統 に 見 られ る の で ある か ら 本 例 に 於 て は 意義 は 少 い さ 思 は れる . ((2) Kaufmann.) 

(1) MERO5 DIBG eV RTS 念 性 炎症 は 痛 腫 に よる 二 菊 的 の 疑 化 ミ 巻 へ られ 
2. 慢 性 炎症 は 痛 腫 紙 生 の 直接 的 母 地 さこ なろ る こさ が 知ら れ て ゐ ら る が 3 本 例 1 例 の み に 
て は 何れ さ BEE し 難い . [(3) Yamagiwa-Kika.) 

(m) 腺腫 , PLP ARETE 2 U 上皮 細胞 の 異型 増殖 は 本 例 を 特色 ず すけ る 組織 像 で ある 
が , 此 等 の 良性 腫瘍 (腺腫 , PURI, FED, EEE GID RON (LR 
胞 の 異型 増殖 ) の 一 隊 の 病 畿 が 多 底 性 に 一 肝臓 内 に 殴 生 し , 面 も 種々 の 移行 像 が 等 
の 病 織 の 間 に 見 ちら れる こさ は 上 疲 細胞 の 異型 培 殖 か ら 悪 性 乃至 良性 腫 場 が 語 生 し て 來 
る こさ を 端的 に 示す も の で あら I. 

(IV) Vater: 乳頭 に 相 堂 し た 部 分 に 上 皮 細 胞 の 異型 増殖 が 誤 あら れ 縄 較 膳 管 狭 容 を 
ELTA, 之 は 座 汁 殴 滞 の 直接 の 原因 で ある 。 

何れ に し て も 本 例 は 上 友 性 腫瘍 味 に 竣 腫 配 生 過程 に 封 する 一 指標 ミ な る 得る も の で 
ある さ 信 ず . 7 








19. ・ BE BRAD 1 Hl 
中 村 入 郎 

(EEE AREMBREAS 指導 FIER) 

Ein Sektionsfall von primarem Lebersarkom. 

Von 


Hatiro Nakamura. (Pathologisches Institut der Militar-arztlichen 
, Akademie, Tokio. Leiter: M. Hirai.) 


HAC Be BET D PSM RANK I LDIF AO Sen, これ が 診断 は 臨 
打 的 に 困難 な る は 勿論 , TAR BTR UTA Sis URE, RUTHER OUCH 
に 於 ける 報告 例 約 70, 本 邦 に 於 ける 報告 例 17 を 得 た る を 以 て 余 の 例 さ 比較 し 2. 3 の 
知見 を 考察 し 報告 せん さす . 

症例 : BE: FOROM, 39 歳男 子 , 鍋物 職工 , RRB: 父系 の 麺 魚 は 肝臓 病 に て 死亡 せ 
bx, BEE: za, 10 歳 時 腸チフス , 20 歳 に し て 汐 疾 に 槍 り た る も 役 毒 た を 否定 す 。 We 
RP DML 2 HK, 煙草 は 1 日 10 本 程度 な り 。 現 症 の 経過 : 31 歳 時 腰痛 を 訴 へ 又 此 の 
頃 より 健康 滞 多 奏 へ 食後 心 入部 に 義 痛 わ り , より て 34 歳 時 幼 治 な 請 ひ 胃潰瘍 の 診断 に て 基 病 院 
に 入院 せ し ここ あり. 越え て 38 歳 の 4 月 略 同 様 の 話 に て 再度 他 の 基 病 院 に 入院 する に 至り , 
恐らく 胃癌 を 疑 ひ た る も の か 試験 的 開腹 術 を た 受け た り ,。 問合せ に よれ ば 此 の 時 同 病院 臣 師 は 試 
験 切除 切片 より 肝 肉 腫 な る 疑 を 存 せ りさ で 云 ふ 。 一 般 穫 能 の 軽快 < 共に 退院 加療 中 同年 11 月 頃 
kb WEG D5, RA Sb MAIC TE Er, 訪 腫 痛 は 比較 的 急速 に 増大 し 。 且 
該 部 の 族 痛 増強 せる を 以 て 開腹 術 を 受け た る HABE ICHENEA Bi X PRIMAL TAME Te AUT: Bb FERRIC 
至ら ず し て 一 時 退院 し た る が , SHER, 腹部 腫瘍 を 主訴 < し 余 等 の 病院 に 入院 せり . 入院 時 
所 見 : (39 歳 の 5 月 22 日) BBE, BEM LIMIT, 嶋 温 37.1?C。 服 捕 90 至 整 。 意識 明 
瞭 , RAMS HE AT, REEL ERIK, BEM, 日 
PERCE MBE, 舌 白 茸 た 衣 す . SRAM, 胸部 は 胸 廊 の 形 湊 尋 常 。 右側 前 胸 下 部 
REGPKOMRe BAT. MAL ANETTE, MRT bee OL. ABS 
MT Zreikz, 左側 は 2 HGR, AEC, X BRAT ILIC-C RRR SHE L 
DALMBLL, GH, RTL, 腹部 は 中 等 度 膨 隆 する も 腹水 の 消 溜 な し . FFF RISA 
上 季 助 下 約 7.5 cm に , 剣 潜 突起 下 約 40cm に あり て 銘 利 に 界 せ られ る 。 表面 粗大 凹凸 に し て 人 硬 
CMT L, 腫 も IT, 膝蓋 腫 反射 減退 し わる ま ア ヒレ ス 腫 反 身 尋常 。 其他 病 的 反射 を 計 せ 
>. PRRGRHIC LCA BR Mit Le. RISE, 比重 1.022。 AAC+), Urobilin 
(+), Urobilihogen (+), 血液 所 見 。 血色 素 量 982, 赤血球 485 5%, Firak 8,400, 血小板 
196, 800, 血 沈 1 時 間 値 28。 血清 Meulengracht 24, Hijmans van den Bergh の Direkte 
Diazoreaktion 陽性 。 血清 蛋 自 量 56.5(7.472)。 WP 氏 反 應 除 性 , 血清 の 高田 - 荒 反 鷹 ( せ )。 
Azorubin S 試 験 に よる 排 溢 時 間 は 5 時 間 値 7.2, 8 時 間 値 90.22 な り 。 VOXWERFTAR 
骨 溢 検査 成績 共に 異常 な し . 5 月 26 日 潮 出 血 陽 性 < な る 。 情 來 在 熱 に 経過 し た る も 心 衛 部 の 自 
BREW RAT >. 食 思 一 般 に 不振 , KW LRM eb, 下肢 の 浮腫 赤 軽 度 に 
Az, 6 月 22 HBRA37.5°C な 示し , 其 後 最高 37.'C ICHMT, 6 月 26 日 腹 園 8 を cm. 7 月 5 
HOTS, MRL, 全身 に 浴 血 区 現 は る . VEN ICH L, 7 日 Meulengracht 110 た 示 
し , 7 月 9 日 死亡 す . 
































- 病理 解 刑 玩 的 事項 

病理 解 型 静 的 診断 RER 78) : 

(1) FBC BERD AKAFBAY FE OD PERO KG AR 肉腫 A 
CAPS. (2) PHB EME Me 5K 約 1300ce). (3) 全身 皮 具 及 び 粘 膜 の 
KH. (4 ) 十二指腸 上 部 に 於 ける 示 指 頭 大 の 潰瘍 . (5) 左側 胸腔 横隔膜 面 の 軽度 な 
る 織 維 性 胸膜 疹 著 如 に 比較 的 高度 な る 右側 汎 棄 性 織 維 性 胸膜 療 著 . (6) 右 肺 下 葉 上 
都 に 於 ける 小指 頭 大 の 化 骨 化 及 び 気 管 分 岐 部 汐 包 腺 の 大 豆 大 の 石 炊 化 、 (7) BBR 
ek 
義 腫 . (8) ADHKAOHN EHRE. 

肉眼 的 所 見 : HERDER, : SMA See, 恨 義 は 四肢 開 節 に 著 明 , FEHESAE 

背部 に 張 度 に 存 す , 皮膚 は 汚 枝 黄 冶 色 を 旦 し , 眼 懇 結膜 著 明 に 黄 菜 す . MTL RIE 
BK, HERE, 足 痛 及び 前 勝 に 浮腫 高度 , 腹部 著 明 に 膨 隆 し 腹 圏 86 cm (I. 
腹壁 の 皮下 脂肪 織 減 少 LRT RADORAAR, 大 網膜 は 虚 々 腸 踏 係 ミ 癒 著 し , 肝臓 は 
旦 大 に し て 右 下腹 部 に 違 す . BEER UCR AL RETRO 
約 1800cc あ 5. 腸管 の 茸 膜 面 虚 々 充血 し 多少 浮 腫 性 腸 間 膜 赤 閉 明 な ろ 浴 血 を 示す 
も , HE MOMMES し. 横隔膜 の 高 さ 右 第 4 助 骨 , 左 第 4 助 間 . 胸 膝 を 開く に 胸腺 は 

妨 化し あり . 克 朋 肛 は 横 選 肛 面 に て 軽度 の 弥 性 療 着 あり, 有人 出 に て は 生 扶 的 に 高 
EO RARER ea. 心 栓 を 開く に 其 内 面 邊 滑 に し て RI RR EIN RR 10cc 
RED. UMISRFBAIC し て 左 心室 外 膜 下 に 浴 血 斑 高 度 な り . 心筋 の 肥大 及び 心室 
Oss し . 気管 分 岐 部 光世 腺 は 一 部 石 炎 化す . 左 肺 は 大 さ 小 , 右 肺 は 硬度 生 + 増 加 
し あり て 下 葉 の 上 部 に 小指 頭 大 の 克 白色 化 骨 定 存 す . 雨 肺 共に 議 粉 沈 著 張 し . PK 
Sh, 重 さ 60g. ARERATAUFTORER HE, AP SSMU DFTA TH 
の 三種 あり , 内 に 同色 の 脆 き 物質 を 容 る . MRA SSR WRMRC UCR MB 
し . WERBRS, 十二指腸 に 於 て は 幽門 天 下 方 約 0.5 cm の 部 に 示 指 頭 大 の 江 線 不正 
に 際 凹 せる 潰瘍 あり . 其他 の 腸管 粘膜 面 異 常 な し , 瞳 臓 は 硬度 策 ヽ 撃 な る も 割 面 著 畿 
な し , 
肝臓 : 大 さ 42X24x14cm, 重 さ 5260g 著 し く 巨 大 に し て 全く 困 々 た る 大 小 の 結 
人 節 よ り 成 る . 入 に 肝 表 面 は 不 規則 な ぁ る 凹凸 不 玉 を な す . 右 葉 の 前 面 に 於 て は 腹壁 さ 軽 
度 に , 下面 に 於 て は 結 分 が 後 腹膜 結 締 織 さ 強 度 に 織 維 性 に 癒 著 し あ り . 右 葉 に 於 て は 
鳩 凶 大 乃至 林 槍 大 の 結節 相 集 6 て 膨 隆 する あり , 又 扇 生 に 丘 装 を な せる あり , 左 葉 は 
2 個 の 林 槍 大 の 結節 より 成る さ 調 ひ 得 べ し , 之 等 結節 の 表面 は 一 般 に 卒 滑 に UCIRA 
色 を 早 し , PACERS Ce AT. 結節 の 硬度 は 一 般 に 突 様 軟 ミ す . 
PEO ADB) tS —- MAK HERES Ge ELTERN LEE OH. 右 葉 の 下面 に は 過 
RIA Ong HT 2 個 球状 に 膨 隆 し あり , 周 園 組織 さ 癒 著 し 比較 的 厚 き 被 膜 に 被 は る . 方 
RETA KORE NCES, 割 面 を 見 る に 殆 ざ 大 部 分 は 次 白色 を BEA KAO 結節 
_ に より 構成 せら れ , 該 結節 は 何れ も 境界 比較 的 角 利 に し て 肉眼 的 に は 浸潤 性 増殖 を 示 
き ゞ る も の ゝ 如 ( . 面 し て その 大 さき 大 人 手 省 大 の も の よ ょ 0 大 豆 犬 に 至る 無 填 に し て , 
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比較 的 大 な る 結節 の 中 央 部 は 出血 , BHI k OTMREALLTALO, 空洞 を 形成 し 
て 中 に 暗 赤 色 の 血液 及び 壇 死 崩壊 産物 を 容 ろ る ゝ も の あり 0。 右 葉 に 於 て は 結節 閣 に 小葉 
ROD 75 4 TT EOWA OPED IK FET 2 BHD MIX & 0 TER FEIS FEM eH 
す . 又 肝 買 質 は 結節 の 鋼 に 被膜 の 直下 に 歴 迫 せら れ て 藻 層 を な LIDS BHO NRE 7 - 
255. 然 れ ざ も 左 葉 に 於 て は 殆 さ 肝 買 質 の 存在 移 認 む る こさ 能 は ず , 卒論 は 結節 の 
和久 に 歴 迫 せら 5 れ そ の 間隙 に 埋 入 し 底部 は 肝 線 を 越え ず , 大 さ 比 較 的 小 に し て 黒 補色 の ・ 
騰 汁 を 少量 容れ , 膳 汁 試 験 陽性 な り , 下 空 大 静 販 の 肝 部 は 腫瘍 結節 に 著しく 歴 辿 せら 
れ て 朋 管 は 扇 生 ミ な り 部 分 的 流通 障 宴 あり し な る べし (と 

BOMBA: 腫瘍 組織 は 細胞 に 富み , 蜂 宮 状 構 造 を 吐 せ ざる を 定 則 さ す 
SM, 間 質 結 締 織 は 其 量 多 か ら ず し て 腫瘍 細胞 問 に 入り 込め 0, 但し 所 に より 間 質 
Mr SILC STA SORA SIT OM OSL, TEE SET 
於 て 編 鍵 形 に し て 大 ee Dd CAMELS HELLS SLOD O, WER 
彫 形 に UCR < BAAS UCHR ARB AT し て 示せ り , LEONG AR 
ee ee 
少し , 18 USE LF PALE MORES 250, 時 に 膳 管 の 遺存 する あり , M 
MR 
す . 此 等 の 所 見 の 他 に 腫瘍 組織 が 巨大 細胞 を 有する が 如き ある も 多数 な ら ず . RIX 
次 季 性 に より 腫瘍 中 心 部 は 一 部 壊死 に 陥れ る あり , 壇 死 に 至ら ざる も 騰 様 化 を 思 は し 
UDBIER RE SMH O. 腫瘍 組織 は 脂肪 を 有 せ ざら る も 稚 い 廣 き 結 締 織 間 に 存 在 す 
る 組 紙 球 性 細胞 に 脂肪 を 有する も の あり . 

FR ORRA A: 肝 小 葉 は 一 般 に 腫瘍 組織 の 妃 速 な る 語 育 に より 歴 迫 を 受け 
ある も の ふ ゝ 如く 扇 生 な り . 特に 腫瘍 結節 周遊 部 に 於 て 著 し . 肝 細 胞 索 は 一 般 に 細長 に 
し て 毛細 管 腔 は 比較 的 大 な り . 面 し て 諸 所 に 出血 高度 に し て 細胞 索 は 載 死 骨 壊 し 細胞 
核 の 明か な ら ざ る も の あり . 双 鶴 色 の 騰 汁 の 栓 寒 及 び 色素 沈 著 赤 著 明 な り . 肝 小 葉 間 
の Glisson 氏 還 の 結 締 織 の 増生 赤 著 明 に し て 肝 小 葉 間 動 静 須 は 血液 を 以 て 充 さ れ , 識 
管 は 存在 する も 極め て 狭 少 な る か , 又は 之 が 存在 を 認め あら れ ざ る も の あり . 面 し て 此 
の 部 に は 僅か に 小園 形 細胞 の 減 潤 を 見 る . 脂肪 染色 に よろ に Glisson KH Big UT 
脂肪 沈 著 著 明 な り . 

LLM ORRIOTR: ARE. 但 し 肝 以 外 の 臓器 に ARB & ITS AED 
腫瘍 の 韓 移 を 認め ず . 

. 考 R 
MRAM: 監 閑 上 肝 肉 腫 の 診断 は 殆 ゞ 皆無 な る 如 く 多 般 に 於 て 肝癌 させ ら る 。 然 れ さも 本 例 
の 如く 試験 的 切片 切除 に より 組織 検索 を 行 ひ 得 た る 例 に 於 て は ERICH UNE. 2 診断 を 得る こ 
SDD, ECM LIAM DLO MDG HT HERD BP BIC TE 4 3H Le tN 
L, FAN CHG MRI GP ETS 4LD(Garbarini), RitMirk, PRB ICRC LAR 
nd, AMT RICK EN DD LB, WWE UCR LHS LOS 
く , 末期 に 於 て は 1, 300cc の 腹水 を 護 明 L, MISMABMLA も の で す 。 
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ARAM: 全 原 語 性 肝 肉 腫 を 肉眼 的 に 大 結節 性 , 小結 節 性 及び 肖 潤 性 ミ 分 つも の ミ 
U(X (Thole), 本 例 は 犬 結節 性 な りさ す べき も , EMO - BRIAN ABER SB EL 
べく , 又 組 織 的 に は 多分 に 淫 潤 性 な る を 認 む る 事 多き より せ ば , こ は 重 要 な る 分 類 さ 
GML. 印 ち 原 散 性 肝 肉 腫 は 細胞 形 に よ 5 分 類する を 適 営 さ す . 即ち 財形 細胞 肉 
腫 , HAMA, 巨大 細 抱 肉腫 , 血管 肉腫 , 汐 包 肉腫 及び 黒色 肉腫 等 な り さす . 本 
BSH PEN UC i PETS HP ED A AK FSB LOST, 興味 
By % EEE STR TER BBO PEL Te SPE ©. BBR FL DIE 
SEVEN ANNE TRB O IRE TS BILB LSE. 2, I KEN 2 & MEG BAO 
BOEHMMZESTZHTCHTERRICH SZ, IMR S ii TH PHD 
し . FRO) PAOD TP ORBEAE (SIE 75 2 RD TEE ©. LOPE SLI ANE REAR IE & 6 
招来 せら れ し か , KRABBEN) LIT AMERY し か の 十 機 韓 を 考 ふ . 更に 従来 硬 
BEEK ITO BALI BARD 0 SUG. AMC HST BMRA OD BY. 此 等 の 疑問 
は 解決 困難 に し て .1 例 に UC Re TS URES 5, 余 の 例 を 見 る に 先 づ 肝 姜 縮 の 像 は 所 に 
U CR RIT OE, 炊 に 肝 小 葉 中 心 部 の 著 し き 質 血 及び 壊死 騰 汁 栓 塞 の 著 し 


は 更に 推 祭 する に 上 難 き も 原 評 性 肝 肉 腫 の 一 種 な る 星 芝 細胞 肉腫 に あら ざる 余 の 例 は 其 

BEAT % Glisson 氏 還 に 求む べく , 肝 人 硬 舌 症 を 績 散 性 ミ せ ば 増生 せる 結 締 織 に 

生 箇 所 を 求む る は 衝 営 な ら ざ る 如 し . 肉腫 の 藤 生 機 韓 中 骨肉 腫 等 に 於 て は 外傷 を 重要 

BT AAA Did 情 * 報 ぜ ら れ し も の な る も , 本 例 の 患者 14 歳 時 腹 部 打撲 あり し を 以 

TREO SER URE |, 語 生 原因 は 一 般 肉 腫 に 於 ける 如く 不明 ミ 言 は ざる を 得 ず . 
結 if 

1) 本 例 は 31 歳男 子 に 見 られ た る BREITE 1 RBIS UT, ARS IK RE 


AMA ANE Zs OS. 
2) 肝 硬 畿 を 共 在 し , 其 組織 所 見 より LT TORE AE EAE FE LBS NL. 


20. PRM MAS (RAAT EK) の 1 Tbe Pl 
ey HASTE | 
CHAR RA Sp Bees 指導 長澤 米蔵 ) 
Ein Sektionsfall yon Milzvenenthrombose 
(Klinisch : Magenkrebs). 、 
Von 
Tatsue Murata. (Pathologisches Institut der Nihon-Ika-Daigaku. 
Leiter: Y. Nagasawa.) - 

姓名 : 山田 某 女性 66 歳 AL BRIS: 1) HOPE. 2) FRAP GHOM 
DNR tie?) 3) ASA OPP RME ? PHM 2). ARE: PETE NT SU 2 tc 20 ROW 
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Riou Me HOT, 本 病 は 昭和 17 年 8 |] ep Ay SA <LI EKD 吐 箇 が わり, 9 月 8 日 
に 入院 し た の で ある が , その 前 後 か ら 下痢 , BBG, 腹部 導 痛 及び 腹部 脱落 が あり, eR AMR 
は 高度 の 委 血 性 で わ つ た 。 その 後 の 経過 に 於 て 下肢 に 浮腫 が 現 は れ 。 腹水 の 増加 の 筐 2 HOM 
APWAGOT:, FMA CEDICMMAMIT: BIER XBMBAAMOT: < CH 
DP MOMPLEVO MICE OAR, GUPAEEHUMILTA CARRE THOT: 10 月 中 
旬 か 6 鮮血 及び ュー ヒー 残 溶 様 物 を 吐く や うに な つた . 舎 所 々 の 皮下 溢 血 が 現 は れ , これ は 次 
第 に 増強 し た 11 月 初め か ら 吐 血 は 頻 疲 し 。 同月 5 日 終 に 鬼 祭 に 入 つ た 、 面 LCM WER 
MET OTE, AHMET OT, 

BPR: 主 な る 剖検 診 断 . 1) TVERBENTRRZSTETTRTE 2) 門 脈 , RMR 
於 ける 血 寒 形成 , 3) ELE SEP ZS, 4) 胃 粘 膜 自家 消化 及び 胃腸 管内 
SHOR, 5) 初期 姜 縮 骨 ?, ©) 心筋 嶋 色 義 縮 始 びに 所 詩 脂 肪 心 , 7) RER 
8) 腹水 , 9) 間 質 性 牌 臓 炎 , 10) 役 毒 性 大 動脈 中 膜 炎 等 . 

肉眼 的 及び 世 微 鏡 的 所 見 : 腹腔 内 淡 黄 色 透 明 の 液 約 2000 ce を 容れ る . 大 網膜 脱 
肪 含量 著 ( 《 増 加 し , BRO PERS NIR し て 居 ら な い . 肝臓 及び 門 脈 系 : AS - 
17.5x11.5x50cm, 硬度 は 不 規則 に 培 加 し , 表面 は 横隔膜 さ 織 維 性 に 癒 閉 する , 割 面 
は 全 骸 に 汰 黄色 , 小葉 像 は 不 著 明 で 全く 澤 滴 する . 門 脈 内 に 血栓 を 誰 め , 及 こ れ か ら 分 
TUT I LAPAR SE SEHR SHE し 閥 痕 様 の 組織 で 包ま れ , 其 潜 愉 も 静脈 が 瞳 組 織 を 容 通 
せろ や うぅ の 外観 を 示 し て ゐる . RIO AMR b BRAK AD MITE MPH 530%. IF 
臓 の 組 紙 像 は 小葉 像 不鮮明 で , 肝 細 胞 は 一 方 に 於 て 半 縮 性 , 他方 に 於 て は 肥大 せる 部 
を 認め ら . 褐色 色素 沈 閉 は 高度 で ある . 間 質 は 不 規則 高度 に 増生 し この 間 質 中 に 極め 
て 高度 の 騰 管 増生 が あり , 更に 高度 の 細胞 浸 班 が 見 5 れる. 脂肪 所 見 こさ し て は 脂肪 淫 
潤 或 は 脂肪 委 性 の 傾向 を 示 し て ゐる . 血圧 部 を 概 鏡 する に 静脈 歴 は 不 規則 に 肥 旧 し 
就 中 内 膜 に 高度 で ある . 面 も 一 部 秦 子 様 医 販 に 陥 0 一 者 は 又 粘液 織 性 に より 軟化 し ア 
テロ メス 様 疑 化 に 移行 する 像 が 認め られ る . 更に この 部 に 潰瘍 が あつ て 血 寒 が この 部 に 
連 な つ て ゐる さこ ろ が あら る. 血 案 像 は 一 部 に 新鮮 な 血液 成分 を 有する さこ ろ も あろ る が 
大 部 分 は この 中 に 管 沿 か ら 結 締 織 の 侵入 する 像 が あり , WAT BEE BE MB 
fle HA. この 血 寒 に は か な り 著 明 な 疎通 像 が 既に 盛 に 現 は れ て ゐる . MUSH 2 
肉 膜 内 に 光世 球 , 頼 上 皮 細 胞 及び 巨 態 細胞 の 存する 部 が 敷 備 誤 あめ られ る が , 之 は ゴム 
種 を 疑 ふ べき 所 見 で ある . 中 膜 は む し ろ 織 弱 で 織 維 性 に な つて 居る . 外 膜 の 自家 楽 養 
血管 周 園 に 細胞 減 潤 が あら . Mk: 14.3x10.5x3.0cmWIEEH, KURSE: — 
部 分 に 糖衣 を 附 著 する . 割 面 . MEN, 光世 結節 不鮮明 , 組織 像 , 被膜 著しく 肥 及 
Us 一 部 に 石 放 沈 著 を 認め ある. 濾胞 は 縮小 し 中 心 動脈 の 壁 肥厚 し , 内 膝 が 閉塞 きれ て _ 
ゐる も の が ある. 腫 材 は 不 規則 に 増生 し 耳 に 連絡 し て 居る 様 な 部 も ある . BRS RE 
PE, 腸 細 胞 は 姜 縮 性 で ある . 胃 は 極め て 膨 隆 し 多量 の 凝 血 を 容れ る が 何等 潰 場 を 認め 
な い . 組織 的 に も 楊 性 姜 縮 性 胃炎 の 像 が ある の み で ある . CRIS EA. 外 膜 下 
脂肪 合 量 は 高度 に 増加 し , 脂肪 心 の 像 を 示 ( て ゐる . CARTE, 心筋 は 問答 
色 , 大 動脈 起 始 部 に 異常 を 誤 あ な い . 大 動脈 内 膜 面 は 縦走 鍛 般 を 認め る が 組織 的 に は 

















ゴム 腫 性 所 見 は 著 明 で な い . 其他 の 臓器 の 所 見 は 省略 する . 

以上 の 所 見 を 要約 する に , BEAT, PK Co Ea eb 
ず , 門 脈 系 静脈 の 硬化 像 が 著 明 で 特に 峠 静脈 に 於 て 高度 で あつ て , こ ゝ に 全長 に 尽 る 
MAD 誠 明 せら れ た も の で ある . EARTH GE Ze 疑 は し むる 所 見 が あつ 
た . ii UC iii BEEBE OD REEL 肝 上 農 に は 高度 の 間 質 性 肝臓 炎 の 所 見 を 示 
し , 部分 的 に 騰 管 増生 は 激しい が , NGS LT BS HARE. BARGER S~ Bin 
2. 要する に , 本 例 に 於 て は , APR, PR RA SE 7s EBD H O, こ 
の 基礎 の 上 に 血 楽 を 形成 し , 種々 な る 際 灯 的 症状 の 因 を な し た も の で ミ 考 へ られ る . 


21. 前 癌 性 幾 化 の 研究 に 就 て 
第 1 He 

人 幡 胃 腸管 系 統 に 於 ける ポリ ー プ の 了 悪性 化 に 就 て 

宇佐 美 政 三 
(慶應 義塾 大 學 臣 移 部 病理 移 攻 室 指導 川村 麟 也 , NA) 

Uber die Studien der Pracancerosen Veranderungen. 
I. Mitteilung. 

Die maligne Entartung der Polyposis im menschlichen 


Gastrointestinaltraktus. 
Von 


Masazo Usami. (Pathologisches Institut der Medizinischen Fakultät, 
Keio-Gijuku Universität. Leiter: R. Kawamura u. A. Kutukake.) 


如何 な る 組織 像 を 以 て 前 冶 性 さ な す や は 未だ 鈴 議 多く 解決 しない 所 で ある . Zoll 
題 を 更に 困難 な らし むら る 事 は 冶 の 本 質 に 就 て 共 の 組織 陣 的 諸 特 徴 が 其 の 生物 聖 的 諸 性 
稀 の 一 部 の 表現 に 過ぎ な いさ いふ 事 で あら る. 

HD WIE OAT MRC EU. 面 し て この 腫瘍 状 の 由来 に 開 し て 古 挫 穫 
多 の 説 が あ ゎ が 一 定 の 状態 の 下 に 於 て 最も 展 + 生 じ 易 い 事 は 周知 の 事 買 で ある . この 
ー 定 の 汐 態 を 胃腸 管 系 統 に 就 て 組織 聖 的 に 追究 せん さ し て 余 は 先 づ 胃腸 管 ボ リー ブ の 
悪性 化 及 び 冶 を 検索 し て . 農 害 な 意味 で 悪性 化 さ いふ 事 を 決定 する 事 は 不可 能 で ある 
が 便宜 上 其 の 夫 殖 形態 の 一 定 像 を 基準 さして 研究 し た . 従 つて 自ら 限ら れ た 意味 を 持 
つて ゐる . 
ポリ ー フ の 解 種 は 一 般 に 肉眼 的 に は 粘膜 上 友 の 一 部 が 管 膝 内 に 向 つ て 結 委 汰 乃至 は 
有 琵 状 に 突 隆 せ る も の に し て , 組織 的 に は 腺 管 上 皮 の 一 局所 の 異常 な る 増殖 見 人 
され て ゐる . 耐 し て 上 皮 増 殖 の 装 態 ミ 其 の 間 質 の 開 隊 に より 軍 な る 一 局所 の 上 皮 増 殖 
を 第 1 度 (I) さ し, 腺腫 状 の も の を 第 2 度 (』) TL, 更に 進ん で 上 皮 細 胞 に 異型 性 の 
BOD 52S & OH 3 MEM) SL, 最も 進ん だ 郊 腫 性 の も の を 第 4 度 (IV) ミ ! た . も 
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2 hOB ERD ON40CHBLEA ) — FRENZEL HET FE 
あろ. 

剖 概 例 468 の 胃腸 管 系 統 を 無 選 提 的 に , 及び 切除 例 210 ( 胃 , 48, BB, 肛門 162) を 精 
査 し た . SOR ARPA 6+ 例 (3? 37 -$ 24) に ボリ ー プ ズ ( 綿 敷 14 個 ) を , 切除 例 中 48 
例 ($ 27 $21) (<a Y — 7 BK 58 個 ) を 誇 明 し た . 語 生 部 位 は 剤 概 例 で は 胃 4, 十 二 
指 腸 4 2555, WO 4, BA 11, 上 行 結腸 6, 横行 結腸 12, 下行 結腸 17, 8S 字 結腸 
25, 直腸 26, 切除 例 で は 胃 11, 空腸 2 il, EL 上 行 結腸 1, 横行 結腸 3, 
下行 結腸 1, S 字 結腸 3, 直腸 26, 肛門 7 CHS. ARH NEAR TIS 43, 切 
除 例 で は 25, で ある . “SOMA AMRPI TRIOS 50, 60. 40, 20, 30, 10 
SEO, 切除 例 で は 40, 60, 50, 20, 20, 104FROMCHS. AMBER ) — 
プ の 年 齢 さ の 開 係 は 10 4F-Be 8/o, 20 年 章 :,。 3046 SE 4/s, 40 468E 7/14, 50 2B RE len 
60 年 替り TOSERE oy 切除 例 で は 9 SESE % OD 104EBE/, 20 LEHE N, 80 年 
BE 4/5, 405686 7/11, 5046 BE U» 60458 CHA. ZINN AR SER TE 
HB, 十二指腸 7, FER A/a, WON */2, El AT Ns BT, TAT, S 字 結 

io 直腸 切除 例 で は 胃 /t1, ZU, UN En EFT 4/0, BRAT 1/2, 
Tr, S 字 結腸 7, 直腸 7 肛門 74 で ある . APC CORES (BASE 
PEDO Sy RA BEVE Ze STS). RBCS 1 個 の も の 39 例 2 個 の も の 9 例 3 個 以上 の も 
の 8 Pl, 切除 例 で は 1 個 の も の 28 例 2 個 の も の 10 例 , 3 個 以 上 の も の 及び ボリ ボー 
ジス 10 全 で ある . WHAM T S SEE 25 例 ( こ の 中 3 個 以上 の も の 6 Pil) 白血病 2 
例 , Hodgkin 氏 病 2 例 , TOBE 3 Ol, 結核 性 疾患 8 例 , GIGRMIRIRS I, SHE 
染 病 3 例 , 其 の 他 18 例 , 切除 例 で は 冶 39 FI, ボリ ー プ 8 例 , 其 の 他 1 例 で ある . HM 
織 陸 的 に 分 類 す れ ば 剖検 例 で は 1 58, - HI 42, 114, 切除 例 で は T6, 121, 四 31 に し て 
fri (SHO 8 例 に 於 て 冶 へ の 移行 父 を 認め た . 之 を 部 位 別 に する ぶ 削 概 例 で は 胃 11, I 
2, al, 十二指腸 1 03, 2514 11, 30513, 11, 5416, 15, 上 行 12, 
14, 横行 15, 16, ml, 下行 110, 05, 02, S 字 結腸 I11, 19, M5, 直腸 116, 
18, 12, 切除 例 で は 胃 H5 16 ZE02 WW, SRW, 上 行 W1, 横行 W2, 
wi, Firms STH, m2, 直腸 15, I11, 10, 肛門 11, 12 6 で ある . 
何 ほ 剤 検 例 及 び 切 除 例 何れ に 於 て も 同 1 PU CREAERS & & OBL OMA TE 4 DDR 
Hert. 切除 例 の 中 の 痛 を 組織 診断 に 依り 分 頼 すれ ば 腸 で は Carcinoma adenoma- 
tosum 24 例 , Carcinoma solidum 4 例 Carcinoma gelatinosum 1 例 , 胃 で は 
Carcinoma adenomatosum 9 例 Carcinoma solidum 5 例 Carcinoma gelatinosum 
2 例 Skirrhus 3 例 で ある . 勿論 Mischform HH OW? 6 BT - LU HEULEN. 
RE 4 例 の ポリー ブ の 他 26 例 に HSC 粘膜 の 局部 的 肥厚 (慢性 胃炎 に 依 
D) を 認め 特に この HN ACHTE RUN END 上 皮 の 増殖 像 を 早 し 切除 胃 
中 4 例 に 認め られ た ポリープ 様 肥 厚 へ の 移行 を 思 は し め た . MUTI ORME An- 
trum に 多い . ARAHMER CHE SBUE N UL -IUL TS EHER D Santo 
ボ ポリー プ 入 び 十 二 指 腸 , 室 腸 の 一 部 の ボリ ー プ は 除外 し た . 
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iO) PERRI 1K OY — TOTER RP Cis BB, S 字 結腸 , 下行 結 
腸 , BTS, Er, 上 行 結腸 2, A 十二指腸 , 廻 腸 の 順 で あり > 切除 例 で は 直腸 , FR 
肛門 , S 字 結腸 , 横行 結腸 , ZAR, SH, 上 行 結腸 , 下行 結腸 , 廻 腸 の 順 で ある . AB 
PLO SER Cs S 字 結 腸 , 直腸 , 十二指腸 , 胃 , 下行 結腸 , 横 行 結腸 , 上 行 
結腸 , GE, ZU 廻 腸 の 順に し て 切除 例 で は 直腸 , 胃 , 肛門 の 順 で ある . ボ ポリープ 
全 表 に 就 て は 剖検 例 で は 1 の も の 最も 多く 中 の 順 な る も 切除 例 で は の も の 最も 多 
く LT の 順に し て 疑 化 の 進ん だ ども の が 多い . 年 齢 的 に は 若年 者 程 幾 化 の 程度 表 く 且 , 
ZU UHREN ENDI Zr. 殊 に 切除 例 に 就 て 小腸 , 肛門 に 屋 * 認 め ら れる. WR 
別 疾 度 は 散在 多 衣 性 の も の は 腫瘍 選 に 多く 又 局 所 多 散 性 の も の 程 郊 好 義 部 位 で ある . 
EZ, ボリ ー ブ は 上 皮 の 異常 な る 増殖 ( 限 ち られ た 意味 で ) で も あり, それ は 又 そ の 増殖 
速度 に 應 じ て 間 質 に 依 て 色々 に 修飾 され る . (AM, FEM, 腺腫 , 異 所 性 増殖 )、 この 
異常 な る 増殖 は 屋 * 他 の 腫瘍 区 生 に 障 生 し , (散在 多 性 ) 及 局所 的 に は ボリ ポー ジス 
(局所 多 艇 性 ) さ な つ て 現れ る . . 面 し て 組織 取 的 異型 性 は その 増殖 速度 の 制 肘 を うけ た 
ー 表 現さ 考 へ た い . 故に 異型 度 忠 く な くさ も 一 程度 の 増殖 形態 の 頒 増 殖 速度 に 應 じ て 
異 所 性 増殖 を な し 然 る 後 制 肘 を 3 け て 異型 性 の 現れ る 如き MBS 事 が ある . 反 
之 , 異型 度 強く さも 異 所 性 な く , 管 膝 内 へ 増殖 し , (Carcinoma in situ, 有 王 性 ボリ 
ー ブ の 一 部 ) 然 る 後 異 所 性 増殖 を 起す も の も あ 6? 得 る . この 場合 この 雨 者 の 慈 度 の 券 
に は 間 質 が 重大 な る 役割 を 演ずる 様 に 思 は れる . 

MT, Mit LROTR: 2 RAO (破壊, BAER BIBH) CHS, ボリ ー プ 
も 程度 の 差 こ そ あ ね 形態 台 的 に は 同 UMD LOCH O, 異 る 虚 は 其 の 増殖 の 速度 さ 
HOMO MIE KEM CH STEN. 面 し て この 増殖 の 速度 及び 間 質 の 態度 を 
決定 する も の は 何 か さ い ょ 事 は 別 の 問題 で ある . 

附 議 

BINEB: 故 長 奥 名 農 赦 授 は 腫瘍 芽 に つい て 興味 を 持た れ 御 在 職 中 に 色々 の 上 臓器 に 於 ける 
腫瘍 芽 の 研究 を 教 室 員 及び 研究 生 に 命ぜ られ た の で あり ます . 私 も この 御 研究 を 受け つぎ まし 
て , その 後 も 引き つ ゞ いて この 問題 を 追 完 い た し て 参り ま した. その 結果 は あさ で 腫瘍 朋 生 一 元 
論題 し て 演 読 いた すこ と に な つて 居り ます 。 その 中 で 胃腸 管 系 統 に 於 ける も の に つい て の 私 
見 を 逃 べ よ 3 < 思ひ ます 。 

御 承 知 の 通り 日 野 太郎 氏 は 腸管 ポリ ー プ に 闘 する 研 有 成績 を 過去 ヶ年 引き つ ゞ いて 本 竹 合 
HUT DHA CH BIAS SMEAR IC 報告 いた し て 居り まし て 。 それ を まさ め ま し た 精 
し い 報 告 の 一 部 は 本 學會 の 機 開 雑誌 で わる 冶 に 昨年 載せ て いた ゞ いて 居り ます か ら 御 承知 の こ 
さ ゝ 思ひ ます 。 

これ 等 の 研究 成績 か ら 申 し ます <, 腸管 ネリー プ ミ し て 出來 上 つた も の 郊 ち 腺腫 は 組織 學 的 
「 に は 可 5 異型 的 の 滞っ が 見 られ ます が , それ は 悪性 化し て 痛 腫 < な る こさ は 稀 な 出来 で わる 
ら しく 思 は れる の で ある . 冶 腫 は 始め か ら 悪 性 腫瘍 LCA BMRA BE LOCH D 
+ LT, それ が 明か な ポリ ー プ さこ な る こぶ < なく Lt, 冶 性 潰 湯 を 形成 する も の が 多い の で ある 
の で あり ます . WC 1 HORS LLORES ATE RA NOE BETT 
居り ます こと を 申 し あげ, 御 報告 に 追加 いた し て 置き ます 。 
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22. 若年 者 の 胃腸 韻 に 就 て 


木村 哲二 , WERK, LOMK 


年 齢 性 ・ 
21 = 
30 pp 
28 女 
27 pe 
29 3 
28 k 
ws a 
28 3 
25 

30 ” 
23 59 
21 女 
21 

24 ” 
18 L 
A 
29 3 
17 ” 
17 k 
17 ” 


By 


部 位 


殆 ゞ 全面 
幽門 小姓 
殆 ぐ 全面 
小姓 後 壁 
殆 ゞ 金 面 
(Fi, MER) 
Roath 
Fh 
DEPT 
met Ph 
wary 
後生 部 
殆 や 大 部 
py 


直腸 

下行 粘 腸 
堪 粘 腸 曲 部 

回 首部 ? 

上 行 結腸 趣 始 部 


(RR RRGRRAKSRALRHAKS RSMAS) 
On the Gastro-Intestinal Cancer in Early Life. 


Hl TR 


Ce AG ee 
(人 硬 性 ) 

粘液 冶 

Ff PIM 

Kuh 

AIR 


” 


PAM 
Be SpA 
粘液 冶 
RAE 


粘液 部 
WAH 
粘液 部 


” 






















Tetuji Kimura, Syunsaku Kodama and Ikuo Eguti. (Pathological Institute 
of the Tokyo Jikeikai Medical College and of the Nagoya Imperial University.) 

胃腸 の 若年 者 癌 は 一 般 に 稀 で 従来 を 見 た 人 は 大 抵 報 告 す る が , 
き 事 。 ERKENNEN ZRH LO FAN ER FI ED DON, 特に 肉眼 前 形態 や 組 
織 像 を 統計 的 に 集め て 見 る 事 は 鈴 り 行 は れ て 居 な い . ALAR LS 立場 の 理 々 < し て は 形 混 
的 事項 を 観察 する 事 も 赤 必 要 で わる し , 同じ 胃腸 部 で も 年齢 的 に 多少 の 特徴 の 有無 を 見 る 事 は 
WEDER GB DD ERIK 必ず し も 一 様 で な い s 思 は れる EDS も 充分 調べ る 可 
き で ある 。 此 報告 は 其 一 部 の 材料 < な る < 考 へ る の で 吾 々 が WM BABA LT: 胃癌 15 M, 
Wat 5 例 を な 一括 し て 特に 其 組 織 像 に 競 て 読 明 す る 。 交 に は 30 歳 以下 た 若年 者 で し た 。 


多 < ぐ は 若年 な る 事 。 EHE 


a AIR 
粘液 化 


IZE+ FE EEE FEH+H 


+ % 


$+ ¢ 3 


BE. MARR tb AHEM x J 2 ISHMAEL IE Hho AOS HiME Ae FE L URED HET 2 IC 
ぎ な い 者 で , 多 く は 肉眼 的 に 粘液 痛 像 が 見 られ る . HURL IS UE A BE Ae BES LTE. 
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Hii 15 例 中 男 8 女 7, WS B23 で 性 的 差違 は 殆 ぐ 無い 、 AMR Cit BO ip 3 
例 は 手術 例 で 見 な か つた が 残り 15 例 で は 胃腸 共に 別 然 た 2 MMO KIEL SL EEE 
MOB CAO CSM 6 AMT AK し 居る 鷺 を 注意 す 可 き で ある , 

組織 像 は 胃 は 単純 冶 9 粘液 部 5 腺 癌 1 で 粘液 部 は 細胞 形 か ら は 財形 細胞 冶 で 単純 冶 に 覚 入 す 
可 き で ある か ら 結 局 殆 ぐ 全部 が 単純 痛 < 云 へ る 。 唯 是 等 の 単純 冶 の 多く は 用 菓 像 は 別 然し な 
いで 不正 園 形 汰 癌 細胞 が 雑然 < 組織 内 に 散在 し 浦 墓 性 浸潤 性 芝 育 た ん 示す. 粘液 部 は 一 般 に 胞 業 
像 は 別 然 < し て 居る が 一 部 叉 浦 但 浸 潤 像 で わる 、 腸 の 方 は 粘液 部 4 腺 部 1 で 前 者 は PSMA IC 
HAD HW CHS, 次 に 注意 す 可 き は 表示 の 如く 是 等 の 癌 細胞 に 粘液 化 が 強く ERA 
現 着 明 了 且つ 多 敷 な 事 で わる . 粘液 部 は 多 論 単純 部 の 方 に も 中 等 度 の 者 が 多く 是 等 の 細胞 が 散在 
性 で な く 胞 巣 状 集合 を すれ ば 党 然 定型 的 粘液 部 像 を 示す 事 は 明か で 。 瀬 葛 性 散在 性 で わる か ら 
回 形 細胞 冶 乃 至 澤 純 冶 < し た に 過ぎ ぬ . OS 若年 者 胃癌 は 大 多 敷 が 灯 液 部 或 は 天 に 近い 組織 像 
な る 事 を 特に 注意 し 度 い , 叉 同時 に 残 遺 胃 粘 膜 部 が 多く は 粘液 化 元 進 せ る 尼 大 性 カタ ル 人 性 炎 像 
Fei L-ChE BS, 腸 癌 は 一 般 に 粘 溢 郊 が 少く な い が 災 その 例 で は 肉眼 的 に 皮 に 強い 邊 液 冶 像 で わ 
a, 

ENS SORES CATER TFT St Cid AAR HBA AT: 
肥厚 を 示 LARA SKS REO LG, SEDER CHO, 同時 に 胃 
BUS STEHE RE 7 2 LO ODER CH SD. MR UR SI SS 
Eee Re DE xt To 
Sur. MBIA BE CHE & AZEWITEREKT TAVODKHRER OEM NK S SH 
FFM 12 RAE ALINE SHE MALTE, 其 組 織 
像 記載 は 腺 冶 軍 純 冶 等 で 粘液 郊 は 1 例 も な い . EROBT 20 歳 前 後 の 胃癌 に は 粘 
液化 が 軽度 で ある が 21 歳 以上 の 殆 さ LAs REAL DHL. 或 は 更に 年 齢 代 を 細分 し 
て 見 る 必要 が ある さも 葉 へ られ る . 腸 痛 の 方 は 殆 さ 全部 が 粘液 郊 で ある . BARB 
冶 の 組織 像 を 年 齢 代 別に 統計 的 検査 を や る 事 が , 冶 区 生 稀 況 を 考察 する 上 に 必ず し も 
無駄 で は ある まい 思ふ . 
結論 . 30 歳 以 下 の 胃 冶 15 例 腸 痛 5 例 を 検索 の 結果 , 肉眼 的 に 限局 性 結節 汰 膨 隆 次 
REES ESEL U TH OU EDS. MARIS AGS Beis BM LI 
ENG CH MMIOFGBULOS < XSEPA CHS. REO LHL S Bil eT 
事 は 此 等 の 若年 者 痛 の 特徴 さ 大 へ られ る . 

Bite 

ARE: BRD MID ARID 4 OBS KM SHAM MI OPES 同時 に 全身 に 圭 す る 
ME, ROMMIC LAM SWRD ZICHETS|M. 私 の 攻 室 に 於 ける 青木 氏 の 研究 に より 
て 細胞 性 < 殆 育 < が ある 程度 の 閣 係 ある を 認め た る を以て な り . 
天野 重 安 : 上 只今 の お 話 で は 若年 者 部 の 前 購 < し て 炎症 の 存在 想定 し て お られ ます が , 私 の 
DSUORBR CIS, 著 年 者 痛 の 愚者 に は 家系 に (父方 WH, MMIC) 於 て 浪 厚 な 遺 箇 素因 な 有 
し て ゐ ま し た . 御 報告 例 の 痛 腫 に 開 す る 遺稿 業 因 が 調べ て わり まし た ら 伺 ひ 度 いも の で す . 
木村 哲二 : 石橋 孝 授 に , 轄 移 の 賠 係 1 調べ まし 7: が 表示 し て わり ませ ん 。 FRAO 
せん か ら 確 か で は な い が 多 く En A ER 
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天野 博士 に 若年 者 癌 の 場合 の 家系 的 遺 箇 的 開 係 は 精査 し て 居り ませ ん . 
本 村 男 也 : 具 信 お 話 の 20 BU FORAGE & LTE AERO 中 に 計 入 つて 居 な い 4 例 が 
私 の 所 に あり ます が , 夫 れ で は , 今 一 寸 御 疑 ひ に な つか 通り, 粘液 部 で な く 園 形 小 細 胞 冶 で を 
の 細胞 の 粘液 化 傾向 も 少 い 様 で し た . 


23. HOKREPEAIEO 1 剖検 例 
長島 淳 
(日 本 臣 科 大 學 病 理 學 孝 室 指導 長澤 米蔵 ) 
Ein Sektionsiall von Karzinosarcom des Magens. 
Von 
Jun Nagashima. (Pathologisches Institut der Nihon-Ika-Daigaku. 
Leiter: Y. Nagasawa.) 
= ee Fe srg: 
て , 文献 上 , 本 邦 及び 諸 外 國 を 通 じ て 僅 か に 9 例 を 敷 ふ る に 過ぎ な い 。 余 は 最近 , 通 
過 障 梨 な く , 胃痛 , BAW, Be, 上 腹部 腫 准 等 を 主 at, Wat one 
' され た る AI BOVE he, 肝臓 , AR, IRAE Bee AT AA OME 
性 肉腫 を 認め た . 
病理 解剖 上 , 胃 は 避 の 殆 さ 全 骸 に 渡り 腫瘍 に より て 侵さ れ , 胃 寿 附近 に 於 て 僅か 
に , 肉眼 的 に , 害 は れ な い 剖 分 を 認 む る の み で ある . 腫瘍 は 小 沙 部 を 中 心 さ し て , 前 
後 避 に 浅 潤 性 に 艇 育 せ る も の で あつ て , 幽門 輪 は 害 は れず , 通過 障 得 が な か つた こさ ゞ 
を 裏書 し て ゐる . 腫瘍 部 の 胃 敬 は 著しく 肥厚 し 潰瘍 を 作り , 潰瘍 底 は 出血 性 , SALE 
で あつ て , 汚 稼 な る 色調 を 早 す る . 曽 し て 靖 膜 側 に 於 て は 大 小 種々 の 結節 が 集合 し て 
DA. これ は 播種 の 一 部 分 で ある . 何 ほ 胃 如 を 殖 ざ 破壊 し 大 綱 膜 ミー- 骸 ミ さ な り て 腫 閣 
を 形成 せる さこ ろ も ある . 
組織 克 的 に は , 幽門 部 に 於 て は , 腺 管 が 非常 に 増殖 {, 膜 染 せ る 上 皮 を 以 て 腺 管 膝 
を 充 す も の が ある . この 増殖 せる 賠 柱 状 の 皮 細 胞 が 固有 膜 を 破り , 外 に 向 つて 不 規 
則 に 盛 に 増殖 し つ ゝ あろ る 像 を 認 む る る ころ が ある . 一 部 分 に 於 て は , WOBEI 
HE, HEE, 率 繧 性 の 物質 を 充 す さこ ろ が ある 。 MGTIO, 可 
な り 高度 の 細胞 浸 剛 を 認め る . 粘膜 下 筋 膜 も 粘膜 下 筋 誰 も 一 繁 に , 増殖 せる 細胞 を 以 
て 充 さ れ て ゐ みる. これ ら の 都 分 を 見 る さ , 一 者 分 は 極め て 小 な る 胞 業 の 審 集 の 如き 避 
を 示し , Pi BEER ALCALF OMB LU し て ゐる 所 が ある . その 間 の 組織 が , ター 
i= FAVE aks > 紡 鍵 形 , 極め て 小 な る 腺 染 性 の 細胞 に より 充 さ れ て ゐる . 新 か 
る 都 分 は 胞 馬 像 ミ 言 より も , UL DARM AHRTHOT, 肉腫 を 思 は し むる の で 
ある. 小 洛 都 に 於 て は 粘膜 上 皮 層 が 可 な 6 亡 汎 性 に 壇 死 に 陥り , 潰瘍 底 を 形成 し て ゐ 
る . 其他 の 都 分 に 於 て は 一 方 胞 介 像 を 示し , MH EEE ER A TE 0, Nsom 
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OHNE AERLSRACHOT, BHHEORD AMAA LSP CHS. A 
Wi HS TIS, 大 小 種々 な る 胞 菓 様 の 構造 が 密集 し て あ ゐる. そし て , いく つか の 結 締 織 
輪 が あり , その 一 つ ー つ の 結 締 織 に 園 ま れ た 大 な る 胞 菓 繁 構造 内 に は , DH LReU 
て 形成 され た 大 小 の 胞 菓 が 充 綱 し , TOMMORT S & OBI WER L, ` 帯 赤色 
同質 様 に し て , 内 に 壊死 に 陥り た る 上 皮 を 混入 せる 物質 を 認め る ZUERST 
性 物 質 で あら ぅ . 其他 の 部 分 は , や は り 小 な る 胞 菓 様 構造 の 部 分 さ 淫 潤 性 績 育 の 部 分 
ミ さ が 混在 し て ゐる . 胃 底 附近 の 比較 的 障 各 され な い 胃 壁 に 於 て は 慢性 姜 縮 粒 胃炎 の 像 
を 示し , 多少 腺 上 反 の 増生 傾向 が ある が , 腫 場 形成 へ の 移行 像 は 認め られ な い . 以上 
の 所 見 を 鍼 銀 標本 に よ つ て みる ミ 胞 旧 欄 構造 を 認 む る 部 分 は 格子 装 織 維 が 同様 に 胞 菓 
RECA 72 BA, 浸潤 性 の 部 分 で は 極め て 微細 な る 和 維 が 縦横 に 走り , この 織 維 個々 
の 細胞 さ の 開 係 は 最も 親密 で ある . 

肝臓 に 於 て は , 右 葉 表 面 に 小さ な 結節 さ 比 較 的 大 き な 結 節 を 形成 し て ゐる が 何れ に 
SPB Ctr. ABET, 結節 は 白色 , 周 園 組織 ミ は 鋭利 に 境 さ れ て 
OS. 組織 聖 的 に は 胃 の 大 洛 剖 所 見 に 酷似 し て ゐる . 即ち 結 締 織 に より 包 園 され た 
る , 大 小 種々 の 韓 移 病 寺 が あり , その 中 に 更に , 大 小 不 規 則 な る 胞 菓 が 密集 し , これ 
等 の 胞 菓 は 彫 柱 上 上 反 を 充 た し , BEER AH TRIER ER TOD BU. 
面 し て その 他 の 部 分 は 同様 浸潤 性 蓋 育 を 示し, 銭 銀 標 本 所 見 は 胃 の それ る 同様 で あ 
2. 肝 買 質 組 織 は 姜 縮 に 陥り 著 明 な る 褐色 姜 納 の 像 を 早 する . 

其他 大 網膜 , 骨盤 底 腹膜 に 於 て 播種 性 韓 移 病 窟 を 誤 め る . 両 し て 大 網膜 に 於 ける も 
の は 一 部 胞 菓 構造 を 示し , 大 部 分 浸潤 性 開 育 を な し , 腹膜 に 於 ける も の は 殆 さ 上 て 渓 
潤 性 開 育 を 営ん で ゐる . 

以上 の 所 見 に よ つ て 見 る に , ARCHES O, TOMAR HS CHE LAR 
が 形成 され た も の で ある こさ は 間 違 な く , HOT D-H BECO, 初期 
騰 様 癌 の 像 を 示 し て ゐる . 其他 の 大 部 分 の 腫瘍 組織 は 胞 菓 構造 を 示し , 更に これ を 取 
園 む 間 質 組織 は 肖 潤 性 浅 育 像 を 示し て ゐる . この 浸潤 性 所 見 が 鍼 銀 標本 に ょ より 肉腫 の 
構造 を ボ す も の な る こさ は ば 明か で ある . MUT, COAMRD RIGO MHD 6 
生 せ る も の で あら る か , 或 は 冶 組 織 の 浸潤 性 開 有 が 肉腫 の 外 製 を 星 せ る も の で ある か は 
明か で な い が , 恐らく は 冶 紙 生 ミ 共に 其 の 基質 が 肉腫 性 病 育 を 葵 ろう た る も の で は な い 


か さ 寺 へ らら る . 











24. 結腸 肝 震 曲 部 に 生じ た 腺 類 痛 の 1 例 
RER, MH, BRE 
(Bak AKA RSME AAAS) 
Uber einen Fall von Adenocancroid des Flexura Hepatica Coli. 
Von 
Sadahiko Oho, Kikuo Sumii und Kisyun Tin. (Chirurgische Klinik 
der Taihoku Kaiserlichen Universität. Leiter: H. Sawada.) 

43 歳 本 島 人 男子 . 27 AR‘ OAMBBRO LGR OMS BA, Bic Ms Row 
が 加 は ほり, FORA TWAT ON 7 BEL Saul 15 年 1 月 27 日 常 外科 へ 入院 . IO 
石 下 に 小 見 手 衝 大 の 硬 央 な , MIRAE OEY WEI OA A hee HALA. 双 線 検査 で は 
結腸 肝 和 響 曲 部 に 腫 閣 さ 一 致 し た 除 稀 鉄 損 像 を 認め た . Fr OTR RR FE OD GR EIS Fath 
部 務 の 診断 の 下 に 開腹 (澤田 教授 執刀 ), 参 期 の 箇所 に 腫 癌 を 認め て , RE Lic 
び 般 区 腹 膜 の 一 部 さ 共 に 右 生 結腸 を 切除 し , 回 腸 横行 結腸 史 合 を 行 つた .- 切除 標本 の 
ALAR FE = 1K © ARPS PUK D DAH OBIGH CH DIVE L, 肉眼 標本 及び 題 微 鏡 標 
AE RGET ORBCH S. 患者 は 術 後 46 日 目 に 歩行 退院 し た が 後に EEE 
せる 由 . ・ 


25. 稀有 な る 腎臓 腺腫 の 1 例 
GFEBAKBARBASE 指導 RAB) 
Ein Fall von seltenem Nierenadenom. 
Von 


Hiroyoshi Mori. (Pathologisches Institut der Niigata Medizinischen 
Fakultät. Leiter: S. Suzuki.) 


‘ 


Es wird hier über ein Nierenadenom berichtet, wie es in dem bisherigen 
Schrifttum, soweit mir zugänglich, noch nieht beschrieben ist. Eine 48jäh- 
rige Jungfer, die bis dahin ganz gesund war, bemerkte im April. 1942 einen 
Tumor im rechten Seitenbauch. Im Oktober wurde der Tumor in der hie- 
sigen Chirurgischen Klinik mit der rechten Niere zusammen exstirpiert und 
wurde uns dann zur Diagnosestellung überwiesen. 

Die Geschwulst, die nach der klinischen Angabe fast total herausgenom- 
men werden konnte, ist etwa kindskopfgross, (mit der Niere zusammen 1.5 
kg schwer) und liegt dicht der rechten Niere an, wobei sie an ihrem unteren 
Pol lokalisiert ist. Der Tumor hat eine kugelige Gestalt, grobhöckerige 
Oberfläche und ist gegen das eigentliche Nierengewebe durch eine ziemlich 
dicke bindegewebige Kapsel scharf abgesetzt. Die rechte Niere, die wie 
eine Kappe der Geschwulst aufsitzt, stellt ihrerseits die sog. ,, Langniere ‘ 
mit zwei Vierenbecken und zwei Uretern dar, welch letztere bald nach dem 
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Abgang vom ersteren zu einem Harnleiter sich vereinigen. Die Niere ist 
an der dorsalen Flä:he der Geschwulst einer sehr starken Druckatrophie 
verfallen und bildet eine zweite Kapsel über der eigentlichen des Tumors. 
An der Schnittfläche hat das Geschwulstgewebe eine schmutzige gelblich- 
"bräunliche Farbe, zeigt keine deutliche Nekrose und an der hinteren Partie 
dicht unter der Kapsel baumastartige hyperämische bzw. hämorrhägische 
Bezirke. Histologisch weist das Geschwulstgewebe. einen deutlichen alveolä- 
ren Aufbau mit dem geringe Bindegewebsfasern und Kapillaren führenden 
Stroma auf. Die Geschwulstzellen sind kubisch bzw. kurzzylindrisch gestal- 
tet, haben bald mit Eosin ganz blass gefärbtes Protoplasma und einen Kern 
mit zierlichen Chromatinnieren, bald ein pflanzenzellenähnliches Aussehen. 
Fettfärbung ist negativ. Die einen Alveolen sind solid, in anderen schliessen 
die Geschwulstzellen in ein deutliches Lumen ein. Die adenomatösen Bildun- 
gen sind in den einzelnen Alveolen verschieden stark entwickelt, der morpho- 
logische Aufbau lässt daran denken, dass es sich wohl bei der vorliegenden 
Geschwulst um Adenome aus der Sammelröhre handeln könnte. Es ist interes- 
sant, dass man verfolgen kann, wie die die Drüsenliehtung in dem zunächst 
noch soliden Zellhaufen sich bildet. Zuerst kommt es an einigen Zellen zur 
Aufhellung und- Quellung des Zelleibs und zugleich zur Karyorrhexis. Die 
degenerierten Zellen verfallen der Schrumpfung und verschwinden schliesslich 
endgültig, es bildet sich solcherweise eine Lichtung an den degenerierten 
Zellen, die von einer einschichtigen Zellage umschlossen wird. Der Vortra- 
gende weiss nicht, ob auch entwicklungsgeschichtlich an den Sammelröhren 
derselbe Prozess stattfindet. Dicht unter der eigentlichen Kapsel der Ge- 
schwulst lassen sich schmale Zonen des metanephrogenen Gewebes nachwei- 
sen, die hie und da durchbrochen sind, und in der tieferen Partie dem Ge- 
schwulstgewebe direkt anliegen. Die beiden Gewebesanteile verlieren sich an 
den Berührungsstellen ineinander. Aus dem Erwähnten wäre man zur An- 
nahme berechtigt, dass man eine auf der Basis der Entwicklungsstörung 
entwiekelten Nierengeschwulst, die histogenetisch mit der Nierengangsknospe 
zu tum hat, vor sich hat. 


26. KERNE 1 例 ( 横 紋 筋 母 細胞 肉腫 ) 
中 村 繁 俊 
RR it A Pe BL AIT N= AB) 
Ein Fall von embryonaler Nierenmischgeschwulst. 
(Rhabdomyoplastisches Sarkom.). 
Von 


Shigetoshi Nakamura. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata.) 


Birch-Hirschfeld KOMA 2 PFAAAGA MPP A NH 1872 年 Eberth Feo 
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TALE MRE BA OME UA, 本 邦 に 於 て も 現在 迄 相 営 多数 の 報告 が ある ・ 其 等 は 殆 さ 
Aaa ARE PRR O Re ERE SY DBAIEG IK UT, 筋 組織 , 軟 上 PEN, AA, Lk 
組織 等 が 乙 に 随伴 せる も の で ある. 然るに 今 同 余 の 得 た る 剤 検 例 は , OR 
ACHT 腫瘍 の 大 部 が BRITEN TTS HB KO THACEHKEL OT BEY 
ら ろ ゝ 甚だ 興味 ある 1 例 で ある . 

本 腫瘍 は 7 歳 の 女 兄 に 語 生 せる も の に し て , 患者 及び 其 近親 者 は , 5 歳 の 年 末 に 既 
に 腹部 の 異常 感じ, 6 ROM LER, 7 歳 の 春 に は 明か に , 左側 腎臓 腫 場 な 
さ の 診断 の 下 に 手術 を 施行 せり . 手術 に より 摘出 せる 腫瘍 は 475 g を 濾し , 組織 検索 
に 依り BEER ANNE = 決定 せら れ た りら. 手術 後 3 ヶ月 に し て , 本 腫瘍 は 再燃 

し , Bic RRC HM Clk 2370 g (EHE) の 巨大 な ろ る 腫瘍 ミ 成 れ り . 

Bit Ks 6 見 る 時 は , 各 形 を 星 す る も, 後面 に 於 て は , 更に 信 一 つ の 腫 更 
BIAS. LABS THE LO Ah, 硬度 も 軟 , BRICK KA SLR 
厚 き 被膜 を 有する が 如 て し , 割 面 は 大 内 質 質 性 に し て , 中 心 部 に 左 腎 組織 の 一 部 を 残 有 
す . 腎臓 組織 は , Pa eA URE dk, 皮質 組織 も 勿論 少 し 存在 し, U 
BEAMER, BROW FECHA, 

FERS ER CEC, 上 部 同様 被膜 を 有 す . 被膜 は 上 部 , 下部 連絡 せる 
4 OY CMO tA T 4. 上 下 雨 部 の 堺 は 明 駄 な ら ず , HITT EPRI TRGS 
般 的 に 放 白色 の 繊維 構造 を 有 し , 寄 状 の 織 維 極め て , 負 雑 の 方 向 に 走行 し , 一 見 筋腫 
或 ひ は 繊 維 腫 を 思 は し あめ る. 中 に は 御 + 光 澤 を 有する 繊 維 束 を 認め る . 

後部 腫 場 塊 は 野々 た る 項 塊 装 に し て , 後 腹膜 光 巴 腺 皿 移 の 一 塊 さ な り て 療 閉 せる も 
NCHA, 

Horn, 肝 右 葉 , 胸部 , i AN, 腸 間 膜 等 の 光 巴 腺 , 横隔膜 
ド ( 肝 上 面 等 に 於 て 存 し , 或 は 硬 き 織 維 造 構 に , KARRIERE. LK) 
に 於 て も 種々 で ある , 

HALOBERE (LHS Tit, 下行 結腸 より 8 字 状 部 に 至る . 大 腸 の 一 部 が , EEE 
TELBMORNOMB PAL, 強度 の 狭 容 を 惹起 し て ゐ て 又 左 側 副 腎 組 織 の 消 減 し て 
DOIN, BE, SOK, 子宮 , 胃 等 腫 場 の 癌 生 に 一 考 を 致す べき 騰 器 は 勿論 其他 の 線 
て が 明か に その 存在 を 認め 得 ら れ , K7ED RIGS BILE va. 

組織 秦 的 に 本 腫 場 を 観察 する さ , HORROR TIBI Tis, ヘマ トキ シ 
Yr, AZ veer ko, ALY DME BK 72 76 U HEBEL ROO, AGAR THD (= ik 
LKESREBO MAD 2S BAHE L, RET = OPA TRO ons Bi7e RT. 然 共 織 維 
に は RRR 2A O, 淡 き は 腸 様 織 維 に し て , 濃 き は , van Gieson, アザ ン 等 の 菜 
色 に 於 て , 結 締 紙 織 維 に 非 ざる , 全然 別個 の 織 維 に し て , その 多く は 腸 様 織 維 に 比較 
し て 短く , 了 且つ 幾 維 の 末端 に 於 て , ROS RBI She DEOS, 短期 状 に 直角 に 
eig Euer ei ee 
6, FRI BREO PURE II Cit, JE EB KE SKB. 核 の 位置 は 綿 て 細 
a nn an KEHHIRARHEN 
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BK OSSD BBD DS, NPRM EA TERN, そ . 
DER b+ YY CHUB RIT 250750. HET 存在 する 細胞 
は , ACHTE 彫 形 或 は 頻 周 形 の 大 な る , MC sKReAL, BT PIE 
は 長槍 園 形 に 近 き 形状 を 呈す る も の も ある 。 原 形質 は 相 営 少な く , 多 敷 の 細 突 起 を 出 
す も の 及び 林 維 状 に 雨 端 の 延長 せる も の が 犬 多数 で ある . 倫 ほ 此 等 の 外 に エ ォ ジン に 
濃 染 せる 多量 の 原形 質 を 有する 極め て 大 な る 細胞 が 散在 性 に 多く は 孤立 し て 存する . 
時 さして 此 等 に は 敷 個 の 核 が 保有 せら る ゝ も の あり て , WH MSD, 輪状 に 配列 せ 
る も の あら. Miia s MMS MESS UC RRB U, 所 講 腺 様 配 列 に 酷似 し た 所 見 
を な す も の も ある . 

上 部 腫瘍 塊 は 下部 幅 場 に 於 て 述べ た ら る 略 質 性 部 分 に 相 党 す る 一 見 抑 在 せる が 如き 細 
胞 に 依り て 大 部 分 が 構成 せら れ , 幾 維 装 造 構 は 比較 的 少な く 成 つて ゐる . BRON 
造 も 赤 此 等 ミ 大 同 小 異 に し て , 特に 左 肺 職 に 於 ひる 堅 定 な る も の に 於 て は , PRD 
その 大 部 を 占め , Hibowegrs SMI Cis, 寅 質 性 細胞 に 依り 成り , 織 維 像 は 
少く , HOS < ik fit THD < MOTHS. 

HL ATS KARO AE A ERREICHBAR U, 腺 様 造 構 は 極 
DT, 何れ の 部 分 に 於 て も 少く , AGAERK PIA BME S NE 3 2 > 組織 が 腫 場 の 大 な 
る 構成 成分 さ な り , 然 か も 暫 質 性 腫瘍 細胞 さ 見 仙 し 得る も の 迄 が , 織 維 を 完成 せる 部 
分 さ 密 接 な 開 係 EAN Eu ve an 
er a SMe AT SBA C,. —Ol ER 
細胞 さ 考 へ 得 ら る ゝ の で あら. a Plot 
て は , REA ARMED, 筋 織 維 を 形成 すべ き 細 胞 よ り 成 立つ 肉腫 な る 事 は 明 上 央 で ある 

云 は ね ば な ら ぬ 

NEE ABLE BEBO as る も の ミ さ ae & FAT MAT DS 幼 若 な る 細胞 の み で あり , SHES 
横 久 筋 ミ 2 様 の 筋 織 維 が , 果して Marchaud 氏 の 推 祭 せる 如き 同一 細胞 より 成る や 
A>, 更に 腺 様 造 構 に DL 2 MRS S, 筋 織 維 に 開 係 あり ミ Ne 5 25 > 細胞 が 
pon KR Wilms 氏 等 の 云 ふ が 如き 中 胸 葉 性 細胞 の 迷 入 さ し て 一元 的 の BA or 
BOP BP, 殊 に 手術 に 依り 摘出 せら れ た る 組織 が , 明か に 肉腫 様 腺腫 の 像 を 認め 
れ た ら る に も 拘 ち ず 。 HM SINE, MOTHS COMA UT ME ERT. 
DARD, 取 つ て 代り た る も の させ ば , 此 間 如何 な る 組織 殴 生 の 過程 の 存在 せ し に や , 
何れ に せよ , 本 腫 場 に は 幾多 の 興味 ある 事 買 の 存在 する も の さ 云 は ね ば な ら ぬ 
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27. RERBEOHHHT 
佐藤 武 
(慶應 義塾 大 學 帆 學 部 病理 胸 教 室 指導 川村 麟 也 。 FE 
Uber Carcinoide in den entzündlichen Wurmfortsatzen. 
Von 


Takeshi Sato. (Pathologisches Insititut der Keiogijuku-Universitat. 
Leiter: R. Kawamura und R. Kutsukake.) 


本 邦 に 於 ( nr は , 廣 範 園 , HORAK Bit 6b BKB 
提げ つ ゝ ある も , MARRS SPREE AC し て , 現在 迄 僅 々 4 の 症例 報告 を 
sprees ZIERT ORK, 其 の 敷 極め 
ars UT, 或 は 本 邦 に 在り て は , ARGO REALS PA 7k DPOB VHD OD. M 

Cah BKK AUS ANG O BANS T, APMSSKO MEA 0, Hoi -T2 
pti も , ABS = MEZIE S OBA Als thio TC RHR Te OO TT ARSL. 

KTRÄBEMUIZZP HERE MANS, eSBs EC SER SE し て 手 
術 摘 出 を な し た る , 5000 PORES, FEONMRM RH eT O, 更に 其 の 2000 例 
を 選び て , 組織 的 検索 を 施 し た る に , 明か に 類 冶 ミ 認 む べき 7 例 を 得 た る を 以 て 學 に 
4 - 括 報告 せん ZF. 

AGF BEL, 先 づ 摘 出 標本 個々 に 就き , HEONE RO ANIROBA, nies PAE OMI 
度 を 概 し , 其 の 結果 に 依 0, 莉 も 腫瘍 存在 の 可能 欄 あ る 季 化 多 吐 し ties に 就 て は 組 
織 的 概 索 を 施 (たり. 然るに 検査 標本 5000 例 ($ ae 1759) rh Label 2 
WAS tik 81691, TE し て , 他 は 多少 な りさ も ARMEE は FAA 22 
す . 印 ち 赴 垂 を 長 軸 に 3 分 し , 根部 中 央 部 及び wu ぶす 時 , 其 の 何れ か に 狭 鶴 を 有 
する も の は 1758 例 に ? bis 35.16% に 達し , KENNE 3 分 ( し た る 部 分 
の 2 部 に 瓦 る もの は 781 例 に し て 14.62% S754. 閉塞 に 於 て ( が 部 分 に 認 む る 
も の 391 例 に し て 7.82%, BRB PEK IS 2 部 以上 に 互 る も の 150 例 に し て 3.00% 7% り . 
ZAPATA AT BAH, 比較 的 引 化 較 徴 な ら る も の を 除き , 稚魚 の 2000 例 に 就 
き , 1 乃至 3 箇所 を 選び て 組織 標本 を 作製 し , 先 づ 普通 菜 色 を 以 て 腫瘍 組織 を 求め た 
Dlr FHT 例 の 天 痛 を 得 た り . 印 ち 全 敷 の 0.14 用 に 相 営 す . 

師 ち 男女 の 比 は 2:5 に し て , 男女 別 検索 線 数 に 圭 し , 男 は 0.06% 女 は 0, 28% S 78 
り , 女性 【 - 於 て 絶 時 的 多数 に 3 BLT. 

年 齢 は 下 表 の 如く , BALEARICS SOO A, BEER MAILERS Re A 
め , 11 歳 よ り 30 歳 迄 の 検索 敷 は 3678 Hil (73.569) に 達する を 以 て , Pic d < BF UG 
る も の に あら ず . BAM a Ed SS; 7 例 中 AED TE. HiaLPAZE 
PESO SUBIR EBS TART, 或 は 此 の 間 に 密 接 な る 開 係 を 有する も 
の な らん か さく 思 惨 せ ら ろ る . AMR RK Bie a は 第 2 及び 第 7 PM UTHER 
色 の 組織 塊 を 以 て , 比 垂 内 腔 を 充填 し 硬度 硬く , 周 隔 組織 ミ は 不 規則 終 を 以 て 接し 
GR = FE TIS SMART WBA er 一 見 結核 結節 を 想 は し わ , 
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令 欠 の 5 例 は 何れ も 鏡 概 に より 始め て 確定 し 得 た る も の に し て , 大 さ は 米粒 大 よ 0 Au 
切片 僅 々 な 十 敷 枚 を 得る に 止 ろ ちち も の あり め . 此 等 は 鏡 概 後 始 め て 其 の 該 営 する 区 生 部 位 
を 知り 得 た る も , 茨 症 張 き 趣 垂 に 在り て は 普 形成 物 さ 混同 し や すく 陀 め 肉眼 的 に 推 
知 す る 能 は ず . 鏡 板 上 腫瘍 は 何れ も 粘膜 下層 よ 0 殴 生 し , 著 明 の 胞 巣 形成 を な し 一 部 
は 腺 様 造 構 を 以 て 内 腔 に 無 造 構 物質 を 容 ろ ゝ も の あり , MISS ROM BIR MHA Br 
て 唐人 和 含 の 細胞 集落 を 以 て 散在 する も の あり め . BORA MH T 緩慢 な る も の ゝ 如 
く , 周 園 組織 内 に 於 て 腫瘍 細胞 の 減 潤 を 見 る 事 甚 だ 少 き も , 第 7 PIS PK He LAAs 
趣き を 異 に し , 筋 層 を 経て 毅 膜 下 に 著 く 減 潤 し , 比較 的 大 な る 結節 を 形成 する さ 共 に 
血管 周 園 及 び 御 綴 織 維 間 に 迄 江 潤 し 在り た 0 り . 腫 間 細 胞 は 中 等 大 腺 細 胞 装 に し て , BK 
は 財形 クロ ャ チン 比較 的 多く , 核 分 剖 像 は 殆 さ BOSE. 胞 菓 中 央 の 細胞 は 概 
nice, Be 
YHSFTRELBHT. RAZER FRU Ciaccio KRELE AKELL 
FM 6t, 其 の 一 部 は 重 屈折 を 星 す る も , ZUESTTERDSHRU SE SH & 
く , 中 心 部 細胞 夫 の 容 泡 は 脂肪 物質 に 非 ろ も の 存 し 不 染 の 代 残 在 す る も の あり . Nu 
肉 に は 他 に 綱 敵 に 走行 する 紡 鍵 形 の 細胞 僅 に 存する も, ZIERT LTM RT 
装 織 維 は 伴 は ざる が 如 し . 
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Et RIK し て 血管 を 包容 する 事 多く , 場合 に 依り て は 筋 織 維 を 有 し 。 fi 
ほ 新 生 弾 力 織 維 を 混 二 る 事 多 し . 面 し て 此 等 間 質 は 屋 ヽ 硝子 様 或 は 腸 様 区 生 を 早 す . 
次 に 本 腫瘍 細胞 は 時 銀 性 頸 粒 を 有する 事 を 特異 させ ら る ゝ も , 本 症例 に 於 て も 明か 
に 嗜 銀 性 を 認め た り の. 其 最 良 の 菜 色 法 は 長谷 川 氏 法 に し て , 之 に 依り 腫瘍 細胞 の 大 者 
分 に 凌 色 銀 叫 粒 出現 す . 殊 に は 胞 菓 の 外側 終 及 び 他 組織 内 に 淫 潤 せる 細胞 に 著 明 に 
て 前 者 に 在り て は 其 の 基底 部 に 著 し く , 粘膜 に 於 ける Kultschitzky 氏 細 胞 に 酷似 
の 外観 呈す . 答 ほ 幼 垂 の 炎症 は 第 7 OF Bits bo し を 除き , We SMI? 
て 表記 の 如く 第 3 第 4 症例 に 於 て は , 腫瘍 部 附近 に 容 孔 を 認め た り . 


28. RAID 1 剖検 例 
山形 鋭 一 郎 , 辻村 軍 左 右 
HR REGRAKARRBAS 指導 木村 哲二 ) 
An Autopsy Case of the Tumor in Pelvic Cavity. 
By 
Eiitiro Yamagata and Gunzo Tujimura. (Pathological Institute 
of the Tokyo Jikeikai Medical College. Direktor: T. Kimura.) 

BAR: 37 歳 の 女 . 2 回 経 産 . 50 歳 閉経 . 2 3 年 前 より 左側 下肢 に 放散 する iB REE 
痛 . 死 の 7 月 前 より 左下 腹部 に 種 痛感 . 滞 次 増大 し て 店 弱 死に 至る . 臨時 診断 は 左 卵 菓 務 及 
ORS, MEHR, Az, BR, 子宮 共に 壮 縮 . 左 附属 器 相 営 部 に 約 超 小 見 頭 大 , 表面 
HR FRE Fe PE EB TE ST 

MMA ISR HH 3782—50): 1, 骨盤 内 約 2 倍 手 省 大 不正 塊 秩 腫瘍 。 2. 左側 及び 後 
GRRE COBRA BAS AHA 32. 前 下方 腹 量 部 の 限局 性 腫瘍 撤 種 。 4. 後 腹膜 
ME EGE. 5. MUMS KB, 6 子宮 姜 縮 及び ポリ ー プ . 7, 左 軽 度 壮 縮 身 及 び 軽 度 の 腎 
mk, DROME, 8, HMA, TERROR KAREL», 9. 心 褐色 
zu. 10. WR. 11, 左 廣 汎 性 , ATU TETA Er, 12, Mike. 13, Hr 
Hz, en 4. 空腸 軽度 優性 メラ ノー セ . 

腫瘍 の 肉眼 的 所 見 : 腫瘍 は 子宮 前 面 よ り 諾 側 方 勝 有 眺 の 後 上 方 に か け て 骨盤 腔 内 か ら 下 腹部 中 
央 に 認め られ 上下 和 ca14cm FATE ca 12cm WET ca8cem BRAM O Re We IE MB 
RAK を 呈す , 前 面 は 恥骨 稀 合 直上 部 に 訟 て 腹 騰 < 手掌 大 面 の BREED DD. 右側 面 は 遊 
BER, 後面 は S 字 和 汎 結 喝 < 繊維 性 に 固く ET 2 ERA RT, 左側 よ り 
後方 に か が かけ て は 欠 手 雀 大 面 に 骨盤 壁 に 条 著 LH LE KD 骨 質 破壊 あり . 腫瘍 塊 の 前 
i PAS RE SEAL, 後面 は 勝 朋子 宮 定 を 中 て ・ 子 宮 に 習 す る 5 FMT 
KTEHTL 左側 子宮 磨 維 党 は 衝 線 部 浸潤 状 馬 + 凶 厚 し 腫瘍 後面 に 移行 す 。 FEB HEISHH BR 
扇 邊 外形 左側 より 下 和牛 部 に か け 腫 瘍 内 に 坦 当 し 固く MT AL 税 陵 限界 は 明か な り . FSH HEI 
HEIKE TER Tb, 腫瘍 喜 を 周 団 短 閉 腹膜 都 及び 子宮 。 附属 器 。 Me, FC, 直腸 等 
と 共に 切 出 LMT BIT, 前 下方 左側 方 , 後面 大 都 。 右側 1 部 は 周 団 組 織 < 組 維 性 に 癒 著 L, 
上 前 面 及び 在 上 方 の 1 A MIRE KIC Ab 共 表 面 を 露出 する が 。 MME TE NIST 
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Bic CHAM BM LENZ. 湊 茸 友 自 色 表 面 凹 凸 不正 。 HHER-APRRER DO 不 規則 
Bah BMRA SL, ame し て HES AIC TEE, ARE OKT 3 
KOVERTHZ, 割 面 は 前 者 に て は 繊維 成分 多く BORIC MI, 壊死 等 は 殆 ゞ 認め ざる 1。 後 
BI TEE ie HDA TAAL IR CRD DAL 2 BRAUT 2. MERBEIAITRISTENE 
HICRHÄAÄTFENTRO BE TAR a Ae BRO. AWO LICHT 2 航 me gE 
に 3 HEARS SR re 認め, TRYOKAB IEA, 質 度 硬く 胡桃 大 以下 種々 の 大 さ な を 示 
す . 後 腹膜 光世 腺 少 敷 小指 頭 大 軽度 腫 大 し 湊 黄 友和 白色 征 + 硬 し . 直腸 は 左前 方 一 部 腫瘍 ぶ 癒 著 
する 1! 壁 異常 な く 相 膜 面 充血 状 を 星 す る の み に て 著 比 な し . 

組織 像 : 諸 部 より 作 つ た 切片 所 見 は 大 磐 同様 で 部 位 に 侯 る 相違 は な い RE, 
HO 2 PREVENT IRA RB 51 2 DM TS ACO TE で あ ぇ 。 HE MLR ISA 
. ) 3 TE 4. 


capi Br ZBL 


Rigi. 2. MEER II < 同様 な る も RRB 
AS CHAR AH TRADE. 3. AAR EK, 小 ey 
配列 を な し 或 は 精 + 腺 腔 様 の 者 見 BRAD FIRE LIEW) ERRRD 者 が 見 られ る 部 で あ ? 
ZI 1 NDE TROD 2 BERATEN, 

1¢ 2AKMT ICME eaten も “bb Wit LOMOMIBAK ie MEIC 72 OTK 
見 て 良い が , HICZOMOPA AN Cis AMR YX LO BANRU MLDS, KBIORRS2 
ADE THRONES ( ZORA LW, 3 の 像 は 極め て 一 小 部 に 見 られ る の み . 1 の 部 の 細 
Wis 55K Cit iP ERIK IL S DFAS AIC SLOWS 程度 で 無い 胞 業 が 多く , 細胞 の 配列 
VER > HAA Cie < RROD 基底 細胞 形 も 列 然 ミ し な い . 細胞 は 一般に 大 形 不正 財形 方 形 で 細胞 
BA LRH, 核 ぅ 比較 的 大 き な 不 正 回 形 で 染色 質 中 量 。 核 仁 は 別 然 と し な い 者 が 多く , 仔細 に 
LS < ini _b RHR X し て は 稚 ・ 非 定型 的 で わる 。 分 宮 像 は 中 等 敷 に 見 られ 違 型 像 $ 少 く な い , 
間 質 の 紙 育 が 吐く 富 細胞 性 の 々 の 部 で は MIME P RO KD IBIEO bee ACD, Re 
FERMI 0° Fy yD HIGIOA > | ee BEST AAD SAR DS URAE L 細胞 の x 


ye 


Rid i. SMI AMRICN G1 22°, ZEIT CABIN D HAHA ES UGS, 3 
DD LEERE EG CHO CRAB 7-H, 2 OMAK ROT HICH SNA|d, 1 fi 


の 移行 像 が 明 覗 せら 5 れ , 1 の 細胞 a DEV RFHENDKLNAN SS. MR, UR 
MEMORL 1 < 同様 で も わる. 脂肪 や 構 原 の BRLTER SO 少量 で , MT URARPEIC OR 2 Ba NEE 
eC SL A. So MEL LD SAO, 此 等 の 所 見 か ら 此 腫瘍 は 答 + 非 定型 的 で は ある 
が 肩 古 上 皮 税 で 細胞 型 は 相 営 違 型 約 に な つた 者 さ 認め られ る 。 

所 見 績 括 及び 結論 : 此 腫 瘍 は 骨盤 腔 の 諾 方 に 勝 腕 後 避 に 密閉 し て 存する 約 2 倍 
争 大 の 相 党 大きな 腫瘍 で , 部 位 か ら ( て 了 臣 閑 的 に 左 卵巣 星 瘍 さ 診 断 せ られ た の は pn 
も な い が , RE ARMS 5 ZEIB RS RS S SLR, 直腸 , EOD TAR AS 
SR CRB OMT EDS FL, SURREAL ROR CS 6 ZEN. ALAR 

ALM CUS TESTSEITE TERS BRD TL, eb DE 2 ERR > 6 
Or あろ mE BRAS EARTH. EDEL ERE OD NO RAG Fe ACES BE AE 
UP FED Fe BES MA SFE. TER TH STAG Te RPE AY — SEP SU PR 
il ある . WAR MRIS SER FA 75 PEK PEF OD ARNE LS. BETH AiG 7 

C= WE BR OD SAL NE WAR RE AR EOD FRE RAG Ze KELL ALSIMHSLCH BSH, 何れ 















に し て も 珍し い 腫 場 例 で ある . 

57 歳 の 女 , HOTS 月 前 より 下腹 部 に 駐 場 を 鯛 知 LOR AK, 衰弱 死 , 臨 灯 診断 
ERDE LDA LIEDER, 骨 解 壁 及 び 周 園 臓器 ミー 部 分 療 著 せる 約 
2 倍 手 省 大 不正 塊 装 充 連 性 腫瘍 を 認め , 又 其 周 賠 腹膜 面 に 撤 種 , 後 腹膜 光 巴 腺 韓 移 あ 
る の 外 他 部 に は 韓 移 な し . 組織 的 検査 所 見 は 策 * 非 定型 的 な る も 扇 本 上 友 和 務 像 に て 
ALON, FE, went AE SS EAR 7 HARI PES 7k 2 I TR fo. # 
A AE ALERT SE (s DAMES  % OA, 同時 に 左 忠 に 小さ き 乳 嗜 性 
腺腫 の 殴 現 あり . 


29. 各種 拭 護 腺 話 間 芽 の 成り 立ち に 開 す る 病理 組織 學 的 研究 
阿部 四郎 
Hit AHA PIE 指導 ER, SHRED 
Pathologisch-histologische Untersuchungen uber die Entstehung 
der verschiedenen Geschwulstkeime der Prostata. 
Von 
Shiro Abe. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata und T. Mitamura.) 

ERO jE; ao De MERON A OM OHM SOEALKZARN LET I SA amie HFT 
きる も の で ある . VET EONPGOAME F 75 DEE A FEI B= 1K DM OI BH 
MERA) TOM © TROPA EN) 等 に 就 て 系 統 的 に 研究 する こさ は 重要 な 問題 
CHA. foi 最小 年 齢 生後 5 日 より 最高 年 齢 92 EIB, ATR 550 fl (= el Sith 
MMO ROD 方 向 に 直角 な る ろ 割 面 を 以 て , 1 例 に つき , --MAAKM 10 個 内 外 の 切 
片 を 作り 9, 各 片 よ の 標本 を 製作 し, 時 に は 連 貫 標本 も 作り , 各種 腫瘍 着 の 成り 立 も に 

うき 詳細 な 組 紙 愉 的 板 索 を 行 つ た . その 結果 , 各種 腫瘍 線 数 96 例 中 59 個 の 腫瘍 芽 を 
認め た が , 之 等 腫瘍 注 を 種類 別に すれ ば , 級 維 種 , 筋腫 , 腺腫 , 冶 腫 , 腺 筋腫 , 筋 腺 
腹 等 の 多数 例 を 得 た . 

QC, 之 等 の 腫瘍 注 は , 種類 の 如何 に 拘ら すず , その 組織 荻生 の 過程 に 於 て , NEG 
HERREN ATI TFT, 腫瘍 の 自律 性 が 機能 的 に は 認め られ る も , BEG 
組織 ミ 周 開 の 生理 的 組織 の 間 に 組 織 移 行 像 が あり , 境界 の 不明 瞭 な 形態 取 的 に は 甚だ 
KIRA BYU BT 2 虚 の 腫瘍 組織 の BAA Ze TR TONES, «= それ が MTT 
LL, 周 園 の 生理 的 組織 ミ は 容易 に 隔 別 し 得る , NS! TER も 完成 され た 後 
の , WS TER, EDD JAE S DD Sz z 

B=, RAL) WT ZEIT 歳 以 上 の 高 年 期 で あり , 本 
FL) AWS RAZER EINE HAE = We TiS MAA SA EEK SQV TH 
る . MERA ASE- BA OPEL 60 歳 代 或 は 70 歳 代 を 最高 ミレ し て, それ より 高 年 
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CRAKS UT 居る に も 拘ら ず , 余 の 本 邦人 の 検査 例 に 於 て は , 年 齢 の 増加 ミ 共 
\< ARIE LE > を 示し て 居る . ZEEERTEIAG 2, ARE ORE EAB ILL 
種類 に 依り 特徴 を 有 す . 即ち 非 上 皮 性 腫瘍 (筋腫 , 繊維 腫 ) は 内 腺 ( 最 内 層 及 び 内 層 ) の 
rk LE BE PEREBS (腺腫 及び 冶 腫 ) は 内 腺 及び 外 腺 に も NER. 0 EE 
募 (筋腫, 腺 筋腫 , PARE) (SRO Hp A OK 2 EERE SLES. 一 般 

we は 後天 性 に 区 生 せる も の が 大 多数 で , F OMB A OEE N LALO FER 調 byper 
plaseogene Geschwulst の 所 見 ミー 致す る も の で ある . MMR HAE K PERE % 
な すさ 唱 へ られ て 居 つ た が , 研究 の 結果 老年 期 特に 高 年 期 に 後天 性 に 好 殴 する 事 を 確 
め た り . Mit KvERAOAD 唱 へ られ て HO, 筋腫 は 後天 性 荻生 を な すこ さ を 誤 
め , 且つ 高 年 期 に 多 敷 殴 生 する 事 を 知 0 得 た 事 は 報告 に 償 す る も の ミ 信 ずる 区 第 で あ 
2. WMO MBA ETI, SOMBIE S LC RANE AMIRI 2 RR 
将 (従来 の 所 詩 小 腺 増殖 ) の 悪性 化 せ る も の が その 一 役 を 演じ て 居る を 知り 得 た ( 

SEE FREI, その 殴 生 の 時 期 巡 びに 組織 所 見 より 思 才 する に 種類 に より 先 
天性 紙 生 の み を な す も の 3, REED み を な す も の ミ が 認め られ る . 又 同 一 種類 
に 於 て 後天 性 芝 生 姓 び に , HERKPERA RET EL DIDAS. 先天 性 驚 生 の み を な す も 
の は 腺 筋腫 姓 び に 筋 腺腫 で あり , FREVEREA OVA Fe te 4 OU ARM CH 2. 又 同 
種類 で 先天 性 姓 び に 後天 性 引 生 を な す も の は 筋腫 , 腺腫 . 冶 腫 等 が ある . 従 つ て 筋腫, 
腺腫 , 冶 腫 の 如く 同一 種類 の 腫 場 が 先天 性 に も 後天 性 に も 殴 生 し 得る 事 か ら 思 才 す る 
に , UP NEI BEAL OD 先 天性 及び 後天 性 も 要する に 腫瘍 落 生 の 時 期 の 相違 の ふみ で, その 
殴 生 機甲 は 何れ も 同一 で あり , 腫 葛 眞 生 は 結局 一 元 的 な も の さ 却 へ る に 至 つ た .。 これ 
LEB PPE OD BBS BE AE ERIK ERE Ze B ARB e Fe 8 OO CHB 

ine ENR A PSS YEO) MEER BIL OU Tit, PB ORBO MO, 内 分 泌 
BAG Fe Ae OE SERS Kc ERE ART AOR, 老年 期 以 後に 現 は れる 内 分 泌 異 常 が そ 
の 原因 ミ し て に 何等 か の 開 係 を 有する も の で は な いか ゞ 推測 され る . SICHERE 
BAD = OU Ch ES SEL COREL DOERR OD) の 高度 の 賠 形 細胞 浸潤 (これ は 幅 場 











好 計 部 位 が 灰 道 の ) 最 内 層 で 開 生 年 齢 が 高 年 期 に 一 致し て 居る 事 か » 長年 月 の ) 慢 
性 炎症 の 存在 も 青 定 さ 繊 維 種 の 紙 生 に 慢性 炎症 の 開 係 ね る を 想 は しめ る も の で 
HAD, 惑 は 前 腫 場 性 難 化 の 反 際 ミ し て 現 は れる 何 か 刺 訪 率 の 存在 を 意味 す ゐ 事 も 交 
測 せ ら ゐ る ) ミ 散 年 期 以 後に 楽 る 全身 の 結 締 織 の 増 加 も 恋 原 因 の -- 部 を な す も の で は な 


いか さ FNS. MMO RAT AECL, LORE EAB IIL HEE MOD RE FSR 
GR OOPS) OMAR RE REBAIC SOC SI UEE NT BORER te te PME 
DAEMON ENS & MEAL Sr, ARCHE 
OAR ATTE ME Ms IAI ART ARSEWNT AED FORE BID LC, PRE CON 
OO N, NER ST て 開 係 を 有する も の で は な いか さ 思 茅 すね 


he & ーー デ 、 を 
第 
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30. ERPE-ICH 
緒方 知 三 郎 
Hi i A AB a BAS | 
Unitalistische Betrachtung über die Entstehung 
der Geschwiilste. 
Von : 
Tomosaburo Ogata. (Pathologisches Institut der Tokyo 
Kaiserlichen Universitat. 
ONE CI ESE 10 月 25 A AAR AE eT 100 (AR HTH IH 
て 特別 講演 S UNC! eS 5 OD Be He S 5 4 SRA Ch TERN KULELLKSN os の 
KUT, その 講演 の 原稿 は 本 年 1 月 3 BAT OER ok 誌 第 2 ARG 1 GROVER REHM — MT 
あり ます . 多 に 御 讃 み 下す つた 方 々 を も あ る だ ら う 5 ミ 存じ ます が , 本 日 は この 席 で 皆様 
の 御 批 刊 を 承り た いも の ミ 存 じ て 學 に 立つ た ラ sire CH OKT, 
h~ G6 trts wre RAN 2er 5 SHO ED. 御 承 知 の 通り Sch- 


albe (SEI 2e tO) BE jr dysontogenetische Geschwulst さ hyper- 
plaseogene une 分 け て 居 す が , HAE Cid C OMEGA CRD — AE 


行 は れ て る る の で あり ます . Ht nit gai Nia hyperplaseogen 
( 過 形 成 元 的 ) で あつ て , これ を 一 元 的 に 解 租 し 得る も の さ 城 べ へ る の で あり ます . 私 の 
BN LORDS, 如何 な る 腫 場 も 和 常に 腫瘍 非 の 形成 ミ 云 ふ 全 く 同 じ 成 り 立 ち 方 あす 
る も の で あり ます が , この 睡 疹 芽 は 巡 に 腫 場 性 を 普 び た 特異 な 結節 状 の 組織 増殖 で あ 
り まし て , METHOD MB SHES. 腫瘍 の 幼 古 で は 周 園 の 生理 的 の 組織 ミ 
eee 
が 行 は れ て ゐる こさ を 示す も の で あり ます . POMBE S し て 完成 し た 時 期 に / 
る もの で あり まし て , 良性 腫瘍 で は 獲 立 の 小結 節 ミ な つて , ZOKHEH MN CH 3 fans 
の 組織 ミ さ の 連絡 が 全く 無く な つ で し まつ て 居り ます . HOTT OROBPRE Ribberi 
の 「 そ れ 自 身 か ら 」("“aus sich heraus ”) の 驚 育 の み に よ る の で あめ り ます. GEA 
dysontogenetische Geschwulst DIESES Ht Garte & OLS CO FAYFORFWIO 4 O 
を 意味 し て 居 た の で あり ます が , PH hyperplaseogene Geschwulst % #4 ¢ In 
同一 の 成り 立ち 方 を する も の で あり ます . 但し 悪性 腫瘍 で は 熟 芽 さこ なつ て , 腫瘍 芽 
が 完成 た 後 ま で も , 幼 非 の 時 期 に 認め られ る 周 園 の 生理 的 の 組織 へ の 移行 像 が 屋 バ 
MMA SLRS. 私 ほこ れ は 各 非 速度 の 遅 速 に よる も の で は 無い か さ 才 へ て 居り ます . 
以上 の 如き 結論 を 得 ま し た の は , 主 ミ し 私 の 前 に 演説 せら れ た 阿部 四郎 氏 の 「 各 竹 
ine MEDAN EBS EOD MK © Te (= PAT DISEASE (AE EN OCHO ETN, 
同じ く 私 共 の 教室 に 於 て 私 の 指導 の 下 に 全日 まで に 行 は れ た その ) 他 の 臓器 に 於 ける 腫 
瘍 の 研究 も か この 考 へ 方 へ さ 私 を 導い た の 〉 で あり ます . それ は 小峰 立 茂 氏 の 忠次 腺 


BRA oF SW YO RM が 日 野 太郎 氏 の 腸 の 腺腫 注 の 研究 , 小暮 照 三 氏 の 人 工 的 乳腺 


$i OVERS OMIA CH) OTD, その 他 に 角 つ て 山 極 先 生 が 市 川 教授 ミー 締 に や ら 6 
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NRALNEHROESENU (= ABO AAT OD EH FELL OU TOA Galt & AR 
BEORLEOCH OXF. fale KP RAO ARMORED 9 FAZED ARIES AD- 
tropfung (Bi) TRC OAS ALR, DONE HET MK O ILO BHA 赤 私 の 
Hee SEHD LOTK6LOKOCH OTF. 
2 AUD 5 RAB OU TH bMS KLRSIT ARENA や うさ 思 ひま す . 
第 1 Hist AFR OMAK (Old SOOM ART) DRAN BE (Olt 2 OMMA 2 RTF) が 
第 1 岡 ( 幼 芽 の 1 第 2 賠 er 2 
OO OO Oa OG) OOO Ure 
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00000000 000098000 
〇 生理 的 の 組織 細胞 oe © MBO BT 

出来 る 極 く 初 め の 組織 像 ET, 腫 場 基 の 全 周 に 移行 像 (は その 細胞 和 天 示す ) 即ち 
「 腫 瘍 大 の 根 」 が 認め られ る さこ ろ を 書い た も の で あり ます. 第 2 彫 は それ が 次 第 に 芝 
ALT, その 右側 に 「 藤 育 の 極 」 が 現 は れ て , そこ に 「! 根 」 移 行 像 が 認め られ な く な つた 
ミ さこ ろ を 示 し た も の で あり ます . これ は 本 だ 幼 芽 の 時 期 の も の で あり ます . Bit 
CEPA SHOR BOC, 根 」 が 全部 無く な つて 周 園 の 生理 的 の 組織 か ら 完 全 に 分 離 
LT, 狼 立 の 小結 分 ミ な つた も の で あり ます . 第 4 彫 は 悪性 腫瘍 だ ミ 未 だ ' 根 」 が 認め 
られ る に も 係ら ず , 義 育 の 極 に は 既に 悪性 腫瘍 さして の 性 稀 ( 例 へ ば 腫瘍 古 細 胞 の 高 
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KER, Bi mean ®) % を 完備 し て ゐ て , FAR BTA SHO 現 は れ て ゐる ミ 


吉田 富 三 : 演題 37 に 鶴崎 君 の や つて 居る 管 験 は o-Amidoazotoluol に 因 つ て dysontogenetisch 
Keim さ 同 じ に 見 られ る 者 を 作 つ て 居る こ 考 へ ま -~ WReAIC, 印 ち た し か に Hyperplasie 
D iE TAALEE-CT— OD Keim が 出来 ます 。 新 様 な 側 で 見 た な ら 6 ば,。 Zit dysontogenetisch 


の 者 で 言 は れる で あわ ありま せ う が 。 一 元 的 に 考 へ る as ら LH BRISK DHS” LA ET, 


\ 


31. 導 好 策 性 純系 マウ ツ ス に 開 す る 研究 
eB, 森 上 修造 
Ka APRA LBC, ROHR TE OTIC 指導 木下 良 順 
Siudies on the Pure Strains of Mice Susceptible to 
Spontaneous Cancer. 
By 
Yukiti Takiguti and Shuzo Morigami. (The First Pathological Institute and 


he Cancer Institute of Osaka Imperial Un.versity. Direktor: R. Kinosite.) 


POAC B= BRRORMR + 9 ADANESATAR. 営 教 室 に 於 て は 


hy 
1939 KA, dbr 系 , CHR AR Ch ! 系 の マウ ゥ ウス を 飼育 AR TH A 
が , 信 回 は 我 が 周 に 較 入 後 の 各 株 の 自然 紙 冶 状況 に つい て 報告 する . 

これ ら の 績 系 マウ ス は 木下 教 授 が アメ リカ より の 才 入 され た も の で ある が , アメ リカ 
MT Prima Chow #7 3AC2A~T,} 08 合成 食 を 主食 ミ し 。 BET k 
を 副食 せ て 


め あて る ゐる. 握 杖 箱 は 木製 の 箱 に 金網 の 蓋 を お ほ ひ , Ric A eK 








BAEC, 上 下 左 有 は トタン 張り で , 前 後 金網 で 造ら れ た 飼育 箱 に ' わ ら 」 を 
Kms, fpf HKALE RKAK (E23 Hoke iP) を 主食 さ な ( し , 青 楽 さ 水 を 副食 せしめ 
(SR We Hi め る に は , PUGH EO’s, ODS AICHE MIKO 1 個 の 
特に 2 て お くさ , 早く て 4 ヶ月 後 頃 か ら 6 妊娠 し 1 回 に 大 的 5 一 7 Mott 人 
仔 を 又 同 じ や うに 7 て 世代 を 重 れ ね て の く の で あら る. 私 共 は 1 匹 1 匹 に つい て 戸籍 
ヵ か ー ド を 年 6, Zh, PAAR, 死亡 , PUMA ALA TOIT» UTAS. 


OGRA IEE RE CH OD, Ba COLO AR AIO tb SBE TH 
る の で で, BR 7 7 SE AEE OR ENE Ze 75 CK 2 OD IRMA BEAE OD Aue 
た め に 使用 し 得 た も の は 意外 少数 で あつ た . Riz LOZORAICHE Lt 
も の 多く , 全 同 の 報告 材料 ミ し て 間 に 合 つ た も の は 5 世代 まで の も の で あつ た . 
dbr 系 は d 系 さち 呼ば れ , Lättie に よ つ て 創造 され た . HEA PUPPET, RE 
ウス は 殆 き 10) に , 虎 女 マウ ス は 50 多 の Bi PR ART AS UND. 


だ ご 
Ds 
て 
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1939 “FARRER SE CUR 重ね る こさ 8 代 に 達し て ゐ ろ る. 初め は 気候 や EPSOM 
係 か ら 殆 ざ 全滅 に 瀬 し た こさ あり の , 一 昨年 頃 よ り 瀬 く 健全 に 紙 育 する 見 込み が つい 
た . これ は 他 系 マウス に つい て も 同様 で ある . 

5 世代 まで に 生れ た dbr 系 の 雌 線 計 52 匹 , その 中 6 ヶ月 以上 生存 LMS eR 
作 を 加 へ ず 面 か も 1 II LABEL OLIOPU CHA. TOPFPH BA LIION 
(LIL CHS. FEOTRMB(.. 90 用 こさ な る . 又 そ の 下 均 紙 冶 年 齢 は 8.6 > CHA. 
これ を アメ リカ ヵ の 成績 (BAR 100%, 下 均 義 冶 年 齢 8.8 ヶ月 ) に 比べ る さ , FIR 
冶 年 齢 に は 大 差 は ない が , SARIS Po 低下 し て ゐる 。 勿論 アァ メリ ヵ に 於 て も 経 産 
dbr Ak 7 7 OFUR BEA % 65 一 100 さ 報告 し た 人 も ある か ら , 大 骸 に 於 て 大 き 
な 比 化 は な いも の さ 理 解 し て よい . 

CH 系 の 雌 は , KE, 虚 女 の 別 な く 殆 さ 95~100% HA FLO B YRBEAE We BLD 
さ 云 は われ て ゐ みろ る. 私 共 の 成績 で は , 5 世代 まで に 繁殖 し て 教室 に 保存 し 得 た 36 KO 
雌 の うち , 6 月 以上 生存 し , WERBEN EM N FLUT, 1 同 以 上 絆 産 の も の は 
U1NTHA £05 OF BAELK LOS 10 UL CHMBIB IMRT S. FUR 

eGR Lic & OD > IER FURO HF SLE A CEO 8 Me, fis BK BA Leb OD 

で あつ た . M10 ore 8 Pl HR, 1 匹 は 4 個 , Abo 1 匹 は 同時 に 2 個 の PL %e 
生 し た . その 條 均 義 痛 年 齢 は 12 ヶ月 で ある . 以上 の 成績 は ァ メ 9 ヵ の それ に 比 ぶ れ 
SMARTS > MARA LTH A. 

。 CH 系 の seer BANOO 5 (VPM S SERRE HO, RAPS SHES DS 
が ) が 績 生 す る さい は れ , OMAK 22.5~53.3%, Ted 15.5 ヶ月 さ 
な つて ゐる . 然るに 私 共 の 成績 に よれ ば , 18 ヶ月 以上 生存 し 何等 賞 駿 的 操作 を 加 -~ 
TE DOT ME 25 ICO RS % 荻生 し た も の は 1 例 も 殴 見 され な か つた . Wee 
SUT, Butter Yellow #251, 人 胃 閣 恨 肝 臓 の ベニ ッ ー ル 抽出 物 注射 を 施し た る 雑 
合計 42 匹 あ つた が , この 場 な に も 肝 腫 場 の 紙 生 を 認め な か つた 

ARENA, HES LPLAF EMEC 2 SÄUESNTHOR. 営 教 室 に 於 て 
tk, ヒモ ョ ー ル シル 柄 注 射 管 駿 中 の も の に 唯 1 例 の 肺癌 ( 雄 ), 3 例 の 乳癌 9: E を みた が , I 
tb a + CHEZ UNO BAR BEAR FLT. BSE O ARE RT TZO 
死亡 する も の 多く , ARO HBL te DO MMR BIB SHE 6 7K. 

C Atk 30%, REDEEM 502 Db BRAEL, PURRIK RSE CHS Tutt 
る . RRICPS TAF AFF Ye RO 1 PUPAE FEMME OD HF 
生 を みた の ) み で ある . 

AUK MRE Ze BEET SUAS. LOTR AAR 1 世代 殖 え た の み に て 全 洲 
し た . その 中 18 ヶ月 以上 生存 し た る 2 ae ED 

VI_ EO RHE REG IT, dbr RS C.# Siete IRAE, 従来 の アァ メ リカ 
CHM BAREIS IES IRAE 530%, 共に 90% BREE それ 以上 O) AMHR HU 
て ゐる . tho GH MEOH, dette eke CORE ERMINE OD IR BEE 
KPLTOSIAESTIERT, 殆 さ 問題 さ ミ なら な い . た ゞ 1 系 の 胃 腺 腫 は その 生 
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存 例 が 少数 で あつ た が WA BETALIEDDDOR. 

Lib MR Y ADB ARORA AS, AA LO TH ICEHE 32S も の に 違 ひ 
な い が , PPEOSMVIMEE & IS OF BUBBLE I OT re - 難 
く な い . 純系 マウ ス の BHO 中 で も , ARE 特異 の も の で (BREW さ 
ヴィ ルス が 重要 富 され る や うに な つか ), a or 
で Bee: ミ れ て の な いこ さがわ か る . 然るに 他 の 例 へ ば CaH の 肝 冶 A 系 の 肺癌 の 
IS FURTH, 換言 すれ ば 何等 か の 外 的 要約 に よ つ て , TORAH 


抑制 的 影響 を うけ た も の ミ さ 考 へ られ ら る. 逆 に 公 部 を 抑制 すべ き 條 件 の 研究 か ら 肝 郊 や 
肺 婚 の 自然 紙 生 機 序 に 近づく 新た な 道 が 開か れる 可能 性 が ある . 
EHEM た 通り 。 WATS, 1 匹 の マウ ス に つい て は 少く さも 1 年 以上 


の 千 窪 が 行 は れ ね ば な ら な い の で あろ る か ら , 今後 多数 の マウ ス に つい て 調査 の 上 第 2 


同 の 報告 を 行 ひ た いさ 思っ 


32. 分 光 學 的 組織 分 本 (5 ) 
腫瘍 組織 中 の 元素 の 定量 分 析 に 就 て 
荒木 正 哉 , 服部 清 
CRAB IL RB RBA SE @ 
Spektrographische (iewebsanalyse. 5. Mitt. Uber die quan- 
titative Analyse der Elemente in den Geschwulsten. 
Von 
Masaya Araki und Seizo Hattori. (Pathologisches Institut der 
medizinischen Akademie zu Kioto.) 

Kr | GEARY FEE = HE < EGO EVEL = FEAT A= GE a 其 の 間 , 恒 在 性 多量 元 
素 ミ し て Na, Ca, Mg 及び K 等 の 存在 する こさ を 指摘 し た . 伯 て 全 回 は 更に 腫瘍 34 
例 40 試料 に 就 て , 即ち 悪性 腫瘍 27 例 31 試料 (AS 例 , eens 6 例 , 甲状腺 
Fi, セミ ノ フーム, 各 2 例 , TW, Ve, TI, PUR, Tem, 悪性 脈絡 膜 上 記 
腫 , (AM, AGH, 肉腫 各 1 例 ), RY ee 7 例 9 試 料 ( BERNERBENE 2 HARD 
腫 , 子宮 筋腫 , WIPE, VE MMA 1) Mie Ze 
Harte. ELIS GARE 50 & Fe 100 C Dir RATGEBER, 之 を 電 
GS (600°C) (= TIRALL し 2n DR Ve EZ EDEUT 原液 こし 之 を 適 常に 稀 
Fe し て 前 賠 ミ 同様 の 方 法 に よ lon た だ 。 

1. SEPM: 腫瘍 組織 12z に 就 て 乾燥 量 は 最も 重き も の は 日 「 0.248, 最 軽 
Ris ¢ i 7—-40)0.08 g に て 全 腫 瘍 の 不 均 値 は 0.16g を 算 し . AOD A RENE; 27 
A 31 試料 の 邊 均 値 は 0.16g 久良 性 腫瘍 7 例 9 Nee 0.198 を 得 た . 

2. 水分 : WS oO 明か な 如く 水分 の 最大 量 は セミ ノー ム の 0.92g 最小 量 は 甲 
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状 腺 腫 の 0.76 g に て 赴 等 の SFIS 0. S70, 更に 部 性 腫瘍 及び 良性 腫瘍 の 
卒 均 値 は それ ぞ れ 0.84 g bri 0.81 Pe 

3. RD: 灰分 は 胃痛 の 26.70 mg を 最大 ミ L, 次 で 悪性 脈絡 膜 上 皮 腫 の 21.74 mg, 
乳腺 部 の 15.55 mg, PRIRTERBEIE (HE) O 11.86 mg 等 を 得 - ne 何れ も 10mg 以下 
に て その 最小 量 に は IPIRBENE (BE) O 2.34 mg so 何 全 腫瘍 の 邊 均 値 は 8.86 mg 
さ な り , うち 醒 性 腫瘍 27 PI 31 試料 の 下 均 値 は 9.35 mg 良性 腫瘍 7 例 9 試料 で は 
7.17 mg で あつ た . ACCESS Den EMO BME COD 16.48 
mg EP Cit 4.75 mg, KEINER BENE TI BR BE 21.74 mg ICH 

UFER 8.87 mg を 得 た . LANE er Ar Ck 周 遮 部 9.36 mg に 
HL, 中 心 吉 6.51 mg で あつ た . APEC HB UTS 腫瘍 壁 よ り も その 内 容 に 多量 の 
IRA} 7243, 卵巣 壮 腫 で は 前 者 2.34 mg に 比 ( し = 9.72 mg, Hi Cis AIF 5.90 mg 
後者 8.80 mg CHOK. 

4, Na: Nao 最 大 量 は 悪性 脈絡 膜 上 皮 腫 に 保有 され 3.638 mg に 達し , その 最小 量 
(aA (内 容 物 ) の 0.05 mg CHORD, 概して 1mg 附 近 の も の 多く 基 等 全 腫瘍 の 邊 
均 値 は 0.88 mg を 示し た . 価 悪 性 腫瘍 27 例 31 試料 の 不 均 値 は 0.88 に て 就 中 胃痛 8 
例 で は 1.86 mg の 多量 を 得 た . 次 に 良性 腫瘍 7 例 9 試 料 で は 0.89 mg さ な つ た . fi 
Na の 全 放 分 に nn. 0,59%, ABEMOL2GLTE 
SSP OH OD TER TH OF 他 は 概して 10% U ZN AT EDER ARH 
(内 容 物 ) の 0.6 ダ に て 和 全 腫 瘍 の 2 wo £10 で, 悪性 腫瘍 3! 試料 の FENEI. 5%, 
性 腫瘍 9 試料 の 場合 に は 16.8 め の 比較 的 高座 を 得 た . RER RES OBA RAK 
BUCS. FE IO 1.76 mg ARM HS HAIE 10.75) に 比 | SPR RE Clee 
0.20 mg (同上 4.4%) 30 悪性 脈絡 膜 上 皮 腫 で は ME 3.63 mg (同上 16.796) CH 
( ne ト 0.82 mg (同上 9.3%) で あつ た . 更に TIER T 

‘EMS 0.57 mg (同上 6.1%) さ 中 心 部 0.55 me (同上 8.5%) を 得 た . 

5, Ca: Ca で は 悪性 脈絡 膜 上 皮 腫 の 3.02 mg 及び 上 有 購 肉腫 の ' 2.85mg が 最大 量 を 
AR, heb ROOF AMG IEOD 0.04 mg に て 其 の 他 は 何れ も 1 mg 以下 に て 全 腫 場 の 
生 均 値 は 0.41 mg に て 更に 悪性 腫瘍 31 試料 の 相 均 値 ミ き し て は 0.46 mg を 得 , 良性 
腫 場 aig で は 0.27 mg に 達し た . LERNMI HTS Ca OZR TIA LI 
肉腫 0.32.5 劣 最も 大 きく , LR 14.8 悪 性 脈絡 膜 上 皮 腫 の ) 13.922 CD 
nes, 前 2 者 で は 周 園 肖 組織 が 猫 性 淫 剛 を 受け 乙 が 試料 に 混入 せる も の さ 想像 され 
る が , 全 腫 瘍 の 寂 均 座 は 4.7 グ に て , 2 OHREN 81 試料 で は , 4.8 2 PERS 9 
試料 で は 8.6% WET. SUT S ARE Ci, 胃癌 の ) 例 で は 前 者 0.21 mg -RIRZNZ 
#72 441.3%), 後者 0.07mg (同上 1.522) に て 悪性 須 燥 膜 上 皮 腫 で は 前 者 
3.02 mg (Iil_b 3.9%) SHIT 後者 0.18 mg (同上 2.12) で あつ た . 更に 又 同 -- 腫 揚 
に Ck 肝臓 多 例 で は 周 遮 部 0.10 mg (同上 1.19%), 中 心 部 0.11 mg (同上 0.17 
を 得 た . 

6, Mg: Mg の 最大 量 は 部 性 脈絡 膜 上 皮 腫 の ) 0.61mg ミ PPO) 0.43 mg に て 最小 











REN 0.01 mg S 75 b HARRIS 0.1 mg 内 外 の も の 多く ASIEN 
0.08 mg で あつ た . 更に 悪性 腫瘍 31 試料 及び 良性 腫瘍 9 試 # Me aio 
0.09 mg 及び 0.04 mg を 得 た . 4 Mg DARF HI HIER AGO 3.6% & 
a (中 心 都 ) su » その se LYNFOLOR <¢ 悪性 腫瘍 81 
REO PAA 0.9%, 良性 腫瘍 9 試料 で は 0.7 に て 全 腫 瘍 に 就 て は 0.9% BET. 
Eh red SAO 0.01 mg (BIKA 4 A AEO.1%) に 比 し 後 
者 0.01 mg( 同 上 0.3%), ee ee 
& 0.05 mg (同上 0.6%) 270, ZA ClO EER 0.11 mg (同上 1.272), 
Hu Le 同上 2.0%) を 算 へ 得 た . RE OED THO MS NG MK 
z( EEE KOHL TFT ZEN SAN AP KARE KO FO EN 


Br を m ラプ > = N = 
ORAZ し こさ が 出来 BIER. 





A 


33. ERNEST U 2 PRROWIK ASF bv ICRET 
荒木 正 哉 。 瀧 野 英 二 , nn 
CART BRA AIRBAGS 
Uber die Absorptionsspektren des Pr im Verlauf 
der experimentellen Hepatomentwicklung. 
Von 
Masaya Araki, Eiji Takino und Yosokichi Nakamura. 
Pathologisches Institut der medizinischen Akademie zu Kioto.) 


$Y, \— je ALE BD BUS HK A OD ENE (= AT 2 KALENDER T A 


WCF OT KT Sim eS SIG AO BER DSH OTA. RRMA 

THT BHO BAT AD TBC MD res vised で ある が 基 等 物質 が 果 し て ざさ の 様 な 形 
CHM Zr TH LBS DU LORS AA SH THEM BLD EOCH SDS 
5: kh I BHI 深 eee SB < TEU 7 “ut る 。 Wertes (NEL Ze An) 
な 方 法 に の み 依 存する こさ は 時 に 甚だ 困難 な 問題 に 人 逢 着 する こさ が ある . 我々 が 光 化 


殊 的 な 方 法 を ら 求 め た 所 以 は 竣 に 存する の で 吸 政 メ ベ ペク トル 及び Raman 数 果 等 に 
rt Sti GO HEY JA WA る 分 構造 の | Leal Fe im U x Dime HO al AG LAK Ze UE] 2 l 


ST, OMIT REO PRM OWL 7. 7b OURO BOERS BA 
2 20 (A GEAE kn HLOBFEIS GBI DTD TR 6 AUTH 2 HVAT? 
Hi) CVO AS BLY To MSY OE IE Ye CE LY Dy HTC PED 6 ARTE AIAEOD 


$M LIE, 況 ん や 赤外線 吸収 oz KPA OTL AIR KINO Bik 


BH EREIGNETE. = 7 + ル の 場合 で は Buttergelb fii 7 FSO 
7 ’ é 7『1 ik 
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7,07) VERF 5 LOU SL, 之 を 2 枚 重 ね た 1004 の も の を 石英 板 
HA TERM SS し 定性 を 行 ひ その 吸収 端 を 求め た . 此 の 場合 露出 時 間 さ 吸 下 導 ミ の 
開 係 は 露出 時 間 の 短い 範 園 に 於 て は 之 が 増加 する ! SDR RE 短波 長 側 に 移動 す 
る が 一 程度 以上 こなれ ば 吸収 導 の 位置 は 略 ヽ 一 定 し 露出 時 間 に ょ りら 殆 さ 愛 響 を 被 ら 
な いか ら そ の 吸収 導 は 大 内 縦 軸 に 下行 的 な 経過 を さる も の で あろ る. 我々 の 場合 で は 
90-180 秒 の 露出 に 於 て 組織 片 の 吸収 端 ( pect nhs こさ が 出來 た . に 正常 肝 組 
織 の 吸収 端 は 2950 A 附近 it (= HD DS APRS 1H HN Cit 2983 A, #538 Cis 
3192 A, 6 週 目 に は 3214 A, SWAT 3429 A, 12H ACU 3440 A SERIE A OEE 
iS 3 = SOW Fn SHR ES = 移動 し 。 賀 駿 後 第 1 VOD & OD SH 12 週 の も の 
+ 後 者 は 約 357 A 長波 長 側 に 偏 し て 紫外 線 を 忠 く 吸収 せる こさ が 明瞭 くさ な つた . HR 
( な が ら 試 料 が * be な く 混 合 物 で ある 組織 の 様 な 場合 に は その 成分 た る 純 物 質 を 識 
別 す る こさ は 必ず (し も 簡 還 で は な く , KOENNEN EHEN TEAM 
sche: AX DRM EOTE OMA CH DBADF-%e PIB BC TIALS 
(F BAP EO ARE E-FTRUE IRE YFG OD Hea B= Er RR: あり , fag lcoraet 4p-f- 
の 相互 作用 を 受け 易い 事 の ) F- me は 困難 ミ せ られ て ゐる . 然るに 赤外線 吸収 演 に 


Raman 果 で は 此 の 分 析 を 容易 に 行 ひ 得る 便宜 が ある . DRINK TI DE 
CORNET, その 強度 の 移動 , 時 間 的 な 疑 化 が 詳細 に 観 宗 し 得 ら れ , Raman eR 
で は 分 子 ovat ベク トル の 全 領 域 が 同時 に 把握 せら れる . I eS HE 
分 子 の 彰 響 を 詩 る こさ が 少 い か ら 6 之 を 化合 物 の 成分 決定 に 應 用 する こさ は 甚だ 有 誠 で 
ある 如く 考 へ 65 れる 。. ws 化合 物 の Raman, ~~7 2 EKABHOKFORRNZ I 
VOMRBAERTEIBTFROBOTZIERDSMWEC-EIEO Raman RES 
BLSLKOTHHD 7 SRAVTHADELI-OORKHDIEZOTHOT ENG 
MED MEDS © OD AI FEME Fe ES ER LT CLD OMEN DL HI MI va OD 


ー つ で も ある. 我々 の 場合 赤外線 吸収 に ば Zeiss 製 反射 鏡 Monochromator 用 た . 
れ は 下面 鏡 ミ プリ ズム さ を 同 時 に 廻 甲 きせ る 事 に より 種々 な 波長 の 光 が 順 次 細 隙 ei 
0, REREHLISROTHEPMESNZONTHZ, 本 買取 に は , 石英 プリ ズム を 
用 ひ た か ら 測 定 波長 の 範 園 は 1~2.7 2 で ある . 又 試料 は 前 賞 騒 の 場合 ミ 同 一 の も の を 
使用 し た が 各 試 料 を 通じ 13000。 \ BASE A= BAU RIED FF FET DH TT ABS 3 
70 程 度 で ある こさ 等 が 確 め られ た . fh] Raman BORK RETIS BCOD An < HARA 
色 性 の 鍋 測 定 が 国難 を 極め 答 結 末 を 見 る に 到 つ て 居 ら な い が 此 の 方 面 の 開拓 の 人 鋼 の 一 
つの 武器 た る こさ を 信ずる も の で ある . 
附 議 

木下 長 順 : Buttergelb の 船内 運命 に 開 し て 政 山 。 佐藤 の 業績 が あ る. 

Br ME : Ramonn 迷 果 で ざ の 程度 復 区 な 有機 化合 物 を 測定 出来 ます か , 直ちに 組織 の 始 き 
も の を お 使 ひ に な る の は 無理 で は な いで せ 5 か 

荒木 正 哉 : APRS: 私 共 は Buttergelb FO RRB RO HAM AH EBAY I IT 
求め 之 を 純化 學 的 な 方 法 < 比 較 し や うさ 云い ので ある 。 
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FRAN: 私 共 は 勿論 基礎 的 な 研究 帥 ち 種々 な 純 物 質 の Raman ROHR, ee 
KAESE TCH AD, Zier > PEAT A BATT ERICA TOR BAHOTA 


34. 腫瘍 組織 Phosphatase の 組織 化 學 的 研究 (PER) 
久保 久雄 , 高松 英雄 , 大 月 俊夫 
( 消 洲 喚 科 大 學 病 理 學 教室 ) 
Studien uber die histochemische Phosphatasereaktion 
der Geschwulste (Fortsetzung). 
Von 
Hisao Kubo, Hideo Takamatsu und Toshio Otsuki. (Pathologisches 
Institut der Mandschurischen Medizinischen Fakultat.) 

腫瘍 組織 の ) Phosphatase CHTEMSNTEBAIIDERD GG. 依 つ て 演者 等 は 
昭和 14 年 以 挫 毎年 の 本 會 謀 上 に は 前 (を 報告 た. 今回 は 其 後 の 研究 を も 併 
せ て 全 成 績 を 線 括 報告 し よう さ 思 ふ . 

Phosphatase の 組織 化 避 的 誠 明 方 法 は 我 教室 に 終 て 高松 の 考案 せ し さこ ろ に 偽る. 
供 試 材料 は 人 工 的 驚 生 腫 場 及 外 科 的 に 呈 出 し た 人 般 腫 場 で ある . 

検索 成績 の 大 要 は 炊 の 如 し . 

I. 山 極 - 市 川 氏 法 に 拓 り 到 生 せ し め た 人 工 的 ター ル 腫 瘍 に 就 て : 寅 駿 動物 は 2 一 
4 kg の) 日 本 産 家 系 で , ター ル は 満 洲 製 の も の で ある . ASR 307 日 に 至る 間 に 
生 じ た 所 詩 BRE LAE (FUER) 乃至 冶 腫 に 就 て Phosphatase の 組織 化 避 的 機 索 を 行 
or. 所 見 : (1) FURR REA TOD HS Cit 皮膚 表 度 組 織 に は Phosphatase は 
誇 明 る されない. し か (表皮 に 接する 結 締 繊細 胞 培 に 淫 潤 せる 光世 球 多核 白血球 大 曹 核 
周 形 細胞 の 中 に は Phosphatase 陽性 を 示す も の が 共 か ら す 存する . (2) PUB 

開始 後 137 一 159 A= HA Le) の 上 度 細胞 に は Phosphatase 反 應 険 性 で ある . 表 
皮下 の 結 締 繊細 胞 及 淫 潤 細胞 に は 陽性 の も の が ある . (3) ABR CERAM 200— 
307 Hic BAL +) の 冶 細 胞 に は Phosphatase は 誇 明 され な い が PAO 結 締 織 細胞 
及び 渡 潤 細胞 に は Phosphatase を 誇 明 せ し む る も の が あら ちる. | する に 表記 細胞 の 
Phosphatase 所 見 は 腫瘍 性 銀 化 を な し て も 健常 な 場合 さ 異 な ら な い . 

II. o-Amidoadoazotoluo1 HBARARORRAIERBICRT: 佐々 木 - 吉 田 氏 法 に 従 
OKT o-Amidoazotoluol を 投 奥 {て 驚 生 せる 肝癌 A CC BRE PL = ET A 
te. MR: (1) 健康 な る gear は 概ね Phosphatase 反 應 を 示さ な い が 稀 
に 陽性 の こさ も ある . 富 駿 開始 ょ 9 肝 細 胞 の 瀬 夢 性 増殖 電 区 生 迄 の 期間 に 於 ける 時 細 
胸 の Phosphatase の 問 態 は 6 en 場合 の 夫 れ さ 同 様 で ある . TOTER 
生 さ 共に 其 部 の 肝 細 胞 の 大 都 分 の も の は Phosphatase 反 應 を 強く 現す や うに な 
腺腫 乃至 悪性 化 の 傾向 虹 著 な る 肝 細 胞 の 大 部 分 の も の は 本 反 應 陽性 を 示 し て 居 か 
か ちる 場合 に 於 て は 其 部 の 毛細 血管 の 内 度 細胞 及び 毛細 血管 中 に ある RR: eh 
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FRR, Glisson FRIAR ZH, AE ER RONSON & Phos- 
phatase 反 應 陽性 を 示す も の が あら る. (2) FRRERRAR_E PE tk — RIK Fr 反 
應 強 陽 性 で ある が , RAR BET BRIES AE Cte FUMIO 上 皮 細胞 は 大 部 分 に 於 
Phosphatase 反 應 紅 陽 性 で あつ た . し か し 腫瘍 細胞 中 比較 的 幼 若 さ 思 は れる も の に は 
本 反 鷹 陰性 な も の が あつ た . 間 質 に 於 て は 腫瘍 形成 の 場合 に も 健常 な 場合 さ 同様 に 
Phosphatase J< REGRIAYE CH 4. 特に 毛細 血管 内 皮 は 張 陽 性 を 示す . 

III. ABE RTERSBICRT: 材料 は 手術 に 依 つ て 名 出し た 32 fil (FUMIE 4, 腺腫 
8, AEH 4, 基底 細胞 6⑥, BRR 4, 腺 癌 細胞 痛 10, RB EN) CHA. 所 見 : (1) 
FUE (LT, 硬 口 蓋 , 舌 , PERS CRALKALO). 腫瘍 細胞 及び 間 質 浸潤 細胞 共 
に Phosphatase 反 應 除 性 で ある . (2) 腺腫 (材料 は 主 に 鼻 騰 に 生 UP ERD) , 

上 皮 細 胞 に は Phosphatase JQ REDE, 間 質 結 締 織 及び 減 潤 細 胞 の 一 部 に は 陽性 . 
(3) Fa ERO, 皮膚 , 食道 , OR, Al, EERDO BEET し た 類 部 上 友 細 胞 
で は Phosphatase 反 應 陰性 で ある が 子宮, 鼻 騰 等 か ら 殴 生 し た 基底 細胞 次 の 中 に は 
Phosphatase 反 應 陽性 の も の も ある. Bric PCs 間 質 結 締 織 細胞 ROS 潤 細 胞 に 
(tt x Phosphatase 反 應 陽性 を 示す . (3) AREA BEE EHO), 胃 粘 膜 か ら 諸 
生 し た も の で は 陽性 で あつ た が 隊 臓 に 敬 生 '' た も の で は 陰性 で ある . (4) 腺 細胞 冶 . 
散 生 部 位 に 依 ~- Cr 2. 腸 も 驚 生 し た も の で は 陽性 の こさ 多き も 一 部 に は 陰性 の こ 
さも ある . 胃 よ ょ より 殴 生 し た も の に も 陽性 の も の ゞ 陰性 の も の さあ る . (5) REAL 
腫 に 於 て は 腫瘍 細胞 索 の 最 外周 に ある 高 彫 柱 稀 細胞 に は Phosphatase 反 應 陰性 な る 
も ゝ の 内 方 に ある 多角 形 双 は 扇 邊 状 を な せる 細胞 の 一 部 に は 強 陽 性 で ある . 

IV. 人 講 非 上 皮 性 腫瘍 に 就 て : 材料 は 手術 に 依 つ て 馴 出 し た 21 Pil (HRAENE 8, 粘 
液 織 維 腫 2, 脂肪 腫 2, 幅 腺 織 維 腫 3, 滑 相 筋腫 3, RANE 1, oe 2) THA. 
所 見 : (1) MEMRAM Cit Phosphatase 反 應 陰性 の 場合 が 多い が 又 陽 性 の こ 
HD. 粘液 織 維 腫 の 場合 に も 同様 で ある . (2) 脂肪 腫 に 於 て は ae = 
陰性 で ある . (3) ERROR SARA FETT HH 2 DE ee 
示す こさ が ある . (4) WAS AEM is Phosphatase 反 應 陰性 で ある . (5) 肉腫 
細胞 に は 陽性 の 場合 中 際 性 の 場合 さ が あ る . 

! 上 の 研究 成績 を 繊 括 すれ ば . 寅 駿 的 動物 腫瘍 に 於 て も 又 自然 問 生 の 人 般 腫 瘍 に 於 
て も , 又 良 性 腫瘍 に 旅 て も , 悪性 腫瘍 に 於 て SIRRHIRRDN: PhosphataseJx< ME SU BAD 
6 BLS SARC BSTC OBE EMRRO AS PER Fe (REE CGR 4. E05 Phosphatase 
反 應 陰性 な る 母 組織 か ら 出 た 腫瘍 組織 は 殆 ざ 常に ee 應 除 性 で あり , Phos- 
phatase 反 應 陽性 の 母 組織 か ら 出 た 腫瘍 ed 営 に 該 反 應 陽性 で ある ミ 調 へ る . し か 
し 時 に は Phosphatase 反 應 除 性 な る 母 組 織 か ら 出 た 腫瘍 組 統 が 該 反 應 陽性 を 示す こさ 

も ある . DAL IOMRICMTKS < pele: f 究 に 備 た ね ば な ら め 
附 謙 

Brill: Phosphatase の Isodynamie の 中 ぶさ の pH に Optimum を 有する 1 もの を 御調 べ に 


な つた の で すか . 
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久保 久雄 : Phosphatase の 反 際 は pH RHA MIC kb CMP LE 一 様 で な い . HOw 
に つき 私 共 は 充分 な る 研究 を 途 げ 別に 品 夷 し て わる が 我々 は 王 通 に は pH は 9.16 で 基質 * し て 
70 > ORAS SOIC L CHAZ, 之 が 最 ? 好都合 ミ 考 へ る か ら で あ る 。 それ で 


此 の 方 法 で 現 は れ て 居る も の は 2 a で ある こざ で は 申す 迄 も な い . 


35. HERD Ribo-Aywe wc RET 
Beil Hee, ge 
KR BGA SEAT, 閣 治 療 研究 部 ) 
Uber den Gehalt des ee an der Ribonukleinsaure. 
Von 
Tatunori Masayama und Osamu Tominaga. (Institut der 
Krebsforschung der Kaiserlichen Universitat zu Osaka.) 
前 回 私 達 は Dimethylaminoazobenzol f28U\- 1k AS ORPBRAEASAFEIZ U SH 
Wit OAR He OFT Re 72 LIE OGR し た 方 法 を 以 て 測定 URC EBS Thymo- 核 酸 の 増量 
の 外 に Ribo- 核 酸 (polynukleotid) も Hits Feit Sk. 其 後 藤 縄 系 白砂 肉腫 





『 宮 色 腫 の 組織 に 於 て も Ribo- 核 酸 は 多量 に 存在 する こさ を 認め た が 子宮 筋 腹 で は 其 
の 健康 な 筋 層 に 比 し 大 き な 増 量 を 認め 得 な い 
腫瘍 の 種類 Ribo-#%f&-P (WHERE LO 
aK AU 304 meee 
白 遇 肝臓 閣 266 
Fe eke 130 
Fie 52 


F = 


ZAIDI K FO) FRO MS 人 する も の で 


在 し , 且 其 の 生長 に より 笑 化 する 


45 


C は 悪性 腫 場 の 程度 に Ribo- 核 酸 が 存 


Ribo- 核 酸 -P( 酵 母 核酸 < し て ) 


BB RPG 8-H Bee 
大 豆 芽 根 1cm 327 

en 334 

In 31: 

5. 286 

Ws 224 

8 » 163 


酵母 (Saccharomyces cerevisiae) を 糖 さ oi 
gin 或 は 酵母 水 を 窒素 源 ミ し て 添加 し , 


て 状 つ た も の さ , Zi Aspara- 
VENEN Ribo- 核 酸 量 を 比 


較 す る ミ 後 者 に 於 て は 前 者 の 約 2 ee 





Lts 





培養 乾燥 菌 重量 酵母 核酸 -P 
— Asparagin 24 時 間 30°C 1.820( g ) 151.0 mg% 
+ ” an 2.330 295.5 
ー 酵母 水 7 > 1.450 206.0 
+ = ー 2.300 293.0 
DORT HE Ribo- 核 酸 を : 多量 に SAL, Ribo- 核 酸 は 蛋白 合成 に 役立つ 事 


が 解る . 
私 達 は 前 年 報告 し た , d-Amino 酸 酸 化 酵 素 や Diaphorase の 助 酵素 で ある Alloxa- 


zin-Adenin-Dinucleotid や Cozymasel が , 冶 組 織 で 非常 に 減少 する 事 賀 ミ 此 の Ribo- 
核酸 の 増量 ミ の 開 係 を も つ さ 考 へ て みた い . 


36. 腫瘍 毒素 の 臓 問 組織 呼吸 に 及ぼ す 彰 響 に 就 て (第 々 報告) 
緒方 正英 
Cae iit A a ee 指導 大 澤 勝 ) 

Über die Einflüsse des Geschwulst-Toxins auf die 

Gewebsatmung (ll. Mitteilung). 
Von 

Masahide Ogata. (Pharmakologisches Institut an der Kaiserlichen 
Universität zu Keiju. Leiter: M. Osawa.) 

余 は 第 1 報告 に 於 て , RAHA ROR BA MAE PH BS CEA RE 5 2 > Alii 
毒素 さ 見 人 UGS 3 SS GER PE OW AS PRR OEM (= BE THB 2 REL, 更に 
AME 72 BHD \— FS EBERIAT D I SCART Ve dk 

EHER T 2 IS A BER OK ORM. BIC RRM RB 
ARETE HIS T OBBER BUY EAI PS TED CHEW D % OCH STIS KRM し た . 

Zu WET 余 は Dimethylaminoazobenzol II (eC BEALS Lt ARATE 
よ ? 得 た 部 渡 流 液 の ) 正常 動物 及び 腫瘍 動物 の 臓器 組織 呼吸 に 及ぼ す 逐 響 に つき 検索 
Ly 併せ て 肉腫 毒素 ミ 癌 毒素 こさ の 間 に 如 何 な る 開 係 ある や を 知ら ん さ 欲 し て 買 駿 を 行 
ひ , 2, 8 の 知見 を 得 た の で 丸 に 報告 する . 

REVMEARURBAK: 宮 駿 動物 ミ し て は すべ て 玲 重 15-25 g OAM MATE 
で 生育 させ た 獲 庭 系 白色 て ウス 及び 般 重 60 一 120 g の 内 地産 白 過 を 用 ひ , 一 定 の 飼料 
ZU Cia UPS Ss BY ial RE eRe Lab te. 悪性 腫瘍 は Buttergelb 経口 投 
BU = te 2 BARUTBIR ZN OPER Dr. 

本 教室 米倉 は 原田 , «FLUFF HEI 1K 4 Buttergelb 0.3% HA OK % HRI HE OAK 
ERMITTLER LRT ize HEE LEK S A LE 6 te SHEED 
質 を 捕捉 , その 一 般 英 理 作用 を 明か に し た が , FLOTTE IE CERRY, 
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RISA MARR ABER 100°C 80 Jy mneAaKA] UL, Ampulle SIEH TERRA 
し た . 更に 封 照 ミ し て , JERR SUTURE TAB FIT OR. PARTON 
動物 臓器 組織 呼吸 に 圭 す る 作用 を 析 す る た め , 肉腫 家 兎 姓 に 肉腫 家 鶏 を 用 ふる で ゞ 同時 
に , Bashford 系 マウ ス 冶 の 0.1g 内 外 の 癌 組織 端 を マウ ゥ ウス ぇ の 脊 部 皮下 に 移植 し , 移 
植 後 2 週間 前 後 で 腫瘍 吉 育 充分 さ な つ た も の を 買取 に 供 し た . 

組織 呼吸 測定 は 前 報告 さ 同様 Warburg BREITE IK OR. 

RRM 

1. 正常 白 軌 肝臓 港 流 液 の 正常 動物 臓器 組織 呼 骨 に 封 する 影響 : HT METTRO MR 
器 組 織 呼 吸 に 及ぼ ば す 彰 響 を 概 索 する に 営 つ て , 正常 白 奈 肝臓 の 渡 流 液 が 臓器 組織 呼吸 
cB し 如何 な る 東響 を 及 す や を 測定 UBS Uk. 印 ち その 成績 は 正常 エマ ウゥ ス の 肝 騰 

及 近 臓 の 臓器 組織 呼吸 に 封 し 極 く 軽度 の 促進 を 示す の み で あつ て 正常 肝臓 濃 流 液 は 殆 
ゞ ざ 薬理 随 的 能動 性 は 認め あら れ な い . 

2. 白 晴 肝臓 癌 流 液 の 正常 マウ ス 膝 器 組織 呼 明 に 及ぼ す 影 響 : 炊 に 白 最 肝 瀧 流 液 の 
正常 エマ ウス の 騰 器 組織 呼吸 に 及ぼ す 影 響 を 測定 する さそ の 成績 は 第 1 表 に 示す 如く 肝 
臓 及 び 腎 臓 の 臓器 組織 呼吸 に 封 し 著 明 の 促進 を 認め 特に 腎臓 に 於 て は 促進 度 の 高い の 
を 示し た . 

3. 本 港 流 液 を 定量 的 反復 注射 し た マウ ス の 騰 器 組織 呼吸 Ic ZICHT 3 BRT 
潮流 液 の 影響 : 米倉 は 本 消 流 液 を マウ ス に 反復 注射 TOA BFL Fe BIEL 
て 居る が , 余 は この 一 定量 反復 注射 に マウ ス 習 する 本 滋 流 液 の 作用 を 機 し た . 

本 濃 流 液 を 反復 注射 し た マッ ウス の 騰 器 組織 呼吸 は 第 1 表 に 示す 如く 正常 値 に 比 し 注 
射 同数 の 初期 に 於 て は 減少 を 示し 注射 回 敷 10 回 以後 で は VESPER IM HE = HK 
第 1 表 白黒 肝 癌 溢 流 液 の 正常 マッ ス 及 び 肝 癌 潮流 液 定量 注 身 
ィ ッ ス の 組織 呼吸 に 及ぼ す 影 響 





oa | 正和 Ringer 液 HEIRGHEDICHEHENN Ringer Hk 
a sera (26) { 
| Qo ‘i ar 


| 


wm | it 
ae 
= | um Pr 








| 
| 
Qo? Qo; | ad 


cial ow 4 ー15.6 | +11.4 ー25.8 | +19.4 | +65.3 | +70.4 


%| | 0 5 | ー24.7 | 420.7 ー87.8 | | +33.6 +53.0 | +62.2 


| 5 3| - re ー12.5 | +10.5 es 
if 10-15], 4| —12.7 | | $11.2 —14.1 | $13.1 +11.0 | +16.0 


| 15-20| 4 | -13.7 ー14.7 | -14.9 | +13.3 | + 8.8 | — 6.0 


5 | 3| —14.8 | +12.9 | —20.3 | +17.4 | | +87.0 | +34.9 





w l10-15| 4| 424.3 | 421.5 | —26.8 +24.9 | 410.5 | $15.4 








115-20! 4| —20.7| 418.3 —22.4| +20.5 | + 8.4| 412.0 
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正常 値 に 近づく 傾向 を 示す . 

次 に 本 濃 流 液 を 反復 注射 た た Maus OR KO) 騰 器 組織 呼吸 に 百 す る 本 瀧 流 
RORR 2 RATS IBL 表 に 示す 如く 注射 回 数 の 進む に 従 つ て その 了 騰 器 組織 呼吸 は 
本 渡 流 液 に 依 て 影響 せら れる こさ が 少く な る . BN RASA AEE = KC ERR UI 
合 さ 同様 の 傾向 を 示す こさ を 知り 得 た . 面 し て 注射 同 敷 5 回 前 後に 於 て は 未だ 溢 流 液 
の 影響 を 受け る が 注射 回 数 15 [ATARI HS CSRS BMS STE. EN DAN 
に 器官 は 注 笠 を 反復 する こさ に 依 て 本 瀧 流 液 に 封 し て 韓 調 を 拉 す も の さ 考 祭 す る 

4, 癌 動物 の 臓器 組織 呼 又 鼻 び に 之 に 天 す る 閣 滝 流 液 の 影響 : Zs//o7d Rew 
植 し た マウ ゥ ス の 肝 騰 及 蛋 騰 姓 に 肝 騰 名 を 有する 白 原 の 心臓 及び 腎臓 の 呼吸 係 雪 及 好 気 
PERRBE RB e WET Di, 第 2 表 に 示す 如く その 呼吸 係 敷 は 著 明 の 減少 を 認め 好 気 性 
解 糖 係 散 は 呼吸 係 敷 に 比 し その 次 封 値 は 大 な る を 認め る. 

面 し て 此 等 郊 を 有 す ら 動物 の 肝臓 心臓 , 及 皿 臓 の 臓器 組織 呼吸 に 圭 す る 白 尿 肝癌 溢 
流 液 の 彰 響 を 見 る ミ . 本 濾 流 液 に 依 て 影響 せら れる こさ ゞ 殆 ざ な く 有 つて も 極 く 軽 徴 に 
止ま る . 此 の 事 買 は 肉腫 家 欠 の 組織 呼吸 が 肉腫 毒素 に 依 て 彰 響 を 奈 ら な い の で 同様 で 
HD. 即ち 腫 場 を 有する 動物 の 組織 姓 に 器 官 は その 各々 の 腫瘍 毒素 に 封 し 抵抗 性 を 有 
する も の で あろ る ぶ 欧 ひ 得 られ る 。 

第 2 表 癌 マウス 及び 肝癌 自 時 の 組織 呼吸 に 上 再 する 肝癌 滝 流 液 の 影響 





EM Ringer 液 | Bir; ni ERS Ringer ik 年 


nt | 9, | WR“) 
人 
| Oz M 





+ 7.3 | ー10.6 | + 8.2 | + 9.2 | 412.2 





HE | Re 
| | 
| 


> | 4| 一 14.1| +16.9 | -15.3 | 418.5 | + 8.4 + 9.3 


A 月 | 1] 
HF |» | 3|-8.9| +10.8 | ー 9.8 | +11.9 | +10.2 | +10.0 | 


人 | #| 4| —10.9| +14.8 | 一 12.0 | +15.9 | +10.0 | 7.5 


5. 癌 及び 肉腫 毒素 の 相 開 開 係 : 余 は 前 報告 に 於 て 家 針 及 家 束 肉 腫 毒素 は その 雄 
理 避 的 作用 に 於 て 極め て 近似 せる も の で ある こさ を 賀 駿 的 に 誇 明 た が , 次 に 余 は 冶 
及 肉腫 雨 毒素 は その 作用 に 於 て 如何 な る 開 係 が ある か を 知ら ん さして 雨 毒素 を 交叉 的 
に 作用 させ て 買 双 を 行 ひ その 影響 を 観察 し た . 

i. 即ち 家 鶏 肉腫 毒素 を 定量 的 に 反復 注射 し た マウ ゥ ス の 騰 器 組織 呼吸 に 替 し 冶 瀧 流 
液 が 如何 な る 逐 響 を 及ぼ すか を 測定 し た . その 成績 は 第 3 表 に 示す 如く 注射 回 敷 15 
同 以 上 に 達 し た も の に BATT ORBIT 軽微 で ある . 又 家 兎 肉腫 毒素 を 定量 的 
に 反復 注射 し た マウ ス に 於 て も 殆 ざ 同様 の 結果 を 得 た . 

叉 肉腫 家 鶏 及び 肉腫 家 各 の 臓器 組織 呼吸 に 圭 す る 冶 渡 流 液 の 影響 を 見 る さ 正 常 動 物 
の 場合 に 於 て は 著 明 な ら る 促進 を 示す の に 反 て し, 腫瘍 動物 に 於 て は BS VBRBD le 
い . (第 4 表 ) 














FR ARR AMAR ER 





























bat oa 注 gy) JEM Ringer me) Hite Ringer He 
be | | at | ao, | an; „MAD | ae a Dim | ar au 率 
un 敷 les em | ae | Q | Qo. | ay | Qo, | ar 
fine 5- 2014| —13.3 | +10.3 | 一 12.5 | +10.9 | | | u il | + 5.8 
Ki 15-2014 —17.4 414.6 | 一 19.2 416.4 | 410.5 | +12.3 
(ie! 1-20 3| —14.5 | +10.6 ka ー15.6 | +11.7 | (+74) 49.6 
fies 15-20 4) —23.4 | 421.0 —25.4| 423.2 | 4 8.5/4 9.1 
BAZ ANBAR AU AERO CHE 
sk m MER Ringer Me] 用 和央 Ringo We 
a 
tur 4 | 7 Qo, | QW 
に "| 3|—7.7| 4+ 6.9 — 7.9| + 7.6 [+ 2.5 oe 
A me) 3| 一 9.9|+ 9.1 ー10.7 | + 9.4 | + 8.01 + 3.2 
Mm (SF i 3} — 5.6] + 8.2 | — 6.2 | + 9.3 +10.5 5 | +13.3 
ei) 4 - 7.5 | +10.4 | — 8.4 | 411.3 | + 9.1 | 8 + 8.5 
li. Al 人 AA 量 的 に 反復 注射 し た マッ ゥ ス の 肝臓 及 引 臓 の 肛 器 組織 呼 
WAL EST B RABIN AK FEB ATER ORE ee BET SS, その 結果 は 第 3 表 に 示す 如く 
Wale VEM SAGAS MER CZAR TAS PERRO SEB Ringer 液 中 の 


値 さ 差違 を 認め な い . 

更に 名 マッ ウス の 肝 肝 及 皿 臓 巡 に 肝臓 色白 尺 の 心臓 及 引 臓 の 騰 器 組織 吸 吸 に 肌 す る 家 
RRR RAMEE ROR — EMAETASNERKUMK CFG SBR nz. 

Li LOBEL © NER; Re EIFEL ANETTE < 
毒素 に 肘 し て 韓 調 を 有する さ 同様 に 疹 毒素 に 下 し て も 韓 調 を 來 し 抵抗 性 を 獲得 し て 
5, 叉 猫 毒素 を 反復 注射 た 動物 姓 に 冶 に 尼 患 し 昼 eae or 


IHULTIERHEACHTZ SER Eee 多少 差 は ある が 韓 調 し 居る こさ を 誠 6 
BER 

— ss 

Diva] afte 


b/s > 


以上 の 賞 駿 成績 ょ 6 次 の 如き 結論 を 得 た . 

1. emai Cee られ ら る BARS LES S TERE BUS IER as AD 
HOPG (EP LS OE FRB AE AEE RB Ze TEED 2. 

2. 本 物質 を 反復 適用 する こさ に 依 て 動物 の 臓器 組織 呼吸 は AMEE LSC REM eS 
け な く な る . 即ち 連 貫 適用 する こさ に 依ら 動物 の 組織 攻 に 器官 は , 本 物質 に 圭 fe 











ER LASHLVEOD HA IM 22 Ae >, 
3. FICHE US 2 BO AM UO AB SA RICH LEN eK U TE 2, 
4, od た 動物 刀 に 肉腫 動物 の 組織 巡 に 器官 は 癌 毒素 に 圭 し , U 
素 を 連 績 適用 し た 動物 如 に 痛 に 肉 患 し 居る 動物 の 組織 如 に 器官 は 肉腫 毒素 に 替 し 

共に に 調 を 來 し 抵抗 性 の 内 加 を 來 す . 

BPS Dboys EE S O NER FI TEE 5 2 > AEG 
Wit %& OCH DS TRUBS A. 

Mi& 

REAMEB: 腫瘍 毒素 < 云 ふ nil 使 ひ で す が , ZAERBMRMO We EMO US 1 < FBI 
すべ き 。 腫瘍 spezifsch ZAHEWHYG2RACH Sd, Mit LocMAr LER THAD 
御 伺 ひ し 度 い . 

MAHER: IGE x Br NENNE HOFER IL She: Br L Ch 





ZEBTOISUHOKS COMBICE 2 & NE Ze HE LTE We Ae EI I RE 
2ER Sa ERTL END Fic ERIC KO WE a 月 生物 の ae EI DE 
液 中 の 物質 に 時 LE AIC MAMET 事 等 に よ つ て 腫瘍 特異 の 毒素 < 存じ て 居る 次 第 で あり 
ET, 


37. KRNEO BE PESEIL IC RET 
Ki 
(長崎 吸 科 大 學 病 理 學 族 室 指導 吉田 富 三 ) 
Experimentelier Beitrag zur ale der pracancerosen 
Veranderung des malignen Hepatoms. 
Von 
Hiroshi Tsurusaki. (Pathologisches Institut der medizinischen 
Fakultät zu Nagasaki. Leiter: 7. Yoshida.) ° 
o-Amidoazotoluol fii ¥lit KERN THROFHELEULT, I OI PE OTE 7e A 
PUFRAES AUS DIGRIS FR 2 hk UC BREIL ORD 62.4 FRCS, 此 の 物質 に よ 
FERMION MSA ミ 導 行状 況 を 次 の 連 駿 に より 観 祭 した. 
RRA: 動物 よ トラ ッ テ の 管 重 chew keen EINEN. POOR 
方 法 は 佐々 木 , 吉田 の 原 法 に 従 つた . 
1. 165 日 群 (20 頭 ): 165 日 間 飼 奥 後 白米 に 戻し , 一 定 間隔 を 置い て 殺す . 
2. 5 月 群 (22 頭 ) ] 5 ヶ月 ,4 ヶ 月間 師 奥 後 白米 に 戻し 。 夫々 3 ヶ月, 4 ケ月 後に 
8. 4 ヶ月 群 (22 頭 ) 殺す . 
以上 に より 郊 性 化 の 過程 ミ 増 殖 せ る 肝 細 胞 の 退 和 ば 状況 を 見 る 。 
4, 3 mgd 5 ヶ月 


AHA Om 2 > AGGIE KI RL, LEONE CRT 
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DLE: & OS 2 PAO RH bo. 

中 等 は 線 て 飼 奥 中 止 時 に 肝 の 小 切 除 (多く は 0.2g 以下 ) を 行 ひ 圭 移さ Ute. 

Eee ALA} RRB 
胞 が 認め られ る が , 其 の 中 如何 な ら も の に 最も 持 績 性 が ある が , 或 は 如何 な ら る も の が 
婦 に 不可逆 的 に な つて ゐる か を , 個 奥 過 程 の 種々 の 時 期 に 於 て 飼 興 中 止 の 手段 を 以 て 
探求 した. Ki Heft DR H DRAGONS, 種々 の 時 期 或 は 相 に ある 増殖 細 
胞 が 多様 に 混在 (てゐ ら る. EEE ig “する だ け で 
は 不 充 分 で ある か ら , 中 止 し た 後 一 定 間隔 を 置い て 種々 の 時 期 に 概 査 (, 如何 な る も を 
の か が 遂行, 如何 な ちら も の が 長く 残存 ( 或 は 中 止 後 も 更 Wo か を 検査 
qs 

AEBO AWS SOM VT, ua DEAN ERE S 7S 
POM ABLE A ST SICH BD. CORA EC PBS 2 IES USA UN | 


as あ EA 


os 


1. WHHEOBIE: o-Amidoazotoluol の 投 奥 を 中 止 す る ミ 肝 臓 の 容積 は 可 な り 速 
みか に 縮小 する (時 獲 結 節 を 作ら な いも の は RRO 5~3% 或 は それ 以下 で 6 少 以 上 
の も の は 少 い ). 従 つ て 投 奥 期間 の 少 い 場合 に は 組織 了 的 に も 殆 ざ TE BES KTR 
ら 得 る で あら ) ミ 際 想 され た が , 買取 の 結果 は , 飼 奥 日 敷 2 ヶ 月 で 8-9 週 間 白米 に 
戻 ( た 肝 有 で もち 詳細 に 概 査 する さ 答 完全 に は 逆行 せ ず , WIRBT な い 肝 臓 に 較べ 
ぁ る さ 肝 細胞 は 一 般 に 緊張 し , 肝 細 胞 索 の 延長 に 依 つ て 毛細 血管 腔 は 曲折 し て ゐる . M 
も 走 等 の 肝 組 織 中 に は W REEL Friede, 又 原 形質 , 核 共 
に 大 きく 機能 の 索 進 を 示す 肝 細 胞 が 小 群 を な し て 周 園 ミ 明 確 な 形態 の 差違 を 示 LAA 
され た 形 で 残存 し て ゐる . 徒 つ て 3 ヶ月 群 以上 の も の で は 中 止 後 飼 奥 日 敷 以 上 白米 に 
戻し て も , 個々 の 肝 細 胞 は 多少 に 拘ら ず 原 】 R DRC Hake LIE ORL, 4 ヶ月 
群 の 一 部 , 5 ヶ月 群 , 165 日 群 の 生 敷 以上 で は , 飼 奥 中 止 後 3 4 ヶ月 に 於 て も 休肝 細 
Woo DURA ? OWE 8 a < eR し て ゐる も の が 多い . ASAE OMT Ut HFA 
BOA, BiMTAKS, 形 の 上 か ら 他 さて 了 必 別 さ れる 不可 逆 性 の 細胞 群 が 限局 性 に 
多様 の 形態 を 示 し て 残存 し , 基 等 に 強い 増殖 性 の ある 事 が 認め ゆら れる. 
更に 中 等 増殖 性 紹 化 の 逆行 如何 に 就 て 165 日 群 で 飼 奥 中 止 後 生年 か ら 6 1 年 以上 に 
OTE! TAMSAADAD, 此 の 時 期 で は 個々 の 肝 細 胞 は 縮小 し て 正常 肝 細 胞 或 は 
れ 以 下 に 小さ く な つて ゐる も の が 混在 し て 見 られ , 同時 に 胞 案 配 列 が 不 規則 に な つ 
の 2 te 5 LORE HE SEE Ute 肝 組 織 内 に , 原形 
質 , 核 共 に 大 き な 細 胞 が eR glen TANS & NES EOD Un ¢ 介在 し て 残存 
l “i He 見 られ る の は 特記 すべ き で ある . 

2. AAR D BYE: o-Amidoazotoluol の 投 奥 期間 が 千 か けれ ば 増殖 性 細胞 は 可 
TSO SRD FEMS HE S aD Sat ee Cee. RY 
は 小 群 園 を な し て 長く 残存 7 , EES MOS SRR BL て ゐる . COMSAT 


っ 


ラ 
= 
ー デ 
に 








が 長く な る 程 著 し い . 

a) 孤 在 性 或 は 少 填 の 集 園 さして 長く 残存 する 異型 的 細胞 

ES UCHR DEAE CHE ARIS, 原形 質 核 共に 緊張 し た 肝 細 胞 が 集 園 
性 に 限局 し て , 他 の 肝 細 胞 さ は 生活 装 態 の 元 進 し た 抑 ち 過 栄 養 (Hypertrophie) OAKKe 
ミ し て 残る も の で 各 群 を 通じ て 最も 多い . 基 等 の 細胞 集 園 で は , RHR し た 肝 細 胞 索 の 
PIE SCHAU TECH DWE ENE TER he At RH RE CHE 
naeh 
種々 の 段階 が ある . MASSA MRR UT, 原形 質 が 大 きく (正常 肝 細 胞 の 4. 5 
倍 大 まで ) HORST, Ho (正常 肝 細 胞 核 の 4~7 倍 大 まで ) 緊張 
し た 細胞 が , 明確 な 境界 な し に , 孤 在 性 に 或 は 小 群 を な し て , 肝 組 織 中 に 揺 入 され て 
見 られ る も の も あら る. 起 等 の 或 物 は 周 園 の 肝 細 胞 索 さ は 連絡 を 失 つ て 離脱 を 起 し て ゐ 
る も の も あら る. 

ESO MARAIS, 2 ヶ月 の 飼 奥 で も 中 止 後 5 週 目 頃 に は 周 園 さ の 差異 が 明瞭 に 認 
め ら れ て 來 る が 其 の 敷 も 少く 又 細胞 の 異型 性 も 著しく は な い . 3 ヶ月 群 以後 飼 奥 日 敷 
の 増加 さ 共 に 其 の 敷 も 増加 し 又 細 胞 の 異型 性 の 出現 も 尊 炊 度合 が 高め られ て 楽 る . HK 
に 4 ヶ月 群 の 一 部 , 5 ヶ月 群 , 165 日 群 の 大 部 に 見 られ る 限局 性 細胞 集 園 で は 多少 に 
拘ら ず 多 形 性 が 認め られ , 個々 の 細胞 の 原形 質 が 緊 客 で 緊張 し 核 も 色 質 に 富み 緊張 

し , 細胞 の 賠 形 化す る も の が 多い . 

ASO MMA AD FREAK ALS A StU SBA, 癌 原 性 作用 の 中 絶後 
3.4 > RIC HST b WES AE SH HO, Mr ODER % 
來 し 彫 形 化 し て 肝 細 胞 索 よ 0 解離 せる 像 を 示し て ゐる 事 , 隣接 する 個々 の 細胞 間 に 生 
活 様相 の 差違 の 見 られ る 事 , 基 等 の 細胞 に 有 交 分 裂 の 誤 あ られ る 事 の ある 事 , 1 個 の 
集 園 さ し て 歴 排 性 の 増殖 を 示し て の る も の 、 ゝ ある 事 等 で ある . 赴 等 の 凝 化 は 色々 の 組 
合せ で 認め られ る の で は ある が , 要する に , 赴 等 が 一 つの 細胞 集 園 ミ し て 退 条 ば し た 肝 
A S DNR TEA. OD SECO A ODE ERAN - 在 る 事 を 示し て , HRP HOM 
RR < 1M At, 直 等 の 細胞 集 園 が 一 つの 増殖 性 を 持ち 特殊 生活 を 持 績 し て ゐ 
る 事 が 推定 され る . Pi EEO HME Dy BOP FH IR 3, 4 ヶ月 後に HTB fa 
有 締 分 裂 を 以 て 増殖 THSRLIONR RE KS MITBHCHE I. 然 ら ば 起 等 
の 限局 性 細胞 集 園 の 運命 如何 に RET 追求 し て 見 る さ , 飼 奥 中 止 後 1 年 以上 に HOT 
WAU 165 日 群 で は , 起 等 限局 性 細胞 集 園 に 見 られ る 多 形 性 万 至 細胞 の 異型 性 は , 
飼 奥 中 止 後 大 静 100 日 前 後 を 境 ミ し て HER 軽減 な られ, 日 を 追 ふ て 低下 し て 來 る . 
196 日 以後 385 日 迄 の 4 例 の 肝臓 で は , 限局 性 細胞 集 園 は 唯 原形 質 , 核 共に 大 きく 正 
常 肝 細胞 の 3 一 4 倍 大 ) 緊張 し た 細胞 集 園 さして 残存 する . 其 の 像 は 愉 も 迷 入 し た 腫瘍 
芽 の 如く 肝 組 織 中 に 介 存 し て ろ ゐる の で あつ て , これ ら か ら 肝 腺腫 , 肝癌 結節 まで の 移 
ea 一 肝臓 内 に 於 て 彼 階 的 に 追跡 する 事 が 出来 る . 

b) Ken 
以上 の 細胞 集 園 の 外 に , 従来 肝癌 の 前 冶 性 絡 化 さ eee ee 
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SR: Ml RSMO ARR SIE 一 一 冶 性 化 の AIRE ME Re LIYE 
UD SDD UMS DAL SO CH 2—SMRPNSSCHS. 従 つ て その 綿 て が 閣 性 化す 
る さこ は 限ら な い . その 欠 極 の 所 は 連 誇 の 限界 外 に ある . 例 へ ば 結節 性 増殖 が 肝癌 の 前 
郊 性 銀 化 で ある さ は 一 般 に 認 む る 所 で あり 0 又 誤 むる の 外 は な い が , その 線 て が 閣 性 化 
する さ は 限ら な い . その 或 物 が 退行 し 姜 縮 する 事 は 屋 + 見 られ る 所 で ある . BCM 
(MRE SHAE BIS, 肝 腺 腫 が 痛 性 化 し つ ゝ ある 其 の 移行 像 を 指す 外 は な い 。 即ち 
ROCK, 腺腫 を 以 て 前 冶 性 紹 化 ミ 誤 あ る さ 同じ 理由 を 以 て 2, a に 記載 ce 
ーー 未だ 腺腫 さ は 認め 得 な い 特 殊 な 細胞 の 集 園 , 或 は 孤 在 性 に 存在 する 小 細 胞 群 一 
即ち 腫 場 間 一 一 を も 前 冶 性 紹 化 ミ 認 む べき 理由 を 明か に し た の で あら る. ZU-00% 
HCH DHA. 

FORD PERRI EI LA RRAE CHD. 面 し て 中 等 が 存 績 する 次 態 を 
人 内 病 痕 に 移し て 比較 を 求む れ ば , 所 調 迷 碁 或 は 腫瘍 非 ミ 知 せら れる 者 に 最も よく 類 
We RD SEO MAD. WIS & OAM HS TLS ¢ EBEN EO BEE LAE SBS Ir 
TOD. 然るに 直 等 に 極め て 類似 の も の , APN ARTS F & ODER A> 
る 事 は 信 や 明か で ある . 

胎生 後 の 生活 に 於 て 自然 に 起 る 冶 原 性 の 作用 は 必ず すし も 充分 に 連 績 する さ は 限ら な 
い . 或 期 間 作 用 し て , EEO MN SBE REL, 長い 間隔 を 置い て 或 他 の 刺 載 (必ず し 
も 衣 痛 性 で な く て も よい ) に より 6 冶 を 費 際 に 惹起 する 場合 も 考 へ られ ね ば な ら な い 。 
Be 本 賀 駿 は 所 詩 「 腫 茂 非 」 が 評 冶 性 物質 の 或 期間 の 作用 に より 生ずる も の な る 
事 を 明か に (し, これ ら か ら 肝 腺腫 , 肝 冶 結節 へ の 移行 を 同 -- 肝 臓 内 で 段階 的 に 追跡 す 
る を 得 た . 新 る 腫瘍 基 は 痛 原 性 物質 の 作用 に より の 吉 肝 細胞 に 由 奥 され た 増殖 性 の 不可 
送 的 持 績 の 形態 聖 的 表現 で ある か ら 本 質 的 な 意味 の 前 冶 性 殺 化 で ある . 


38. Butter Yellow 長期 飼養 の 純系 マッ ス 肝 臓 細胞 に 
出現 せる 桜 内 包含 骸 に 就 て 
[ Zit Batt 
Ai ARS 1 PRB HU 木下 良 順 PRE EE) 
On the Intranuclear Inclusion Bodies in the Liver Cells of the 
Inbrid Mouse, administrated Butter Yellow for a Long Period. 
By 


Masao Sibatuji. (The First Pathological Institute of Osaka Imperial 
University. Director: R. Kinosita and S. Morigami.) 


ANKER Tik, 1903 年 Kopitowski が Herpes に 於 て 記載 せる を 最 
SL, その 後 多数 の 研究 者 に よ つ て 各種 の 疾患 に 於 て 検出 報告 せら れ て 居る 。 RE 
ら そ の 多く は Virus RS MHL SLO, 此 の 方 面 に 於 て は 多 敷 の 錠 知 Virus 性 
疾患 に 於 て , その Virus (ASK MAO MIR Sk BES 開 係 ある こさ が 明か 
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さ な つ た が , TOARBIK 開 し て は MATE RO AL FEB D-H LSC BSUS 
い . 然るに Olitzky 及び Harford は 1907 年 水 酸 化 アル ミニ ウム その 他 の 化 了 物 質 
を 以 て し て も Virus 疾患 の 際 に 出現 する も の さ 極 め て 類似 の 核 内 包 合 髄 の 殴 現 する 
こさ を 明か に し て より は 又 新 し い 見 解 を 必要 ミ す る に 至 つ た . fii Pappenheim 
U Maechling は Bismuth の 適用 に より, 腎 細 尿 管 表 皮 細 胞 の 核 内 外 の 包含 骨 を 
告 し , Finner 及び Calvery は 鉛 中 毒 死 の - 本 
見 し て ゐる . 腫瘍 に 開 し て は , Russel, Wolf, 及び Orton 等 は 種々 な る 騰 腫 場 細胞 
核 内 の ) 包含 租 を 報告 し , Stewart は 甲状腺 癌 細胞 に 於 ける 核 内 包 合 髄 を 記載 し て ゐ 
る . 

余 は 他 の 目的 か ら Butter Yellow を 長期 間 経口 的 に 投 軸 し た 冶 好 語 性 純系 マウ ス 
(CsH,C 及 A の 3 系 ) の 肝臓 組織 を 概 査 中 該 肝 細 胞 の 核 内 に 特異 の ERFREUT 
の で 次 に 報告 し た い . 

Migs GH R12, CRIM, A 系 5 匹 こ し 主食 ミ し て 白米 小米 を 用 ひ , 主食 
1 kg ICH 38% + レー フラ 油 溶液 20cc を よく 混 じ て 奥 へ た . MUTEEN HER A X 250 
日 以上 の も の 印 C,H 系 9 例 , C 系 8 例 , A 系 5 例 の すべ て に 下記 の 如き 人 包 合 磐 を 護 
ize. 

REA Ble: OR Haematoxylin-Eosin 染色 に て 明瞭 に 認 あ られ, = 
7 a ARE TER CH ER FT. 大 さ は 種々 で 直径 が 赤血球 大 か ら そ の 敷 倍 に 
達する も の が あら る . 核 の 中 央 に 位 す る こさ あり の , 或 は その 一 端 に 片 寄る 場合 も ある . 
多く は 核 の 面積 の 生 分 或 は それ 以上 を 占め , 時 に は 核 の 殆 さ 全部 を 侵し , Bic Kee 
栓 は 包 合 龍 の 周 園 に 青紫 色 の 輪 を 書く に 過ぎ ず , 核 小 般 の 消失 せる も の も 多い . 核 内 
包 合 骸 自 身 は 均等 質 惑 は 微細 吾 粒 状 を 時 し , 明瞭 な 輸 廊 を 有する を 常 さ する .。 普通 1 
個 の 核 内 に 1 HOMER 2 BALD D, 2-3 fais それ 以上 の 場合 も ある . 

Ae FO EL HS. er 星合 細胞 , WEEE ANE (= (kL CARAS 
い . 曽 も 肝 細 胸 の 肥大 の 程度 著 し き 部 位 に 多い . 3 Butter Yellow に よる 肝臓 組織 
の 肝癌 へ の 織 化 の 著しく ce る に Ne LER HUY. この こさ は But- 
ter Yellow Ne : さ 核 内 勾 合 静 の 出現 ミ の 間 に 何 等 か の 隔 係 の 存する 如く Biker 
る . MUI ORR TR: AR SORES SER ORI S 5) RO Pat 
ter Yellow 作用 wech 彼 的 に 追求 得 な か つた た め , ざ の 程度 に 
委 化 し た 場合 に これ が 出現 する か 正 唯 な 寺 完 は 壮 僧 な が ら 不 可能 で あつ た 

Burns は GH の 自然 義 冶 に 際 し て 腫瘍 細胞 の 中 に 核 内 で は な い が 細 胞 原形 質 内 
ENED CHES. 面 し て 此 の も の は 自然 殴 痛 ミ 開 係 あ る もの で は な いか さ 考 へ 
て の ゐる. なほ GH REOPMOREATS UT, 内 生 的 病原 因子 或 は Virus HR 
PRM 6IVTHSD, CH 雄 の 肝 冶 殴 生 は これ さ 別 に 理解 せら れ , 果して Virus 
が 開 奥 する か 藻 が は 全日 何不 明 で ある . の 
栓 が 認め られ な い . この や ぅ に 城 へ て くる さ , ISCH HT RER RE BET 
ee mn na 








39. hit HO HR E(E A D MEER 
牟田 義男 
(長崎 細 科 大 學 病 理 學 第 2 攻 室 指導 吉田 富 三 ) 
Kombinationsversuch der karzinogenen Wirkungen 
verschiedener Substanzen. 
Von 


Yoshio Muta. (Pathologisches Institut der medizinischen Fakultät 
zu Nagasaki. Leiter: 7. Yoshida.) 

o-Amidoazotoluol fi RUFSRI- SC, 4-6 > FH TREWTRNERE UL, 7-8 ヶ月 で 
此 腺 腫 NN LO, 面 も 大 二 肝 腺腫 毅 生 の 時 期 迄 飼 奥 を 畿 績 すれ ば , 以後 飼 
奥 を 中 止 し て も 冶 の 殴 生 を 見 る 事 は , ey 吉田 に より 確 謗 せら れ た 所 で あ 
2. MD PAL ROR BEA Sf RHO A= , 甚だ 長期 間 を 要する . 殊 に 3 > 
月 示 滴 の 飼 奥 で は , 冶 性 化 は 起 ら な いさ 認め ey る . 但し 吾 が 教室 の 観 崎 は 仙 奥 3 > 
月 の 投 奥 群 に 於 て も , 価 肝 細胞 に 一 旦 弁 奥 さ た れ 笑 化 は , 可 成長 期間 に 互 6 遺 残す る 
事 を 確認 し た . 

余 は o-Amidoazotoluol で 出 区 し た か ゝ る 肝 細 胞 の 初期 の 増殖 が , 該 物質 の 作用 を 
HL, 代り に ター ル , Benzpyren, 克 素 等 の 皮膚 塗布 を 行 つた 場合 に , 後者 の 作用 
に ょ つて 其 埼 殖 を 繊 績 し , o-Amidoazotoluol fi fl % AHF | ‘ine さ 同 様 に ,  HPPEL 
が 玩 成 され る か 藻 か . 3 o-Amidoazotolu-1 OfMPHS 上記 の 皮膚 塗布 ミ 同 時 に 行 つ 
Covent -。 肝臓 に 於 ける 冶 性 化 過程 が , Me に 比較 し , 促進 きれ る か 又 

は 或 異 つた 経過 を 示す か 等 の 問題 に 興味 を 感じ 」 FY FMC TV ~ACKOMS HR 
を 行 つ た . 

Rie I. ラッ テ 100 頭 , マウ メ ぇ 100 頭 を o-Amidoazotoluol で 8 Al. 以後 飼 
, 奥 を 中 止 し , 生存 動物 を 3 群 に 分 も, Kom SMB TS. 

A. ター ル 塗 布 : ラッ テ 20 頭 , マ ゥ ウ ぇ 17 頭 , 1 週 2 回 塗布 . 

B. WERK: 277 20K, *7r20M. 0.12% RU 0.55% AS,O。 酒精 溶液 
138 3 RR. (7,.- vr (1% AS.O; 水溶 液 ) を 無水 アル ュー ル 88ce に 混 す る , 
0.12 由 酒精 溶液 を 得る . 同様 に 0.5 巡 の も の は 無水 アシ ュー ル で 生々 に 稀 竹 (て 作 つ 
3 

C. Benzpyren #4: >vF12M, + ~ 59H, 3・4-Benzpyren 0.3-0.15% 
VI 4— VHA, 192 Lit 3 回 塗布 。 

WS II. o-Amidoazotoluol ミ さ 直行 し て , ター ル , HLH, Benzpyren o 塗布 を 
AT. 

A. 4—-NE: 37750, 7-9 2508. 

B. WRH: +177 5008, + ~ 505K, 

©. Benzpyren 群 : マウ ゥ ウス 12 頭 (本 群 は Benzpyren KEOMEFT 強壮 な る マ 
ス 12 頭 を 選び 代表 Tr.) 
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BOYER ATI TILISEG RD, BECO’ FOE REG Ht HS. (TAB, 
ee ee 1 1 cae ee eee と の 所 見 を 線 括 的 に 
ÄNZTEROEH TH. 

1) ラッ テ 10 AH 3 > A Ov hi BGR (o-Amidoazotouol fii HL) HEN HI 2 BO 
5208, 同 マ ウス 54 頭 . Bit 280 > MOANA (<M LIS, 従来 の 
o-Amidoazotoluol fi BER % OY SKEW. 

2) Am I A.(o-A 3 月 飼 奥 後 之 を 中 止 ター ル 塗 布 ) . 

ABBR 77271, マウ ス 3 ヶ 月 の 観 祭 に 過ぎ な い が , HARM Al > 
月 で ee ee を 減じ , 肉眼 的 性 
od SD. 然るに 2 ヶ月 以上 の 例 に 於 て は , Hem C, 肝 重 著しく 増加 す 

。 面 し て 2 人 月例 に 於 て Se: +, 肝 細 胞 の 増殖 が 主 で ある か ら , 中 止 後 の 
mae KOT, FFAMAOSP ADE RIKI EOTH~5ND. FY ATO 
犬 小 不同 が 非常 に 著しく な つて 居る が , 肝 重 量 の 増加 か ら 見 る さ ミ , SV FREU 
認め られ な い . 
3) KR I B.(o-A 3 > 4 fe GR % eh I し 砂 素 塗布 ) . 


1A HORM IA CHOP. 2 > AACS SHER NL, 組織 
聖 的 に も 可 成 著 S er , AFLAC O BBS & ER 
ZU, 


4) #1 C.(0o-A 3 > A fd WR % hil. LU Benzpyren #7i). 

Kite TA ター ル の 場合 に 類似 し た 所 見 を 示す . 

5) Et II A. ED o-Amidoazotoluol に ター ル を 姓 用 する 場合 は , ラッツ テ ,。 マウ ス 

ROPES SLOSS, 3 ヶ月 を 生 延 び ひたる も の は 一 般 に 以後 の 費 駿 に 
封 ( て も 抵抗 性 を 有 す . 肝 の 腫 大 は ラッ テ に 於 て は , 開始 40 日 頃 よ 0 可 成 題 著 で 底 
に 正常 の 2 倍 大 に 達し , ZURRMSKO, 3 ヶ月 頃 に は 本 に 正常 の 3 倍 大 に 及び , 
AFRO RAR & KH Ks を 加 へ , 4 ヶ月 頃 に 到 れ ば 生 米 粒 大 乃至 米粒 大 の 結節 を 作 
る . PSAs (L(t o-Amidoazotoluol Hip fad GOs SWE S GEDICHT. ARLE 
的 に は 40 日 目 頃 よ 0, SRR CRO ORE RAMONE AMOR 
が 強い . 是 蘭 細胞 の 増殖 さ 認 むべ きも の も 著しい . 同時 に 肝 細 胞 の 上 星 盛 な る 増殖 も 朗 
め ら れ ら が, JE? MHORMDL 63.4. 之 等 の 疑 化 は ラッ テ , マウ ス 共 通 で , 2 
ラッ テ に 著 明 で ある . ラッ ツテ に 於 て 間 質 に 細胞 浸潤 の 張 い 事 , ACHIOE ZA 
o-Amidoazotoluol 晶 狂 の 場合 に 比 し 著しい 差 が ある 。 全 内 ミミ し て は ae 
uol 或 は Butter Yellow OAM 2M KYA MIS. RO APURIOIL GA» 
事 は , 2-XOMNTBCSS CHOT, BUMP, MORASS, 大 部 分 
は ほ は 之 に 貫 頃 する 現象 ミ 言 べ る, 4 ヶ月 以後 に 到 る で 肝 腺 腫 の 多 克 著 し く , 140 HAO 
COTS U EV Tek, 158 HARB 2FlO5 ち も 1 例 は 既に 血管 内 増 
Wier, 悪性 化 を 只 認 せしめ た . ED o-Amidoazotoluol 昌 狼 飼 奥 の も の に 比 し 。 可 
成 著 ? <a ル が 促進 され た の ) で ある .。 MEA (168 日 ) 生存 せる も の 6 頭 あ る が , 
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何れ も 腹部 膨 隆 し , 既に 冶 性 化 せ る も の ミ さ 想像 せら れる . マウ ス で も 略 + 同様 の 肝 所 
見 を 呈し , 150 日 以後 の も の で は , 肝 重 は 正常 の 2 倍 以 上 に 達し , 肉眼 的 に も 組織 聖 
的 に も 明か に 肝 腺 腫 を 形成 し て 居る が , 180 A ARIES 2 頭 の 何れ に も 休 悪 性 化 は 
認め られ な い . マウ ス で は AA - 著 し い 様 で , 今日 迄 (195 A) 生存 
せろ る も の 僅か 3 頭 で あ る . マウ ス で | 月 乃至 5 ヶ月 の 間 の 細胞 増殖 は , o-Amido- 
azotoluol HMO BD HOHER. : 進 する 事 は , PMR & MRA IK & ERO 
来る が , FMLA ZIT Kk OMRET A. 

6) II B. o-Amidoazotoluol SHH TOMA, 最初 の 3 At 0.12% AS.O, 
酒精 溶液 を 塗布 し た が , o-Amidoazotoluol 時 犯 飼 奥 の 場合 さ 何 等 選ぶ 所 が な か つた 
OC, 以後 0.5 多 酒精 溶液 塗布 を 試み た る も, 価 ラ ウッ テ に は 殆 ざ 見 る べき 所 見 を 示し 
THEW. 唯 マ ウス で は 4 ヶ月 及び 5 ヶ月 で 各 1 匹 宛 殺 し て 概 索 し た 虚 で は , 何れ も 
肝 重 量 は 正常 の 2 倍 大 で , 虎 々 に 生 米 粒 大 の 結節 を 生じ , ALR SHYT it 2 例 共 腺腫 の 
所 見 で あつ た . マウ ス で は 少く さも 腺腫 形成 は 促進 せら れ た も の さ 思 は れろ. 

7) II C. o-Amidoazotoluol に Benzpyren を 衝 用 し た も の は 。 マウ ス 12 頭 だ け 
で 買 駿 を 開始 し た が , IR 109 日 以内 に 敬 死 せる も の 4 頭 の 所 見 を 概括 すれ ば , 何れ 
も 各 投 階 に 於 ける 其 作 用 は , ター ル に 類似 し 一 憶 題 著 で ある . 100 HI CHEE UR 2 
例 で 銚 に 肉眼 的 に 肝 人 後面 に 生 米 粒 大 の 結節 を 生 じ た . 此 者 は 組織 聖 的 に 未だ 腺腫 の 像 
を 示す に 至ら な い が , 著しく 核 が 肥大 TEE し た 肝 細 胞 は , 不 規則 に 増殖 し た 結 
織 細 胞 乃 至 騰 管 増殖 ミ 共 に , 増殖 し , ター ル 塗 布 の も の より 一 層 活 洪 で ある . 

MIE: 以上 の 成績 を 通 起 し て 最も 注意 すべ き 事 は , ター ルミ o-Amidoazotoluol fr} 
BODE ACRE AE D* HORN ¢ 72 BRS, 'o-Amidoazotoluol fii) Krk lx 2 — ov 
布 を 行 ふ さ , 一 時 減少 し た 肝 の 重量 が 再び 増加 し 始め る 事 で ある . Benzpyren HH? 
同様 の 成績 を 示し て 居 ら る. AEFI DR O BG TAU. ED o-Amidoazotoluol HF 
“BUT, ター ル , rn (ALM) 等 は , 加重 的 に 作用 する も の ゝ 如く で ある . 
人 給 全 栓 の 成績 を 通 覧 し た 上 で な いぶ 決定 的 で は な い . 


40. BES Me RE-E 
RRA, Py MR 
COR AB iF AS BA Sp EBA SBR A Fp Be HE FESS 
Glykogen und Geschwulstbildung. 
Von 
Shigeyasu Amano und Sukeharu Ito. (Pathologisches Institut der Kyoto 


Kaiserlichen Universität u. Laboratorium des Gunsei-Krankenhauses.) 


Wir haben mittels einiger Experimente den Einfluss der Glykogeninjek- 
tion auf die experimentelle Hepatomerzeugung durch o-Amidoazotoluol un- 
tersucht. Hierbei wurde der antikanzerogene Charakter des Glykogens 
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nachgewiesen. Die Versuchsanordnung und die Resultate waren wie folgt. 
Tabelle I. Untersuchungsresultat am Ende I. Jahres. 


zu Begtnn am Ende perplasie ‘Adenom Hepatom S201, 
I. Gr. 11 6 1 1 1 3 
II. Gr. 11 5 0 0 1 1 
III. Gr. 15 6 ・ 2 2 2 0 
IV. Gr. 11 5 0 1 4 0 


Tafelerklärung: I. Gruppe. Kombinierung von 5%iger Glykogeninjektion (jeden 
zweiten Tag) mit o-Amidoazotoluolfütterung. 
II. Gruppe. Kombinierung von 2.5%iger Glykogeninjektion (jeden zweiten Tag) 
mit o-Amidoazotoluolfütterung. 
III. Gruppe. Hinzufügung von 2.5%iger Glykogeninjektion (jeden zweiten Tag) in 
der Spätmitte der Versuche (nach 200 Tagen) mit o-Amidoazotoluolfiitterung. 
IV. Gruppe. Kontrolle. nur mit o-Amidoazotoluol gefüttert. 

Bei der Injektion von 5%iger Glykogenlösung jeden zweiten Tag und 
gleichzeitiger o-Amidoazotoluolfütterung (I. Gr.) entstand nach einem Jahr 
bei einer von 6 Ratten ein kleines Hepatom (bei einer anderen Rattet ein 
Adenom). B:i der Kontrollgruppe (IV. Gr.) wurden grosse Hepatome bei 
4 von 5 Ratten (1 Ratte mit Adenom) beobachtet. Sehr beachtenswert ist 
bei der I. Gruppe die Entstehung von Hautsarkom bei 3 von 6 Ratten. Die- 
ser Befund d.h. diese Hautsarkombildung erinnert an das Resultat der 
Versuche von Nishiyama sowie Takizawa mit der Injektion von Monosac- 
chariden. 

Bei der Benutzung von 2.5% Glykogen (II. Gr.) war dagegen die Sarkom- 
sowie Hepatombildung am schwächsten, indem nur eine Ratte mit gleich- 
zeitiger Hepatom- und Hautsarkomentstehung nachgewiesen werden konnte. 
Weiter dann bei der 2.5%igen Glykogenbehandlung in der Spätmitte der 
o-Amidazotoluolfütterung (Seit d. 200. Tage) (III. Gr.) machte sich die hem- 
mende Wirkung dieses Mittels nicht so auffallend geltend. 

Hieraus ist ersichtlich, dass die antikanzerogene Wirkung des Glykogens 
zu Beginn der Versuche besonders deutlich wird. Dieser Wirkungsmodus 
ist ganz ähnlich wie der des Methylenblaus, von welchem wir in unseren 
vorläufigen Mitteilungen gesprochen haben. 

Zunächst haben wir die Histogenese des Hautsarkoms im Verlauf des 
Versuches verfolgt. Da die Glykogenlösung zu den Kolloidlösungen gehört, 
nahmen wir an, dass bei Verwendung derselben nicht sogleich eine Osmose 
an der Injektionsstelle stattfindet. dass das Verhalten also ein anderes sein 
wird als bei der konzentrierten Glukoselösung. Doch war die Induration 
der Injektionsstelle bei der Glykogeninjektion intensiver als nach der Injek- 
tion der Monosaccharide, während das Sarkom erzeugende Vermögen bei 
beiden Mitteln ähnlich war. Die histologischen Untersuchungen betreffend, 
bedienten wir uns in möglichst genauem Anschluss an die Zeitfolge der 
histochemischen Glykogennachweismethode von Best. Nach 30 Minuten od. 
1 Stunde wurde das injizierte Glykogen jn 10cc in Gestalt kleiner Kügelchen 
beobachtet, und man bemerkte einige Histiccyten des Bindegewebes, die 
diese Kügelchen phagocytierten. Erst nach 6 Stunden sah man einen asep- 
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tischen Eiterherd von Leukocyten in der Umgebung des Glykogens. Diese 
Leukocyten nahmen sehr lebhaft Glykogen an. In dieser Zeit liess sich eine 
reaktive Oedemzone erkennen, wo ausschliesslich die Monocyten, und zwar 
ohne Glykogenspeicherung, vorhanden woren. Der Leukocytenherd wandelte 
sich je nach den Umständen durch eintretende Nekrose manchmal in einen 
Verkalkungsherd. Mit diesem Phänomen parallelgehend begann eine lebhafte 
Bindezewebswucherung. Oftmals beobachteten wir herdweise eine Wuche- 
rung der Lymphgefässe, die sich später zu einem typischen Endotheliom 
entwickelte. Im ganzen gesehen, ergibt sich, dass die wuchernden Binde- 
gewebszellen, indem sie vorübergehend fibromähnliche Gebilde darstellen, 
zu polymorphzelligen oder spindelzelligen Sarkomen werden. 

Bei der Benutzung von 2.5%iger Glykogenlösung stellt man die eben 
genannte Leukocytenreaktion fest, doch ist die Neigung zur Fibrom sowie 
Sarkomerzeugung sehr gering. Demnach vermuten wir, dass Glykogen in 
in 2,5%iger Lösung mehr oder weniger leicht resorbierbar ist, während es 
in 5%iger Lösung, belagert von Leukocyten, sich langsam als Monosaccharid 
abspaltet und dann kanzerogen zu wirken scheint. 

Diese Kenntnis verdanken wir ausschliesslich dem histochemischen Gly- 
kogennachweis : bei den anderen Zuckerarten ist eine solche histochemische 
Erklärung nicht möglich. 

Sehr interessant ist das Verhalten des Glykogens bei praekanzerösem 
Gewebe. Bei diesem fibromartigen Gewebe nnd Sarkomgewebe tritt eine 
Reaktion der Leukocyten auf Glykogen kaum auf, und das Glykogen selbst 
bleibt ausnahmsweise wenig an der betreffenden Stelle (phagocytierend in den 
Histiocyten) ; die Glykogenolyse scheint sich von diesem Gewebe aus sehr 
rasch zu verlieren. In bezug auf diesen Punkt haben wir noch weitere 
Versuche unternommen, wobei die Wirkung der Glykogeninjektion in dem 
transplantierten (durch dieses Glykogen erzeugten) Sarkomgewebe wiederholt 
ausprobiert wurde. Bei diesem Gewebe wurde das rasche Verschwinden 
des Glykogens und der Ausfall der Leukocytenreaktion nachgewiesen. Wei- 
ter haben wir das Glykogen intratumoral in das transplantable Kaninchen- 
sarkom injiziert, worauf sich das gleiche Verhalten ergab. Im Kaninchen- 
subeutan zerstreuten sich Glykogenteilchen sehr viel prompter und die Leu- 
koeytenreaktion fand schneller statt, doch in abgeschwächtem Masse und 
folglich ohne Abscess- oder Nekrosenbildung. Dieser Unterschied erklärt 
sich wahrscheinlich durch eine Artbesonderheit, das heisst, er beruht auf 
der Verschiedenheit der glykogenolytischen Potenz des Subeutangewebes bei 
beiden Tieren. Teleologisch betrachtet, dürfte die Tatsache der Sarkoment- 
stehung ein Adaptationsphaenomen des betreffenden Gewebes gegen die 
Zuckerbelastüng in Form einer hypertonischen Lösung darstellen. 

Nun wollen wir das Verhalten beim Hepatomgewebe kritisch betrachten. 
Es ist wohlbekannt, dass die Leber ein stark glykogenbildendes Vermögen 
besitzt ; doch liegen die Verhältnisse beim Hepatomgewebe ganz anders. 
Dieses Gewebe besitzt nämlich histochemisch fast kein Glykogen, was wir 
anhand umfangreicher Materialien beweisen konnten. Somit können wir 
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dasselbe intensive Glykogen-spaltende Vermögen, welches dem Sarkom eigen 
ist, auch beim Hepatom voraussetzen. 

Bisher haben wir experimentell verschiedene antikanzerogene Mittel 
festgestellt, die einer Hepatomentstehung in hemmender Weise entgegen- 
zutreten vermögen. Alle derartigen Mittel, z.B. Nilblau, ZnSO, usw., 
wirken auf die Leber immer zur Glykogensynthese reizend. Einstweilen haben 
wir an der Rattenleber histochemische, gewebsmanometrische sowie immun- 
biologische Untersuchungen gemacht und beobachtet, dass im erhöhten un- 
spezifisch immunbiologischen Zustande die-Leberoxydation sowie die Leber- 
glykogensynthese parallel zueinander sehr stark einsetzen. Es dürfen darum 
die oben angegebenen Glykogenbefunde beim kanzerogenen sowie beim an- 
tikanzerogenen prozerogenen Prozesse sehr der Beachtung wert sein. 


41. KRISE HE 
木下 良 順 , 森 上 修造 高橋 信 一 , MOSE, KEIM 
ANREISE, 微生物 病 研究 所 癌 治療 研究 部 ) 
On the Histogenesis of Experimental Sarcomas. 
By 
Riojun Kinosita, Shuzo Morigami, Siniti Takahasi, Yukiti Takiguti 
und Rokuro Watanabe. (The Pathological Institute and the Institute 
for Cancer Research of Osaka Imperial University.) 

RIES BE AE OD BRR U TIEPESER RR IWF TO So DRL et Se. 他方 腫瘍 
BEA: OTARE BNO AK DE EA RO HO, HIG RER D* 
不可 能 で ある か 或 は 出来 て も 不 充 分 の 憎 が あつ た . BCFA HMBC SU THRONAIH 
腫 に つい て で ある. 央 そ 正 常 な 上 皮 又 は 腺 細 胞 に は 増殖 暦 域 が ある . ARME 
DH TC, PSE PERE ARIK & 2 _ Lait Butter Yellow IK ERMOR 
HSK O BENDER TU, た さ へ 化 生 に さ へ 進ん で も そこ を 母 地 さ 
する 等 の こさ が 看 取 され て , すでに その 階 程 を 記述 し た こさ が ある . し か し 普通 の 場 
合 で も 間 葉 系 の 組織 に は 個々 の 増殖 部 位 さ いふ も の が は つき 0 しない. 況 し て 色々 の 
肉腫 で は 先 づ その 殴 生 する 基 域 を し か さ 捕 へ が た い の は 営 然 で ある . 

MEI (BEC THEA RR SEC, 又 11 ACER CY 
RUF UCP S 9 RET Sy SSC, 本 問題 に 開 係 の ある SERIE HE 
表 した. その 中 に 「 あ る 刺 戦 例 へ ば 色々 の ) Virus-toxin の 如き 精製 し た 病原 性 毒素 は 
JAMAL, BET, 或 は 遠隔 組織 例 へ ば 肺 胞 , PHRERE, NR PRE UO I 
應 中 心 等 に 存在 する さこ ころ の 至極 乱 感 な し か も 分 化 潜 勢 の ある 血管 外 膜 細胞 , 毛細 管 
PRN, 細 網 細胞 に 働い て その 盛 な 増殖 を 惹起 (, か く て 増殖 する 細胞 は 毒素 に よ 
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OT HBA HWKACHEDS 4) 2S wilt te. CS AR ABO ARE He 
する 糧 を 得 た の で ある . 

寺 つ 大 島 系 ニハ トリ 肉腫 の virus を ニハ トリ の 胸 筋 内 に 注射 する さ , 6 時 間 後 に 
局所 の 血管 内 に 傷 エ オォ ジン 嗜好 性 白血球 ミ AED, その 中 に は 血管 外 に 
遊走 を 始め る も の も ある . 24 時 間 後 に は 血管 外 膜 細胞 の 増殖 が 著 明 さ な り , 438 時 間 
(B= (SIAM ch  % HK し , 周 園 の 筋 組織 を 破壊 侵 触 TEE SEO 
すら る . 72 時間 後 に は 出来 上 つた 大 島 肉 腫 ミ 同じ 形態 を 具備 TAA. DENT 
れ た 肉腫 virus に 百 する 局所 の 反 應 は 外 膜 細胞 の 増殖 に 始ま り , 増殖 する 細胞 は こ 
の 種 の 肉腫 細胞 の 方 向 に 分 化 を 進め て , い は ば こ ゝ を 母 地 ミ し て 肉腫 が 出来 上 る こさ 
を 知 つ た . 

Rous は ニハ トリ の 骨 軟 呈 織 維 肉 腫 を 探 つ て 移 西 を 始め た の で ある が , 代 を 重ね る 
ERIS LTE 化す る virus が 残 つ て 來 た . 

Sit Ste? うぅ な 反 應 は 鳥 預 に 限ら ず 貴 乳 動物 に も 見 られ る . 例 で ば サナ レ リ の ウサ 

eo» virus を 適用 し し て も , 天 張 その 局所 の 外 膜 細胞 の 増殖 が 先 づ 起 る . そし 

て この 場合 に 異型 化 は 棄 い が , 粘液 細胞 へ の 分 化 が 特に 著 し く , GEO CHAN BE 
する . 

か く の 如 く virus に よる の で は な く , ラ ツ テ の 肝臓 に 寄生 する 胞 起 を 中 心 に 芝 4 
する 肉腫 , ラッ ツテ 皮下 に Desoxychol 酸 油性 沙 液 , 入閣 糖 液 等 を 反 應 注射 ( て 義生 
すら 肉腫 , ラッ テ 皮 下 に トロ トラ スト を 注射 し て 柄 生 する 肉腫 に つい て も 同じ 母 地 を 
痛 へ る こさ が 出 夫 る. 就 中 トロ トラ スト に 娠 し て は 外 膜 細胞 か ら 増 殖 せ る 細胞 に トロ 
b7 Ab OWEN BY, そこ に 肉腫 細胞 が 生ずる の が 狼 は れる 。 何れ の 場合 
も 主 さ し て 繊維 化す る 分 化 の 方 向 が 張 い . 

還 一 な 化 玲 物 質 で ある 病名 性 の 退化 水素 を ラッ テ 公 は マッ ウス の 皮下 に 注射 TREE 
に 肉腫 を 績 生 せ し め ある 場合 は も つき 明確 な 誇 控 さこ な る . 適用 後 7 日 毎 に 局所 の 疑 化 を 
追求 する の に , 反 應 は 明か に 外 膜 細胞 の 増殖 に よ つ て 始ま る . そし て この 増 殊 細 胞 を 
BES し て 肉腫 を 頃 生 する の で ある が , 主 に 紛 鍵 形 乃 至 賠 形 細胞 肉腫 に 分 化す る こさ 
が 多い . UD Un) じ 標本 の 内 に も 分 化 の 方 向 程度 を 異 に する も の が あろ る.。 BoM 
成 の 色々 の 程度 の 織 雑 肉 竹 くさ が 或 は 粘液 肉腫 さ へ 見 られ る . 多く の 軟 駿 の 内 に は 細 綱 
肉腫 も 恋 血 管内 皮 細 胞 肉腫 も 見 出る れる . 稀 に は 脂肪 肉腫 , 油 不 筋肉 腫 , 骨 織 維 内 腫 
SCEBATLOAC ee. 

EAMES SAKELFETUOD, マウ ス の 白血病 virus を 注射 し た 例 で も 外 膜 
MVNO AD EO, FLEA IL VAT AMD iste TAS. 似 た や ぅ な 疑 化 は 
Buttergelb 又は 同系 の 化合 物 を 適用 し た マウ ゥ ス の 肝臓 , Pbk, WI, TU TA 
性 災 化 水素 を 適用 した マッ ウス の 肺 臓 に も 見 られ ら る 。 

ZINN EEE Ze ERNE BO, 組織 に 潜在 する さこ みろ 
の 敏感 に て 面 も 多面 的 分 化 の 弾力 を 有する 血管 外 膜 細胞 が YES LE CC Hpi Ze Ws 








め , それ を 母 地 ミ し て 悪性 化 が 進む . そし て 産 れ る 細胞 は 異型 な が ら に , 場合 に よ つ 
て 分 化 の 方 向 が 違 ふ が . 凡そ 胎生 期 の 間 葉 か ら 分 化し 得る 種々 の 組織 に 相 営 する 方 向 
SEU. 適用 する 因子 に よ つ て その 方 向 が 可 な り 定 つて ゐる が , 例外 的 に 多少 違 ふ 方 
向 へ 分 化す る こさ も ある . や ゝ も する で 考 へ られ 勝 で ある や 3 に, すでに 分 化 を 終 へ 
THA LORE O MRE O 4 OD 5 TOM ABT S AMD BAT 4 4 OCA 
い . 但し 悪性 化 が 進み ある 組織 に 相 営 する 方 向 に 分 化 し て 出来 上 つた 肉 種 細胞 は , € 
れ を 移植 せる 場合 に 見 る 如く 自 骸 か ら 増 殖 し て , 同じ 性 状 を 保持 する こさ は 勿論 で あ 
る . 

DE: 

ABER: 上 只今 の 御 話 で は , KERTZKEOHRONEEO MO WAR BET ZU ORC 
承知 し ま し た 。 この 場合 問題 は , 血管 外 膜 細胞 さ 去 は れる も の が ,。 COB, 腫瘍 化す る の で ある 
か , 腫瘍 化す る に 先立つ て 際 め 退化 する の で あわ る か ,。 この 封 れ で ある か が 大 き な 相 違 を 持つ て 
ゐる さい ふ こ で で ある 。 退化 を 認め ゆるさ すれ ば , その 後 の 腫 瘍 < 血管 外 膜 細胞 < は AERA 
持た ぬ ね さい ふ こ そ に な り , 組織 像 の 解 租 が 営 然 幼 つ て 來 る も の さ 考 へ られ る 。 

大 島 主 造 : 家 填 肉腫 の 組織 衣 生 に 営 つ て 血管 外 膜 細胞 を 母 地 < す る 御 観察 。 願 る 興味 を 以 て 
PMT: し ま LI, 私 共 の 云 ふ 「 肉 腫 形成 の な い AMRBIZS も の の 杉内 いづ れ か に 起 原 の 吸 
つ 異 物 を 括 入 し て 出来 る 粘液 肉腫 組織 の 毅 生 な 観察 する < RAMANA RO 初期 像 が 毎 に 血管 < 
BRD RE ABO THU LT OH も 赤 御 検索 上 い ゝ 方 法 で は 無い か 考 へ ます . 

ATTRIB: 天野 君 へ お 答 . 14 TEAM RA OW RICHT RED 腫瘍 酸 生 一 元 論 < 相反 
する も の で は な いさ 思ふ 外 膜 細胞 に BA し て 明日 病理 殖 會 で も 逃 べ る か ら そ の 上 で お 答 へ いた 
Liat. 

大 島 君 へ お 答 . 御 附 議 な 感謝 いた し ます . 


42. TURN ARAS SUT (Sta Zul) © 
PHARBEAE (CET 
BAR 
KERNE 指導 吉田 富 三 ) 
Uber die Histogenese des experimentellen Hühnerhoden- 
Teratom (sog. Zn-Teratom). 
Von 
Takuma Simauti. (Pathologisches Institut der medizinischen 
Fakultät zu Nagasaki. Leiter: 7. Yoshida.) 

ROD Se SLOMAN Re BEN RER RAE LY O(k Michalowsky で , eit BIL fii 
FRNTORFREOD AMT 5:26 ODER AL TESA PAK DARIO ALISTER U, Br A OGRE 
FLOD SE AL = MANO) RAE UCN OA —PASL IH UL, Ze 1926 年 に 報告 し て 居る 、 其 
BI CB FEO, 5 > SETH ARR 851 例 の 内 10 POMMPTZNE 4ST HE, 
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ZU KOT RAR EI UT SLO SK) 3, 5% の 陽性 座 で 鱗 0 BAS 云 へ ね が , 
1934 年 に Mashar は 過去 30 > MIO RRO BRAS LIES 8 例 に 過ぎ ぬ ぐ 報 
OUCH S26 ZICHKNS SHORES OUCH S. 併 し 其 頃 は 未だ 此 の 質 双 は 世 
の 注目 を 引か ず , 1934 年 に な つて Livraga PX 1936 年 に Bagg が 本 買 駿 を 追試 し 
て 確認 し て か ら 洛 次 本 綿 駿 も 注目 され , 最近 で は Falin, Gromzewa, Anissimowa 
等 は 雅 化 草 鉛 ば か り で な く , 硫酸 亜鉛 , 硝酸 亜鉛 , wesen ac > ZO 
BEAR HE NR eB CGS. 併 し 此 等 の 報告 に よる さ 本 腫瘍 の 義生 機 韓 茂 は 各 
種 組織 の 分 化 過程 に 就 い て は 未だ 充分 な 説明 が な く wan っ DAO, 
久本 邦 で は 未だ 本 買 駿 に 開 し て 報告 が な い の で , 余 は 昭和 16 SEFELI AC ACEERR DD, 
現在 まで に 相 営 の 陽性 成績 刀 に 散 生 機 韓 茂 は 組織 の 分 化 過 程 に 就 て も 多少 の 所 得 が あ 
つた の で 學 に 報告 し た い ゞ 思ふ . 

抑 ヽ 四 駿 的 に 成 生 する 事 は 自然 散 生 の も の で は 殆 ん ざ 不 可能 で ある 初期 の 像 を 研究 
し 得る 所 に 上 眞 全 が あつ て 組織 殴 生 を 見 る に 非常 に 都合 よく 余 も 特に 組織 敬 生 の 追究 に 
最も カ 踊 を 置い た 次 第 で ある . 

gh, Fra Michalowsky の 方 法 を 追試 し て , 注射 物質 は 牙 化 亜鉛 , Git 
酸 亜 鉛 , 硫酸 銅 の 各 5 水溶 液 を 用 ひ た . 

an: Eon Eee PT AE ARS 14.29% TEAICH 
し 多少 良好 な 成績 で あつ た . 腫瘍 は 3ー4 ヶ月 位 で 線 べ て TERRILL ORB cE 
る さ 見 , OE~ RB 2 2, 周 園 く の 癒 著 は 殆 さ 認め られ ず , 表面 は 概ね 下 滑 で 多 
少 光 澤 が あり , 結 締 織 性 で 色 は 災 白 一 淡 相 色 で 硬度 は 一 般 に 硬く , 割 を 入れ る 際 に は 
FH RAC, 割 面 で は 大 な り 小 な り の 義 胞 を 有 て し, 其 部 は 外部 か ら は 弾力 性 柔 
KT 本 胞 内 に は は 無色 の 物質 を 充 し て 居る . 又 腫 場 の 一 部 分 に は 
大 抵 血 腫 が 残存 し て 居 つ て , fi SSIS OBEREN a TE 
AOBAMSBB し て 居る . MRO BISA <¢ HH Stuy. 

AEB OD ARV PLS FEA OD EMITS 2ER 5 BS O CHBR7E 3 RHEE AAKD* 
混在 し て 居る . NEG AANK BO THO KEN RE TLE TIE 2 も の は 幼 若 な 結 締 織 
粧 組織 で 其 か ら 色 々 さ 分 化 し て 居る , ERREICHEN 29 5 に 此 の 間 葉 性 の 
組織 ミ 混 在 TEEN Sun. 

扱 て 本 腫瘍 の BER DNB AT, 先 づ 注射 に よ つ て 其 の 部 位 に 張 い 
出血 を 伴 つて , 質 質 内 に 可 成り 廣 範 団 に 壊死 を 趣 し , 次 で 吸収 , 再生 , 組織 化 現象 
DEO, ZOG 2 通り に な つて , 一 つ は 正常 の や 5 に 典型 的 の 療 痕 組織 を 形成 HE 
Er ee ee 

OH EE DEAE I= EBEN A 23875 < ALR = LA RTF EL, 此 の 細 精 
eo. 皮 細 胞 は 管状 の 配列 を 保つ た ま ゝ で 封入 され て 残る 事 も あり 或 は 個々 の 不 規則 
な 集 園 ミ な つて 結 締 織 性 の 細胞 さ 混在 する 事 も ある , 人 
が 盛 に 増殖 を 開始 し , 管 汐 を 保つ て 居る も の は 最初 管 避 に 一 列 を な し て ある る が それ が 
KS (= BE UCM HO eh (= HEL, 大 細胞 は 屋 多核 の 巨大 細胞 を 作 つ た り , 或 は 大 
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き な 管 膝 を 作 つ た 0, 或 は 本 胞 を 作 つ た り の, 色々 な 組織 に 分 化 し て 行き , BINS 
を 作 つ た も の は Zylinderepithel や Becherzellen を 有 こ し て 愉 か も 原 腸 の や うぅ うな も の 
を 作 つ た り , 或 は 脈絡 膜 の や ぅ な 組織 を 生じ たり , 或 は 絞 毛 根 を 有する 外 友 組織 を 形 
成 し た りす る . 新 様 な 上 皮 細 胞 の 増殖 分 化 が 起 る 時 に は 結 締 組織 も 非常 に 液 表 に 富ん 
だ 和 柔 な 組織 こなつ て と と が 上 友 組 織 の 増殖 に 伸び て や は ! め 盛 に 増殖 し , 上 皮 性 の 細胞 が 
管 腔 を 作り , HER ODMR IER BLOAT ANCES eH 5 な 本 腫 場 の 基礎 的 構 
造 を な す 幼 若 な 結 締 組織 も か 盛 に 語 達 し て 筋 組織 , 血管 , 脂 編 組織 , 軟骨 組織 , 其他 
種々 な 中 膳 葉 性 の 細胞 組織 を 作る が 此 の 場合 筋 組織 の 形成 の 如き は 上 記 尼 Erle = ME 
な 開 隊 が あつ て , AGS PWR AE CIE A a UC RE TIER, 之 は や は 
り Spemann 等 の 云 へ る や 5 に 上 皮 細 胞 か ら の 感 應 作用 (induktive Wirkung) we 
へ られ ら る 。 

以上 の や ぅ に 本 腫 場 に は 3 勝 葉 に 由 挫 する 諸 組 織 を 夫々 誇 明 し 得る の で 時 形 腫 で あ 
ZEICHEN ORREDITR, AL HTUtO-P ぅ に 買 駿 的 に 成 生 し た vis 青 定 し 得る の で あ 
る が 唯 成 生 率 の 低い の は 買 駿 的 散 生 ミ し て は 最も 遺 壇 さ する 所 で , 又 本 買 駿 が 現在 ま 
で に 家 鶏 に 限り 成功 し て 居る 事 も 同様 遺 震 さ する 所 で , 余 も マウ ス , ラ ツ テ で 同一 満 
駿 を 試み た が 綿 べ て 陰性 に 終 つ た 。 

PRO CSTE OD BEA BRE RSI, 人 乾 で は Virchow は 細胞 の 異 所 性 

ミ 化 生 に よ つ て 果 形 腫 を 理解 せん ミ し た が , Zid 分 化 過 程 に ある WED RAE CH 
解せ ん さして 居 た 営 時 の 一 般 の 見 解 さ 同様 な 立場 に ある し, 又 Waldyer (HEAR 
ea 1 へ た が Bonnet は 之 多 否 定 し て 異 所 的 迷 入 説 さ 00% TOTAL, ZS 

LETS (LM S—-GEO & OD PILES HO CMG AEF SIGS THD. Kerr 
「 て の 見 解 で は 最初 の ER Michalowsky は HELE el HS 
RAD YA wi UC AMG SIMS IU, Kahlau は 注射 に 際 UTHEAO LR 
DBILAIKATATWOO, Falin Siti CH OC RE Us FE 
One fe HNN dunk Zellen さ 呼 ん で 原 精 細胞 に 由来 する ミ 云 つて ゐる が 之 が 分 
化 aia る で さ 言 つて ゐる , BS PERNT TE Me 基 に 
な つて 之 が 分 化 し て 3 胸 葉 性 の 組織 に な る さ 云 ふ 教 へ べ は 人 骸 の 場合 ミ 同 様 で ま 

oar: ON SS EZ IM HT 2 MUD VA AL ER 

一 系 の 細胞 か 6 3 EEE RED AE HS TT SACI 75 LAR FM BU TA 
WE IS5 O BE AE Fe rae し て 見 た . 併 し 其 結 果 は PS Falin 等 の 5: un, 
dunkle Zellen の 集 園 か ら 結 締 織 が 生じ , 軟骨 生じ , 更に 腺 様 管 腔 を 生じ , NBR AH 
欄 を 生ずる さ 見 仙 す 可 き 組織 像 の 連 貫 を 見 he es CHS. KER 
OPIS But Stil OC, ED TERR IL ORR ALRR IL FE SI U TE HIRO HR 
殖 が 起り 此 の 過程 中 に 細 精 管 の 上 皮 細 胞 の 離 断 封入 が 起り , At b Pero AMD se 
に 其 の 中 で 増殖 を 開始 する さ 之 に 件 つて 最初 か ら あ つた 結 締 織 性 の 組織 も E> DHA 
る . 面 し て 雨 者 は 相 感 應 し て 色々 の 組織 を 作る . 即ち 精細 胸 %* に 由来 する 上 皮 上 性 の 細胞 
が 分 化 し て 筋 , 軟骨 を 生ま る 事 な く 之 等 は 初め か ら あ つた 未 分 化 の 結 締 織 に 由 溢 する 
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OCHO, ER PEOMMEAIS ZU MERC RRMETE Ae RET L CH 6 TBAB SEO MOB 
が 従来 の 見 解 さ 著しく 異 る 所 で ある . amit < OM S ERMINE OD Pr DICH OR 
姓 を 以 て 一 般 時 形 腫 の 組織 語 生 を 論ずる 事 は 固 よ の 早 計 に 失 す る が 少く さも 此 の 連 駿 
の 場合 の や ) に 全く 健康 な 軸 丸 に 敷 ヶ 月 の 間 に 琶 生 す る 一 種 の 時 形 腫 の 融 生 過程 さ し 
て は 夏 一 種類 の ) 多 潜 勢 の 細胞 の 出現 を 想定 する より は 社 ろ 如 上 の 見 解 は 買 像 に 抑 し た 
も の で あろ る さぶ 云 ふ 許 り で な く 又 理解 し 易い 所 で あら 6 で さ 信 ずる 次 第 で ある . 


43. と ノン の 経 日 的 投 奥 に よる 二 十 日 了 に 於 ける 
We BSE we Ee ie (BR) 
WEEKS, 永 城 健一 
(FERRARA DBA) 
Experimental Tumor Production in Mice by the Administration 
Per Os of Chlinone (Preliminary Report). 
By 


Nobujiro Takizawa and Kenichi Nagashiro. 
(Pathological Institute, Chiba Medical College.) 


BAUER G7 > OT - ARO LACH 2B ee, 此 等 を 皮膚 に 
BAT SISK KO RIROBAT SIS HED Te. i= EEE 
NR ETAL ST VBD, H-MBis RBH eT UR. 

HOVER = FISHES & 7 Oo LRM HS 2B ee UC S, AT 
Beek, ARAB <, Re PET AMIE UTH OKO D4 AICO RRRRESE 72 
Ht 2 SIL TA. 

FREMELTRRTREL ATI 66 ETCH S, & 7 > 0) 0.025% kM lee 
苑 1 週 2 同 宛 食道 入管 を 以 て 直接 胃 内 に 注入 し た . 30 日 以上 生存 せる も の は 21 UT 
あつ た . その 内 30 日 乃至 50 日 迄 の ) も の は 9 PL, 50 日 乃至 100 日 の も の は Si, 100 
AVLEOZOS4 匹 で あつ た . 此 等 の ニ 上 EROHUERR する に 疑 化 は 主 ミ し て 局 相 
上 上皮 組織 で 工 は れ た 前 胃 に 認め られ 日 数 の 多き も の に は 胃 鐵 の 肥厚 が 詩 embers 
多く , SEAL PCPS CIS ATO eR = ei eee 中 め ら れ た . 
更に 之 を 組織 限 的 に 概 査 する に 30 日 以上 の も の で は 扇 生 上 皮 組 織 の 増殖 の 著 明 な 

9 匹 中 に 1 匹見 られ , 50 日 以上 の も の で は 8 匹 中 7 下 誤 あめ られ 100 日 以上 
の も の で は 4 現 共 扇 邊 上 友 組 織 の 増殖 が 著 明 で 殊 に 145 日 の 1 例 に 於 て は 乳 叶 腫 の 像 
を 示 ( し て 居る . 

此 等 の 増殖 せる 局 邊 上 皮 組 織 に 於 て は 基底 細胞 の 増殖 が 著 明 で 胞 状 の 紡 鍵 形 核 に 
wat, 核分裂 像 も 語 Bd bd, EZ LO SATAN 4 OKI 6 dr 
2, 又 角 化 が 著 明 ミ さ な り ら 過 角 化 症 の 像 が ある . 


みろ も の ) か 
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HERMAN BO TRATEN CHS. 此 部 は 正常 に 於 て 
DREHTE UTC PAA ROB S LO CKEOMMOPMMOBD, こ 
OY FUME ARSE IE SAM = MAIL, SOD FREE ORTE CAMEL ODS FLY OR HF MED 
AED RIK LAO RTI ot, BMRA t BS ONS. 

PLURNE Fe TE RAS % PIA Cid FF LO 細胞 の 増殖 著 明 さ な り , その 角 化 も 著 し 
く , 腺 胃 に 接する 前 胃 の 放線 部 に 結節 状 の 増殖 を 示し , その 間 質 組織 の 腸 様 化 が 増 し 
CHS. 腺 骨 も この 扇 生 上 友 組 織 に 接する 部 に 於 て は 表層 の 彫 柱 上 上 細胞 も 軽度 の 増 
殖 が 見 られ た . 

DER IT, 乳 叶 腫 の 如き 腫瘍 性 増殖 を 示せ る も の 少 き も , その 賀 駿 日 数 の 程 
度 に より 洒 炊 扇 邊 上 上 反 の 増殖 度 が 紅く な る こさ を 認め た る を 以 て この 乳 嗜 も 偶 引 生 の 
も の さ は 考 へ 難く , ヒノ ン 胃 内 注入 に よる 腫瘍 性 増殖 さ 却 へ た い . 


44. 買 須 的 肝臓 冶 柄 生 に 替 す る 無機 物質 の 影響 に 就 て 
5. マグ ネ シ ウ ム の 影 響 に 就 て 
荒木 正 哉 , 服部 清 三 , 三宅 清 雑 
(京都 府立 忠 科 大 學 病 理 學 赦 宝 ) 
Uber den Magnesiumeinfluss auf die experimentelle 
Leberkrebserzeugung. 


Von 
Masaya Araki, Seizo Hattori und Shizuo Miyake. (Pathologisches 
Institut der medizinischen Akademie zu Kioto.) 

HVE NEBS S MEE ES OP RIS PERE CLD ADASCMT ZERO AS KE 
ー 致 を 見 る に 到 ら な い . KZA ABO MBC BO し 従来 よ © BRIA Eb RE 
無機 喉 天 の 腫 場 疲 育 へ の 影響 に 就 で 質 駿 を 行 ひ 乙 を 報告 し た が , 今回 は マグ ダネ シウム 
OD PERRY) TTR EAE = ELT ee RT Lee マグ ゲ ネ シ ウム の 過剰 投 軸 賀 駿 に 於 て は 食 
fi} 10)g 中 , MgCl 量 4 g 程度 で は 無害 に 経過 する が 此 の 量 を 越す さ 滞 次 食 筐 不 進 , 
下痢 等 現れ 途 に 英 死 する さ 云 は れる が . 腫瘍 衣 育 さ の 開 係 に 就 て は 定説 が な く , 或 は 
ィ グ ダネ シウム に は 贅 冶 抑制 能 が ある さ 読 く も の が あり , 反 之 促進 的 な 作用 が ある さす 
る も の , 更に 尽 無 影響 で ある さ 云 ふも の 等 定 に 司 々 た る 有 様 で ある が 赴 等 は 概して 移 
植 腫瘍 を 基礎 ミ し た も の で ある . 我々 は 鶴 重 約 150 g の 白 暫 を 用 ひ 之 を 4 群 に 分 け 第 
1 群 に は MgCl。 水 溶液 を マグ ネ シ ウ ム 量 さして 1 日 過 そ 1mg hl 混入 し て 奥 へ ゝ 
第 2 群 は 同様 1 日 の マグ ゲ ネ シ ウゥ ム 量 を 10mg さ (し , 第 3 群 に は Buttergelb + レー フ 
ih eal ee AR HT ARE 7 AY almg を 日 々 附 加 投 奥 し , 赴 等 各 群 を 第 4 
群 で ある Buttergelb + v— 7 {hor Aor HG BER S HOBE UC ODI IL Ze BRAK Te. 

1, PLAC + PAY YA mgs FARRIS SEM KAS Wikmy> U TR 
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期間 5 7 AGL CODE OCS WIRD HT 80 WREST A も の が あつ た が 肝臓 の 
AR BRB SE PETER D 6 2S ALBEE it PSE REOR MS 
肝 細 胞 の 相 演 ENTE sire こ 脂 化 が 認め られ , AFC ALE MAMOD ER ¢ HRSETAEX, sas 
が あつ た 他 に は 加 資 細胞 に は 其 の 肥大 , 増殖 乃至 は 細胞 の 異常 分 裂 等 の 機甲 は 認め 
れ か な か * つ 、 

2. F852 BOD 10 mg 投 奥 動物 に 於 て は 其 の 所 見 は 第 1 FEAR SF SAL Pe ¢ 
朋 誠 の 組織 取 的 所 見 が 僅か に 著 明 で あら る 程度 で あつ た . 

53H 3% Buttergelb + レー フ 洒 投 奥 動 物 に 1mg の マグ ネ シ ウ ム を 添加 し 

た も の を 第 4 群 2) Buttergelb の み の 圭 照 縮 駿 さ 比較 する さ 動 物 の 抵抗 力 , BED 
少 等 で は 雨 者 間 に 著 疾 を 認め 得 な い が , 肝臓 の 容積 , 重 さ 等 の 肉眼 的 所 見 は 第 3 群 で は 
殆 ざ 正常 の も の ミ 等 し いみ か 或 は 軽度 に 増大 を 示す 程度 で あつ た , 次 に 其 の 組織 限 的 所 
FLAS CEERI ODSR IE Ha BEA OO RFID = HST TORE 4 群 の 封 照 に 比較 し て 極め て 軽 
度 生 ら 抑制 的 な 傾向 が 狼 は れ , 50 AORTA FE, ACO AOR BAY 
な 所 見 ち 第 4 HO on 軽度 に 止ま り , 90 日 頃 の 封 照 動物 の B= RTE 
の 時 期 に 於 て も 第 3 群 で は 未だ 結節 状 肥 大 を 早 せる 腺腫 の 範 園 を 出 で な か つた . B 
4, マグネシウム そ ね 自身 は 肝臓 に ? TEN, Be RAY Lb, ANZ 


x» or ye 


aw FETS 


AMT BAGS PRD PRR FES D> EO MS CHA. 


45. Buttergelb fis) Gil(c & 2 PHREAE (CF 
Porphyrin の 影響 (BRR) 
PKB, iT, WAS ti 
J Wie BF I BEE TE RAED, 
Einfluss des Porphyrins auf die Erzeugung des Leberkrebses 
durch Buttergelb-Fütterung. (Vorläufige Mitteilung). 
Von 
[chiro Hayashi, Takekazu Kosaki und Susumu Yamamoto. 


(Pathologische und chemische Abteilung des 
Kitano-Hospitals zu Osaka.) 


PAROLE FH ARMORED ASH Gtr Wahrbung また 組 紙 内 酸化 機甲 の 
RBOTKO\LAEM SAA LOCH GHSY FF — WE MOREA AMT SLOTW 
AA). 丸 に 御前 は ボル モリ が 赤血球 や 酸 母 の 酸素 治 費 を 促進 する こさ を みさ め 
て , 生 般 組織 内 に お ける ボル モリ ンー の 酸化 鯛 媒 的 作用 を 推論 し て の ゐる が , SEI BORE 
程 に お ける ボル モリ ン の 作用 を みろ た め に , Buttergelb ld PT MEECHT 
ge ate 

Buttergelb Au < 1k, 4 9 — THMOAFD AMET AH 4 te (= Meith AIA UT Ate. Sit 
方 オリ ー プ 油 の か は 9 に, THEM A 9 — ihr KH m AS. DS PEA Dh] 3 され 


\d 
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る こさ が 報告 され て ゐる の で , HHI AMS UT Buttergelb 一 オリ ー ブ 油 
個 奥 賀 駿 を も 併行 し て の る た が , この 買 駿 群 ラ ッ テ は 早期 に (7 日 一 85 HR WEL 
EIERN HED 比較 は で き な か つた . し か し Buttergelb 一 オリ ー プ 油 飼 奥 に よ 
る 肝癌 殆 生 に 開 す ら る 文献 や 追試 賀 駿 ( 林 ) の 経験 に 徴 す れ ば (Bix 50 日 一 60 日 か 6 IA 
LTR RA (TREES) Ze POT 腺腫 状 増 殖 し , 60 日 一 70 日 か ら 肝 細 胞 の 結 
節 状 増殖 や 腺腫 状 増殖 が 始ま り , 90 日 に な れ ば 肝 冶 が 形成 せら れ て , 100 日 以上 に 及 
ASHER = PE? RE LD PET 2), Buttergelb Hi 5 OTS BR, 
KHMORMDZEIHETZEODOPITHA. この 椿油 に よる 抑制 作用 の 有 米 
成分 に つい て は 全く 不明 で ある . 

ボル ヒ リ > ee 奥 群 に は 7』。mol ボル モリ > 溶液 SHE 5。 n Hp 
BRE) 0.4 coe AICR PICU LK. FV FORD, 寅 駿 早期 に お ける 死亡 奉 , 
Buttergelb Pr SD, ボル モリ ン 注 射 し た BIC RC BBIN7*H5ITIT 
な か つた . ギル ヒモ 》 と 群 及び 圭 照 群 さ も に , 早期 に 名 死 し た も の を 除外 し , 椿油 に よ 
4 SHALOM & 考慮 し て 比較 的 長期 間 飼 奥 し (ボル モリ ン 和 群 : 57 日 一 92 日 , HB 
RARE: 64 H-160 A), その 自然 角 死 を まつ て 専ら 組織 限 的 に 肝癌 の 敬 生 過程 を 比較 
し て みた の で ある (ボル モリ ン 和 群 : OI, SWRA: SA). 

ま づ 肝 細 胞 の 増殖 に つい て みる さ , Fre V rc KO CHARI A CRITE DR 

度 に 抑制 せ られ て ゐる . 肝 細 胞 の 大 小 不同 , 配列 不正 , BARK, BMS t BE 
Et he je BBE, 核 姜 縮 , 核 崩 壊 な さ は 殆 ざ 
差異 が な い . * 肝 腫 形成 の み は ボ ル ヒ リン 和 群 の みな ら ず 圭 照 群 に も また 殆 さ 認め ら 
stiles Ku. 

次 に 膳 管 上 記 の 増 殊 に つい て は , Fre I HC LOT HRB BU ZAM 
EDAD HGRA AS TES ( 偽 小葉 形成 ) 共に 著しく 抑制 せら れ て ゐ ら る. I 
Clb KT MAE LRT RS ov eV ン 群 の みな ら ず 対照 群 に も 殆 さ 誤 あ られ な い . 

こ ゝ に 椿油 を 溶媒 ミ し た Buttergelb WARS UTHIRE 2 ADS, 肝 細 胞 の 結 
節 性 増殖 や 腺腫 状 増殖 , 結 締 織 増殖 を 伴 つ た 騰 管 上 皮 の 腺腫 装 培 殖 は オリ ー プ 油 を 芝 
BES し た Buttergelb 飼 奥 買 駿 に 比較 し て それ ほ ざ 選 延 し て る な い . し か し 肝 腫 形成 
や 膳 管 上 皮 色 形成 は 圭 照 群 に は 殆 さ 誤 め られ て ゐ な い . 従 つ て 椿油 に ょ つて 肝 冶 庫 生 
が 多少 さも 眉 延 する も の さす れ ば , 肝 細 胞 や 騰 管 上 皮 が 腺腫 汰 に 夫 殖 する まで は それ 
ほ ざ ゞ 抑制 さ きれ ない が , それ ら の 腺腫 状 増 殊 か ら 更 に 冶 性 化す る の が 抑制 せら れる た め 、 
で は ある まい か で ゞ 推 宗 され ら る (Buttergelb 一 オリ ー ブ 油 飼 奥 100 日 以上 に な れ ば HER 
\— APACE FE LE RD RAE TS). 

要する に , ボ ル モ リ ご に よ つ て 肝 細 胞 増 殖 は 軽度 に , S UCR EE LE HAS TRE 
を 伴 つ た 結 締 織 増殖 は 特に 著しく 抑制 せら れる た め に , ボル リーーButtergelb 一 椿 
Th RHONA D* Buttergelb 一 椿油 飼 奥 群 に 比 し て 更に 遅延 する BOT 思 は れ 
2. 

WSR WEY > 注射 に よ つ て , AT, SER HER S AR FEN DER 
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Porphyrin 一 Buttergelb 一 椿油 飼 奥 群 : => + H 
ButtergelbHErifättt: - + + 








Pe ARTA 
wiser >) 50H 608 708 80H oA 1008 110 1208 1308 1408 1504 
| <AERS ] + 7 ドー ger ct BE + + + 
配列 不正 エー テー テオ ++ # + 
BKB, BR | = ++ + + + 中 
Be... ーーーー tt +H + 
27777 me + + + + + + 
Mh | ユーーー +> # + 
Iren 5 DR. 7 を 。 + 
細 腺腫 状 増殖 + ir 
肝 用 形成 et ” 
anise ee + 
pe 468 + > en + 
WE, RM | + + + 
Hate eee A REST ENT ae 
小葉 3] Ete ais Gic| + at + + 
Ream | | ユキ キオ オキ ++ + + 
騰 BRR | | se Sie を Ri ; 
FERNE 
a Ei 
Yt Yin: | +++ + + 
粘 棒 織 増殖 Zah + + + 
ト 上 | ur | + + ー + 
作 小 葉 形成 ~ = >» = 
, | 空 胞 形成 ig 
| Seer: 
FEE 2 ke 2 + u: 
Elm’ x +++ + + 
wi & tr #H + + 
a 1 + 5 ーー + 
Elan Hr + N ee ee 
@ 血 + a ae + + 
#+ ++ H+ + 4 A 
肉 粒 ae | + + re + + + + + 
wm ek | u" un u. 
A | sate a sat 
| 大 大 大 大 大 大 
MRhi pr 
上 pat gat age 
KK 大 大 大 大 











的 に 著 明 ミ な り , 腫 臓 に も 極め て TN BEL, RENTE, ARE oD) 
て , US LIZED BR Str. 

Yo ミ ぶし て の み に 止 つ た が , Fre) acne 
制す る . 少な くさ も これ を 促進 する も の で は な いさ いふ FHBRES 9 可能 で ある さ 思 
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> ZUIRBANOHE SBIR ABRAMS UT, 再び 同一 條 作 の 下 に 買 
Rem CHA. 


46. Auflösung Radium (< & 2 AP REREAESD RIE CRET (5) 
上 田 幸 市 
(西澤 研究 室 指導 西澤 行 歳 ) 
Über die hemmende Wirkung von Auflösung Radium bei 
experimenteller Hepatomentstehung (5). 
Von 
Köichi Ueda. (Saizawa Institut. Leiter: K. Saizawa.) 

1938 年 , 1940 年 , 1941 年 , 温泉 附近 の Karpfen Hrfijft, Feudalherr 星 の 肝 臓 抽出 
溶液 投 奥 及 び 和 牛 肝 飼 奥 が 二 十 日 過 の Dimethylaminoazobenzol に よろ 肝癌 生成 を 題 
著 に 抑制 する こさ を 報告 し た . Mir TZ IC ARE SD Auflösung Radium の 名 に 於 て 
本 堆 は 現に 績 行 中 の 賀 駿 に 因 つ て 推定 し つ ゝ ある . 

1942 年 此 の 要素 が 動物 性 食品 , 植物 性 食品 に 存在 する 事 を 見 出し , 飼料 中 の Anuf- 
lösung Radium に 因 つ て 鶏卵 中 に 合成 され る 事 も 誤 め た . Peer Radium に 
は 10 8% 4% 22 の 量 の 如何 に 因り 肝癌 抑制 作用 も 異な る . 


47. 買 須 的 肝癌 生成 に 及ぼ す 卵 黄 飼 奥 の 有 影響 
中 原 和郎 , 森 和 雑 
( 癌 研究 所 ) 
Effect of Egg Yolk Feeding on Experimental 
Production of Liver Cancer. 
By 
Waro Nakahara and Kazuo Mori. (Laboratories of 
the Japanese Foundation for Canser Research.) 

Butter Yellow その 他 の Azo {LOR UAPED RYE Sev TIER RT AE aR 
RUE T RMORB, EIER Str, Fe SPARS KO TR E 
Bh 7e Hit o> ~C BE (<M 8S Se RIL LED, TORBOMB, pd (Reyes Re 
An 2 PEAY ERE AR TEESE S Arie & OOD MELO 5-CH DB, 

昔々 は 和牛 肝 中 に 存在 する 肝 冶 生成 抑制 物質 の 化 聖 的 本 態 を 追求 し て ゐる も の で ある 
が , TOME BAL, 卵黄 中 に 同様 の 抑制 物質 が 含有 され て ゐる や 辻 や を 決定 す 
る 必要 を 認め ーー その 理由 は 敢 て 此 所 に 述べ な い 一 一 卵黄 に 就 て 買 駿 を 試み た さこ 
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A, MOF LIMB LOT, 肝 郊 の 進行 が 題 著 に 促進 され ん る こさ を 明か に する に 
至 つた . 今日 は 此 の 買 駿 に 就 て 簡 澤 に 報告 する . 

(EH UP SRS Wim BIH CHD. これ は "OTEF” さして 卵黄 を 分 離し 

ER 。 乾燥 物 を 10 ダ の 割合 で Butter Yellow 食 に 混 じ た の で あら る. # 
Br (SACP EEC A BERNER OT CHUA し た 方 法 そ の ま > CHAD, 基本 食 
5: DE: を 用 ひ ず 云 米粉 を 使 つた 事 あ 断つ て 置く . 

AERIS OE (= 2 回 繰り 返し た . 毎回 略 ヽ 同様 の 結果 を 得 た . 雨 賀 弁 を 通じ 最初 に 肝癌 
の 出 た の が 88 AAC, この 動物 を 起 路 ミ し て その 後に 死ん だ , 或 は 殺し た も の が 全 
部 で 85 AAD. MRM LOT IO 日 で 打ち 切り , その 時 生存 し て ゐ た 動物 は 全 
部 殺 し た . 

此 等 85 例 は 全部 底 痛 し て ゐ た . 然 か も その 大 多 敷 に 於 て 肝臓 腫瘍 は 極め て 大 きく , 
ey 腹腔 の 過 邊 を 占め て 居り , 腹腔 内 へ の 出血 も 見 られ た . KIEFER 

(SRE ID HO. 此 は 肝 腫 城 の 近接 組織 へ の 侵入 性 欠 著 で HS, (RE 
に mo RO eR (ES, 肺 及び 汐 巴 腺 に 肉眼 的 に 認め 得る 「 韓 移 」 を 有 す 
BOD BRAK. 125~150 日 の 期間 を 限 つ て 見 る さ , SAHRERHT Sb 
の 17 (60.7%) HERE 6 (21.4%), BRET (25.0%) S%2. 

2 GRACE, UESIKOTET (Mamita 7s し で ) BBO ER FEITO , 7 
日 まで 150 日 で 殺し , 或 は それ 以前 に 死ん だ IZA 2 > 7 F 1000 例 以上 を 経験 
し て ゐる . この 間 , ek, 播種 或 は 韓 移 を 見 た こさ は 極め て 稀 で , BS OVE 3 
れ て の な い の み な ら ず , 150 A CREB LEO LOSS ない 位 で , 今回 の 卵黄 
師 奥 の 場合 の や ぅ に, 肝癌 の 末期 ミ 見 る 可 き 高度 に 進行 し た 例 を 新 く 高 率 に 見 た こさ 
は 全然 な い . 従 つ て 之 は 卵黄 飼 奥 に よろ 買 駿 米 果 で ある ミ 考 へ ざる を 得 な い . 

Ha LY) GSE tS ENT POMP SL Fee te (HS PC. 唯 腹腔 上 毅 膜 上 所 を 々 に 小さ な 閣 
細胞 塊 が 切断 され た 紐 の 様 な 形 を し て 散在 する こさ を 指摘 し て 置く . 之 は 常に 播種 性 
冶 結 節 に 件 つて 存在 し , 新 る も の が 茸 膜 に 附 著 増殖 し て 獲 結 条 を 形成 する こさ は 容易 
に 誠 明 出来 る . 播種 現象 に 於 ける 「 種 」 の 1 CHS TBA. 

妨 に 最も cc Fit, この 肝癌 の 進行 の 促進 は , IAS し て の 栄養 的 数 果 

: 開 係 の な い 事 で , 之 は 云 米 . 卵黄 食 に よろ 動物 の 嶋 重 曲線 が , 白米 に 最小 限度 の 者 
Al, we, 肝油 添加 し た 飼料 に よろ それ さ 略 ヽ 同様 で ある こさ ざさ にょ つて EN a 
る . 後者 の 如き 飼料 は 肝 銘 の 進行 に は 何等 の 影響 を も 及ぼ さ な い こさ は 云 ふ まで も な 
い . 一 般 染 養 が 非常 に 良い 場合 に は 腫瘍 の 各 育 が 早い こさ は 周知 の 事 縮 で ある が , FB 
黄 飼 奥 の 影 響 は 左 様 説 明 す る こさ は 出来 な い . 恐らく 卵黄 中 に , 特異 的 に 肝癌 細胞 の 
増殖 を 促進 する 物質 が 含有 され て ゐる も の ぐさ 推 祭 され ら る . 

最後 に 附け 加 へ て 置く が , 卵黄 飼 奥 は 算 交 の 時 期 を 速め る の で は な く , TEE 
た 後 そ の 進行 を 著しく 増進 する も の さ 思 は れる . 3:4-benzyrene に よろ 皮膚 部 生成 
は . 卵黄 飼 奥 に ょ つて で 球 響 されない 様 で あり , 皮下 に 移 西 され た 移植 腫瘍 の 増殖 も 特 
に 促進 きれ る こさ は な い 様 で あろ 
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卵黄 の 成分 は 極め て 複雑 で ある . 最近 の 第 上 博士 の 報告 に よる さ , WHO WDB 
屋 分 は Butter Yellow 肝癌 の 生成 を 抑制 する さ 云 ふ 事 で ある . AMRIT, 青々 


進物 質 は この 抑制 物質 の 作用 に FTO TT RHORME ART HAE EOD EB wen 
. DPRPoOMMMR(, 吾 々 が 和牛 肝 で 誤 に 確定 し 得 た 如く KAETH 2. FEB 
の 


pin TREMAETBOMREL KOTTOABLE HAD N= UKE SOT 
Mi 

高橋 信 一 : KKOAKCERY FT SEERMO Butter Yellow MRCS, FEIND 
生 な 見 た の で ある が , RHLCONKEERMICK CT, Br RELIC RUND DIE 
せめ か ざさ ぐ の 考 へ か ら , 一 般 に 更に 完全 < され て ゐる, 合成 食 館 に 均等 に Butter Yellow を 混和 
し て 奥 へ た の に , その ラッ テ の 肝臓 に , RMS SDMET SL, Mie RE LHZC 
Er > —DEMICH Ts, F Nor FFEULISLODBZLORFUT: HD", sic Bt 

RIC DSZLOREDCTI OD, ラッ テ は Butter Yellow AFRPITMOTLIC 4 D> RS 
4 多少 で は ある が Butter Yellow ORVYLICMMT 40 5 WHR ROT: 

WIC COMPRA EAA, ビー ル 酵 母 添加 に より , A. PEACH BALLS 抑制 せら れ た . 
FORMRTE, TORR, それ 程 で は な い . MS 和牛 肝 末 及 は ビー 酵母 に 人 各 ま れ て ゐる 
ある 有数 物質 が , 合成 食 に 含ま れ て ゐる 以上 に , 加重 或 は 入 給 され る の で は な いか ミ 考 へ られ 
る 。 4 

その 有 迷 物 質 に つい て 起 像 が ゆる され る な ら 6 ば, Butter Yellow ORPNCHT SALEM ICT 

s す る の で わる が 。 そう で な けれ ば Butter Yellow OPA, 解毒, HERRERS RR EZ 
貴 接 同 接 に 影響 を 及ぼ す も の で な けれ ば な ら な い 、. 

これ ら の 可能 性 な 追 つ て 。 さき に 誇 明 せら 5 れ た 要 油 中 の RATTE OAVED 
Hix OCHS, TEL Butter Yellow (Ck SHFAMMMISMML LO > D 2 HMB OD HERR 
PACH LUA SIS, 肝 細 胞 脂 肪 代謝 に 主 動 的 問題 < され て ゐる , そる し て 上 逃 の 有数 食物 の 
申 に 共に 存在 する 答 の Cholin, Methionin DHL SAL SDTV, 

吉田 富 三 : o-Amidoazotoluol fi] MTHR CISWHO AML FT SCRA EU oD ER 
SHOES, KRICMEROUTRIC KOT Buttergelb で も wat ある 事 が Me SMCS, 分 
5, ae ER Wt Ae4PF Ris 4 YB spe に 2 の es ail する 卵黄 の 影響 な 見 
こ esta: SAVY BD, Kann し ます . 

BAHR: 吉田 君 の 御 質問 に お 答 へ すろ が 卵黄 飼 奥 が 病 獲 現象 を の も の な た 促進 する の で は な 
いこ で は 既に 明か で 動物 が 衣 獲 し て 來 る 時 期 は 決し て 早く な つて ゐ な いで ある 。 従 つて 促進 は 
帝 獲 後に 誰 け る 肝 獲 の 進行 の 促進 で わる . 
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48. RB-EICEH T 3 TROBE 
eee 
(ARF AAAS Bs 指導 木下 良 順 ) 
Über den Einfluss der Gallensäuren auf die Hepatomentstehung. 


Von 
Hisamasa Sato. (Aus dem Pathologischen Institut der Osaka Kaiserlichen 


Universität. Leiter: R. Kinosita.) 

Shabad $id FERHALO RE PERE | REE UT ERED 6 THF eS OD Benzol 
抽出 液 を マウ ス の 皮下 に 注射 し て , その 部 位 及 びそ の 他 に 色々 の 腫 場 を 殴 生 せ し め , 
教室 の 田中 , 永島 も 恋 同様 に し て 度 下 注射 部 位 に 低 奏 な が ら 肉 腫 を 七生 せ し め た . そ 
の 際 腫 場 甲 移 の な い 肝 臓 組織 抽出 物 を 用 ひ て も 同じ 結果 を 見 る の で ある が , de Lig- 
neris, Hieger は 肝 痛 を 好 殴 す る 南 阿 Bantu 族 の 肝 組 織 抽 出 物 を マウ ス に 塗布 し て 
ROPE Ee, RPE UCTS CC Ae RAE LOK, 

E OPRD DD BRERA KROVENIK 似 た 虜 が あり , 又 田 て は 騰 汁 酸 か ら Me- 
thyl-cholanthren が 成 生 せら れる こさ か ら , か ゝ る 肝 組 織 に 径 冶 性 如 化 水素 が 肉 生 し 
て 居る の で は な いか さ 和 は れる . 併 UBMORIAES, 長期 を 要 し , また Shabad の 
遠隔 部 位 に 色々 の 腫瘍 を 語 生 し た 成績 か ら 才 へ て , 者 ろ 好 驚 性 を 高め る の で は な いか 
ミ 思 は れる . 教室 の 瀧口 は 胃癌 の 死 骨 か ら 得 た 肝臓 抽出 液 を 乳癌 好 殴 性 の C3H マウ 
の 乳腺 部 に 注射 し た 虚 , 乳 冶 自然 驚 生 の 時 期 が 著しく 早く な つた . 

然るに Cook (é L*.s ROR < Au Desoxychol 酸 の Alkohol-Benzol 溶液 を 
ィ ウ ス に 浴 布 し て 上 皮 腫 を , その 胡麻 油 溶液 を 皮下 に 注射 TER ULB. 
瀧口 は 同じ く Desoxychol Ro + レー フ 油 溶液 を 純系 マウ ス に 注射 し て そこ に 肉腫 を 
Bt LOT. し か し 上 皮 腫 は Cooz が 20 匹 の マウ ス 中 僅か 1 匹 776 BOD PER ix 
見 た に 過ぎ な い . 又 皮 下 肉 腫 の 驚 生 は 必ず すし も 特定 の 物質 で な く て も , PINE 
液 , Bk, Wm, 油 等 の 反復 注射 に よ つ て も BAR LAGNA. 従 て 生 帳 内 で 
Desoxychol 酸 か ら 和 癌 性 退化 水素 が 成 生 せら れる こさ が 誇 明 せら れ な い 限 0 Des- 
oxychol 酸 に 克 冶 性 を 容認 する の は 早計 で ある . 

さこ ろ が Law は 肺癌 好 幻 性 た る A 系 マウ ス に Desoxychol 酸 の ォ レ フ 油 溶液 を 
注射 し て , Chol 酸 の ォ レー フ 油 溶液 を 注射 せる も の 及び 圭 照 に 比 し て 高座 に 肺 銘 の 
BAS AOS. 

更に 瀧口 は Chol 酸 の ォ レー フ 油 溶液 を 以 て し て も A 系 マウ ス に 肺 部 を , FUTH 
PAF EEEO [al FAME \= PLB Ze, また Desoxychol 酸 を 汐 世 肉腫 好 殴 性 の C 系 マウ ス に 注 
SS UCHR ek BAER LOSI SCM. LH KE ST RGF RE DS 
誘因 的 の も の で ある さ 見 る 方 が 委 営 で ある . 

然 ら ば これ ら の も の は 肝臓 自家 の 腫 場 毅 生 に も つ さ は つき のり し た 婦 果 が あり そう に 
思 は れる . Turner は 和牛 の 勝 汁 を 肝癌 好 殴 性 た っ GH 雄性 マウ ス の 皮下 に 注射 し た 
の に 肝 痛 の 自然 底 生 が 高座 さ な つた さ 云 ふ . MARDI DOOR I= YT BRK S BAR 


, 














が ある な ら ば , BRAMMADMEBSICSLANSS TCHS I. 

そこ で 著者 は CH 雄性 て ェ ゥ ス に Desoxychol 酸 或 は Chol 酸 を 経口 投 奥 する ws 
=, ARIZ Buttergelb 投 奥 の 傍ら Desoxychol MU SMART 4 Hk S 
OT, 夫々 自然 肝 痛 及び Buttergelb IRATE UT, SYM 
影響 を 及ぼ すか を 追求 し た . 

BD DA 1 PERRI HA Cie 生後 約 3 ヶ月 の CH 雄性 マウ ス 27 KIT BO H1 
#), 4005 B31 FEO) ictk& Chol M%, 第 2 群 (10 PL) irik Desoxychol 酸 を 夫 
KA VI WARS UCHORML, 第 8 群 (8 匹 )/ は オ レフ 油 の みさ UTHRE Lk. 
これ ら 騰 汁 酸 の 投 奥 量 は 白 奈 に 圭 す る 毒性 か ら 換算 し て 1 現 1 日 量 を 最初 は 0.05mg 
SAL, 次 第 に 増量 し て 0.15 mg SIE toes AR 12 ヶ月 の 動物 で は 
50 mg に 達する . 

その 結果 は 表 に 示す 如く 各 和 群 の 間 に 等 差 な く , 伺 れ の 群 に も 肝癌 の 区 生 を 見 る に 到 

ら な か つた . そし て 肝 重 は 何れ も le 内 外 で 特に 肥大 を な す も の な く , 表面 は 本 消 に 
し て 組織 刺 的 に は 肝 細 胞 に 軽度 の 退行 幾 性 を 見 る の み で あつ て , 間 質 も 赤 増 殖 の 域 に 
達し て 居 な い . 

Bix GH 系 雄作 マッ ス 





ete A) | Chol weme | Pe | ae meme | mr Mm 
FIRE 
BB, = erh ee 
ae F | 25 RR 1 | 











RUFEN 

—H CH Ber: Y AILS Tid AR 15 ヶ月 に し て 22-00% の 割合 に 自 
然 に 肝 腺 腫 を 柳生 する の に , この 種 の マッ ウス が 吉 教 室 に 較 入 せら れ て 在 來 の 方 法 で 飼 
育 する さ , 問題 の 月 齢 以上 に 達する も ( 約 50 匹 , 24 ヶ月 以上 に 就 て の 観察 ), ATE 
例 も 肝 腫 場 の 荻生 を 見 な い . これ は 他 の 意味 か ら 慕 だ 興味 ある 事 買 で あら. Ric Me 
の 性 態 を Chol 酸 又 は Desoxyehol MRE GIRO THES SC SIA MMAR DOK. 

し か も 投 奥 せる 有 護 汁 酸 の 量 は Turner の それ を 和輝 か に 竣 鍛 し て ゐ た に 拘ら ず 促 進 き 
れ な か つた . 

し か て し CH 雄性 ママ ウス の 肝 腺 腫 好 義 性 は Buttergelb CK 2 MI SEEN S 
ww. 森 上 等 に よれ ば Buttergelb を GH + 9 ACH T BTR RAIL UF Lb 
早く な ら な い . 然 ら ば 恐らく その 機 序 を 異 に する 虎 の ) Buttergelb Hige4e\= HUE 
汗 酸 の 投 興 は 如何 に 影響 する で あら うぅ か . 

Buttergelb y#ER Cit Buttergelb さ 云 ふ化 聖 物質 を 投 奥 する の で ある か ら , 前 
の 場合 より も も つ さ 色々 の こさ が 考 へ られ る . 先 づ White の 賞 駿 に 依 れ ば 騰 汁 酸 の 
MILI, 抱合 騰 汗 酸 成 生 の 必要 か ら 骸 内 の Zystin, Methionin 等 の 如き 合 硫 7 ミ 
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, 酸 の 滑 費 量 を 増加 し, 従 つ て 肝臓 に 於 て 一 部 解毒 機能 の 減退 が 想像 せら れる か ら , 
Buttergelb を 加重 すれ ば その 無毒 化 が 低下 せしめ られ , 癌 冶 は 促進 せら れる こさ が 
な いか さ 思 は れる . DEFOR ORK KISH Buttergelb を 分 解す る 強 き 
は , 白黒 。 マウ ス ,。 家 兎 の 順序 で あつ て , Buttergelb の 分 解 が 時 盛 で ある こさ が 却 
つて 区 冶 に 好都合 で ある 如く 見 える. 又 Buttergelb に Desoxychol 酸 を 結合 せしめ 
た も の を 用 ふる さ , 肝臓 が それ を 分 解す る 程度 ( El He 64S. 従 つ て Desoxy- 
chol 酸 添加 EEE ST CIPHOT IMIS. HOUR OMIM 
(SDD SH し て 一 種 の 解毒 作用 を 営む ミ 解 さ sie か ら Buttergelb の 無毒 
化 が 孝 べ へ られる. det. pe te Buttergelb ee 
も ある . 然 ら ば 却 つ て 散 冶 し 難く な る 管 で ある . HOTTI TER FREE 
DHA, 

そこ で 第 2 ARI CKAR 40 匹 を 用 ひこ れ に Buttergelb を 標準 方 法 に 従 て 投 
fll, その うぅ ち 20 匹 に Desoxychol 酸 曹 達 の 水 藩 液 を 毎日 経口 投 奥 し , 他 の 20 WU 
は 圭 昭 ミ した. 

Desoxychol 酸 旨 達 の 投 奥 量 は その 毒性 を 考慮 し て 1 匹 1 日 量 を 最初 は 0.2 mg = 
Zl, 其 後 洒 炊 増量 し て 0.5mg さ し た . 面 し て 卑 取 せる Desoxychol BRE 
180 日 生存 の 動物 で 70 mg に Po 管 駿 動物 は Desoxychol 酸 草 達 加 重 ミ 共に 次 第 

HE B Oya) %e HEL 182 日 を 以 て 全部 死亡 し た . 160 日 以上 生存 せる 6 例 に 就 て の 所 

! は 表 に 示す 如く で ある (第 2 表 ) . 
第 2 表 Desoxychol MMM ITT OAR). 





動物 | »: | ya | BE(E) | ie |i Ate | BEG ae eee 
wer | TE | me | 開始 一 総 末 )| Ce | | 形成 | 増殖 | Mr 
Nri6| キ | az| 100-75 | s2| # | + | m | + 
Nr. 7/4 | 179| 135-80 | 45] 4 | + | + | +H 
Nr. 8| ¢ | 178] som | 5.5/4 | + | + | + 
Nr. 15 | 4 | 176 sa | 45] 4 | + | # | + 
Nr 18/3 | 172) 140-70 | 4.0{ + | + | + | + 
Nr. 12 | 4 | 164| 100-80 | 6.5] + | + | + | + 











fl As FEBS Cit GEA Buttergelb ORES UTHMOK Wt v—-7IhOAFA 
F 業 用 # オ v— 7 POU RRM CO, この 溶媒 の 有 す ろ 抑制 下 果 の た め 
EHRE PETE 180 日 で は 未 7 Re 1! な か つた 。 し か し Desoxychol FM 
ÜBEL & BRR ART EOS, 肝臓 の 組織 克 的 所 見 は 雨 鐘 の 間 に 著 明 な る 差 異 を 
認め る こさ が 出來 な い . ED Desoxychol MIN = 拘ら ちず Buttergelb Piya 
#77 <4, 従 つ て Desoxychol Bit Zr Ri) CHA SU ARTEN. 
婦 す る に Chol 酸 或 は Desoxychol 酸 は これ を 絆 口 投 筐 する 場合 , CH 系 マウ ィ 
肝 腺 腫 の 好 條 性 及び 白 孔 の Buttergelb PPMIFE/E HIRED 4 SIE CHA. 
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49. GEHE (其他 ) に 関す る 研究 第 3 報 
橋田 雅人 , 永田 二郎 , KERR 
(京都 常 國 大 學 細 學 部 病理 移 才 室 ) 


Untersuchungen uber die antikanzerogenen Eigenschaften 
der Farbstoffe usw. (III. Mitt.). 
Von 
Masato Hashida, Jiro Nagata und Shigeyasu Amano. 


(Pathologisches Institut der Kaiserlichen Universität Kyoto.) 


1. Antikanzerogene Eigenschaften des Anilinfarbstoffes u. Zinks. 

Im Gegensatz zu unseren Versuchen mit o-Amidoazotoluol, einem kan- 
zerogenen Anilinfarbstoffe, stellten wir seit einigen Jahren solche mit einem 
antikanzerogenen Anilinfarbstoff an, deren Resultate wir hier (mit Nilblau- 
chlorhydrat, Pyronin, Safranin, ZnSO,) veröffentlichen möchten. 

Aehnlich wie bei dem Nilblausulfat (Mitt. I. 1941) konnten wir diesmalig 
auch bei Nilblauchlorhydrat einen ausgeprägt antikanzerogenen Charakter 
bei Zusatz dieses Farbstoffes zu dem o-Amidoazotoluol-Rohreis-Gemisch be- 
obachten (Versuchsdauer I Jahr s. Tabelle I). Somit konnten wir schliessen, 





Tabelle I. 
Rattenzahl | | { ON 
| Beri Ende |Hepatoml Adenom | 7" = : & 
| Beginn | (365 Tage) | | yperpl. wi 
I. Gr. a a a ee % Ya 
(o-Amidoazotoluol) 25 4 Bazi 1 Ween し 
II. Gr. | | 
(Nilblauchlorhydrat + 25 | 8 0 MURS ae: 2 
o-Amidoazotoluol) | | に ROH 
III. Gr. (Safranin+ TE | 4 
o-Amidoazotoluol) | oe | 1 a Ri: 0 
IV. Gr. (Pyronin+ | | 
o-Amidoazotoluol) 26 | ) ER cea 3 1 0 0 
V. Gr. (ZnSO,+ ” | 1 1 2 1 
o-Amidoazotoluol) | 25 











dass die salzbildende Gruppe dieses Farbstoffs keinen unmittelbaren Einfluss 
auf seine Antikanzerogenität ausübt. 

Das Pyronin hatte keine hemmende Wirkung zur Folge, und die Leber- 
tumoren fielen bei dieser Gruppe meist grösser aus als bei den Kontrollen. 
Safranin schien in dem Spätmittelstadium eine hemmende Wirkung auszuüben, 
gegen Versuchsende machte sich diese jedoch nicht so auffallend bemerkbar. 
Man kann aber sagen, dass es im ganzen in einem gewissen Masse hemmend 
zu wirken vermag. 

Bei einer Gruppe, wo man seit dem 200. Versuchstage statt Pyronin 
eine kleine Dose ZnSo。 (0.1g ZnSO. zu 1kg Rohreis) gegeben hatte, zeigte 
sich eine starke antikanzerogene Wirkung, in dem Grade ähnlich wie bei 
der Nilblaugruppe. Die Leber liess bei dieser Gruppe Neigung zur Bildung 
kleiner Cysten bemerken. Hält man den Einfluss der 200 tägigen Verab- 
reichung von Pyronin auf diese Gruppe für gleichgültig und beachtet man 
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nur die Wirkung des ZnSO, im späten praekanzerögen Stadium, so darf man 
die Neigung zur Cystenbildung bei der Leber dieser Tiere nicht als wenig 
bedeutend betrachten. Über die Histogenese solcher Cysten werden wir bei 
kommender Gelegenheit Näheres berichten. 

Um die Wirkung von ZnSO, möglich gründlich auszuprobieren, haben 
wir verschiedene Dosen dieses Mittels peroral den bis dahin unbehandelten 
jungen Ratten gegeben. (kleine Dose 0.1g, mittelgrosse Dose lg, grosse 
Dose 10g ZnSO, auf 1kg Rohreis). 

Den Wachstumsgrad der Tiere während einer Versuchsdauer von 1. 
sowie 4 Wochen betreffend ergab sich die folgende Reihe (Durchschnitt von 
4 Ratten) : kleine Dose>mittelere Dose>grosse Dose>Kontrolle. Demnach 
kann man behaupten, dass die Applikation einer kleinen Dose von gutem 
Einfluss auf die Rattenernährung ist. Bei der Gruppe mit grosser Dose 
stellte man bestätigend eine hemmende Wirkung der Fettinfiltration und 
eine erhöhte Glykogensynthese der Leber fest. Bei der Gruppe mit kleiner 
Dosierung wurde ausserdem eine günstige Zymogengranula-Entwickluug der 
Pankreasdrüsen und eine verhältnismässig gute Entwicklung der Langerhans’ 
schen Inseln beobachtet. 

Aehnlich wie bei diesen Versuchstieren konnten wir auch bei den, wie 
oben angegeben, mit o-Amidoazotoluol gefütterten Tieren eine starke Zymo- 
gengranula-Entwicklung der Pankreaszellen und eine mässige Inselhyper- 
trophie bei der o-Amidoazotoluol-ZnSO,-Gruppe, und zwar höheren Grades 
als bei der Kontrollgruppe (o-Amidoazotoluol-Gruppe) bemerken. 

Bis jetzt wurde vonseiten einiger Autoren festgestellt, dass das Zink 
für die Aspergilluszüchtung ebenso notwendig ist wie das Eisen, und weiter 
beobachtet, dass bei Beriberikranken eine Abnahme des Organzinkgehalts zu 
verzeichnen ist. Ausserdem wurde die leichte Zinksalzbildung des Insulins: 
beobachtet und der histochemische Nachweis für den Zinkgehalt der Lan- 
gerhans’schen Inseln geliefert. Diesen Feststellungen zufolge dürfte unsere 
durch die Zn-Abgabe verursachte Beschleunigung der Glykogensynthese und 
die gleichzeitige Hemmung der Fettinfiltration in der Leber mit dem anti- 
kanzerogenen Charakter dieses Mittels in inniger Beziehung stehen. 

2. Ultraviolettstrahlen und Geschwulst. 

Um die Interferenz zwischen zwei verschiedenen kanzerogenen Bedinp- 
ungen nachzuprüfen (s. 11. Mitt.), haben wir die o-Amidoazotoluolfütterung 
mit einer Ultraviolettbestrahlung kombiniert. Bei dieser Rattengruppe 
wurde die Entstehung von Augensarkomen beobachtet. Bei einer Gruppe 
von 12 Ratten, die innerhalb von 331-365 Versuchstagen starben oder ge- 
tötet wurden, wies man 4 Augensarkome am Ziliarkörper (nicht aber an der 
Bindehaut wie Roffo beobachtet haben will) nach. Histologisch wurden ein 
Fall von Spindelzellensarkom und 3 Fälle von Reticulosarkom konstatiert. 
Bei einer anderen Gruppe, bei der kein o-Amidoazotoluol gebraucht worden 
war, sondern nur Ultraviolettbestrahlung stattgefunden hatte, wurde nur 1 
Augensarkom von Spindelzellenform nachgewiesen. Hiernach lässt sich eine 
Steigerung der Tumorbereitschaft durch o-Amidoazotoluolfütterung bei der 
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Lichtaugensarkomentstehung annehmen. Die Leberveränderungen bei beiden 
Gruppen nach abgelaufener Versuchszeit (331-365 Tage) waren wie folgt. 











u Tabelle 2. 
Anzahl der Ratten | we 
| gestorben od. getötet [Hepıtom! now Hy erplas 和 
| nach 331-365 Tagen | yperplasie 
~ Ultraviolettbest. " | | ーー ーー 
mit o-Amidoazot. a Ree oa 2 1 = _ 6 2 
nur o-Amidoazot. 16 a ee 3 0 











Bei der Ultraviolettbestrahlung kann man bis zu einem gewissen Grade 
eine Hemmung der Hepatomentstehung erwarten. 

Doch ist ausserdem die Tatsache wohl zu berücksichtigen, dass bei der 
o-Amidoazotoluol-Ultraviolett-Gruppe 1 Fall mit gleichzeitigem Hepatom und 
Augensarkom, 2 Fälle mit Augensarkom allein und 3 Fälle mit Hepatom 
allein beobachtet wurden. Daher lässt sich mit Sicherheit keine Exklusivität 
zwischen beiden Geschwulstbedingungen behaupten. 


50. EBA IC RIE F RO Hc HT 
伊東 日 善 , PTET 
( 旭 殴 學 専 門 學 校 病 理 移 教室 ) 
The Influence oi Inanition on the Growth of Tumour. 
By 
Nitizen Ito and Taijun Matuzawa. (Department of Pathology, Asahi 
Medical College, Keijo, Tyosen, Japan. Leiter: N. Ito.) 
PEG REALL st ASE SRH SOHLE TAB SIND SL. Bic Ehrlich, 
Clunet, Mareschi, Rous, Bischoff (+ EATER Els GRAIL HL, 抑制 作用 あ 
ミ は 断言 出来 お ね も る の 少く さも , MGRABIET A LODE ARHECAA O. Fa 
ee 
を 以 て , 其 の 成績 の 大 要 を 報告 せん さす . 

定 験 材料 及 定 験 方法 : Ama 2 kg 内 外 の 健常 雄性 白色 家系 を 選び , SHAR 
(MASE ©, 腫瘍 株 は , 本 教室 に 於 て 秋 績 保存 せる 加藤 系 可 移植 性 家系 肉腫 を 絶 圭 鱗 
RAR RAB SP (= A LI Re BA OO, Bork, ARENA TÜND 
が 如き 5 和 群 に 分 も て 買 駿 に 供 せ り . 

On 絶 圭 鐵 飯 家 吉 に 於 て 自然 死に 至ら し め 其 の 生存 日 数 を 千 察 し , AARC 

け ぁ 仙人 角 死 の 基準 さす 

hon MER S AME A RRC. 1 RRR Sb OD. 

FH MARRS AMCs ARCH, 2 週 経過 せる も の . 

第 4 群 MEA HSL, COLA e AS し て 奥 へ 更に 後 1 週間 
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BERIREEL 55. 

第 5 群 PE QRS, 先 づ 1 ARIK, 更に 1 eee Du 
FARK SIG RA SRA O, 面 し て 腫瘍 の 大 き は 主 面 描 寛 法 , DSH 
た る ぁ る 後 は 縦 , 高 , 横 , 長 さ を 測定 し , 其 の 3 者 の 積 を 以 て 表現 UAE 0, 

RM: WAMBARER: 4:77 0 BERR AIC 5 RAR AT RE 
に , SPRBAA b OLIVIA 2H 1, 第 2 週 迄 を 第 2 期 , awe 期 さ な ! 
te: zum 期 1 例 , F211 Hl, 第 8 期 $ 例 に し て 第 2 期 の も の が 最も 多い , BH 
FIRE EBRZENHT- ARE FT 10.38 日 を 算 せ り 5. 

MESH: RSAC C, HBB RAILE MRO 1 日 毎 に 卒 均 10 ヶ 一 
50 g の 割 に 減少 し 。 死亡 2 日 前 に は 25 g 内 外 の 減少 を 示せ り . 死亡 営 時 の 突 重 の 減 
少 は 原 政 重 に 比較 し , 最大 55.13 錠 最小 26.02 7844 38.30% Rit せる の 結果 を 示せ 
り . 5 2 HR RBA RR RIK HST AERO 動物 の 腫瘍 殴 育 を BAZ 
に , 移植 後 第 5 日 目 に ( €. 5: 拉 み あの 
に 比 し , BAAR OT, 一 般 に 衰退 せり 5. BR EK 80.55 多 最小 20.93% RH 
24.1% Oj I ER EHRE HE OD ER 2.68% heh 0.5% 791.36 Yop ize Hite 
り . BIN BARRACK CGC HRETALO 10 日 目 に し て , heme 
大 乃至 持 指 頭 大 に 殴 育 し , 胡麻 外 面 よ 9 容易 に 鯛 知 し , BARR He LIBRA FA: 
延 の 感 を 星 せ る が , 第 10 日 目 よ り , 第 2 週 目 に 至 0 FE く , 抑制 
れ , 第 10 日 目 の 大 さ に 比較 し , WHEL, 之 に 反し , 著しく 増殖 する を 認め た 
り . MR SUK 38.84 錠 最小 5.264% FA 6. 54D ine Bis ato. BARN oie 
GRE BT, RAR, Ei Meier 動物 に 於 て GTI NE BB 
すろ に , 第 7 一 8 日 wut て , KTKANTEHNTACHT, Ft BIKHEORAA 2, 
第 10 日 目 , PoKMIZMeBdHDBZAA, MOSS AAS OBASB, Hx 
増大 し , 9 258 E23 EO Cit, 掛 指 頭 大 乃至 2 挫 指 頭 大 に , BPA O. Mh 
RI 週間 は , MK 20.0% fy} 10.0% E44 13.34% の 減少 を 観る も , 食餌 投 軸 RE 
過 後 の HBS AT 1 ABN % LAR 1 週 の 時 に 比 し 下 均 1.133 少 増加 し 原 租 重 比 し , 最大 
12.0% Eh 5.12% EY 8. ice oni 5 RENT, 第 1 
iA) EN 1 PRK E22 De 2 120565 A 
HOMÄLOMTATE Be Bm tC L, 腫瘍 華 育 侍 良 な る も , 第 10 
HA, 卸 ち 鱗 鍛 を 始め て より 第 3 日 目 よ り は 第 4 群 に 比 し , BARS, 第 2 週 目 に 至 
り て , 腫瘍 柳 育 著しく 抑制 せる を 見 得 た り . 

内 分 用 詳 臓 器 組 織 遇 的 所 見 : RES LS せる も の に PST 2 ESR 
PROVE & 0 HEN 7S 0. 2 週 疑 過 せ る 賞 駿 冬 の 紙 除 的 所 見 を 述 ぶ れ ば 
KO) Hh | 

甲状腺 : 濾 胸 は 中 , 小型 に 局 す る も の ょ 0 成り 6 て, HOKIRKEBO 207 Fit 
濃厚 に 7 て , 聞 質 に は 可 成り の 充血 を 見 る . BER: 腺 細胞 は 可 成 0 姜 縮 を 示す も , 
20) Fe FT, ラ 氏 嶋 の 著 明 な る 肥大 , et. Bei: 渡 胞 は 


> 
2 
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ART, FE = Haemosiderose ipri= Retikulose の 像 を 見 受け た 0. EA: 精 
系 の 形成 は 稀 に 見 受 ら れ , 細 精 管 凡 に は Chromatolyse を 來 せ る 精 娘 細胞 ミ Pyknose 

像 を 示す 精 母 細胞 を 認め , 間 細 胞 に は 異常 を 認め あず . 副腎 , RADAR KO KL 
LT, 友 質 の 細胞 の 肥大 を 示す も の 多 し , ARMIES ed, HINES HE 
質 さ 境界 する 都 に 於 て , EN SENT, MHC OAMRORRe RI BOA 
70. 胸腺 : $PROZRRPEBHLAFIA ZS O; 副 甲 状 腺 : 透明 細胞 の 培 敷 を 来 せる が 如 
き ゎ の 核 の Pyknose を 示す も の 多く , 且つ 軽度 の 室 胞 織 性 を 來 せ る を 見 る . 松 果 腺 : 
腺 細胞 義 徐 ミ 核 の 濃縮 を 見 , NOM eR tL OBL. 

nern 35 | SEM? me 2. EC EEE SS am 
UEekT, BIER & SHARM ZU. 

EB MR et LF, RRC AU 2 ANNO UNE LOVER 
駿 群 に 於 ける 所 見 さ 大 髄 に 於 て , 一 致す る bE LOBULE: EIER O. 何 ほ 腫瘍 移植 家 
系 に 於 て 食餌 投 奥 ! 週 後 更に 談 航 1 週 虎 せ しゃ の 刀 に 腫瘍 移植 家系 に 於 て 鐘 角 1 1048 
i= LAL 1 週間 虚 置 せる 群 の 雨 群 に 於 ける 笑 化 度 は 前 群 の 中 間 に 存 し 本 2 群 間 に 
於 て は 腫瘍 移植 同時 に 食 錠 投 簿 を 1 BMI ARE LH DH HE NE 
著 明 な る が 如 ( し . 

ERS ER PER Ze RAS 2 ARE MT bili St: 2 BLES 高度 に 
て , PAD ASO Zan DR Te ie PRE ete O. 

Him: 1. HRB el. 2. EMRK LEO 

PIA ai A ODL tt RAR HONNEF EST PERIL EM SL, SRL 


k ORES 25 EO? O TBE 


51. 家 兎 肉腫 に 於 ける マグ ネ シ ウ ム ょ の 影響 に 就 て 
(BEBE SY PTE IC [KA ) 
BEAKER, mA 
TE ORF A A RAED pg aS 指導 杉山 繁 輝 ) 
Uber die Einiliisse des Magnesiums auf das Kaninchensarkom. 
(durch „Tüpfelanalyse “*) 
Von 
Eiryo Setu und Tadaharu Fukuda. (Pathologisches Institut der 
Kyoto Kaiserlichen Universitat. Leiter: S. Sugiyama.) 
諾 種 Mg WRONG ORTHO RIS TRMR, GAME HUES ture, RE 
な 解答 は 得 ら れ て 居 な い . 此 所 に 於 て , HOZD ARMS, BC REO AR SHE 
分 析 法 (昭和 17 年 , 18 4E A ABT EE) OTE Fe FRA, 加藤 系 可 移植 性 家系 肉 隆 を 
ROPER て みた . 併せ て その 際 の 人 骨 内 主要 無機 物質 の 清 長 を 栓 し た . EO MgCl 
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ZEN (RR ERGR 1 kg に 付 2.5cc) 連 績 静 注 を 行 ひ し に (Mel ff), 下痢 を 同時 に 
起 ', BWM se, 次 に は 5 日 間 虚 置 し , 炊 の 5 日間 休む さい . ふ 具合 に 行 つ 
た . (MgII 群 ), 2 Mg OHEMIZ IRS P OPK % PTR AL MgCl。 液 に 更に 2 
を の 割 に (NH,) 。PO, を 含む 液 の 連 績 注射 を 同様 休止 期 を 置き つ ゝ 行 つ た . (Mg+P) 
群 , 採血 は 耳 静 賑 よ り し , 接種 後 7 日 目 (第 8 日 より 始め , 5 日 目 毎 に 行 つた . BE 

は 第 9 日 より 区 死 する 迄 績 けた . 腫瘍 の 大 き さ は , TOMAR SE Ns 
Bk OUR CE ORME ZN ODE LK. 韓 移 度 は , Sh, 組織 に 現れ る 武 移 の 
程度 を (一) (+) Gb) Hh) の 四 階 級 に 一 定 の 規準 に 依り 分 も , (一 ) を 0, HEISE 

第 1 表 肉腫 家 兎 血清 K, Ca, Mg, Fe, P 782) (fi ERATE) 





WERE Nr. 第 8 日 第 13 日 第 18 日 第 23H 第 28H 33 37 A ME ABH 


mg/dl 1 
K 33, 27」 23.27 | 21.33 | 23.27 | 25.60 | 25.60; 28.44 | 2.99; 2.84 
5 


Me 4 "Ca 20.00 16.00 10.67 10.67 16.00 16.00 | 10.67 0.71 3 











55 Mg 3.20 3.20 3.66 | 3.20| 3.20 | 3.66 | 3.66 | 0.14 2.85 


kr Fe 0.43 0.32 0.43 04| 0.82| 0.26| 0.21 0.53 0.03 
"|p 20.00 21.30 | 20.00 | 16.00 | 16.00 | 16.00 | 10.67 | 1.04 | 15.17 

[K 123.27 25.60 | 23.27 23.27 21.38 | 23.27 | 25.60 |, 3.56 3.78 
Mg °” (Cal 21.30 22.90 22.90 24.60 22.90 21.30 20.00 | 0.62 40.0 
+ ‘58/Mg| 3.20 3.66| 3.20! 3.20! 3.20| 3.66 4210.14 2.85 




















BE solFel 0.26 0.26 0.26 0.21 0.21| 0.21| 0.32 0.55 0.02 
P 20.00 21.30 20.00 20.00 20.00: 21.30 | 22.90 | 0.87 18.0 
K 1721.33 19.70 |. 21.38 | 21:33 | 23:27 | 21.33 | 22:33: 1 2:88 |. 3560 
HE Ca 10.67 16.00. 16.00 | 16.00 ° 1.67 , 10.67 10.67 て 4 33.25 
- ui Mg! 2.56 2.84 2.84, 3.20| 2.84 12.84 2.84 0.11 1.87 
#E ~ | Fe| 0.43) 0.26 0.32 0.21 0.26 0:26 0.26 0.49 0.02 
P | 20.00 16.00 16.00) 20.00 20.00! 20.00 | 16.00 1.03 16.00 











第 2 表 ME, MBAS OM, EAE OY GH 





7 e er SPE om 
i Nr. 第 8 日 第 15 日 第 22 日 第 29 日 第 36 日 43H AMM Ty 
hf | 量 

Mg 43 MM qo 1912 | 1828 | 1875 | 1757 | / 1 頭 に 訪 田 法 に 1 SAC 
1 4 pa AYES RY 
ee 45 MMO e3F| 9 355 | 720 | 345 / IM4.0g| + 0.6 32.0 
Me 54 i | 1987 1917 | 1685 1585 1793 ノン 

BE | 55 jee 

KE 56 => 53 157 449 582 , 1320 / | 22.3 | 414.0 | 34.7 


Mg | -> sea | 2223 2147 1950 1918 1742 1680 


of Jv 
Af acs と | 
ge | 59 aS の | 47| 107 | 389 | 938 | 1455 | || 38.5] +29.0 | 37.0 
- LS ぐ ! 
_ S| wm 1993| 2071 | 2130 | 2073 2036 | 2018 








E - a2? 9 の | 25 | 333 | 1110 | 1705 | 2040 | 64.8 | +21.0 | 38.3 
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へ て 全身 に 瓦 0 線 計 し , TOMMBOBMBMIE SEH it: WAH). MADRE, 型 の 如 
く 血清 1ee を 探 9, Ki 0.1ERMM 2c AL, 之 を 原液 ミ し て 行 つ た . 

結論 : 相 常 大 量 の Mg Bild, ATARI: WHAT OE, それ に 比 し 腫 
瘍 の 諸 育 及び 韓 移 が 著しく 抑制 され た . Et 虚 置 せる 時 は , 腫瘍 の 大 
き さ , BRIEDRUSWLR. 之 を 要する に , Mg 障 の 抑制 乃至 促進 作用 は 投 奥 量 の 
問題 で あつ て , 何れ か さ 云 へ ば 抑制 作用 が ae 大 へ られ る . 又 Mg+P 群 に て , 
Mg 群 よ 0 生存 日 数 は 延び た が , 腫瘍 の 成長 及び 韓 移 が 増 し た 事 が 興味 深い . 其 の 他 
腫瘍 の 成長 ミ 共 に K, Ca, Mg, Fe, P メ 如 何 に 笑 動 す る か は 第 1 表 の 如く で ある . 


52. ZRAHICMUZAM UVA, マグ ネ シ ウ ム の 
PABA BA TR IC REC 
ie PEG, “RAR AS TS 
CHAD KB ae 指導 AZ ILD 
Uber die Korrelation zwischen Calcium und Magnesium 
in dem Kaninchensarkom. 
Von 


Tadaharu Fukuda und Yasutomi Tamaki. (Pathologisches Institut 
der Kyoto Kaiserlichen Universitat. Leiter: S. Sugiyama.) 

ERE OER ARBHIC HAT, Cas Mg は , 或 は 協同 的 に , 或 は 括 抗 的 に 働く さ 
友 は れる が , 之 は 悪性 腫 場 の 場合 も 同様 で あら 5. 従 つ て 此 所 に 雨 者 の 客 接 な 開 係 を 
a3 / A SPR Ate. 即ち 加藤 系 可 移 植 性 肉腫 家系 を 用 ひ , 0) 4 FRC 4 RRS | 
TE. 

(1) Ca+Mgfif: Ca(H:PO,). 5% Ieee MgCl: 2 を を 含む 液 を . 

2) Ca 群 : Ca(H。 da 5 少 液 を . 

(3) MeBE: MgCl. 2% 7% 

VY ENTE RE Ke 0 2.5 cep, IA 1 PRIA ERS EA BHR BACHE 
注 を 行 つ た . 

(4) MEIKE 

遍 置 は 接種 後 8 日 目 ( 第 9 日 ) よ り 始 め た も の ゝ み を 掲げ た .- FEMA OSPR KO, 
1 週 1 賠 注射 後 少く も 20 時間 の 間隔 を 置い て 行 つ た . 測定 法 は Ca 及び Mg は, 
Pincussen ik, Pit Bell u. Doisy 法 を 用 ひ た . 腫 場 の 大 き さ は , TOR 人 
を 以 て 表し , 韓 移 度 は 世 田 法 に 依 つ た . 買 駿 成績 の 概要 は 以下 の 表 の 如く で あ 

結論 : 結果 の 2.3 を 述べ て みる で さ , Ca 士 Mg HEINE HATA A B < us; が st ( 
い に も 拘ら 5 ず , 生存 日 敷 最も 長い の で ある . VHA PO 4 Ca/Mg tt Blois 
動 少 な く 略 * 一 定 の 範 較 に ある こさ は , 雨 者 の 密 接 な る 相 開 開 係 を 示す に 他 な ら な い . 
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第 1 表 


肉腫 家 兎 血清 Ca, Mg, HERE PIU IC ANEMLE, AED Ca, Mg, Porz 





Ca 36, 
+ 39, 
Mg 51, 
BE 53, 
Ca 49, 

; 2 
EF 


Mg 43 


u» 
HE 
E46, 


m ı o 
48, 


RE 





ate nie 
os AR 
ips > 
px | ER 
ar 


Ca | 16.23 


Br: 

5 の Mg! 4.54 
P 3.70 
Ca | 14.32 

41, Mz 3.15 


1 も Mg 4.48 


19 


17, Mg 4.33 


第 8 日 第 15 日 


15.94 


> 

. 
or 
pe 


16.59 


3.46 
17.47 


5.80 


HL 
第 22 日 


17.42 


1 
_ 


2.94 


第 29 日 
18.93 
5.36 


3.10 


~w 
or 
WW 
| 


1.43 


5.55 


1.95 


清 


第 36 日 第 43 日 


17.00 


1.90 


A 
19.16 
5.78 


2.20 


18.03 


5.04 


1.42 


14.85 
4.64 


1.63 


第 50 H 


19.80 | 0.6 


3.60 || 0. 


Pa 
ra 0 
ee 0 


.60 


.10 


nn 
~ 


10 


。93 | 19.01 


10.25 


むう 
I 
iN) 


.70 | 16.52 








ラ 


> 
備考 


血清 は mg/dl; 
AIL D PIE HE, 


NER RER FT 


第 2 表 血清 , 肉腫 組織 , 


FRAP IC 


K DWP db. 


5%; "RISA ST SWIC THIS DD. 


於 ける Ca/Mg, Ca/P, Mg/P iE O2E Ly Gif 





|, 
— u, 
RM | 2. or 
Er BR 58H 815 H 
CajMg| 4.0 4.1 
Ca 36,38, 
> 39, 50, ‘jp 9 >.4 
Mg 61,52,, °F | * er 
5 IMgP| 1.5| 1.6 
Ca!Mg 4.6 4.0 
Ca 
10, Ca/P 3.5 5.2 
HH 12 
Mg/P 2.5 1.3 
Ca/Mg 3.5 3.2 
Mg 。。 
13,44, Cp 5.6 6.4 
sn > 
Mg/P| 1.6 1.9 
PER 0 3.5 
fit Me cy Wert E 
e 46,47 5 . ms 
we , 9 っ > 6.( 4 
ra 18, 49 Ca/t er > 
ar Me/P| 1.6| 1.6 


ifn. 
# 22 H 
3.8 


9,7 


第 29 日 


> 主 
YA 


第 36 H 


第 43 日 第 50 日 


5.5 


3.7 3.7 3.6 
9.3 8.0 13.0 
3.0 2.2 3.6 
3.9 3.5 3.2 
6.4 4.5 9.1 
1.8 1.3 2.8 
3.1 Pe 
EM = Be gr 
4.2 3.4 
3.8 | 13.3.| / 
O81: Ba} Wh 


#1 
x 


IR 
ce 


Mt, ieee 
1} 0.17 
8 14.8 
4 2.4 


3| 16.1 
5| 2.6 
1 0.14 

















第 3 表 MBOKSIOWL, 腫瘍 重量 , ECAR, WERDE 





i Mweok き 3s PEPER = 

i - = と Ale 移 jf 

MR 第 8 日 第 15 日 第 22 日 FH 29H S36A B43 A /s50H | 量 ie a 
rn. | 451 | 371 674 | 1154 | 1846 | (472) |23.78|+16.340.08 
Ca ff 72 154 508 855 。 1260 | 1381 / 23.58 +12.537.3H 
Mg EF 63 94. 355 720 945 i og 14.08 + 0.632.0 日 
eR 0 25 333 | 1110 | 1705 | 2040 / (64.82 +21.038.3H 











介 し 個々 に 於 て は , Ca/Mg は , Ca+Mg BF, 無 席 置 群 に て 共に 比較 的 強く 動 描 し , 
を に 反し Ca 群 , Mg 群 で は その 各々 が 養 く 相似 た 軽度 の 動 卑 しか 示さ な か つた こさ 
は 注目 に 値する . 又 大 量 の Mg Ar TERN Mg は 殆 さ 増加 せ ず , 却 つ て Ca の み 
KERLE 8 HINT LS ZED ST OMEN Ca 含量 の 増大 に 伴 ふ が 故 で あ 


ら う . 


53. REL Pig Reda ARAM ht 7 レル ギー 性 
Bs atten os CRE 
SRI, 徳本 儀 永 
CHUN Se RB o ae 指導 伊東 日 療 
The Influence of Acidosis and Alkalosis upon the Local 
Allergic Changes of Rabbit Sarcoma’ Tissues. 
By 
Hiraku Hoshi and Giei Tokumoto. (Department of Pathology, Asahi 
Medical College, Keijo, Tyosen, Japan. Leiter: N. Ito.) 

RAPE KAD, 家 兎 肉腫 の 局所 ァ UT FARM BIETER, MAAK 
BH], MPRA MBG oO. MTHS UT, 2ke 内 外 の 健康 家系 を 選 
び , 起 を 3 群 に 分 ち , 第 1 群 を 正常 家系 群 , 第 2 群 を も ア ァ チ ドー ジス 群 , 第 3 群 あ アル 
カロ ー ジ ス 税 こなせ の 0. THF PO VARIA, Be RS ke Se oi, BAR 
Hl, アル カロ ー ジ ス っ 惹起 方 法 は , クロ ー ル カル シウム を , Mae ke 0.1 eH, 毎 
ABU, KA 6 JB 8 A. 感 作 方 法 は , 健康 馬 血 済 を , 5cc 宛 . 隔 日 3 
賠 復 部 皮下 に 注射 せり . MUT, 感 作 後 8 日 目 に , 腰部 皮下 に , Ale eH, HR 
17 日 目 , Bd, 感 作 後 21 日 目 に , 0.2cc の 健康 馬 血 清 を , 肉腫 組織 内 に 注射 し て , 
再 虚 置 さ な し , BAIEN, 6 時 間 , 24 時 間 , 72 時 間 , 1 週間 , 2 週間 目 に , 各々 
家系 を 撲殺 し , 腫瘍 を 摘出 , 標本 を 作り て 概 索 せり. 

BRR Cit, RER SH, 肉腫 細胞 自 般 の 洞 滴 腫 妥 は , 其 度 を 
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増し , CACM L, 肉腫 細胞 の 壊死 装 態 は , FREER 6 EEE & 0 2 
ALT, 欠 後 時 間 の 経過 ミ さ 共に, 其 度 を 増し , 1 乃至 2 週間 織 績 し , Sige sae» 
Hae RORMA LS ORRUT, 72 時 間 目 に 於 て は , 其 の 極度 を 示し , IWS OK 
ige 減弱 する 傾向 を 示せ り . 細胞 浸潤 充血 の 状態 は , FARR 1 i 目 よ Me 
LT, 1 週間 目 に は 極度 に 達し , BRUNNER ET ZEN FR LT, 2 週 
人 り 

ァ チ ドー ジス 家 兎 知 に 於 て は , FRR LIRIAS OO, AREA O TAR ERR FR tt, 
時 間 の 経過 ミ 共 に 其 の 度 を 増 し, ce eh are 
AMOR, Fe LAL ORL, 72 時 間 目 に は , 極度 に 
爾 後 は 尊 次 減少 する 傾向 を 示せ り . 細胞 浸潤 血管 充 修 の 像 は , a 
現 は れ , 72 時 間 目 に は 極度 に 達し , MRIS RE ET 4 IM AR LO >, 2 週 
間 迄 持 績 す . 

アル カロ ー ジ ス 家 兎 群 に 於 て は , 再 鹿 置 後 1 時 間 目 より , ARO TA RFR 
れ , 24 時間 目 に は 其 の 極度 に 達し , BRAS RMB st, 肉腫 細胞 の 壌 死 装 能 も , 
ARR SORIA KOST, 1 週間 目 に 極度 に 達し , 2 週間 迄 持 績 す . 精 締 織 増 殖 
は , Fe % 置 後 12 時 間 目 より 現 は れ , 72 時 間 目 に 極度 に 達し , BRIE 7A 
向 を 示せ り . FMAM, 再 虚 置 後 1 時 間 目 より 現 は れ , 1 週間 目 に は 其 の 極度 
Er, RISKS SA. 要する に , BRICK TK, 過敏 反 應 の 題 著 に 
現 は る ゝ は , PPR 72 時 間 前 後に し て , 初期 に は 充血 , AE, Aa 
BGR, 結 締 織 増殖 を 主 徴 さす る も , 後期 に は , 肉腫 細胞 の 壌 死 消失 を 主 徴 ミ な ? 
アァ チ ド ー ジ ス 和 群 に 於 て は , 封 照 群 に 比 し て , KTOWMLRW KO, Re, 人 KL a 
Al, WRI OT, 持 績 す . 7 シカ ロー ジス 和 群 に 於 て は , KOs H eR 
に 比 し て , 僅か 年 ら ぁ 軽減 し , 或 は 同一 程度 に 止 る が 如 し . BD ba BRR HK O 
肉腫 テア レシ ギー 性 絡 化 に 於 て も , 血液 ア チ ド ー ジ メ 群 は アル カロ ー ジ ラス 和 群 さ 比較 する 
き は 肉腫 は 勿論 の 事 BEA IBANEZ Wid SERRE OB, Er vr FE 
REV) (— ILS A %eBMdDIHO. 
附 議 

HRFEAB: 足下 の 寅 験 に 魚 て は アル カロ ー ジ ス な 若 起 せ し むろ 目的 クロ ルカ ル シ ッ ウム を 
御 使用 に な り ま し た が , Ca PSHE U DRC T レル ギー 性 炎症 た を 溶 退 せ し むる 作用 が わり ます 
の で 時 に アル カロ ー ジ スラ の 外 に 此 の Ca 自 角 の 作用 1 考 へ られ ませ ん か 

伊東 日 薔 : 申 君 に 代 つ て 御 答 へ 致し ます ,。 クロ ー ル カル シュ ュ ム を 此 の 寅 験 に 使 つ た の は アル 
ウロ ー ジ ス な を 直さ せる 方 法 < し て で あり ます 。 GIMOK CA TROT: WRI KDE LTT 
ルカ ロー ジス は アレ ルギー 人 性 紛 化 を 滅 束 せしめ ます 。 クロ ー ル カル シュ ュ ム ス ば か り で な し に 。 - 
般 に アル カロ ー ジ フラ は 策 験 は や つて ゐ ま せん か ら 6 分り ま せん が , 一 般 の 炎症 に も MH LAS 
作用 の わる ここ は 容易 に 想像 され ます .。 








54. 家 鶏 肉腫 の 研究 (第 34 回 報告 ) 
KEM, HAA, 森川 具 義 
名 古屋 常 國 大 學 幼 學 部 病理 移 攻 室 ) 
Studien uber Huhnersarkom (XXXIV. Mitteilung). 
Von 
Fukuzo Oshima, Hisashi Tauchi und Sadayosi Morikawa. 
(Pathologisches Institut der Nagoya Kaiserlichen Universitat.) 

I) RASA He OBA: RAINE KURT S HUD = BR i= 就 て は 私 共 が 
己 に 永い 間 種 々 の 方 面 か ら HELTAT RRAMORR HEAR, BKOGCHEA 

る さよ く 上 虹 し 又 根 部 より も よく 吸収 され て 突端 の 葉 部 迄 に も 至る ちこ さ を , それ 等 
ORF Re HELE KO CHEDDAR, 又 家 鶏肉 腫 組織 片 を 添加 し た 水 の 
FS BS LHR IK EMO LARA EL, 然 も これ を 家 負 に 試 儲 せ し むる 時 に は 
FINANZ KK BORE ISA SHE REY UDG SB et GM LEK. 各種 の 植物 は 起 
RRA OG MEO RE FUN し あめ られ な い が , BRSAOKIC RS TIER 
VETERFRCHOROFT IZ, IEG AKC BGG Leb OE O EFT Bete FH 
の 多い の を 認め て ゐる . Li» OREO = RAB AMEO EM HAGA T 4S WM O 9 の 時 
All 3. < MRED ALO > RASH, Adi ZEIAHEBD, これ 等 の 寅 駿 は 
植物 の 種類 , RAR LOT RABBI BF O RE OH 2 Er HHL TS 
る . 球根 の 中 に は 1 TEES RA SAR 2. 

呈 々 は 昨夏 朝顔 の 種 を 鉢 に 播き 土壌 の 中 に 機 湯 ある ご さ に 家 供 肉腫 の 水 乳 剥 を 表 回 
反復 撤 布 し た る に , BE, 修 育 等 々 すべ て か ゝ る 上 農 置 を 行 な は な いも の さ Ach 
に 成長 し , 然 か も 昔 を も ち 得 た . この 時 期 に 試み に その 葉 の 敷 葉 を さ つ て 家 針 購 内 へ 
返 層 移 植 し 同様 な 粘液 肉腫 を 作り 得 て 起 原 の 吸収 , 上 昇 を 認め 得 た の で あろ る が , 同時 

こ 開 花 し た (EME 72 PRR し て 移植 し た RIO ¢ 陽性 成績 を 得る 事 が 出来 な か 
つた . 然るに その 後 か ゝ ろ る 虚 置 を 施し た も の が 買 を 結び , LOR GTRAO RAE 
F を さ つ て , Live RAHA Lic 2 U 34 回 の 賞 駿 中 11 回 に 於 て 粘液 肉腫 の 形 
成 を 認め 得 た . 移植 後 腫瘍 を 形成 する 迄 の 期間 は 條 均 約 14 Ae RL, BDO PETE | 
HAE STC. AURA ROBART S CSO 7. 組織 像 種子 の 周 園 に 粘 
液 肉腫 を 形成 し , 最初 期 の 例 に あつ て は 種子 の ) RER 水腫 様 の 
肉芽 組織 を 形成 し , その 一 部 が 尊 次 肉 幅 化す さる 像 を も よく 追 完 し 得 た の で ある . 

更に 苔 々 は 完全 に 種子 の 落し 遇 し て 堅 き 果 殻 を 有する も の ゝ 敷 百 を 得 , PRR 
割 TZ ze! sorgen ト へ 移植 し た る に 42 回 移植 の 中 8 回 に 於 て は 明か に 粘液 肉腫 
組織 の 形成 を 認め , 印 ち 起 原 の 保有 含有 され て ゐる の を 知 6 得 た . 昔々 は 1 ヶ所 の 移 
植 に 切 割 せ る 種 - す の) 敷 片 eo た の で ある. D> SHACK RA Hide THEME 
Cte hl ME(= LOD ME Ze MO C RRA TB A TED, 未だ これ に よ つ て 陽性 成績 を 
得 た 例 に 接 し な い 、. 
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BT AIBA SAO RAMEE 2 EH, CORAL AER E し 開 
花 し 結 費 せ し むる に は 何等 の 障 得 を も RA LORDORD, その 種子 の ame 
に , 率 こ そ は 少な い が , ABBE 吸収 上 時 され た 起 原 が 保有 され 得る 事 を 知 0 得 た の 
CHS. TOMF-OR FMA, FTO I= VOM PRIED EHRT ET RBA 
腫 起 原 が 保 た れ 得 る か 等 々 , HO pis SRO PAIK RL THB HED USB 
THA. 

(IT) 肉腫 形成 の な い 肉腫 家 鶏 : 家 鶏 肉腫 起 原 REED DA Sr THAT 
も 粘液 肉腫 組織 を い づこ に も HELD 場合 が ある . か ゝ る 家 鶏 の 静内 いづ れ 
か に 組織 整調 を 外す 可 き 原因 が 加 は る さ , よく その 者 に 趣 原 は 占 居 し 加 働 し て 粘液 肉 
腫 組織 を 驚 生 せ し め る . 吾 々 が 経 卵 的 に 或 は 経口 的 , 経 気道 的 , FORMICA 
BIKA MEAG LORRI TT, COPA 6h, ZELTEN 
WEALD EWU D GF, TOP DAO ERT MO PERE 7S 2 RABE 
AMA 2 AS, その 部 に 粘液 肉腫 組織 を 形成 し , BD DAAC ROR 5 2 Fell 
( 得る. D> SARIS AR EMER OSS, BAT ANDERE AMER RE 
な る 問 態 の 存在 を 育 定 し な い . か ゝ AREAL HOCH U DUDEN) 
異物 入 を 始め 組織 整調 の 疑 異 を お こさ し むろ 時 に 於 て は , SRB ARR 
DEE 5 うな が し て この 部 に 肉腫 組織 を 形成 せ し め る . 吾 々 が 常に 賀 駿 に 使用 し つ ゝ 
ある 家 鶏 に は , 賀 駿 前 既に か ゝ ら る 汐 態 に ある 家 人 鶏 の 相 営 敷 に 存在 する 事 を 想定 し , # 
々 は 多数 の 外 航 健 康 な る 家 負 に 就 て その 内 臓 組織 の 移植 或 は 骨 内 いづ れ か へ 異物 の 才 
入 を 行 ひ 或 は 骨折 を 起 さ しめて, 稀 で は あろ る が 粘液 肉腫 を その 病 疾 剖 に 形成 せしめ た 
ADHD. これ 等 は 特に 家 鶏 肉腫 を 取扱 つて ゐる 賀 駿 室 近く に 飼養 つつ ゝ ある 家 鶏 に 
ped RN EEG: FA SRR 7S DER, PRIX BOD BER RB 2 17 
AIO CULE? SU 4, 先 づ 識 末 其 の 他 の 異物 の 試験 的 静内 挿入 を 行 つ て 肉腫 
BAO) 全然 陰性 な る も の を の み 使用 せら れ 得 可 き で ある 事 を 提唱 し た い の で ある . 
之 れ 等 の 詳細 に 就 て は 日 本 起 欧 及 健康 保 際 第 3315 HF (HAI 18 年 1 月 2 日 ) の 参照 を 
Cb. 


55. Ae RSA ELI D RE CARB EEA (DBE 
齋藤 弘 
AED 指導 木村 哲二 , Fe RE) 
Uber die percutane Eindringung des Agens des Huhnersarkoms. 
Von 


Hiroshi Saito. (Pathologisches Institut der Nagoya Kaiserlichen 
Universitat. Leiter: 7. Kimura und F. Oshima.) 


RFA NE OD HEU = LED 2 IA BEX BO A= KO TEN SN TOS. 
然 し 健康 な 皮膚 か ら の 骸 内 侵入 が 時 し て 行 は れ 得 る か 否 か に 就 て は , ST, 年 森 
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PROTO ERDF DVIS Strut BD EU». 私 は 新しい 構想 の 下 に 之 に 開 す 
る 加 駿 を 行 ひ つ ゝ ある . ZELL ORMMO Mic WHS. 

第 1 に 多数 の 健康 な る 家 鶏 の 胸部 の 科 毛 を 抜去 し て . この 都 に 家 針 肉腫 乳剤 を 反復 
塗布 し た の で あろ が , 塗布 後 短 時 日 に し て 該 部 の 皮 麻 は 浮腫 類 を 早 し 綴 過 ミ 共 に 非 い 
痴 友 を 形成 する . この 疑 化 は 長く つ ゞ き , 又 塗 布 部 の 皮膚 に 圭 應 ゞ る 人 部 の 内 面 に も 
同様 の 遂 化 が あら は れ た . i し て 抜去 し た 移 毛 部 に 一 致し て 次 白色 の 小 水 胞 様 結節 が 
漂 炊 に 散 現 する が , これ は 短 時 日 の 中 に 多く は 治 失 する . CORRE IC A 
ono これ 等 
Pt は 表面 に 壊死 片 の 附 著 多 見 る も の 又は 表 皮 層 の 一 都 が 壌 死 せ 
る も の が あり , 皮下 は 一 般 に 水腫 状 で それ に 瀬 墓 性 に 軽く 小 nica PID a 0 
Era ee USERS Gre ts. EUR 

に は 限局 性 に 軽く 肉芽 組織 が 作ら れ て , FOR 22 FLT BIE HOPD, Fl 
5 し た 腫瘍 組織 は 見 られ な か つた . 然し 塗布 部 の 皮膚 及び 肺 臓 の 一 上 片 を さ ミ つ て 他 の 
健康 家 匂 の 皮下 に 別々 に 移植 し た 賀 駿 で は 約 1 週間 後 移植 部 に 梅 賀 大 の 粘液 肉腫 組織 
を 形成 し , 18 日 後に は 針 卵 大 に も Ble. Md 家 針 肉腫 の 起 原 は 皮膚 を 透過 CH 
内 に 入り 6 然 も 全身 に 分 布 せ る を 誇 し 得 た の で ある . 興味 ある こさ は 新 る 塗布 費 駿 後 一 
定時 日 を 較 た 例 に あつ て は 新鮮 な 肉腫 を 再び 皮下 へ 移植 し て も 陽性 成績 を 得 た 例 に 接 
し 得 な か つた 事 で ある . 

炎 に 健康 な る 家 鶏 の 胸部 皮膚 に 出血 し な い 程度 に 負 切 を 加 へ , OMI RAB ANEAL 
剤 を 塗布 する 賀 駿 を 行 つ た . L ORO MER TEE 回 の 虎 置 に よ つ て 多く は 腫瘍 組織 
を 形成 する . 性 瘍 形成 迄 の 日 敷 は 最短 8 日 , 最長 11 日 間 で ある . MARMARA 24 
時 間 後に は 皮膚 炎 状 に 敬 赤 し 粗糖 , PIERS AO 次 で 表皮 は 種々 創 離 , この 疑 化 
(SAH Ba Be RF BARAT SH. 面 し て その 後 透 明 な 小結 節 が この 疑 化 の 中 に 散 義 或 は 多 
BL, 之 れ が 炊 第 に 集合 する . 或 る 例 で は この 程度 で 散 育 が 止ま る . この 時 期 に 於 け 
る 友 膚 の 組織 避 的 編 化 は 賠 形 細胞 浸潤 ミ 著 明 な 水腫 が 皮下 組織 cme られ , Bir RR 
の 直下 に は 小 腫瘍 が 限局 性 に 形成 され て ゐる. BS OPC C OBALDIAHKT 4 = A 
時 に 相互 に 集合 URC SK IAM, RBA PPA Hite HEM EICH, や が て 
中 心 部 は 潰瘍 を 作る . 然し 小結 節 形成 の 程度 で 止ま つた 例 で も 又 大 な る 腫瘍 を 形成 し 
た 例 に 訟 て も 放置 し て お くさ , 時 日 の 長短 こそ は ある が , RAC TOBAREIL | 
申 に は 全く 腫瘍 組織 を 認め な い 迄 に 吸 下さ れ て し まつ た 例 が 多 を あつ た . 小結 節 形 成 
の 程度 で は 敷 日 間 , BOGAKT EORM C4 2 ヶ月 間 の 経過 を 要する . 新 く 一 度 腫瘍 を 
形成 た 後 吸 必 され た 家 負 に 於 て は 以後 反復 負 切 塗布 を 行 つ て も 或 は 皮下 に 肉腫 あ 移 
Wil Cb, 再び 腫瘍 組織 の 形成 は 認め られ な い . この 賀 駿 群 の 家 鶏 は 剤 検 上 後 芝 する 
例 を 除い て は 内 臓 諸 臓器 は 過 て 肉眼 的 に も 組織 加 的 に も 著 筆 が な か つた . HL Obie 
益 を こつ て 他 の 健康 家 鶏 に 移植 すれ ば 常に 粘液 肉腫 の 形成 が 陽性 で ある . Wi2 BR 

に 偶々 細 網 肉 性 ミ 見 る べき 新生 物 の 形成 を 長 時 日 間 疑 過 し た 例 に 於 て 認め た . BND 
塗布 後 暫 くに し て 胸部 に 大 な る 腫瘍 を 形成 し , 潰瘍 を 作 つ た 例 で ある が , 約 2 ケ月 の 
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後 該 腫 場 は BAM Si REF OK. ARE) > ABRRAM R169 ARHET, 衰弱 が 
BLS KORO CHR Ute. BREITER F HEB K RUKGAKORROG » 
新生 物 を 作り , 又 右側 肺 臓 の 上 部 及び 腸管 の 一 部 に 於 て も 同様 な 灰白色 攻 豆 大 の 新生 
物 を 各々 1 個 宛 認め た . 割 面 は いづ れ も 炊 白色 で 家 欠 肉 種 さ は 一 見 し て 異 つ て ゐ た . 
組織 限 的 に みる さ 多 細胞 性 で 種々 な る 形態 の 細胞 より 成り , 粘液 化 の 傾向 は 認め られ 
な く て , 格子 装 織 維 は 極め て 多量 に 存在 し , AMS ORR CH A. BD DAA 
腫 て 見 人 散 す べき 組織 像 を 示し て ゐ た の で ある. BILAL OPIISHE & BBO = ZH 
れこ れ で 同 似 の 疑 化 を 本 賀 駿 で は 時 を 認め て ゐ ら る. 

以上 私 の 賀 双 の 成績 を 線 括 す る さ , 物 毛 を 抜去 し た の み で 肉腫 乳剤 を 塗布 
Sn eee 23 
C (WO REE AR BOD BZ VF (= AT ASHE ECFA eT Rt LO, RIBANMEO RR 
は cnt SITE = RRB EA CREB AA LOEAF 
を 知 9 die 

Ki= GBD RA REPU 2 BAT LIEBE CIS BASE TE Sa IF BCA SBF OD BS BEAR 
7 Locos <BEAN (= NIG I Fe TEM し 次 第 に 集合 増大 する . 面 し て この 
駿 妖 の 家 鶏 に 誰 て も その 騰 器 組織 の 移植 に よ つ て 起 原 の 全身 分 布 を 誤 あ る 事 が 出 座 
た . 然るに 第 1, hierin に 如 何 な る 理由 か は 不明 で ある が , REN 
の 後に 腫 場 は 吸収 消失 する 事 が 屋 * 経 双 さ れ , 新 る 家 欠 に 再度 腫瘍 を 皮下 へ 移 征 し て 
も 最早 や 腫瘍 組織 を 形成 せしめ る 事 が 出來 な い . 即ち 腫瘍 組織 の 形成 に 封 CIE 
を 獲得 せ ! ぁ 得 た も の ミ 友 へ られ る . MA(= L ORBOMAMRMO—-H Fe TD THO 
LERBOR FBT SS, 再び 粘液 肉腫 を 形成 せ し ゅ 得 , 超 原 が 極め て 長期 間 に 
YRO 第 2 の 宴 験 群 中 に 認め られ た 細 綱 内 


ーー 22 
(ie 
OO 


を 
er 


腫 の 形成 は 質 朋 に 用 ひ た 家 欠 肉 腫 起 原 に よ つ て 招来 せ し め ら れ た 径 化 の -- つ で 
DAS ae A. 


BS 4 \- RFA ASAE RI URDADREBO HG 7 IK BB LE TBC 
人 り . 然 も 之 ws 分布 せしめ 得る 可能 性 の ある 事 を 誇 , この 際 必 すず (し も 局所 の 
計 に 内 腫 組織 を 形成 する も の ミ 限 られ な い 事 を も 買 馬 し 得 た の で ある . ii CHE 
的 侵入 の 家 鶏 肉腫 起 原 が 組織 を 刺 較 する 力 及び これ に 刺 載 され る 組織 の 種類 等 々 に 就 
て は 今後 何 概 索 す る 必要 が あら っ う . 








56. HEE ORKMDTB TES BREA 2 D> 
森 上 修造 , 高山 光徳 
CK DARA 1 REE, 微生物 病 研究 所 冶 治療 研究 部 指導 AP 
Die Übertragbarkeit der Erworbenen Tumor-Immunität. 
Von 
Shuzo Morigami und Mitunori Takayama. (Pathologisches Institut und 
Institut für Krebsforchung, Osaka Kaiserliche Universität. Leiter: R. Kinosita.) 

最近 営 教室 に て 保存 中 の eh! 808 HROAR HHT u 100 
の 移植 陽性 座 を 示す も の で ある . ALHLIE—- BOVRNED—- FE SE CRS 
つた 後 尊 次 小さ く な つて 途 に 消失 する も の が ある . LOPIZARICH し て は 其 後 同 
腫 場 の 移植 多 反 復 し て も 毎 常 陰性 に 終る あ . か ゝ る も の を 私 共 は 後天 的 抗 移植 性 を 獲得 
し た さい ひ , 今回 は 4 回 移 西 に よ つ て 抗 移植 性 を 獲得 た も の を 用 ひ た . これ に 反 ( 
第 1 回 の 移植 か ら 全 然 つ か な いも の を 先天 性 抗 移 植 性 さいふ. 

か くし て 獲得 さ た れ 後 先天 性 拓 移 植 性 は 同種 の 個 骸 に 移 謀 出 来 な い だ ら ぅ うか. この 
問題 に つい て は 既に 多数 の 人 々 に ょ つて 研究 が 行 は れ て ゐる 、 然 し その 方 法 は , 一 定 
の 腫瘍 に 封 し て 抗 移植 性 を 獲得 し た 動物 の 血清 を , 際 め 移植 を 施さ ん ミ さす る 正常 の 同 
種 動物 に 注射 し て も いて その 後に 同 腫瘍 を 移植 する か , 或 は 先 に 腫瘍 を 移植 し て お い 
て 後 で 抗 移植 性 血清 を 注射 する か , いづ れ か の 方 法 が 用 ひら れ て る る . これ ら の 従 來 
の 方 法 に よ つ て は , 抗 移植 性 の 移 謀 は 的 唯 に 誠 明 され て ゐ な い . 

そこ ne Y > (MAE ST 4B) ESS EAN TFT 
方 法 を 選ん だ . それ に は , BATS S AMAL He AE AR Im TT KC AD? 
た も の を , 移植 針 に 人 My こ 注 射す る の で ある . 

第 1 RR Cis, 抗 移植 性 折原 血 茜 添加 群 , 藤 費 肉 腫 第 1 同 移 植 陽 性 に て 和義 育 中 
の 肉腫 を 有する ei BLM TORE, IEAS AME INAE, Be 5 LOVER ( 
た . それ に よる さ . 抗 移植 性 血 茜 群 で は 5 例 共 惹く 陰性 に 終り 但し 2 例 は 中 途 ま で 
BF CHA), 腫瘍 白砂 血 茜 群 で は 移植 陽性 1 例 (2 例 は 中 途 ま で BAT UT IR). 
正常 血 背 添加 群 で は 5 例 共 陽性 で あつ た . 

2 RR Cis, 第 1 買 駿 の 抗 移植 性 血 落 添 加 の 影響 さ 正 常 白 原 血 茜 添 加 の 影響 
を 再び 概 査 (, SARS TU TR U AE O AO) RABE HEH UT, 各 和 群 S 
見 の 白黒 を 使 つた . ALR ROPE MER INAEIK PCS BBE 2 Bl, TER ARMEE S NE 
BRE HIRE HS CIs 8 例 共 全部 陽性 で あつ た . EULER ODA HT AL 
Riki b BROT, 又 正常 血 将 を 添加 し た も の は , ARME BED RE 
で ある こさ が 明か さ な つ た . 

BS RRIF Tit, 血 苦 を 使 ふ 代り に . 肝 , RS 5 been Ringer 
液 に よる ) を 用 ひ た . それ に は HRHEARSIERERD 5 夫 stern 切除 し て 
Ringer 液 に て 組織 抽出 液 を 造り , 各々 肉腫 端 に 混 じ て inte JUS » (= 移植 を 施 ( 
た . その 結果 は 撤 移 植 性 白 昧 の 肝臓 組織 抽出 液 添加 群 ! Me よー 7. 
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即ち 後天 性 抗 移植 性 は 血液 の みな ら ず , 肝臓 組織 中 に も 含ま れ て の る こそ さがわ かつ 
た だ 

BAM. 先天 的 に 抗 移植 性 を も つ 家 喝 姓 に 老齢 白 力 の 血 洗 を 用 ひ た . ZU 
・ の 方 法 を もち つ て て は , RAMI CRAB EIER? nemdbnik. こ 
の 成績 は , BREUHRERHES ER ME AE SOHLE RUN BAR FON EN 


Vi FLORA OT, BR ERANECHT RKB, 同種 の 他 の 個 


KARR: ラッ テ に 長期 Batter Yellow Zeit LIEBER LO, KERN 


= の eK at ner 
ル 


. a : ae 
の 事 c あ Z AK BE od 7 IF DIZ PBS BEV ey 移植 性 高 : 


がい 


aR DAR FPR Ae, mit Butter Yeilow 


“SORBED ASH, 次 に この Butter Yellow に よる 肝 径 の 自家 移植 を せろ も すべ て 除 性 で 
HoT 


+ ZICH LT DMD HH Een し て ゐる る < 思ふ 。 KOCMBARTY 





人 は こ “FI RO TBE RD LOD BEM RED ZIEL FOCI O EHER TIEF 
だ だ : の で は な いか で 解せ られ る 。 





ABE BAM CRIS AA OMB UP 5 TBR LT: Mad b TOR 
腫 で は 殆 ABD? I RRC FEL し て る ませ ん .。 これ は 材料 が 全然 こく な る 開 係 で も わる の 


で せ う 御 参考 迄 に 
SMBH: 最初 か ら 精 え に く か つた 動物 に 作ら れ た 抗 移植 性 で は 後天 的 の 他 に MIRE 


因 と 云 ふ 事 が ふく まれ る nn BEMECHEZETDOTHZIG, Bil eh CHM 
SE; 3 と や る < 何 の 動 物 に 1 HEHE TEEN ZEERT EN, AE 
De RNG HE CBO CIA. その 桂 な 意味 の 者 で 同様 の 衝 腺 は 出来 な いで せ 5 D, 

木下 長 順 : Benzpyren A re TEX DERODRRV HG HITE AER LCA 2, 


oh 
‘ 

‘ 
u 
く 
a 
= 
N 
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57. Butter Yellow ei = Fey Hepatoma この 開 係 
水田 太郎 
OLA MAIO 1 病理 移 攻 室 指導 木下 良 順 ) 
Administration of Butter Yellow and Transplantation of 
Experimental Hepatoma. 
By 
Taro Mizuta. ‘The First Pathological Institute, Osaka 
Imperial University. Director: R. Kinosita.) 

BD HAD ZENTRALE OMS CHEER HAT 4. 
し か ら ば 移 値 の 先行 の 代り に , BILD BET CHT SHARK HST & TALE 


同 RAG RROD EM EE し て 拭 抗 性 を 示す か ざ う ぅ か. この 問題 を 解決 する た め に 次 の 








ARFITOT. 

1) 先 づ ラ 。 テ に 型 の 如く Butter Yellow UN TEZORRHEDRL, 飯 和 久保 
系 肝 痛 の 皮下 及び 腹 膝 内 移植 を 行 つ た . 飯 久 保 系 肝 郊 は 始め o-Aminoazotoluol を 
5 F LATHE LOK, 肝 冶 で 高 移 丁 性 を も つて ゐる ら 。 

長期 , 部 も 180 A, 195 A, 195 月 , 215 A, Butter Yellow を 投 奥 し た 4 例 で は 
綿 て Butter Yellow に よ ょ つて 肝癌 を すでに 融 生 し て ゐる . この ラテ に 飯 久 保 系 肝 
郊 を 皮下 に 或 は 腹 膝 内 に 移植 し た の に 何れ も 陰性 に 終 つ た . 之 に 反し 圭 照 ミ し て 行 つ 
た 健康 ラッ テ へ の 移植 は , 2 例 さ も 勿論 陽性 で あつ た . 

この 場合 Butter Yellow の 移植 に 及ぼ す 昆 響 を 慮 つて , 義 冶 に 充分 な 150 日 の 間 
Butter Yellow を 投 奥 (て か ら . 60 日 間 普 通 食 に 返し , Butter Yellow Hit, #8 
カ の 回 復 を 待つ て 同様 の 移植 を 試み た . 勿論 この 頃 に は 立派 に 肝 冶 が 存在 する . その 
ART 陰性 に 終 つ た . 同時 に 同じ 材料 を 正常 ラッ テ に 移植 し た 32 例 の 封 照 は 矢 
張 6 陽 性 で あつ け 

DROHEN り 進ん で る な い 時 期 , 80680 日 間 Butter Yellow を 奥 へ た 
ラッ テ に 同様 移植 を し た . 5 例 の 内 で 2 例 は 陽性 で 2 例 は 初め 移植 部 位 に 腫 妥 (0.5 一 
lem’) を 見 た が , 10 日 目 頃 より 之 が 洛 炊 縮小 し て 館 に 退 消 し た . 条 50 日間, 同様 の 
虚 置 (た ラッ テ の 5 例 上 1 例 は 早期 に 原因 不明 に て 死亡 し, # 例 中 3 例 は 移植 可能 で 
あつ た が , 他 の 1 例 は 移植 が 不 可能 で あつ た . 

BIS ETT S 76 HORM, EDD 8, 6, 4 日間 Butter-Yellow Zt 
Me か sk ee 

18m VNEMASKORDECHACT TAN Lt BOD S. ALIEN 

と に 移入 た 場合 に も 屋 いこ の 様 な 例 が ある . 

愛す る に 買 駿 期間 の 進む に 従 つ て , 特に Butter Yellow FPA ARN DSS 

み に 移 植 性 が 不可 能 ミ な つて 來 る . FRAG し て 衣 ヽ 増殖 する 肝 冶 組織 その も の に 詩 す る 
個 嶋 の 抵抗 竹 が 問題 ミ な る や ぅ に 解せ られ る . そし て Butter Yellow 205 91% 
敗 は 願 度 する に 及ば な い . 
2) EOMERTI& Butter Yellew に piel wes ah て o-Aminoazotoluol で 
BAS LD TAT O FEHR TOCA SP, 母 地 組織 は 同一 で ふつ て も 2 つの 肝 竣 
の 間 に 性 質 の 差異 が ある か も 知れ な いか ら , 想 的 に は 全く 同種 同系 の 肝癌 組織 の 移 
植 を 試み な けん れ ば な ら な い . その 意味 で Butter Yellow CHA LCI MMO 
HME ia TI Dr. 

先 づ 190 日 Butter Yellow ¥% 5,7 (2 OCH RAY LD, その 一 部 を 摘出 
LT, これ を 擦 め Butter Yellow % 135 日 間 興 へ た も の 2 例 さ 210 日興 へ た も の 1 
例 の 皮下 及び 腹腔 内 に 移植 を し た が , すべ て 陰性 に 終 の た . 

fil SO) 移植 材料 を ミ つ た 190 AH Butter Yellow 飼養 の ラ . テ に MP AK EH 
し た が , 肝 咲 の 傷 か ら 用 腔 内 へ 出血 し て 3 日 後に 死亡 し た の で 移植 の 成績 は わか ら な 
Wr それ で 更に 205 日 Butter Yellow PERL Lets 5 FG AARC — AB %e HH | 
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て それ を 再び 自家 移植 を した. この ラ 。 テ は 其 の 後 , 19 AMA TRIEBE 
化 な く 死 後 解剖 を し て 介 ヽ 不 成 功 で あつ た 事 を 礁 め た . 

此 等 の 成績 を 見 る に 被 移 西 動物 は 何れ も 語 痛 の 時 期 を 過ぎ , 又 立派 に 衣 冶 し て ゐ た 
の で あつ て 同種 の Butter Yellow 肝癌 を も つて し て も を 移植 は 不可 能 で あつ た . 勿論 
上 の 買取 の 材料 の 如く 移植 率 高 きも の で は な か つた さして も , 義 痛 に よ つ て 少く さも 
移植 を 容易 に し た さ は 言 へ な い . 

要する に Butter Yellow (= LOTHMRBAY LO HAUEN, BOM 
I 276 eee 
Rt ¢ MRC LCRA APIO RAK It, 殊 に 自家 移植 で は 立派 に 成功 し を ぅ な 
も の で あら . 所 が 事 買 は これ に 反し て , これ Somme - 抵 抗 性 を 示す こさ を 知 つ た . 

こさ に 殴 痛 し て 介 ヽ 増殖 し て 來 る さ 人 往々 移植 に 抵抗 する 性 状 を 獲得 する こさ は 見 逃 せ 
な い . そし て た さ へ 自家 個 骸 の 一 部 し て 冶 腫 が 区 生 する 場合 で も , その 組織 に 封 し 
て 個 骨 が 抵抗 性 を 示す の で ある か ら 韓 移 は それ に 戦 つ て 残存 せる FOND, 或 は 
ある 時 期 に BOTL ORMMES SIE し た 場合 に 見 られ る も の ミ 解せ ね ば な ら な 


58. 人 導 異 種 移植 の 研究 (SER) 
SPREE, FEIHES, MERK, ZRH, ACHE, 
=, HRI, a, 田子 秀夫 
(HAAKPAM AEE, WE 病理 ) 
Uber heterogene Transplantation des menschlichen 
Karzinoms (V. Bericht). 
Von 
Yosisato Hiki, Kohei Incue, Kaoru Umeda, Takeo Kuruma, 
Motoo Ohara, Manabu Sampei, Eiichi Tanaka, Shoichi 
Kondo und Hideo Tago. (Chirurgische, Innere und 
Pathologische Klinik der Medizinischen 
Hochschule, Nippon-Daigaku.) 
昭和 14 4 IRRE WS CPE UT ae te! AK (ERR) (SAE 83 世代 に 
LID, RGR, RAIA, 組織 的 所 見 Kalk 245 VC) Sl Cit FR SR E 
6, KAS UTHUBHMETH 2. 昨年 報告 し た 人 胃癌 か ら の 移植 例 は , 既に 第 56 世 
AK (BH 1173) に 道 し て 居る が 之 も 前 回 報告 し た も の さ 殖 ざ 同様 の 稀 況 で ある . 以上 
の 2 例 を 基礎 ミ し て , 余 等 は 他 の 動物 へ の 異種 移植 , 乳 摩 移植 , 源 液 注射 に 依る 移植 
RB FAG WAR, 更に 他 の 人 部 の 異種 移植 等 に 就 て 賞 駿 を 進め て 居る が , 
信 同 は 其 の 2 3 に 就 て 報告 する . 

BAR AR) の 他 動 物 へ の 異種 移植 就 中 大 黒 叉 へ の 異種 移植 は , 前 回 報告 し 
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oS BREAK Ro L,I GRAS GET, 何 づ れ も Rh BON ANT 

HOD, MAB, WIE, 犬 等 に は 未だ に 陰性 で ある . 

乳 魔 移植 に 就 て は , 始め 様々 の パー モン ト の 食 嘱 水 乳剤 を 作 0, “+ ARORT RYE 
腹腔 内 に 注射 し , 移植 を 試み , AMG HMB AE LS Aris, MST, 如何 量 が 最 
ee SOREN Ie 結局 20% Cleep’, 此 の 腫瘍 を HAH HIT OI, 

最も 適し た 分 量 で ある こさ を 簡明 に し た . パー セント の 低下 , 移植 量 の 減少 に 比例 し 

て , 移植 午 は 非常 に 低下 し, Ye eRe, 或 は 濾紙 を 自 過 せしめ た 例 で は , 現 
在 迄 , 腫 場 臣 生 は 殆 さ 陰性 に 終 つ て 居 ろ る. 

20% FFA, 1 cc を 使用 し た も の で は 現在 24 世代 迄 繊 績 移 西 さ れ た も の も ある . 

先 年 故 長 奥 先 生 の 御 算 め も あり , 現在 Berkefeld 型 濾過 管 を 使用 ARMOR 
WME Ze + ARMOR TE RORRAIK 注射 し て 居る が , 現在 迄 は JLT PETA 
2. 又 Benzol 抽出 液 を 以 つ て 連 駿 中 で ある が , 四 駿 日 数 何 ほ 洪 く , 報告 する 迄 に 到 
ら ず 。 

最近 , 乳 魔 移植 に 依り 腹腔 に 腫瘍 を 殴 生 せる 二 十 日 了 軸 の 腹水 を 他 の 二 十 日 財 の 皮下 
及び 腹腔 内 に 注射 し, EOE EC Sh CHA. HIERHER U し た が 其 の 
内 し 例 に 陽性 の 成績 を 得 た . 即ち 腹水 を 腹腔 内 に 注射 後 , 其 の 刺 入 貼 に 一 致し て , 10 
日 目 に , 小豆 大 の 腫瘍 殴 生 し , それ が 洒 次 増大 , 3 週 後に は 小指 頭 大 に 達 し た の で , 
24 日 目 開腹 し た . TSS, 腹壁 刺 入 中 に 密閉 し て , 小指 頭 大 の 腫瘍 より , WERE 
に , 腹腔 に 向 ひ 増殖 し て 居る . KH FR TARBEZELKEN 6 ETERT 
ke, 様様 で ある , Alt, TEAM SHS AORTA TH 
る . OMe, 桜 分 剖 像 多 敷 , 毛細 血管 充血 し , 之 を 園 ん で 腫瘍 細胞 集 狂 し , 

見 Peritheliom の 如く 見 える 部 分 も ある . 然し 一 部 は 江 潤 性 に 殴 育 し , 古き も の は 
PHM RD. 更に 此 の 動物 の 腹水 を 他 の 動物 に 注射 し 現在 観察 中 で ある . 

次 に 他 の 人 冶 の 異種 移植 で ある が , MESSED AC 17 例 を 追加 賞 駿 (た が , 何 つ れ も 陰 
性 に 終 つ た . 

以上 は 余 等 が 現在 何 賀 駿 中 の ) も の ) で ある が 全 後 更に 連 双 を 重ね , FHT 4 RE 
で ある 











59. 冶 エ キス 注射 に よる 痛 治 療 成績 (第 2 々 回 ) 
岡田 清三郎 , BE, Fe, NER— 
(An it KB eS i HAR BAS) 
Uber die Resultate der Krebsbehandlung mit Krebsextrakt 
Il. Mitteilung). 
Von 
Seizaburo Okada, Shakusho Sai, Yasuki Mori und 
Taiichi Kyutoku. (Medizinische Klinik von Prof. Dr. 
S. Okada, Kaiserl. Universitat Nagoya. 

Diesmal wollen wir über Krebskranke, bei denen schon über 1 Jahr 
seit Beginn der Injektionskur mit Mäusekrebs vergangen ist, berichten. 

1. N.T., 50 Jahre alt 4. Magenkrebs; hühnereigroßer Tumor am 
Epigastrium fühlbar. Injektionskur 6/VIII-20/XI, 10/XII-28/XII 1941 und 
20/I-3/II 1942; insgesamt 62 Injektionen. Also sind schon 1 Jahr u. 8 Mo- 
nate verflossen seit Beginn der Injektionskur. Tumor ganz verschwunden, 
kein Symptom, geht seinem Beruf nach. 

2. D.M., 28 Jahre alt 4. Gallenblasenkrebs ; enteneigroßer Tumor. 
Injektionskur 8/VIII-13/XI 1941; insgesamt 49 Injektion. Seit Beginn der 
Injektionskur sind also schon 1 Jahr u. 8 Monate vergangen. Tumor ver- 
kleinert bis daumenspitzengroß, wurde elastisch weich. Danach ganz gesund, 
kein Rezidiv. 

3. G.K., 62 Jahr alt 4. Magenkrebs; hühnereigroßer Tumor am Pylo- 
rus. Injektionskur 19-VIII-5/XI, 14/XI, 18/X1 u. 4/XII-28/XII 1941; ins- 
gesamt 50 Injektionen. Es vergingen schon 1 Jahr u. 8 Monate seit Beginn 
der Injektio:'skur. Tumor verkleinert bis soyabohnengroß; jetzt ganz ge- 
sund, kein Rezidiv. 

1. K.S., 61 Jahre alt *. Dickdarmkrebs am Colon ascendens ; über 
kinderkopfgroß+hühnereigroße Metastase an linker Flanke+ Lebermetastase. 
Injektionskur 3/XI 1941-1/II 1942 u. 15/III-2/IV 1942; insgesamt 55 Injek- 
tionen. Vom 6/IV an kein Symptom; nur der rechtsseitige Tumor bleibt 
enteneigroß, we.ch. Linksseitiger Tumor nicht mehr fühlbar. Leber, in der 
Mitte, 3.0cm unter dem Proc. xiphoideus, fühlbar. 1 Jahr u. 5 Monate seit 
3eginn der Injektionskur ; kein Rezidivzeichen. 

5. R.I., 50 Jahre alt 4. Magenkrebs: hühnereigroßer Tumor am 
Fundus. Injektionskur 30/XII 1941-8/IV 1942; insgesamt 50 Injektionen. 
1 Jahr u. 3 Monate seit Beginn der Injektionskur. Tumor ganz versch- 
wunden ; weder Symptom noch Rezidiv. 

6. T.N., 54 Jahre alt 4, Uteruskrebs ; Radium- und Röntgenbestrah- 
lung nie .t mehr effektiv. Uterusblutungen und Klagen über heftige Unter- 
leibs-und Lendenschmerzen. Injektionskur 30/XII 1941-8/IV 1942 u. 20/X-5/XI 
1942 ; insgesamt 60 Injektionen, Uterusblutungen hörten schon nach einigen 
Injektionen auf; Unterleibs- und Lendenschmerzen ließen nach 20 Injektionen 
nach, sodass Pat. das Haus besorgen konnte. Im Dezember 1942 trat ein 
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Rezidiv auf; infolgedessen vom 11/II 1943 an wieder Injektionskur. 

7. H.Y., 45 Jahre alt 4. Zungenkrebs : seit April 1941 bemerkte er 
an seinem linken Zungenrand einen kleinen Tumor. Im Oktober desselben 
Jahres wurde durch die Untersuchung eines excisierten Probestücks Zungen- 
krebs diagnostiziert. Injektionskur 6/I-11/IV 1942, 28/IV-18/V, 3/VI, 3/VI- 
25/VI, 16/IX-21/X 1942 und 14/I-16/II 1943 ; insgesamt 100 Injektionen. Tumor 
eitrig zerfallen mit Eiterabsonderung ; keine Lymphdrüsenmetastasen. Linke 
Hälfte der Zunge etwas geschrumpft, sodaß beim Herausstrecken der Zunge 
deren Spitze nach links gebeugt ist. Untere Seite der Zunge links zeitweise 


etwas infiltriert. 
8. E.M., 47 Jahre alt 2. Krebs am S-romanum ; kinderfaustgroßer 


Tumor dicht oberhalb der linken Symphise. Injektionskur 15/I-24/IV 1942 
u. 18/XII 1942-6/1 1943 ; insgesamt 60 Injektionen. Tumor nicht mehr fühl- 
bar nach 10 maliger Injektion ; seither gesund, kein Rezidiv. 

Wie aus den obigen Angaben zu ersehen ist, sind 6 Krebskranke (1.-5. 
und 8.) schon über 1 Jahr ganz frei von Tumorbeschwerden. Die 6. Kranke 
ist schon nach 1 Jahr relativ gesünder als sie nach der Radium- und Rönt- 
genbestrahlung war. Leider kam es zu einem Rezidiv ; durch die von neuem 
versuchte Injektionskur aber befindet sie sich auf dem Wege der Besserung. 
Was den 7. Kranken anbetrifft, so kann er zwar noch nicht als ganz geheilt 
betrachtet werden, doch der Tumor an der Zunge ist geschrumpft mit Ei- 
terabsonderung, und die Infiltrate an der unteren Seite der Zunge sind wie- 
der abgegangen. Tastbare Lymphdrüsenmetasen gibt es nicht. 

Also berechtigen diese Fälle zu den besten Hoffnungen, daß eine Dauer- 
heilung von Krebsen durch diese Injektionskur zu erzielen sein dürfte. 

MH 

MHM=B: WSEAS PTICR AHA BRAKAR Oo ARTE 2 REICH し て 「 私 は 
HRTOEANZELIAUHOTAZOTUEHH KARA KU TAZOTHH FF 5 ICE 
を 申 し わ げ て 居 き ま し た が よく 御 解 り に な つて 居 ら 6 ぬ ぬ 様 で すか 6 HAB AH CATH REA 
引 旨 の た めで 存じ ます の で 思ひ きつ て 今回 は その 意味 を は つき り ミ 申 し た い の で あり ます . 私 が 
驚い て ゐる 申し た の は その 立 泊 な 御 報告 に 敬服 し た そい ふ 意味 で は あり ませ ん . 最高 學 府 の 
教授 た る も の が , よく も こん な 報告 を 臓 面 も な く や ら 5 れ た も の か さ 驚 表 い た し た の で あり ます 。 
信 日 は 本 會 の 役員 の 一 人 < し て 資 任 を 以 て 私 の 意見 を 忌 憶 な く 申 し わ げ ます 。 

先 づ 第 1 に 御 伺 ひ いた し た いこ と は この 御 研究 に は 昨年 ミ 同様 に 岡田 教授 の 外 に 岡田 内 科 孝 
室 の 若い 方 々 が 名 を 連ね て 御 霞 表 に な つて ゐ ま す が こ れ 等 の 方 々 も この 研究 報告 に 全然 御 同意 
で わる か ぐう か さ 云 ふ 人 こと で あわ り ま す 。 攻 授 は 自 か ら 確 倍 せ ら 5 れる さこ ろ に 突進 せら れる は 教 
授 自 か ら 責 を 餅 の て や られ る こ で で 御 自由 で わり ます が ,。 これ 等 の 方 々 が この 間 題 で 教授 行 
を 共に せら れる こざ な まこ で ご に を た しむ 可 き で わる さ 思 ひま す 。 若 し こ の 席 に それ 等 の 方 々 が 御 
出 で に な る の な れ ば 各自 の 借 ぜ られ る さこ ろ を な 云 つて いた ゞ きた いさ で 思 ひま す 。 

本 日 の 御 報 告 の 中 の 一 つ 一 つの 事項 に つい て 討論 いた LAT OA HEAD MRD S 御 遠慮 申 し 
ます が , 御 報 告 の 如く , 自分 の 寅 験 方 法 を 公表 せ ず , RRA COT, 他人 が これ な た 再 試し 得 
な い 潜 情 の 下 に あり な が ら , 唯 里 に その 治療 充 果 の みな を 繰返し 本 學會 に 融 表 せら れる こ で は , 
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JHE DAE OPA ARRETL SL Die MU TO RER BABS T る EPMA TBC 
近い も の で あり まし て , MBS YS 報告 を 許し て 居り ます の は 岡田 博士 が 名 古屋 帝國 大 學 
Aa 
進ま れる な れ ば 本 學會 は 御 報 告 の 申込 を 受 鎖 いた さめ こと に な る か 1 知れ め < 思ふ の で あり ま 
す . 何 科 帝 大 教授 < し て の 位置 に 者 みて RABHO 指導 者 < 々 し て の 角 面 を 完 ふ せら 5 れる こ < を ん 
切望 する 次 第 で わり ます 。 

BAB: 演者 の 注射 療法 は 冶 腫 な 治癒 し 得る か 叉 は 軽快 する に 止ま る か , 治 疹 し 得る < 言 
めこ すれ ば 軽快 する こざ あり < 言 ふ 意味 c 思 ふ が ‘ill ren es つて 
LGA BILE CT AV DICK CRAIC EM OREM ACHR DX 言 ふ 者 あり し が , 其 
BAER LM ZAR LS MOKA ACEI TT IH HR OH HD LE KDD 
He LCHHMIAK ¢ MAG LT: KH LIES 程度 に 軽快 せる 例 は 少 か ら ざ り し も 粘 局 何れ も 
i DSC HOME ILD ICBO Td, 従 つ て 軽快 する 例 は 決し て 少な き も の に 非 ず . 

演者 の 読 く が 如く 極め て 数 果 わ る も の させ は 願 は く は 其 注 射 液 の WHE HEA AR LT i TE 
試 を 行 つ て 貰 ふ 様 に - し て は 加 何 か ゞ 思ふ 我 癌 研究 箇 に は 有 乱 の 研究 者 が 澤山 居る の で あり 5 fhe 
er DBD 6B DIERMAR LC AESUOHRAOFIC KD 充分 の 追試 を 行 
ふ 、 が 出來 其 結 時 演者 の 唱 ふ る 如き 好 果 を 得 ば 基 時 こる 苦心 せる 演者 の RICH L DH 
reis B EUREN 5 な 4 る 所 蓋 し 極め て 大 な る も の あり < 思ふ 、。 

RARER: 3 月 6 日 の 打合せ 會 に 申し た 如く 私 は 緒方 君 に 頑 成 致し ます , 岡田 君 は 雅 に 自 
SEU SM CUESRICBANE TH, ABB LCHREARART: 2M rib e し ます . 

木村 哲二 : SAR LICR OTRO A CED POKMD DUB IC7LOT: E EAN ZA 
SZ ARIE CURIE CHRD RO CHAR CAD Db FREI, MBM CT Dd? 

次 に 昨年 御 報告 に が つた 胃癌 全治 例 の 内 の 1 AC PE iS Be Te RENATE HE 6 PLT 
が あり , 胃 の 方 は 全治 し た ゞ BERN な つた 事 を 開き まし た が , 私 が 直接 聴い た の でない から 
今 此 記 で 此 別 断 を な きつ た か ぐう か を 確 ゆ た いと 思ひ ます . 

市 川 厚 一 : Mo つた 情け を ETC FER CDOT: 例 を 報告 され な い が こ れ は 人 を 誤 5 せ 
A. 方 法 は 費 表 されない PERL LER LT O REICHERT VRR AT SE 


ae 


2 


rl 





es. 

佐多 愛 彦 : RLM WEE ABC CIA し 其 治 療 液 の WHEE ICM MO LO > 
- 考 へ まし た 基 専 責 特 許 を 得 られ た 事 は 具 信 始め て 伺 つ * 虚 で わり ます が 果して 然 ら ば 基 製 法 
特許 公報 の 申 に 明記 され た 庶 で わろ る べく, I LCHICAROMIC OM Le THe ZICHE 


FF i 
すず すれ ば 何人 に て ? 製 出せ ら る ゝ ょ も の な る べし と < 考 へ ら る 。 
唯 だ 此 坦 合 他 人 が 製作 すれ EHD BEL TIAZN ZICH D FL MARIO 如き 


DAN EN PRB TT. he FIC KMS ZN FOREN ER も 御 在 
WDB Te IX LGIN TC hit] AGED Bre 受け ら る れ ば ぱ UAE IC HOT ZIEHE CH 
RMA BLA Lili DERART EN HAD 解決 を 見 る に 至る べく 余 は ADE 
DBI A LAM DE DBA Z Pee SOMA MAN Yt SAAT. 

ARH EB: 緒方 博士 に 自分 は OR le LTE 云 ふ HME MEIC FEE TH Ik 
生命 を 増 し レ て の 行 趣 で わり まし て 本 法 が 全く 訂 で わる 如き 場合 は 充分 資 任 を 取る 考 へ で わり ま 
す . KBTERSIMERFL, per IAThbMHAIERAEÄRTOb et. 


TI EN DEIN TEEN TEE 年 を 経て Re 見 る 時 ぐ EBEN 1B > fl DM 
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長 な る 故に 治癒 < BBC AMI HRD. MMOD S 希望 を 高め て 居る さ 云 ひび 得る さ 思 は 
Ue a 

tex ATIC, AOE OP, Wee tre BRT ASB Y LCELPLLEMLELO 
YEU CHO ST. 

木村 博士 に , HMDA THEI IG EAN O > DER 明 で あり ます . PMP eww x 
明 に て 後 食道 癌 と 列 り 解剖 に 附 せ る 例 は あり STRBRIH CHRD HZ, 

Ue SVGA (CMA (Ck AMG D TBS RH LIT ET, 


60. 肉腫 の 間 質 に 就 て 
吉田 富 三 , BARE, - 鈴 崎 宏 。 佐 々 木 仁 一 
(長崎 緒 科 大 學 病 理 學 才 室 ) 
Uber das Stroma des Sarkoms. 
Tomizo Yoshida, Takuma Shimauchi, Hirosi Tsurusaki 
und Jinichi Sasaki. (Pathologisches Institut der 
medizinischen Fakultät, Nagasaki.) 

腫 場 の 間 質 (Stroma) は その 由 來 か ら 見 て 2 通り に 大 別 す べき で あら る. Fl HR 
細胞 の 増殖 に 伴 つ て 新た に 増殖 し た 血管 結 締 組織 ミ , : 第 2 は , 特に 悪性 腫瘍 の 場合 
に , 貨 質 細 胞 の 淫 潤 性 増殖 に よ つ て , その 部位 の 血管 結 締 組 織 が 腫瘍 組織 内 に 封入 さき 
れ , 取り 込ま れ た 者 で ある . 前 者 は 其 腫瘍 に 本 來 所 属 の 間 質 で , 乙 を 優 に 固有 間 質 さ 
Bostik, 後者 は 或 る 偶然 の (後に 腫瘍 の 楽 杖 乃 至 保持 に 役立つ ミ し て も 慕 本 質 
に 於 て は 偶然 の ) 結合 に よる も の で あろ る か ら , 偶然 間 質 さ 言 へ る . 

我々 は 肉腫 に 就 て , この 固有 間 質 ミ 認 む べき 者 の 形態 , 成立 等 を 追 完 し て みた . 材 
Bit, 固有 間 質 の 形成 が 最も 著 し か る べき 管 の 移植 肉腫 を 選ん だ . 即ち 加藤 系 可 移 植 
HRA AMO 観察 を 中 心 さ し , Zi MRK 交 生 せ し め た トリ ウム 肉腫 の 所 見 を 加 
へ , 更に 肉芽 組織 新生 の 際 の 血管 新生 の 問 態 を 参照 し た . 

所 見 を 線 括 し て みる ミ We 要約 され る . 

(1) 肉腫 の 組織 内 に は 正常 の 動脈 又は 静脈 に 一 致す る 構造 を 有する 血管 系 は , そ 
の 固有 閣 質 さ し て は 之 を 認め る 事 が 出来 な い . 肉腫 結節 の 周 穫 部 に 於 て 極 く 表 在 性 に 
正常 の 毛細 血管 同一 の 構造 を 示す 血管 が 存在 する だ け で ある . 

(2) 肉腫 に 固有 の 血 流 の 路 ミ し て は , Ara, 細胞 間 物 質 (基質 ) の 作る 間 
隙 を 血液 の 流れ る 毛細 管 性 の 「 小 血 ( 流 ) 路 」 が ある . 即ち も 其 壁 は 内 被 細胞 で は な く , A 
腫 細胞 自身 が 乙 を 作 つ て 居る . 大 き な 管 腔 を 有 し , 厚い 璧 を 有する 者 も ある が , 之 も 
上 記 の 血 流 路 の 振 張 し た 者 で あり , 壁 は 肉腫 細胞 間 物 の 腸 様 化 , 肥厚 に よ つ て 出来 た 
も の で あら る. 通常 の 血管 の 外 膜 に 相 営 する 者 は な く , TOK ゝ 肉腫 買 質 に 移行 し て 居 
2. 新 る 外観 上 血管 の 形態 を 際 へ た 者 か ら , 明か に 四 質 細胞 間 の 間隙 の 血 路 に 過ぎ な 
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い 者 まで , FCOMOILOARHORTRAWER SHS. U 此 等 の 血 路 内 の 血液 或 は 
血球 流動 の 像 も 認め られ る . 
et くら 

を 置い た 部 位 に 分 裂 , 増殖 が 盛 で ある . 肉腫 組織 内 に は 出血 の ある 小 幸 死 稚 が 多 殴 す 
Eee TEAEDEOTER. 厚い 壁 を 持つ た 大 
き な 血 路 に 於 て も , 其 璧 自身 が 容易 に 壊死 に 陥り , ZH Ss UTR REOHMO 
壊死 が な 生ずる . 此 等 の 現象 は , 此 等 の 血 路 が , MKS MRS OMORMMRE S LTO 
内 被 細胞 を 持つ た 正規 の 「 血 管 」 で は な く , 肉腫 細胞 自身 の 形態 適 應 多 は 一 種 の 形態 分 
化 に 因 つ て 生 じ た 形 髄 で ある 事 を 示す も の で あら 5. 

(4 ) 以上 の 如き 血 路 の 形成 は 移植 肉腫 の 成長 過程 に 於 て も 良く 認め られ , Zr) 
ゥ ム 肉 腫 の 底 生 過程 及び 其 悪 性 化 し た 肉腫 組織 に 於 て も 明瞭 に 誤 め あら れる. 但し 原語 
肉 種 で は , 特に 未だ 小さ な 結節 で は 正常 の 毛細 血管 が 多い . 

EEE RN 個 の 結節 ミ し て 増大 成長 する 時 に は , UMN OMA RR 
PIE ZICRAL SES, それ か ら 先 は 肉腫 組織 自身 が 乙 を 形成 する . それ は 一 種 の 
RE PPE OTP Ok CRE LL, ZN KO TESE RET AD, RI THO MH E57 ° 
壊死 に 陥る . Bd 1 個 の 結節 ミ し て の 肉腫 の 成長 に は 自ら 或 る 限界 が あり , 無制限 な 
RE eS ee ee ee eee 

ふ 意 味 で は 一 種 の 出血 で あめ, 肉腫 は 出血 し た 血液 に よ の RBSHNATILAN~S 
ve “F203 通路 の 朗 め t > れる 賠 は 通常 の 出血 ミ も 異 る 6. この 事 は 肉腫 細胞 の 増殖 が 決 
し て 無 統制 な 細胞 性 増殖 の ひみ で は な く , 或 種 の 秩序 を 示し, 都 分 的 に は , 少く さも 形 


態 の 上 で の 分 化 ( 例 へ ば 腸 様 の 避 の 形成 ミ 其 部 分 の 細胞 の 比 形 ) を も 示す さ 解 すべ き で 
あ ら う 5 
(6) ARORA TH ER FH MEMEO 模様 を 見 る ミ , 所 詩 吸収 組織 に 於 け 


DERRMER ECHT DET ER CPF OMI EOS MK k AHCI 
な く , 結 締 組 紙 細胞 に 由 來 する 一 過 性 の (肉芽 組織 ミ し て の 機能 を 果たす 間 だ け の ) 血 
管 様 形 穏 を 認 む べき も の ゝ 如く で あろ る. 但し 此 研 究 は 共同 者 の 1 人 佐々 木 が 別個 に 貫 
行 中 で ある の で 暫く 留保 する . 父 我々 は 移植 痛 に つい て も 肉腫 さ 同 RR O HE RAT 


つて 見 た . 61. 示説 . 吉田 , 金 : BWHROMBEIKO MT). 
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61. BALD He CRT 
吉田 富 三 , ett 


EURE) 
Uber den histologischen Aufbau des Impfcarcinoms. 
Von 


Tomizo Yoshida und Chokin Kin (Pathologisches Institut 
der medizinischen Fakultät zu Nagasaki.) 

我々 は Basıford 系 移植 銘 の 構造 を , 腫瘍 の 成長 ミ 間 質 (Stroma) DK EED 6 
HH CAT. 移植 され た 癌 は 10 日 前 後 で 弓 織 随 的 に は 一 定 の 段階 に 達し , その 後 
は 結節 は 増大 し て も 組織 了 避 的 構造 に は 著 し い 疑 化 は 示さ な い . 移植 後 24 時 間 目 か ら 
始め て 14 日 まで , 逐 日 に 腫瘍 の 成長 さ 構造 の 推移 を 概 査 し た の で ある が , 主 ミ し て 
FBR A FEHIOOTT HEN KOT. 皮下 移植 PA た が , 前 者 の 方 が 特に 初期 に 於 て 四 園 
の 組織 ミ の 開 係 の 明瞭 な 切片 を 得る に 適し て 居る . 

Sunaina: eae 今日 まで の 所 で , BHO S, その 性 質 
に 就き 炊 の 様 な 理解 を 得 て 居 ら る . 

(1) 移植 郊 の 増殖 の 最初 ば は 宿主 か ら 間 質 が 供給 され (し 胞 菓 状 の 構造 を 造る 事 が 

EG StL DD, 暫 質 の 増殖 が 盛 に な る ゞ 間 賢 の 形成 が 之 に 伴 は な い . 従 つ て 組織 像 の 
上 で は 冶 の 特性 を 失 ひ , 肉腫 に 近い 形 で 細胞 性 の 増殖 形式 を 示す . この 様 に し て 一 定 
の 大 き さ に まで 成長 し 得る の は , 賀 質 の 細胞 間 に -—MORBROEM 32.4 HCH 
る . 

(2) 移 西銘 は 局所 に 於 て 減 潤 性 に 増殖 する 事 な く , 細胞 の 増殖 は > 
Ph 
主 の 血管 か ら ざか る 方 向 で ある 事 を 意味 する . 面 し て 此 増 殖 が 急 速 , Hea Sten 
ees Canoes Gi dad Aenea 
維 は , WARS CAH < , 且つ 断裂 し た 者 が 散 処す る や うに な りら , BUS PRES A 
つた 組織 の 中 に 見 散 し , AOR DS <I BARES. 此 状 態 は H-E 
標本 に 於 て も 良く 認め あら れる. 即ち 肉腫 捧 に 配列 不 規則 に , 且つ 非常 に 題 著 な 細胞 間 
OCR ARNO eee ee 7 ee 
は 度 く 浮腫 性 ミ な り , PRO DPI, 毛細 血管 の 壁 は 非 薄 , 粗 
BS eich ein, ZEMENT FV E OGRE S FBS. 此 緩 解 の ある 
BAO (+ LALO 0 SFL. <¢ REE, EDD BRA CARRS, 大 小 種々 の 間隙 
PMMA I-A CTHAS. HOFCHANDOREROVMG THAT EINAD, I 
TUDE A ORS = BEE LCA FE A OFEIIROWTRE IES DSDHA. OD RANE 
(A= RAHA CA O, 冶 細 胞 が 或 る 部 分 で は 乙 を 被覆 する 如き 配列 も 示す の 
で , 一 見 , 獲 細 胞 の 腺 様 配列 の 性 質 に 由 來 する 構造 物 の 如く に 見 える が , その 成立 か 

bE CHER OEM = K ARBRE CHS. 従 つ て 内 容 は 分 泌 物 で は な く , 血液 に 由 來 す 
DM CHD. 
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3) 間 質 に 緩解 の 現象 が 起 る さ 此 部 分 に 強い BODIED. BD BURAK 
RL EPROME HIERHER SD, TOLER BEE L, BPREON WER Lt: 
BBHOR, 或 は 毛細 血管 の 残像 を 認め る . COBDS ST SS, BPTI EMU = 
35270, その 中 心 部 に 毛細 血管 を 持つ て 居る . HOT LOMB HAS, 
血管 の 存在 か ら 沖 い 都 分 に 壊死 が 起 る 様 に 思 は れる が , wee UNO © RE し 出血 
LMR 2 pinc UTAEFANCHS. 後者 は 時 間 的 に 古い 間 質 な の で あら 5 TB 
れろ . 軟 禄 島 も 決し て 全部 が 傘 全 で は な く 。 MR し て 順 に 壊死 に 陥る 事 が 認め ら 


( 


4) bjiROA LD ORKOMNS 考 へ られ る . 移植 冶 は 其 成長 の 最も 盛 な る 時 に は 


間 質 血管 の 新生 を 件 ご bitte uncial て C 楽 論 え れる の で は な く , seo CHE 
旧 血 が 起 ら . その 血管 外 に 流出 UTM ER CHR SL, HAMM tO CHE 
殖 す る . OMA Be の 形 の 流 路 ミ 認 むべ き STE "見 られ , REM 

POMOC DS. 抑 ち 次 細胞 は 此 次 態 に 適 應 し て 不 完全 な が ら 一 定 の 配列 示 
lL, Bim. この 場合 換 質 内 の 液 骸 は 全 血 で は な く , 甚だ し く < 血球 に 乏しく , A 
A Pit > BOSSE OCHA, 印 ち 移 西銘 は 極め て 不 完全 な 血液 供給 装 態 に あ 
る FUHREN NNEIHRERLERRIEFEUREG: 1 fll Dae LTE HERR 7 ER. PER 

れ 得 ず , 一 定 の 限界 の ある 事 が 理解 され 


5 Mite Sih (AIS ウス ) に 移植 する ミ , 最初 の 代 か ら 上 記 の Bashord 系 
痛 ミ 了 司 別 し 難い 構造 を 示す 事 は 周知 で ある . この 事 は 移植 の 成功 を , 少く さも 組織 陳 
的 に 説得 的 な ら し むる に 障 得 ミ な つて 居る . BL, 上 記 の 如き 移植 郊 の 成長 形式 乃至 
構造 か ら 考 へ て , 移植 され て ( 減 潤 性 増殖 で な く ) 1 個 の 限局 され た 結節 を 作り 或 大 き 
さ に 成長 た 者 を 検査 する 限り は , 殆 ん ざ 線 て の 痛 が (へ バト ー ム , KON SF 

NGA AFFE) 極め て 近似 旋 至 同 - EUER 呈す る で あら うこ さ は 容 
易 に 考 へ 得る . 原 克 綴 ミ 移植 多 の 構造 を 比較 する 場合 に , ARMOR CIE 
初代 は 大 きく 成長 し た HH Ze BNE LS ae で あろ る から) この 忠孝 慮 すべ き 


て 
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62. Allie Bit 2 RAPE Me O Herbie 
ASHE, RER 
CH MRA AES A eS 第 3 講座 指導 A) 

Die Kultur von den zellularen Elementen der aus 
der sarkomatos verödeten Lymphdrüse 
ausiliessenden Lymphe. 

Von 


Michio Okamoto und Shiro Koizumi. (III. Abteilung des anatomischen 
Institutes der Kaiserlichen Universität zu Kyoto. Leiter: S. Funaoka. 


EMG OEE RISE U THERKOET 2 PMNS TS より 重 要 説 され , J TINE ZR 


Ye EMO 5 DIIGO PH, ELITE HE O TEE RE 


an 


むら 起 原 物 に 関す る 検索 6 古く より 行 は れ , - RK AK HY TI kt OREM 


ト り 見 て 血球 系 統 に は 属 「 な い . 明か に 腫瘍 細胞 な りさ 思 惨 され ら る 異状 細胞 が 多く の 


聡 者 に より の 早 示 され て ゐる の で あろ る が 此 の 概 索 に 用 ひ た 方 法 は 多く は 組織 届 的 方 法 及 


び 塗 抹 標 本 作製 の 如き 形態 陸 的 方 法 の み で あり , 新 る 方 法 の み を 以 て し て は 所 辞 形態 


的 類似 に よる 類 推 を 出 で な い の で あつ て 計 細胞 が 確 に 腫瘍 細胞 で ある さ の 人 断定 は 出來 
な い の で ある. P= 於 て 余 等 の ) HOON 組織 培養 の - 方法 で ある . 


HK 
が 


RSHERUFE: 材料 は 加藤 系 の 可 移 植 性 家 束 肉腫 で も つて , 該 肉腫 動物 の 骨 
こよ る 移植 連 駿 は 中 野 氏 の 才 箇 に よる も の 以外 は 見 る で べき も の は な か つた の で あろ る 
» 最近 この 肉腫 を 家 兎 の 貴 蹴 皮下 に 移植 し て , RR 3 ARE OD TER PS ED HH 


YRC RAE S TS TOMO HAE RO REE F&O URE EHEN U TORE RE 
ERROR TIENT SS, 約 2 週 間 よ 63 週間 後 肉腫 が 殴 生 する 事 が 明 に され て ゐ 
る の で ある が , WK Fistel を 作る 事 に より 5, 同一 の 家 各 に 於 て 最初 の 肉腫 移植 後 約 
40 日 間 に わ た 5 毎日 その 洒 巴 Fistel より 0 流出 する 光 思 の 移植 性 を 板 し た 虚 , 約 3 週 
間 後 は 毎 常 肉腫 高生 陽性 の 成績 を 得 て ゐ る . 又 こ の 最初 の 肉腫 移植 を 膝 胴 洒 思 腺 の 較 
信管 より 肉腫 浮 漠 液 の 注入 に よる ゞ , 注入 後 3 一 4 日 目 頃 1 一 2 日 陰性 な る 期間 が 存 す 
る 外 そ の 移植 の 天 日 よ ょ 0 毎 常 その 光世 Fistel より 6 の 光世 は 移植 陽性 な の で ある . I 
れ ら の 肉腫 移植 陽性 な る 光世 中 に 流動 (て ゐる ミ 革 へ られ る 腫 場 細胞 を 誇 明 する の 
が , COKE MR CA S. BD, 肉腫 材料 の 比較 的 新鮮 に し て BETTIE RE TE 4 BAe 
CF ST, これ を 膝 員 洒 巴 腺 の RATE LO, 毎 常 約 0.2ec 注 入 し , その 
後 約 3 AM %e KET - OE ROTOR KL a en りら , 腫 場 化 せ る を 
認め た る さき 光 思 腺 の 輸出 管 よ 0 毎 常 約 1.0ce の 淡 次 色 又 は 時 に \ 紅色 を お び 
た 光世 を 探 取 する . yr 2000 El HI 8 分 間 境 心 沈没 し その 沈 次 に 1 ROR 
FU OD MEE em SEO Atl 凝固 させ る. 殴 育 促進 物質 こさ ( て は 10% Spa 


t 


LK 10% PREDR + REMOTE ZEMENT THE HED. 
KR WE Air if 
BERUHEN Ze Lb COD R= | “Cie する さ , SPREE ROE (= BRIN UT se A RE 
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巴 球 の ァ メ ー バ 様 運動 に よる 洪 出 が 見 られ る の で ある . LOBULE, ARE 
及び 組織 球 性 細胞 の 流出 は な く 全 く 小 型 光 巴 球 の 純 境 養 の 像 を 時 する も の で ある . 又 

この 光 巴 球 の 分 裂 像 も 余 等 は 遭遇 し た 事 は な か つた . この 小型 河 巴 球 の ァ メ ー バ 様 運 
動 は , 24 PRR TESCO, その 運動 範 園 も 廣 く ER 49 時 間 後 に は や ゝ 不 
BS 0, 72 時 間 を 経過 する ミ 圏 形 ミ な 0 静止 せる も の が 多く な りら , 舗道 の 敷石 
の 様 に 好 ぶ 

肉腫 の 光 巴 液 の 培養 で 培養 操作 後 先 づ 目 に つく の は 海中 ne as 

se る . アメ ー バ 様 運動 を する , 小型 光 己 球 の 外 , PAAR, 更に 直径 に eC) ト 

林 巴 球 の 約 5 一 6 倍 の 大 型 の 彫 形 細 胞 が 存 し て ゐる . iinet DORE 
is く て 15 個 程 あ る が 核 は 小形 で , HERATHO, 通常 細胞 の 
中 心 を それ て 存 し , 原形 質 は 大 小 不同 の 頸 粒 で 薄 た され て ゐる . COREL HR 
ト の 脂肪 球 な る 事 が わか る 

次 に 一 番 注目 すべ き 事 は sabi 15 時 間 程 冬 つ ミ 上 記 の 大 形 園 形 細 胞 の 渡 出 を 見 る 
様 な 培 状 片 一 隅 か ら 定 型 的 な 紡 鍵 形 細胞 が 力 張 く 底 育 し 挫 る 事 で ある . LOPE 
胞 は 厚 肉 で 幅 は 上 記 大 型 園 形 細胞 の 直筆 程度 で 廣 く 長 さ は 幅 の 5 一 10 倍 程 で 細長 な 突 
起 で 互 に 相 連 な つて ゐる . 細胞 の 略 ヽ 中 央 に 細胞 の 幅 に 等 し き 程 の 直径 の 大 き な 周 形 
Li PILOT U, 核 は 大 振 2 個 の 中 心 位 を 有 す . 属 形 質 中 に は 最初 の 中 は 核 の 
WORT HRM PRD ERNANNT. 2! 時 間 ょ のり 348 時間 に か け て 
IHRE ER EAU TA FALL, 移動 し 互 に 結合 し て 網 の 目 の 様 に 
な り . VAI eT es る 1 例 に 於 て は 膜 様 に 草履 の 組織 を 形成 し た . ABEL 
at EA ANA HEL, 或 は 1 列 に 如 び 或 は 1 BCA. 培地 に Lithionkarmin X 
は 時 汁 を 滴 加 する ミ 幅 度 な が ら 之 等 を 拭 取 せろ る 像 を 認 む る 事 が 出來 た . 又 Sudan-III 
及び Nilblausulfat 要 色 に よる に 該 題 粒 は よく 染まる . 紛 鍵 形 細 胞 は Mikromani- 
plator の 下 で Mikronadel で 機械 的 刺 載 を 奥 へ る ミ 財 形 化 する . 3 日 一 4 日 に か け て 
該 紡 鍵 形 細 胞 の 般 有 は 停止 し , FORMER PGE S 7c © ANIL ORE & HA ye 
大 し 周 団 の 培地 は や ゝ 液化 の 稀 態 を 示 し, 5 日 目 に な る さ , COMME, 核 
も 濃縮 UIE S 75 0 SRLS ANI PS A Kiet IBD. > の 形状 は 培養 操作 直後 流出 せ 
る 大 型 の 園 形 細胞 さ 全然 同一 の 像 を 早 (., 彼 の 園 形 細胞 は この 紡 鍵 形 細胞 の 園 形 化 せ 
る も の ミ 認 め る 事 が 出来 6 る . この 頃 培 地 は 液化 の 状態 を 早 し, 細胞 の 輸 廊 は 著 明 ミ 
る が 細胞 膜 は 不明 瞭 ミ な の, 7 日 一 8 日 頃 に は 題 粒 の み の 集 合 の 様 に な り , 9 日 頃 細 
胞 は 崩壊 し て , BH UE CT I BE. 

UL Wi E REO — RAE CH AT 12 回 , Be BiH 72 片 中 , 上 
ICAP TI Ze Sh & O21 片 で 約 28 グ で ある . HART % Hite ik 
BEHT, その 0.1ce BRROK EP iE UT AMORA Fe LI ELODATCHY, fil 
その ) 0.1cc を 家 兎 皮下 に 注射 せる も 和 肉腫 の 柳生 な くし て 布 も 編 殺 形 細 胞 の 殴 育 を 見 だ 
る も の は 1 例 も な い . 

HE) ORE ~ ORME 
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BSTi 7 PiRTEMMIAD® Malignitat RASTADBDRM ACAI TOMM LRA 
の 皮下 に 培地 さ 共 に 埋 置 せ 0. 

1) 培養 後 24 時 間 の 紡 畠 形 細 胞 : 7 日後 米粒 大 の 肉腫 散 生 す . 

2) 培養 後 2 日 の 紡 鍵 形 細 胞 : 12 日 後 米粒 大 の 肉腫 散 生 す . 

培 状 後 5 日 に し て 紡 鍵 形 細胞 の 學 に 彫 形 化 せ る も の . 21 日 後 1 例 陽性 , 1 例 は 
陸 i 

4) HEBRS AIL THESEN ゝ 崩壊 せる も の . 31 AR1 PIE, 1 例 は 際 
WE, 

培養 日 敷 8 ALYRO 4 OU IL CAMBRAI OH, NEEOKELT し て 上 記 大 型 
周 形 細胞 の 海 出 RAE ere te ゝ 移植 は 凡 て 陰性 に 終 れ 0. 以上 に よ 
0 該 紡 鍵 形 細胞 は Malignitat を 保有 せる 事 移 認め る の で ある . 

肉腫 紅 織 培養 時 出 策 育 細胞 の 考 接 : 

aa 肉腫 を 堆 外 培養 に 供 せ る さき その 交 育 様式 は 大 内 ほ 3 つ に 分 け られ る . 

培 状 初期 に 肉腫 光 巴 培養 直後 ミ 同様 の 大 形 園 形 細胞 の 渡 出 を 見 24 時 間 後 肉腫 光 
a 
を 見 る .、 LOT ARE RET. AERO Z OM 
細胞 さ 同 一 の も の さ 考 へ 6 れる. 

2) 培 状 初期 の 彫 形 細胞 の 渡 出 は 前 者 さ 同様 な っ も 24 時 ie 養 片 を 中 心 さ し て 放 
射 状 に 前 記 編 鍵 形 細胞 より 薄 肉 細長 な る 定型 的 結 締 織 母 細胞 の 増殖 を 見 る . この 細胞 
は その 疑 成 過程 に 於 て も 前 記 紡 鍵 形 細胞 さ は 異 ら . 

3) 前 記 2 者 の 混合 型 で ある . 結局 に 於 て 肉腫 を 培養 せる さき の 出現 細胞 は 峰 形 細 
胞 , 紡 鍵 形 細胞 及び 結 締 繊 母 細胞 の 3 種 で ある が , それ 等 の 細胞 の Malignit&t に 圭 
UC His し た , 1 例 に 於 て 同 - en 1 上 片 よ り は 結 締 織 母 細 
WOARF し 他 の 1 片 よ り は 紡 細 形 細胞 の 店 育 星 盛 な り し も の を 同一 家 各 に 別々 に 移 
植 せ る さこ ろ 後 者 の 移植 個所 の みよ り の 12 aaa FARO TAB BCAA 
Ba CH) SUE. & 0 OD RU T OEL 2 彫 形 細胞 の み の Fir 4 AEE 
は Malignitat (RA dha THRO DH 0. 

結 論 

余 等 は 肉腫 を 移植 せる 家 兎 の 光 巴 を 嶋 外 培養 する 事 に より その 家系 へ の 移植 に よめ 
肉腫 を 紙 生 せしめ る 紡 鍵 形 細胞 及び その 笑 形 な る 財形 細胞 を 交 育 せ し むる 事 を 得 た . 
これ ら の 細胞 は 肉腫 組織 の ) 主 骸 を な す も の で あり , 韓 移 形成 に 上 封 し て は 写 液 中 を 流動 
L, その 主役 を 演ずる も の で あら 3. 

附 議 

ATRR: 「 汐 臣 中 に 在 つて 内 腫 な 毅 生 せ し むる 起 原 た な 確 めん で する 」 さ いふ 御 研究 さ 伺 ひま 
FT くれ が 加療 系 肉腫 細胞 その ぁゃ の が 。 その 総 形 せ る LOD, それ ら の 破片 か 。 或 は virus の 
や うな も の か ざ う 決 論 さ れる の で あり すか . 


岡本 道雄 : Zoe Lymph に ょ 5 Sarkom が übertrage n SNZMHMICHH L-Cit Tumor- 
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zelle の 外 Virus X Zelle の か けら < 言 ふ 様 な も の も ? 考 へ られ 。 RETA る が この ER 


Lymph の 中 の Tumorzelle に よる さ の 考 へ の 下 に 行 つ て を る 。 


63. 細 綱 肉 寿 に 就 て 
Ti, 黒岩 賢一 郎 
Fis BAK BBA) 
Uber das Retikulosarkom. 
Von 
Kaneyosi Akazaki und Kenitir6 Kuroiwa. (Pathologisches 
Institut der Niigata Medizinischen Fakultät. 

Was den Begriff des Retikulosarkoms (Retothelsarkoms) und seinen 
Formenkreis anbetvifft, so sind die Meinungen der Pathologen auch in Japan 
heutzutage noch nicht ganz iibercinstimend. Wir verstehen unter dieser 
Geschwulst einen bösartigen Tumor, der sich aus den Retikulumzellen ent- 
wickelt, welch letztere einerseits Retikulumfasern produzieren, sich zu den 
Histiozyten differenzieren. andererseits die Fähigkeit zur ausgeprägten pha- 
gozytären Tätigkeit bsitzen. Sollte aus den Retikuloendothelien des Lym- 
phknotens, des Knochenmarks, der Leber und der Milz ebenfalls auch das 
gleiche Sarkom hervortreten, so hängt es mit dem Umstand zusammen, ob 
die Retikuloendothelien der genannten Organe die gleichartigen Fasern zu 
produzieren vermögen oder nicht. Diese Frage ist aber u.E., noch nicht 
ganz geklärt, worauf hier jedoch nicht näher eingegangen werden soll. 

Da die Retikulumzellen hauptsächlich in den hämatopoetischen Organen 
als Stützgerüst zu finden sind, kann man erwarten, dass die betreffende 
Geschwulst meist in dem genannten System (den lymphatischen Apparaten 
sowi dem Knochenmark) auftritt. Da es aber ausser Zweifel steht, dass die 
tetikulumzellen in sämtlichen Organen sowie Geweben, insbesondere um die 
Gefässe herum anzutreffen sind, so ist es auch ohne weiteres verständlich, 
dass der bctreffende Tumor auch an sonstigen Organen sowie Geweben 
gefunden wird. Tatsächlich sind ja auch schon bis heute in der Weltlitera- 
tur über merkwürdige primäre Lokalisationen des Retikulosarkoms in der 
Schilddrüse, Haut, Harnblase, dem Uterus und sogar Gehirn berichtet wor- 
den. Auch wir haben Gelegenheit gehakt, einen Fall von Retikulosarkom 
im Grosshirn zu untersuchen. 

Vom klinischen wie auch pathologisch-anatomischen Standpunkte aus 
erscheint es uns sehr zweckmässig, das Retikulosarkom in die folgenden 3 
Untergruppen einzuteilen. 

1. Das lymphatische Retikulosarkom = Retikulosarkom der lymphatischen 
Gewebe. 

2. Das myeloische Retikulosarkom = Retikulosarkom des Knochenmarks = 
Ewing’s Tumor. 
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3. Retikulosarkom der tbrigen Organe und Gewebe. 

Bei der obengenannten Einteilung des Retikulosarkoms haben wir das 
des nichthamatopoetischen Apparates unter eine u.zw. die 3. Gruppe zu- 
sammengestellt, weil es zu selten beobachtet wird, um eine genaue Kenntnis 
über die Eigenschaften der einzelnen hierhergehörigen Sarkome zu gewinnen. 
Es ist aber auch möglich, dass man später einige Sarkomsorten der betref- 
fenden Gruppe in das lymphatische Retikulosarkom einreihen muss, weil das 
Iymphoretikuläre Gewebe bekanntlich in den verschiedenen Organen und 
Geweben zu sehen ist, oder sogar post 
partum neugebildet wird. Die beiden ersten 8 b 





Untergruppen sind dagegen sehr scharf zu 3 5 | \ 
trennen; die erstere Form entwickelt sich ss|X A\ 
ausschliesslich aus den lymphoretikularen em / \ 
Apparaten sämtlicher Korperregionen und "1; x Be 
die’ zweite aus den Retikulumzellen des Bi Pi \ 
Knochenmarks. Ausserdem müssen die «|: x \ 
beiden vom biologischen sowie morphologi- | / | 
schen Gesichtspunkt aus scharf voneinander ” IN | 
unterschieden werden. un \ 
Erstens ist das Lieblingsalter beider si¢ er 
Retikulosarkomgruppen ganz verschieden, ol nz he 





wie aus der beiliegenden Tabelle ersichtlich 
ist. (Tabelle). Das Ewing’s-Sarkom ist, wie 
bekannt, eine Geschwulst des Marks eines 
wachsenden Knochens; es entwickelt sich meist vor dem 30. Lebensalter. 
Das lymphatische Retikulosarkom tritt dagegen zwischen 40. und 70. Lebens- 
jahre, insbesondere im 5. Dezennium am häufigsten auf. 

Zweitens sind die beiden Gruppen in ihrer Verbreitungsweise ganz 
abweichend. Das Ewing’s-Sarkom entwickelt sich meist solitär gern an der 
Epiphysen-Diaphyszn-Grenze der langen Röhrenknochen. Obwonl bei diesem 
Tumor auch Knochenmarksmetastasen zu finden sind, kann man doch kein 
Zeichen der multizentrischen Entwicklung bestätigen. Bei dem lymphatischen 
Retikulosarkom sieht man öfters selektivsystematische Verbreitunr des Tu- 
mors über die lymphatischen Apparate sämtlicher Körperteile: Retikulo- 
sarkomatose. Was solche Generalisierung des betreffenden Sarkoms anbe- 
langt, so wurde es von manchen Seiten ohne weiters mit den Metastasen 
erklärt. Es ist aber ganz klar, dass es sehr schwer ist, einen Primärherd 
solcher stark generalisierten malignen Geschwulst festzustellen, insbesondere 
bei einer solchen systematischen Weise. Wie bekannt, ist der Primärherd 
nicht immer grösser als seine Metastasen, dazu tritt ebenfalls die Möglich- 
keit. dass sich ein maligner Tumor in dem tiefen Köperinneren ohne irgend 
ein Symptom entwickelt und erst später durch die oberflächliche Metastasen- 
bildung das Vorhandensein eines Tumors aufgedeckt wird. Bei solehem Fall 
könnte die Feststellung des Primärherdes trotz der Obduktion ausserordent- 
lich schwierig sein. Die zweite Tatsache, was u. E. ebenfalls schwer zu ver- 
stehen ist, ist die, dass man solche Generalisierung des Tumors bloss wegen 


ーー Lymphatisches Retikulosa: kom 
------ Myeloisches Retikulosarkom 
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der Möglichkeit der hamatogenen sowie lymphogenen Metastasierung in dem 
lymphatischen System mit Metastase zu erklären geneigt ist, ohne irgendeine 
sichere histologische Begründung der Metastase anzugeben. Für die selektive 
Generalisierung des betreffenden Sarkoms in dem lymphatischen System ist 
von vielen Seiten eine Hypothese der homohistotropen Eigenschaften der 
Sarkomzellen aufgestellt, für die aber natürlich auch kein zuverlässiger 
morphologischer Beweis bis jetzt geliefert ist. Soviel nehmen wir aber 
auch an, dass die genannte selektiv-systematische Generalisierung teilweise 
durch Metastase entstanden sein kann, weil der Tumor von maligner Natur 
ist und auch ausserhalb des lymphatischen Systems, wohl relativ selten, eine 
ausgeprägte Metastase setzt. Ja, wir haben sogar ein sicheres Zeichen der 
lymphogenen Metastase finden können, u.zw. wurden bei einem Fall von 
Retikulosarkomatose sichere Sarkomzellen nur innerhalb der Lymphsini eines 
Bronchopulmonallymphknotens gefunden-also eine einwandfreie lymphogene 
Metastase. Bei einzelnen anderen Fällen sind von uns Sarkomzellen auch in 
den Organgefässen festgestellt worden, was ja als eine wirkliche Möglich- 
keit der hämatogenen Metastase angesehen werden muss. Solche sicheren Zei- 
chen der Metastasen sind aber nur ausnahmsweise anzutreffen, und bei den 
meisten Fällen kann man weder den sicheren Primärherd noch den einwand- 
freien Metasenbefund aufdecken. Andererseits können wir uns leicht in 
Analogie mit dem Hepatom die Möglichkeit der multizentrischen Genese 
solcher Generalisierung des Retikulosarkoms vorstellen. Diese unsere Vor- 
stellung haben wir auf der letzten Tagung dieser Gesellschaft durch 2. Fälle 
von stark generalisierter Retikulosarkomatose, wobei die multizentrische 
Entstehung der zahlreichen Sarkomknoten in der Milz bestätigt wurde, zu 
begründen versucht. Früher sind auch solche Sektionsfälle mit gleichartigem 
Milzbefund schon mehrfach veröffentlicht worden, ohne jedoch dabei den 
betreffenden Befund so kritisch zu betrachten wie wir es taten (Roulet, Ver- 
hagen u.a.). Der von Roulet publizierte Fall bei einer 44jährigen Krankenp- 
flegerin (Fall 6. 1932) hat uns am meisten interessiert. Bei diesem Fall war 
die Milz stark vergrössert (635 g.) und auf der Schnittfläche wurden in den 
Follikeln entsprechende bis walnussgrosse zahlreiche Tumorknoten beobachtet. 
Histologisch kamen dabei alle möglichen Übergangsbilder von beginnender 
geschwulstmässiger Retikulumhyperplasie bis zu echten Retikulosarkomknoten 
zur Beobachtung. Solche Bilder wurden auch in den Lymphknoten festges- 
tellt. Ja, wir möchten diesen Milzbefund von Roulet mit der Hepatoment- 
stehung auf dem Boden der Zirrhose der Leber vergleichen und als einen 
Beweis der einwandfreien multizentrischen Entstehung des Retikulosarkoms 
ansehen. 

In der letzten Zeit haben wir weitere Gelegenheit gehabt, 30 Sektions- 
fälle sowie 51 Fälle von operativ entferntem Material des lymphatischen 
Retikulosarkoms sowie der Retikulosarkomatose zu untersuchen. Unter dem 
genannten Operationsmaterial haben wir bei 6 Fällen sehr interessante Be- 
funde des beginnenden Retikulosarkoms aufdecken können. Im ersten Beginn 
des Retikulosarkoms beobachtet man, wie auch Roulet damals gesehen hat, 
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eine zerstreute Wucherung der bedeutend blasig vergrösserten Retikulum- 
zellen mit dazwischen liegengebliebenen Lymphozyten in verschiedenen Ge- 
bieten eines Lymphknotens. Je mehr die Retikulumzellen wuchern, desto 
spärlicher werden die Lymphozyten in der Zwischenzone der gewucherten 
Retikulumzellen und schliesslich werden vereinzelte oder multiple :nscharf 
begrenzte Knétchen von Retiku!umzellen gebildet. Solche Knétchen werden 
niemals im Sinus, sondern immer .im Pulpastrang u. zw. im Mark oder 
Rindenknoten gefunden. Um die Knötchen herum sieht man ebenfalls eine 
zerstreute Wucherung der bedeutend vergrösserten Retikulumzellen. Eine 
Wucherung der Sinusendothelien lässt sich nirgends beobachten. Man 
könnte wohl den obengenannten Befund als eine Art der Retikulose ansehen. 
Die die Knötchen zusammensetzenden Zellen zeigen aber oft deutliche 
atypische Bilder mit zahlreichen Kernteilungsfiguren. Sie können sich teils 
bis zu den typischen Sarkomzellen fortdifferenzieren. Wegen der genannten 
Befunde darf man wohl annehmen, dass hier die retikulosarkomatösen Herde 
gleichzeitig zahlreich in einem Lymphknoten entstanden sind, u. zw. zuerst 
mit dem Bild der Retikulose und dann teilweise des Retikuloms, um schliess- 
lich einwandfrei sarkomatös zu werden. Die Berechtigung unserer Annahme 
könnte durch die folgenden Beobachtungen bekräftigt werden. Bei einem 
53jährigen Mann sind zahlreiche linksseitige Halslympknoten bis überdau- 
menspitzgross angeschwollen, wobei klinisch eine gutartige Lymphknotenge- 
schwulst diagnostiert wurde und etwa 10 Stücke davon operativ entfernt 
wurden. Der histologische Befund der exstirpierten Lymphknoten hat das 
Bild der Retikulose oder der multiplen Retikulome gezeigt, wie wir es oben 
beschrieben haben. Nach 8 Monaten ist der betreffende Tumor des gleichen 
Halsteils wie vor der Opertionszeit angeschwollen. Jetzt wurde auch eine 
Hautmetastase desselben Tumors festgestellt und klinisch schon eine maligne 
Entartung des Retikuloms angenommen. Histologisch wurden sämtliche 
Tumorknoten der Lymphknoten als Retikulosarkom diagnostiert. Bei einem 
weiteren Fall von einem anderen 53jährigen Mann mit relativ lokalisiertem 
Retikulosarkom der Halslymphknoten wurde ein Lymphknoten, der mit 
zahllosen sarkomatösen Herden durchsetzt war, gefunden. Diese zahlreichen 
Sarkomknoten können mit der lymphogenen Metastasierung schwer erklärt 
werden, weil solehe Knoten immer in der Marksubstanz zt sehen waren. 
Es ist auch unwahrscheinlich, dass solche zahlreichen sarkomatösen Knoten 
in einem Lymphknoten bei einem lokalisierten Fall auf dem hämatogenen 
Weg entstahden wären. 

Aus den erwähnten Tatsachen geht also klar hervor, dass die Genera- 
lisierung des Retikulosarkoms der lymphatischen Gewebe zwar teilweise 
metastatisch, aber vielleicht vorwiegend durch multizentrische Entstehung 
hervorgerufen wird. 

Was die Retikulosarkome der nicht-hämatopoetischen Organe anbetrifft, 
so kann man aus Mangel an geringer Zahl der untersuchten Fälle nichts Beson- 
deres sagen. Es sei aber nur auf das Retikulosarkom der Haut hingewiesen, 
das von Prof. Kitamura klinisch sowie histologisch von Anfang an aufs 
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genauste untersucht wurde und eine einwandfreie multizentrische Entstehung 
aufwies. Über Genaueres soll demnächst von dem Autor berichtet werden. 


64. FREENET 
川原 良輔 
7S BP BR BRS 
Uber einen Sektionsiall des myeloischen Retikulosarkoms. 
Von 
Ryosuke Kawahara. (Pathologisches Institut der Heijo 


Medizinischen Schule. Leiter: S. Watanabe.) 


Rake ORES 

22 OWT, WAL 15 年 12 1 FUTON <M RA THD) = 2OBBATU, 同 
16 35 HACE D EME EDM CHIE OBE CBU EE Me BEL LORI ADIL T:, REN 
SSIORMTERZT, 同年 7 月 に は 腫瘍 は BEAK ET Ric mic RA LI A icis op 
大 に 達 し 歴 痛 は 次 第 に 増加 し 。 10 ACA MM OBR 7 Hie CHARA OD ED RH Li 
弄 柄 院外 科 に 入院 し た 。 EAST MEET, 融 温 正常 。 血液 所 見 に 異常 が な い . 
その 後 腫瘍 は 次 第 に 増大 BIT 年 月 に は 右 下 肢 の 運動 は 全く 不能 だ な り , 薦 骨 左上 方 に 略 
同様 な 抑 指 頭 大 の 腫瘍 が 認め られ , 3 月 に は 左 膝 開 節 の 屈曲 全く 不能 そ な り 傘 に 雨 下肢 の 運動 が 
不能 だ な つて 。 6 月 13 HASH FICHE LI. 

EURER: 全身 前 痩 著しく 雨 側 路 開 節 及 び 膝 開 人 節 は 高度 に 硬直 , 腰部 は 硬く 局 本 に 
BEER. ZEICHEN REEL TE. POURRA Cit BT LOWE Ec Z 
れ に 浴 ぅ て 略 ヽ 抽 指 頭 大 の 凹凸 ある 腫瘍 が あら 5 皮膚 さ 硬く 疹 著 し , 右 朋 富 の 直下 に そ 
れ ょ のり 少し く 大 な る 同様 な 腫瘍 が ある . 胸腔 内 に は 少量 の 腫 場 片 を 変 ふ ら 血 性 液 が た 
LL, fi 20 湖 溜 し 右 肪 助 膜 は 下 側 部 に 於 て 案 状 に 胸 砲 に 療 著 , 壁 及 び 肺 助 膜 は だ 右 共 
(= ha FB 邊 球状 に 肥厚 し 大 小 の 硬い , IRE AIR BOR CHEER OG SOB 
AY SRE hie BUCH A. 横 隔 面 の 助 膜 に 於 て も 同様 で ある 。 

右 心室 心 内 膜 直下 肉 柱 内 に 小豆 大 の 硬い 炊 黄色 の 結節 が 認め られ た . 

腹腔 内 に は 腫瘍 の 侵襲 は 認め られ な い が 後 腹膜 に 於 て 腰椎 者 に 略 ヽ 手 節 大 の 腫瘍 結 
節 の 降 起 が 認め られ 腰椎 左側 都 の 夫 れ は 左側 腹 難 如 びに 背部 の 皮膚 に 達し 一 杉 に 友和 白 
色 で 硬い . また その 正中 下方 の 都 分 で は 全球 居 に 隆起 し た 脆 和 な 骨 稀 物質 へ さ 移行 し 
THD. 有 剛 の も の も 略 ヽ 同様 で ある が 専ら 6 春 椎 に 潤 5 て 深部 に 義 育 し て 居 て 側 方 に 
融 育 する 傾向 に 乏しい . 

組織 胸 的 所 見 : 主 腫瘍 は 清 夢 性 に 密 に 腫瘍 細胞 で 軍 一 性 に 占め られ 護 々 に その 壊 
FMA ES, 腫 瘍 細胞 は 中 等 大 乃至 大 形 の 財形 , PATE SO Hts 
性 の 細胞 で 原形 質 は 比較 的 少量 で エ オ ジン で 相 営 に 赤 和 染 す る . 核 は 園 形 , PDE TE 
多少 の 不正 財形 を 早 す る も の が 多く , 色 質 網 は 比較 的 織 細 で 核 は 策 + 胞 次 に 見 える . 
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Es MIGOREAD OAR S 70 AIDED MIM ART LODHAO, BOILED BEE 
し て 互 細 胸 を な す も の も 少量 に 認め あら れる . HARES DEE KC MM Sirk, Mm 
《 微細 な 格子 織 維 が これ 等 の 細胞 ミ 密 に 開 障 し て 誠 明 きれ る が , CHV MAK 
中 に 織 維 芽 細 胞 乃 至 結 締 織 細胞 が 索 状 に 少量 に 混在 し て 居 . ARE EI TI 
HATZ DFAS ACH A. 右 肺 下 葉 で は 助 膜 下 に 筑 状 に 中 等 度 の 腫瘍 細胞 の 増殖 が 認 
HOt, 助 膜 に 近接 し た 肺 胞 内 に は 少量 乃至 中 等 量 の 腫瘍 細胞 が あり , 夫 一般 に 大 小 
Ole THE SAR Hf 等 度 の 腫 場 細胞 の 増殖 が 目 に つく . AEM PREC SMBs RET 
ある が 合 胞 形成 が より 著 明 で ある . 

MIG: 本 例 は ER XERO 所 見 及び 病理 解剖 聖 姓 び ADS 
EHER OD FA tia) ANAS ANG = Ea BE し た 細 綱 肉 性 で ある さ 考 へ られ る . 腫 瘍 細胞 の 分 化 の 
程度 は 比較 的 未 落合 胞 形成 の 傾向 が 強く 織 維 形成 の 性 能 も 低く < 未 分 化 な 格子 入 維 
が 少量 に 詩 明 され る に 過ぎ な い . 此 上 庶 に 骨 和 骨 性 細胞 肉腫 ミ 言 つた の は 骨髄 の 細 網 細胞 

に 原 毅 し た さ 言 ふ だ け の 意味 で あり , 可 成 示 分 化 で は ある が 己 で に この 程度 に まで 分 
化 し た 腫瘍 細胞 で は これ が 号 丹 に の みろ 特有 で ある SEP うぅ な 性 格 は 示さ な いも の で 
HOT, 本 腫 場 に は 造血 能 の 併 在 は 必要 鈴 く べから ざる も の で は な い . WHET AS 
言葉 は 造血 性 で ある 言 ふ 意味 を 職 想 させ 易い か ら こ の 場合 不適 党 で ある が , FAR 
ろ過 剰 ミ 混 号 ミ に 悩む 細 綱 肉腫 の 分 類 を 更に 新 し い 似 名 の 提唱 に よ つ て 更に 燃 雑 化 せ 

し め る の は 好ま し く ない の で これ を 差 提 べた の で ある. 

本 腫瘍 は 肺 農 に 韓 移 する 事 が 多い こせ られ て 居る が 本 例 に 於 て も さ う で あつ た , ま 
た この 場合 血管 周 園 性 に それ が 著 明 で あつ た の は 興味 ある が , AKA HLS Ben Ur 
(CARR & EOE DR Saris hs ne また この 種 の 腫 場 は 顔面 骨 
その 他 自 帆 上 部 の 骨 の 骨髄 に 原 殴 する 事 が 多い ささ れ て 居る が 本 例 で は 下 生身 の 腰椎 

AiR UTES. 

本 例 に 於 ける 骨髄 の 細 網 細胞 の 増殖 が それ 自 骨 の 中 に 起 つ た も の か , 或 は これ に 先 
行 し て 非 特異 的 乃至 は 特異 的 な 骨髄 の 反 應 性 機甲 が 存在 し て 居 て 細 網 細胞 の ) こ れ に 詩 
應 し た 増殖 が 途 に 腫瘍 性 を 獲得 する に 至 つ た か か に 決定 し 難い 虚 で あつ て , 最初 臨 
洒 的 に 奥 へ られ た 脊椎 カリ ェ ス な る 診断 も 無 得 に は 訂 け られ な い の で ある . 
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65. Are nr ziehen 1 
大 高 裕 
CH a RBA S 指導 MMH, 三田 村 篤 志郎 
Ein Fall von multiplem Myelom bei einem Saugling. 
Von 
Yaichi Otaka. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata. und T. Mitamura.) 

SAAS BGK BRS ZS EES = CRRA BES, 赤血球 系 統 
Ce SR BAE IRS, HORM SHE 

HT LOAAAETS DBA AL, 腫瘍 の 構成 が 骨髄 の 造血 細胞 に 類似 せる 種々 細胞 群 よ 0 
MD SHAS 可能 な 0. Ribbert の 命名 せ し 赤 左 細 胞 腫 の 例 。 及び an 
Roman, Froboese, Verse VIER ET RE FANNIE ER HN SB, 本 邦 に 
FMD EOS BEA REOP % LS, Roman の 例 さ 同じ く eee 
AAAS ARKO A BE SISOS, 又 軍 純 な る 増殖 現 集 に も 非 す , 
らく 肌 生 避 的 毅 生 機 轄 を 有 す ろ 悪性 腫瘍 に し て 骨髄 組織 の 系 統 的 疾患 た る 傾向 を 有 す 
BVZ. ME 頭蓋 部 の 腫瘍 に 依り 線 色 腫 の 診断 を 受け し ちゃ の な り . 

臨 光 的 事項 、 4 ヶ月 ohh. be より 5 40 HEELEMMSICIHE, PARIS PEIC_E 3 F 
を 流産 せる も, CE MEISKETE TC >, PRREISHEFLH IC LC, RATAICHEZ, 生後 2 ヶ月 頃 
kb, 不機嫌 泣き 勝ち と な り , 同時 に 頭 凌 部 位 に 小 腫瘍 を 費 見 す 、3 > HERAB LL, A 
管 枝 肺 笑 の 所 見 わり , 同時 に 身 山 各所 に 小 更 味 及 び 潰 瘍 た 生 す . Ho RIAA, 歴 痛 の 
BB», WhROMHe LC mbt, 4 ヶ月 の 始め 入院 , 営 時 極度 に 貧血 性 に し て , 顔面 に 
呈 度 の 浮腫 及び 左 明 球 の 軽度 の 突出 わり . 頭蓋 の 側 頭 及び 前 頭 部 位 に 骨 様 硬度 を 有 LSB PS 
性 共に 無く 境界 明瞭 な 小豆 大 に 達する AMIN, AMREMOS 貴 豆 大 に し て 最大 な りき . 
BEE a, GR OBEREN ICE LAHORE, BIRR, AF, 左側 腹部 に 潰瘍 わり , 左足 
HEHE ET, DIR し 動き 少く , BAO RAMS 外部 的 節 化 無き も , Ak 
あぁ る らし . MABE MEER TEL, MRM LL, AK 高度 だ なり 食 癒 極 度 に 減 
SAL, si し 約 々 ヶ月 の 臨 閑 経 過 に て 死亡 せり . nae Mit we ORD り 死 亡 直前 は 85 7G, 
in 8 & 10% nt RM O0.59 を 示す . HOARMA MRIS DT 2 も , SAAR MER PE EGE 
に 見 る . 自 血球 教 は 瀬 次 増加 せ し : 死亡 前 3200 に し て 1 多 5 > OY RRM ROO REN Ae 
L, 吾 粒 性 白血球 13.26 REL ER EZ PWEDE RAIN} >. 原 検 査 に 依り 蛋白, Ble, 
自 血球 赤血球 を 中 等 度 護 明 せ し ゃ も 園 柱 を 除き て は 死亡 前 に は 六 跡 的 だ な り Bence-Jones DHA 
skate St LRAT, 

PAP R: Basse UGE AER RE US 減退 す . 頭蓋 の 表面 に が て 
は , FEE, NEST 前 頭骨 の 左 眼 案 上 方 部 位 に RKO 2 1 
つ , 右 側 頭 朋 に 選 ガ 本 な る 隆起 数 備 所 の 他 は , 臨 洒 観 祭 に 一 致 せ る 多 敷 の も の を 見 す . 
腫 猫 内 容 は 灰白色 に し て , 軟 く , 骨膜 下 に 存する も , TREN eSB UK 前 
頭 部 腫 疹 の み は 多 少 頭蓋 内 腔 に 向 ひ 突出 する も, ARB, ABZ BEE, 左 第 7 助 
骨 に 於 て この 軟骨 ミ の 接合 部 近く 位 す る , 胸 廊 内 方 に 向 つ て 突出 せ し 掛 指 頭 大 の 睡 
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BHO. FAERITTR HERR EEE UL TER HR SH HS KO A RE 
を 有 す . ARS 助 玉 に も 第 7 助 朋 より 小 な る 同性 質 の も の あり . 腫瘍 部 第 6 助 間 組織 
こも る 腫 場 当 模 あり . 右 第 4 助信 に 同じ く 小 な る 腫瘍 あり . 然し 何れ も 胸 廊 外 方 に 向 ひ 
て は 突出 を つく ら ず まず. それ ね 故 了 臨 灯 的 敬 見 を 困難 な ら し め た る な らん . 一 般 に 胸 廊 形 は 
FARE UT, BODO, 腫瘍 部 位 助 肪 は 極め て 切断 し 易 し , 大 服 骨 は 外部 的 に 秒 
化 無き も , その 割 面 に 於 て , THB Ae BK | CHM MMe TT REBAR A fH 
HOPE UC a REE 2e RO. AEUCHRMERET. PEAR ALU TREE 
分 硬 し . BAUT ARS PB PEZAR AO. 

組織 的 事項 : 腫瘍 組織 の 酸化 酵素 反 應 及び Unna-Pappenheim 染色 は 陰性 な り . 
Hy HBO Ht use DT 不 規則 に し て , BES, 織 維 ミ 其 の 間 を 粗 に 或 は 
密 に 潤す 細胞 群 よ り 含 0. 織 維 ミ 障 絡 せ る 紡 鍵 状 細胞 の 増殖 も あれ ざ 遊 離 細胞 は 核 明 
る き 大 型 細胞 ミ NM き 小型 の 細胞 の 2 型 に 分 た る . 此 等 細胞 は 大 堆 不 規則 に 配列 き 
r 場所 に 依り 何れ か 多き を 上 主 む る も あめ. PL BOKBOR-AG, weir SHIR 

し て 色 質 少く 核 小 徐 敷 個 あり. 織 好 刻 基 性 に し て 特殊 の 頓 粒 誇 明 され ぎる 原形 質 は 一 
様 な ら ず , pia NER UC VTS FEO TT IRS 1 IE BLA 7D 
も の も あり . 且つ 此 の 型 の 細胞 分 裂 像 は 少し . F2MOBS SRA 7 N OH 
RES SE (= PARES し て 核分裂 , A, 濃縮 現象 の 著 明 な る は 特異 な り . 細胞 は 大 小 不 
同 , 原形 質量 も 不定 , 菜 色 性 も 異 ら 居れ さ , 比較 的 分 化 せる 大 小 有 核 赤血球 及び 多 和 染 
— > MM} HO. = OPA DES AR IMMERIE MFA 7s. 即ち も 第 


1 ARS FREER ARO RIM 75 SR eet: も の に し て , FAR RMGN Re BT 
れ ざ 明らか に は 2 3, 第 2 型 の 細胞 中 に は 赤血球 系 統 の 異 BERN ZUELSBEZ 
る 細胞 を 混在 す . 以上 よ の 見 て 腫瘍 形成 細胞 は 極め て 多 相 的 さ 去 . 腫 場 組 織 に 
園 ま れ た る 肖 身 朋 質 は 著しく 融解 され , 骨髄 内 に も 腫瘍 増殖 あれ ざさ , 概して , 骨膜 下 
に 位 7 骨膜, DERART. 骨膜 内 は 線 じ て 造 面 細胞 粗 2 食 骨 細胞 は 


無し . 頭 鞭 月 に 於 て は 骨膜 下 に , 助 骨 腫瘍 さ 似 た る 組織 像 を 有 (し, 概 1 cation 
ROS HAA). WES AS ie EE SIR S 2. RARE ORTE 7 TI 
Gite). 骨 幹 部 は 赤血球 少く , 核 比較 的 明る くし て , A RS Be. LE cau 
な ぁ る 大型 細 胞 の 埼 殖 あり , EDDA RIC er A RY RSM it aR ERIE AD 
er BB TRATEN WL 5 acts SM SARE AMD A AVG AME も 増殖 
す . FROENER-IENERH 4S, 明か な る 造血 現象 は 無 (. VRR ARE 
(= CRRA BS, 本 例 に は 骨 舌 外人 造血 過程 見 られ ず . 腎臓 の 主 部 上 皮 は 硝子 滴 
ET AH T- en WAZ. 

線 括 : AAPOR ERASE SHR TEA Rustizky の 所 調 , 多義 性 
TROME(D IER UT, 氏 が 之 ゞ 隔 別 せ し , 異型 的 な 骨 航 性 細胞 より 成ら 骨 骨肉 腫 に 近 き 
mi り . 組織 的 に は Roman の 記載 せ (. TR BBS EIENBEERIIES 1 
て 増殖 は 概して 膨 岩 性 , REMAKE B % BEPPE ZS BEB HO HOMME, 未 分 化 度 よ り 5 
見 て 形 熊 的 に も 本 腫 場 の 悪性 な る は 明か な り , OTHER: Ewing ONE 
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OMA BBO REAM AED = TREO A A AG S Bit 2 Ale REM 
有 核 赤血球 ) を 混在 す . 然 れ 共 , 綱 度 の 増殖 像 は 著 明 な ら ず 従 に し て 細 網 肉腫 症 
LUO 難く , 骨 詳 賞 質 細胞 の 腫瘍 化 を 主 さ せる も の な る で し . ERO BRIER 
腫 の 本 態 的 考 祭 は 諸説 多く , 必ず し も Rustizky nz 避 性 腫 場 像 明確 
な る も の を も BGR UC 呼ぶ 傾向 あり . 本 例 に 於 て は FARR OK A PEARS 
肉腫 症 に 似 た る も , ARIK AM ORES < NE ess - 就 て は RER HEFT. 故に 
Ribbert SA U BEG 2 SEA RHE SACRO. 
本 例 が 生後 間 も 無 く BAR HD WHS HRM MG CHAD a sec = BEI He 
lL, FREED sate さも 称せ られ る 特異 の 機車 に よ ょ 0 BAYA 4 OT Be 
れ , EGP ARK も 造血 現象 低下 の 事 買 ミ 思 ひ あ は すれ ば 本 剖 EHER 


SBERNLAEPSUTZLOSEHSZENL, 


66. ARNO 1 Tbe pl 
内 田 信之 
Tit aK Rea HL MMH, SANE 
‘fin Sektionsiall der Lymphosarkomatose mit 
lymphatischer Leukamie. 
Von 
Nobuyuki Uchida. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata und T. Mitamura.) 

日 血 病 が Virchow \ © HORDE Str TU AKO EER, 分 類 に は 可 
成 進歩 の 跡 を 見 る が , KORA MUTE MBI SUT の な い . BS DBL 
is A i ONE Ree EI UC HH (Babes, Banti, Bard, Benda, Ribbert, 緒方 等 ) 
が ,_ パ eege% KL REL, AMMAN HRI 因 ら さも 考 へ ら 
れろ ミ 説 いて ゐる . 又 白血病 を 中 毒性 偉 森 性 原因 に 由 る 疾患 に 加 へ ん さす る 者 も ある . 
me - 腫 場 説 の 1 誇 捧 こ な る 如き 例 を 報告 する . 

Wit 20 歳 の 男 の 學 生 で 家族 歴 , 既往 歴 に は 特記 すべ き 事 が 無し 

Pe ミ Lian 16 年 10 月 6 日 ( 死 の 約 々 ヶ月 御前 ) 朝 左肩 胸部 に 軽 き 芝 痛 わり RBM 
DRAG L, BERMKLT. 一 旦 軽 快 せ る ! 夜 生 再び 同一 部 位 に 劇 痛 を 赴 え , 接 礎 を 受け 
途中 突然 意識 不明 と な り 和 区 星 し た が 約 5 分 で 尺 後 した. 約 1 週間 微熱 が 績 いて 後 軽快 し た が 
MEARE IFA RAR DS 基 し か つた . 10 月 28 日 ボート を 満 い だ 後 再 び 同一 部 位 に 導 痛 を 感 
じ 呼 吸 が 多少 促 迫 し 初め た . 11 月 15 日 約 37.5C En HA LP RR ET, 
ぃ の 後 約 5 分 間 意 識 不 明 ミ な り ) DORR Ca TL 


N 





DAS ARH T:, 12 4 2 AWRY 
を 起 LID LICE 2 5, 443 日 東大 物 療 内 科 に 入院 し た . 

入院 時 所 見 の 主要 な る 息 次 の 各 し . PUL 36.8°C RM 118 呼吸 30, 胸 腹 型 。 相 営 の 呼吸 促 作 
な る も 仰 麗 可能 な り . 全身 皮膚 異常 蒼白 。 上 生身 に 著 明 な る 浮腫 あり, SÄRPIRERT. 頭 部 替 
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REG CHEWED DO, ARERRTARIAB Ae mT. AA ER OL, a LE RNC er 
SUN KOMMARU, 歴 痛 な し . WEHREN, DREN AH, IE CREST 
(EMA T, 心音 届 是 純 . 前 胸部 は 左右 共 上 部 濁 音 , 右側 に 無 管 支 音 た 聴く, 背 都 は 左右 共 全都 
濁音 , 殊 に 右側 に 著 明 , RER a, ATI PACS MO PAPE ARM (MEME 
PRB A 7eAE FC 1 RTA) BE, PARE, 下肢 に 於 て 腫 反射 元 進 せ り . ARRRAX 
線 検査 に 由 り 縦 隔 紳 前 部 に 巨大 な る 腫瘍 を 認 む . 12 月 4 日 の 血液 検査 に 由 る ゞ , 血色 素 量 44 多 , 
PRIMER 244 高 、 少 敷 の 有 核 赤血球 わり , 色素 係 敷 0.9, Am, 種類 は 汐 臣 球 様 細胞 
(原形 質 乏 し く Oxydase 及 Peroxydese 反 應 除 性 ) 94, 前 骨 科 細 胞 2.52¢, ARMM 1.52, 
後 骨 簡 細 胞 1 用 分 葉 核 白血球 を 見 ざり し ふ 核 に は 少 敷 出現 し た . 陳 沈 1 時間 64 mm, 出血 時 間 
10 分 30 Fb, 凝固 時 間 8 分 一 20 分 。 HSER ARSTER APO ARM AMT, 
RICH A MERRY v7] — eR し た . MRS L. 入院 3 日 後 より 最高 38C (He 
SZRM, ANIM OMERG ARABS, 治療 に 勉 む る 1 上 和牛 身 の 浮 腫 等 病勢 進み 12 

月 20 日 強度 の 呼吸 困難 の 下 に 死亡 す . 

FRE ARPA (HE 15972). 前 縦 隔 寛 の 全 槍 を 占め る 健 手 争 大 白色 等 
質 の 腫 場 が 存 し , HOMER CH 4. 該 腫瘍 は 心 外 膜 の 前 面 。 雨 側 肺 門 部 及 大 動 
脈 弓 部 . 胸 廊 後面 尋 に 横隔膜 ミ 張 固 に 癒 著 す . 腫瘍 は TCS 4 一 第 7 助 骨 に 深 ひ 
T 又 左 側 横 隔 膜 及 左 肺 内 気管 支 に 深 ふ て 減 潤 性 に 増殖 す . 腫瘍 の 割 面 は 黄 白 色 酷 様 
で 壊死 出血 等 を 見 な い . 組織 了 的 に は 腫瘍 細胞 に は 2 種 あ つて , 1 つ は 光 巴 球 大 で 原 
形質 に 乏しく PERI BCUNBORLEL. MOLINE OK CHEM, RK 
LEB DD ¢ 水 疾 性 で ある . 又 格子 織 維 の 新生 が 著 明 で ある. 此 等 の 細胞 は 何れ も 
Oxydase 及 Peroxydase 反 應 陰性 な り . 腫瘍 組織 に は 蜂 高 状 構 造 無く 洒 巴 腺 組織 を 
破壊 7 て 減 潤 柏 の 増殖 を 示 し て ゐる . 肝臓 は 中 等 度 に 腫 大 し 重量 2080 g で 表面 は 在 
CME BL, 割 面 で は Glisson 氏 還 が 灰白色 に 厚く な り , 此 虚 に 白血病 性 組 
MOKED SACHA A. 組織 也 的 に は 此 の 光 巴 性 白血病 性 組織 の 増殖 は Glisson 氏 
珍 に 限局 し 結節 汰 に 増殖 し 小葉 内 に は 殆 さ 認め あら れ な い . 増殖 せる 細胞 は 汐 巴 球 様 細 
胞 が 主 で 細 綱 細胞 様 の も の も 散在 性 に 増殖 し て の ら る. 小葉 中 心 癌 に は 肝 細 胞 の 脂肪 化 
が 認め られ る. PRs 110 g CHAZ CH SD. 割 面 で は 濾胞 の 境界 は 不明 瞭 で 腫 艇 
は 細胞 に 富ん で 居 ち る. 組織 也 的 に は 濾胞 内 に 白血病 性 組織 の 増殖 が 著 明 で , PREF 
MRE = ぁ 浸 潤 性 増殖 が 認め られ る . POUR, 気管 分 岐 部 , 気管 気管 支 , 胃 周 園 , FA 
as, 腹膜 後部 等 の 光 巴 腺 は 色々 の 大 いさ に 腫 妥 し 割 面 は 骨 様 な . 組織 際 的 に は 
PE, 皮質 結節 , BEC SEO EEA MITE ROH DR od F215. RU 
“PME RS G (= 1K O RE OMS Rete CES BD GED Girt. ANDERER RE 
豆 大 に 肥大 す . MRAM ORS LILOPA MOM ICH. AGA TRO 
Beer, ALA CREPES AREA, REA, ARON AA 
FL te % (= APT AROD Fs Ips PEM OMA WED BK BL tu. ROB MBO AAS 2 
MITE VEN BK = SNA 2 A TA BRA RY (= TS PE OD BAS 
性 浸 欄 が 認め あら れ た . TALS SLR PEK (SHAG DNA AR, 又 軽 度 な が ら 
心臓 心筋 憶 如 に 星 下 腺 間 質 に 光 巴 性 白血病 性 組織 の 浅 潤 が 認め られ た . 其他 の 所 見 ミ 
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Cit 左 助 膜 膝 に 於 ける #5 2000 ce On HERI RIK A 左 NRA 認め ら 
れ , 又 右 肺 下 葉 の 加 答 見 性 肺炎 及 水腫 が ある . PPAR ETC ih BE OD ARE ES 
する ネフ ロー ゼ の 人 徐 が 見 られ た . 

結語 : 上 記 の 所 見 より 明か な 如く 本 例 は 一 部 肉腫 に 悪性 化 し た 白 血 光 巴 腺 症 ミ 診 
断 し 得る も る の で ある . HH Hr, Te, CE RHEE MATIC HL Ditk 
Pro MID HAC, 唯 前 縦 隔 費 に 於 ける 腫 場 は 肉腫 様 増殖 を 示し , 面 も 
其 の 細胞 さ 他 の 諸 騰 器 に 増殖 せる 者 Pr を 認め られ oi 3 OEE 
(2 UL CHORD RIL BREA EOTH~ GIA. - 此 の 例 の 如き も の が 存在 する 事 
は Ba eee 移行 し 得る 事 を 示す も の に し て 白血病 の 腫瘍 性 を 説明 する 一 誠 
PRI} MOD TFTA. 


67. FE PR OR PIC BRE? 2 ABATED 1 例 
藤原 正 
東京 帝 園 大 學 臣 學 部 病理 學 赦 室 及 閣 研 究 所 ) 
Ein Fall von submucos und ee ausgebreiteter 
Reticulosorcomatose. 
Von 
Tadashi Fujiwara. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 


Universität, Leiter: T. Ogata und T. Mitamura, und Laborotorien 


der Japanischen Gesellschaft für Krebsforschu: g zu Tokyo.) 

36 +. 57. AA 1 個 の 鶏卵 大 の 結節 認め, RT NE 
ATi. J, TER, ZB, ABE SOMA ORM AT. ARF 
の 潰 場 性 崩 壌 に より ラチ ウム 療法 中 , 呼吸 困難 現 は れ , RIK BH eH LI 4 4 OF 

Et i=, URGE GO, Lem OF 3 (hE OT, BPD i! 
め , MEO FE TI. RAH, HOR AA LF. 右 眼 
is, 左上 類 部 , TAIT, LIT, APU AO. MATH MEK Am % 
見 る . Ar (MONS SIE 75 S BORK 22 BL, HIROAEAT-ARAELZ £0 
ALAR. 所 に ょ 軽度 の 腸 原 化 を 示す . 合 胞 性 の 性 汰 は 認め られ ず . SLR 
RECEIVE, 脂 和 凛 沈 著 僅少 な り . 全身 光 巴 腺 及 び 口 鞭 扇 桃 腺 は 歪 瘍 浸 測 な く , AR 
HOt. 骨髄 は 赤 紫 色 , 細胞 に 富む も , その 構成 細 胸 は 正常 に 近 し , 本 症 は その 原 
BRAKE! BSH, 異常 な る 六 延 形式 を され る 細 網 肉腫 症 の 1 例 な り 








68. 赤 白 血 病 (Erythroleukamie) を 思 は し め る 
1 割 機 例 に 就 て 
阪井 敏治 
KERN FENDER, =H RRED 
Über einem Sektionfall von Erythroleukämie. 
Von 


Tosiharu Sakai. (Pathologisches Institut der Tokio Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata und T. Mitamura.) 


Eine Anzahl von Krankheiten, die durch die isolierte hyperplastische 
Wucherung des erythropoetischen Anteils hauprsächlich im Knochenmark 
charakterisiert sind, ist unter den verschiedenen Namen, wie z.B. Polycyt- 
haemia vera s. rubra, Erythroblastose, Erythrozytose, Erythrämie (Türk), 
kryptogene Polyzythämie, Vaquezsche Krankheit usw. berichtet worden. 
Solche Krankheiten sind ursächlich nicht aus einheitlicher Aetiologie auge- 
gangen. Was die pathologisch leukopoetischen Prozesse anlangt, d.h. wenn 
die hyperplastische Wucherung des leukopoetischen Anteils im blutbereitenden 
Organ generalisierter blastomatöser Naturist, so bezeichnet man es als leu- 
kämisch. In analoger Weise dagegen, wenn die blastomatöse Wucherung 
des erythropoetischen Anteils stattgefunden hat, scheint es mir am zweckent- 
sprechendsten zu sein den Titel Erythrämie gegenüber Leucämie zu wäh- 
len. Denn unter Erythroleukämie verstehe ich eine Krankheit, welche durch 
die kombinierte hyperplastische blastomatöse Wucherung der beiden Kom- 
ponenten erzeugt wird. Wie schon bekannt, kann eine isolierte hyperplas- 
tische Wucherung der einen Komponente oft die der anderen Komponente 
in Mitleidenschaft ziehen. Solche stehen jedoch ausser Rede, weil sie bei 
diesen Fällen nur sekundärer Natur sind und keine blastomatöse Veränderung 
darbieten. 

Ich demonstriere an dieser Stelle einen Sektionsfall von Erythroleukämie 
aus der Klinik von Prof. Sa’sa. 

Fall H. T. 15j. Mann. Familiar keine Blutkrankheit. Als Kind Masern durchgemacht, 
aber sonst gesund. F. A. Beginn Anfang März 1942 mit Palpitation, Atemnot und Ohren- 
sausen. Im Mai bekam er Lichtscheu und Tränenfluss des linken Auges, und unterzog 
sich einer arztlichen Behandlung; das Auge heilte aus unter Hinterlassung eines weissen 
Fleckes an der Kornea. Zu dieser Zeit wurde die Gesichtsblässe bemerkt. Im Juni mehr- 
malige Nasenblutungen. Seit August kam auch noch Schwindel beim plétzlichen Aufstehen 
hinzu. Am 12/VIII. wurde d.P. in die Klinik von Prof. Sa’sa aufgenommen. 

Befunde bei der Aufnahme: Hochgradige Anamie. Leichtes Fieber. Druckschmerz 
auf allen Knochen. Milz 3 QEB. und Leber 2 QEB. tastbar. Submaxillar-, Hals-, Axillar-, 
Inguinal- und Femorallymphknoten bis erbsengross angeschwollen. Tonsillen o. B. Ein 
weisser Fleck an der Kornea des linken Auges. Herz: nach beiderseits leicht dilatiert 
und an sämtlichen Ostien systorische Geräusche hörbar. Haut subikterisch. 

Blutbefunde; 13/VIII, Hb. 22 (Sahli), Rote 1,1 Mill., F, J. 1.0, kernhaltige Zellen 
9900, davon 7940 Erythroblasten und 1990 Lkz. Differenzierung; Myeloblasten 8%, neutro. 
Myelozyt. 2%. Stab. 4% Gelappt. 15%, Eosino. 6%, Baso. 4%, Monozyt. 1%, Lymphozyt. 
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59.6%, Retikulozyt. 110%. 4/IX, Hb. 38%, Rote 2.1 Mill, F. J. 0.9. kernhaltige Zellen: 
17000, davon 14144 Erythroblasten und 2850 Lkz, Differenzierung: Myelozyt. 26.2%, neutr. 
Myelozyt. 4.7%, Stab. 11.922, Gelappt. 9.122, Eosino. (—), Baso. 2.3%, Monozyt. 2.3%, 
Lymphozyt. 42.922, Retikulozyt. 140%. 19/IX; Hb. 35%, Rote 1.89 Mill., F.J. 0.9, kern- 
haltige Zellen: 33500 davon 33356 Erythroblasten und 144 Lkr. Differenzierung: Myelo- 
blasten fast 10024, nur vereinzelt neutr. Stab. und Gelappt. Retikulozyt. 125%. Morpho- 
logisches: starke Anisozytose, Poikilozytose und Polychromasie. Viele Joly’körperchen 
haltige Rote, spärliche basophil punktierte Rote, deutliche Auerstäbchen haltige Myelo- 
blasten. Beschaffenheit: Blutungszeit 16° 30°’, Gerinnungszeit 5, Resistenzd. Roten 0.54- 
0.40. Senkungsgeschw. d. Roten am 12/VIII 36’ 69, I st 80, Serumbilirubin nach Meulen- 
gracht 13/VIII 35, 28/VIII 20, direkte verzögerte Diazo-Reaktion schwach positiv. Takata- 
R.(—). Myelogramm (Sternalpunktion) 13/VIII: auf je 100 weisse Zellen entfallen 468 
kernhaltige Rote. Unter weissen Zellen 92.0% Myeloblasten, 1.1% Myelozyten, 1.1% 
Metamyelozyten, 1.1% Stab-, 2.294 Lymphozyt. und vereinzelte Segment. und Eosino. In 
den Myoloblasten oft deutliche Auerstäbchen. Erythroblasten und Megaloblasten in ver- 
schiedenen Stadien (basisch, polychromatisch, orthochromatisch). 

Klinischer Verlauf: am 13/VIII Sternalpunktion ausgeführt. Seit d. 14/VIII hohes 
Fieber bis 40°C, Kopfschmerz unter schwerem Allgemeinbefinden. - Bald darauf langsame 
Entfieberung. Seit d. 22/VIII diese Symptome erleichtert. Am 17/IX Milzpunktion vor- 
genommen. Anschliessend daran bekam d.P. heftige Schmerzen am Epigastrium und an 
der 1. Schulter. Am 18/IX Zeichen der allgemeinen Peritonitis noch deutlicher aufgetreten, 
dazu noch Atemnot und Pulsfrequenz klein geworden. Am 20/IX Exitus letalis. 

Pathologisch-anatomische Diagnose: Rotes zelliges Mark des Femur, des 
Wirbels und der Rippe. Hochgradige Splenomegalie (820g). Leberschwel- 
lung (1660g). Allgemeine Limphknotenanschwellung, besonders der Hals-, 
Supraciavicular-, Axillar-, Retroperitoneallymphknoten usw., Trübung der 
Niere. Starke Anämie aller Organe. Einige Probepunktionsreste in der Nähe 
der Einkerbung der Milz. Massenblutung in der Bauchhöhle (ca. 1000 cem). 
Leichtgradige Hämosiderose der Le! er und Milz. Leichtgradiger allgemeiner 
Ikterus. Leichtgradige diffuse Verfettung der Leber. Leichtgradige dilata- 
torische Hypertrophie des Herzens. Ascariasis im Dünndarm. 

Auszug aus dem Sektionsprotokoli: eine mässig gut ernährte männliche 
Leiche von grosser Statur für sein Alter. Keine Totenstarre, diffuse Toten- 
flecke. Haut leicht abgetrocknet und überall leicht ikterisch verfärbt. 
Weder Petechien, noch Blutungen an der Haut und Schleimhaut stattge- 
funden. Herz: leicht vergrössert. Der Epikard und Perikard spiegelnd. 
Die perikardiale Flüssigkeit leicht zugenommen. Der Myokard stark anä- 
misch und leicht hypertrophiert. Der Endokard und die Klappenapparate 
zart und spiegelnd. Die beiden Kammern dilatieren, bes. links. Lunge: 
fibröse Verwachsungen an der hinteren medialen Partie der linken Lunge 
sowie strangartige, desgleichen an der Facies diaphragmatica der rechten 
Lunge wahrgenommen. Die beiden Lungen stark voluminös, aber nirgends 
eine abnorme Resistenz zu betasten. Schnittfläche : grauweissrot, blutarm 
und stellenweise einige Blutungsherde darüber bemerkt. Bronchien anämisch. 
Zugehörige Lymphknoten bis linsengross markig. Pleuraflüssigkeit nicht 
zugenommen. In der Bauchhöhle eine Ansammlung von ca. 1000ce reinem 
Blut. Milz enorm gross. Konsistenz fest. Kapsel verdiekt und gespannt. 
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In der Nähe der Einkerbung relativ frische, mit Fibrin belegte Stichwunde 
vorhanden. Schnittflache: dunkelrot, Balken deutlich, aber Follikel schwer 
festzustellen. Pulpa hyperplasiert. Leber auch vergrossert. Konsistenz derb. 
Kante abgerundet. Oberfläche glatt. Schnittfläche rötlich-gelb und’ leicht 
getrübt. Acinuszeichen deutlich. Blutgehalt stark abgenommen. Gallen- 
probe positiv angetroffen. Pankreas: von normaler Grösse. Konsistenz fest. 
Lappehenbau regelrecht. Blutgehalt stark vermindert. Magen: mehr vol- 
uminös. Schleimhaut atrophisch und keine Petechien darüber vorhanden. 
Darm nicht aufgebläht, anämisch. Schleimhaut gut entwickelt. Lymphap- 
parate kaum hyperplasiert. Keine Blutung stattgefunden. Niere: von nor- 
maler Form und Grösse. Kapsel leicht abgezogen. Oberfläche glatt. 
Sehnittfiäche dunkelrot getrübt. Blutgehalt stark vermindert. Rinde nor- 
mal weit. Glomerulus kaum sichtbar. Nierenbecken und Ureter o.B. 
Nebenniere o. B. Knochenmark: zellig rot. 

Histologisches: Milz: Ausserordentlicher Blutreichtum in der Pulpa, bes. 
in dem stark erweiterten Sinus. Stark verkleinerte, verminderte Lymphfol- 
likel. Vereinzelte Erythrophagie. Keine merkwürdige Veränderung an den 
Blutgefässen. Gruppierte oder zerstreute Vorkommnisse der Megaloblasten 
und Normoblasten sowie Myoloblasten und Myelozyten von verschiedenen 
Entwieklungsstadien. Spärliche Eisenpigmentablagerungen in den Bälkchen. 
Leber: hauptsächlich intraacinöse, bald erythrämische, bald leukämische In- 
filtrationen mässigen Grades. Ohne Gallenthromben. Geringe Reaktion in 
den Glissonschen Scheiden. Sehr spärliche Eisenpigmentablagerung. Niere: 
bald erythrämische, bald leukämische Infiltrationen mässigen Grades in dem 
Interstitium und in den Kapillaren. Lymphknoten : vereinzelte erythroleu- 
kämische Infiltrationen, hauptsächlich im Marksinus. Ganz vereinzelte Ery- 
throphagie. Knochenmark: dicht nebeneinander eingelagerte erythrämische 
und leukämische Herde, wobei kein aggresives Verhalten auf der anderen 
Komponente sichtbar wird. Gar keine Thrombozyten. Ganz vereinzelte 
Erythrophagie. 

Epikrise: Es handelt sich um einen Sektionsfall, der klinisch a& Ery- 
throleukämie diagnostiziert und auch bioptisch als soleher sicher gestellt 
wurde. Wie allen aus den vielen Mitteilungen bekannt, hat es sich gezeigt, 
dass es bei einer myeloischen Leukämie oft vorkommen kann, als ob im Blute 
viele Erythroblasten auftreten könnten, so wie auch bei einer Erythrämie 
ein häufiges Auftreten von myeloisch-leukämischen Zellen im Blute. Solche 
Befunde an der anderen Komponente sind jedoch meist nur sekundärer Na- 
tur, man kann hier nicht von einer echten Erythroleukämie sprechen. Bei 
diesen Fällen können wir nur durch Knochenmarksbefunde eine echte Ery- 
throleukämie unterscheiden. Denn der Befund des strömenden Blutes muss 
die extramedulläre Hamatopoese als kompensatorischer Vorgang stärk beein- 
flussen können. 

Wenn es nun im Knochenmark zugleich eine parallele blastomatöse 
Veränderung des erythropoetischen und leukopoetischen Anteils gibt, so kann 
man sie als echte Erythroleukämie diagnostizieren. Ein entscheidendes Merk- 
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mal bei der Differentialdiagnose sind die Befunde des Knochenmarks. Aus- 
serdem können noch bei der Anaemia perniciosa und dem hämolytischen 
Ikterus ähnliche Bilder wahrgenommen werden. Diesbezüglich sprechen bei 
diesem Fall offenbar das Verhalten der extramedullaren Hamatopoese, Zu- 
stand der Hämosiderose der Milz und Leber, Grösse der Milz usw. gegen 
eine Pernieissa. Die Morphologie der Megalo und Normoblasten kann auch 
gegen eine Perniciosa sprechen. Aus familiärer sowie früherer Anamnese 
kommt eine familiäre oder angeborene hämolytische Anämie garnicht in 
Frage. Abgesehen von leichtgradigem Ikterus wurden keine hämolytischen 
Prozesse in den Organen oder Geweben konstatiert. Die Eisenpigmentabla- 
gerung in der Milz ist nicht dieselbe, wie man sie gewöhnlich bei einem 
hämolytischen Ikterus wahrnimmt. Kurz, ob die Veränderung im hämato- 
poetischen System eine blastomatose ist oder nicht, das ist das einzige Merk- 
mal für die Diagnose der echten Erythroleukämie. 


69. FEE SIRE RATE 1 例 
石井 善 一 朗 
KARRIERE, SAN BRE) 

Uper einen Fall des embryonalen lymphangioplastischen 
Myxosarkoms. 

Von 
Zen ichiro Ishii. (Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen 
Universität. Leiter: T. Ogata und T. Mitamura.) 

BER: (大 填 外 科 ) 39 歳 . 男性 . 昭和 11 年 初め CAT RAR IC 鬼 指 頭 大 の rr を R 
見 . 次 第 に 増大 し , 1 4R AP RE 190 cm 程 の 球状 腫瘍 755, 表面 の 皮膚 は 破れ て 潰瘍 を 作 
eas SEHR FO ee 2ST 4K 2 EARTH OT: 2°, 昭和 15 年 生 ば に 再び 同 諾 

NE, 以前 と 殆 ゞ 同様 な 大 き さ と で なり, 潰瘍 に 隅 つ た 表面 か ら は 極め て 出血 LE 
HE: 全身 状態 殆 正 常 。 右側 園部 に 直径 的 10 cm 財形 の 表面 花 葉 汰 潰瘍 に 陥 つ た 出血 し 易 
腫瘍 で 基部 だ は 固 く 疹 閉 , NOB IC RUE, Mix 思 は れる も の は 認め られ ぬ 。 Wie 
瘍 全 摘 出 後 経過 良好 で , 手術 創 は 療 痕 性 に 階 韻 し つ ゝ > ある. 
SNR 


衝 び に 筋肉 組織 ミ は 割 に 明瞭 に 境 さ れ , 腫瘍 連 質 断面 を 見 る さ , AU ER, 
A f& seh 前 様 部 を 混 へ た , KBE RRA, KRABBEN EAU TI HN 
CHA. 表面 潰瘍 底部 に は 出血 が 著しい が , IGRI AROS Oe AI Tae 


組織 的 所 見 : 本 腫瘍 の 組織 像 は 極め て 多種 多彩 で 2 その 主 な も の は 種々 の 
大 き さ の 管 腔 を 団 む , AGF ATER Ele UT aC, 管 腔 内 容 ミ ( 


+ 


て は 均等 な 粘液 様 物質 を 充 し て 居る . 一 都 に 於 て は ムチ カル ミン で 秋菜 する . 以上 
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OR AE EA RIES OT SUR TH SD, 新 の 如き 場所 を 離れ る に 従 つ 
て 炊 第 に 腫瘍 細胞 の 配列 状態 が 不 規則 さ な り の , 2 つの 管 腔 が 共通 の 隔壁 を 以 て 境 せ ら 
互 に 管 腔 が 連絡 し て 居る さ 才 へ られ る 場所 
も 見 られ る . 此 等 管 腔 の 中 に は 出血 に 依る 以外 に は 血液 固形 成分 を 見 な い . 管 腔 壁 を 
Un ni a ce ee LOAD, IH 
は 又 敷 本 束 を な し て 管 腔 の 中 に も 認め ゆら れる . van Gieson 染色 に 依 つ て も 矢 張 同様 
細毛 状 の 微細 な 腸 原 化 し た 繊維 網 を 見 る 事 が 出来る. 
一 方 他 虚 を 概 索 し て 見 る さ , HATES BBM RS, BERO ABA SEM 
胞 (Maximow) さ 思 は れろ る 明る らい 原形 質 を も つつ 細胞 か ら な る 腫瘍 組織 が あの 0, 基質 
こ は 粘 液 の 形成 が 誤 あ られ る . BDH BTA. 然 生 6 彼 様 な 粘液 腫 像 を 星 す る 部 
Dew こ は 此 等 の 腫瘍 細胞 が 小さ な 管 騰 を 園 む 傾 向 の ある 事 が 狼 は れる . 他方 此 の 
様 な 腫瘍 に 接 し て 網状 細胞 の 著 明 な 増殖 が 見 られ , 又 細 綱 肉 種 ミ いつ て 差 支 へ な い 腫 
瘍 性 増殖 も 見 られ る . 矢 張 此 護 に も 全く 略 質 性 の 部 さ , 管 膝 形成 傾向 を 有する 部 さ が 
存する が , 主 ミ し て 後者 に 属す る 者 が 多く , 所 講 細 網 肉腫 の 内皮 型 (Endotheliale 
Form des Retikulosarkoms) に 属 せ し むべ き 形 で ある が , 此 都 の 嗜 銀 性 織 維 も 恋 前 
述 の それ 同様 細 く 和 柔 か い 毛髪 さ 云 つた 感 じ の する 繊維 を 形成 し て 居る . 或 部 分 で は 
又 愉 も 炎症 性 肉芽 形成 の 際 新 生 せ られ る 毛細 血管 ミ 同 じ 様 な 形 を こつ た 汐 巴 管 新生 が 
澤山 見 られ 所 調 Haemo-Gemmangioma (F. Orsos) に 圭 應 し て , Lympho-Gemman- 
gioma さ 名 付け られ る で き 様 な 筒 所 も 見 られ る . 場所 に 依 つ て 極 く HH ASR 
の 洗 著 が 網状 細胞 の 中 に 認め ゆら れる. 以上 大 骸 に 於 て 光 巴 管内 皮 腫 様 の 所 , 粘液 腫 乃 
吾 粘 液 肉腫 様 の 所 , 細 網 肉腫 (内 皮 型 ) 様 の 所 さ 3 種類 の 像 が 1 つの 腫瘍 組織 内 に 見 出 
an, TOBA HI BITRO MM Or 粘液 肉腫 の 如き 極 く 林 分 化 の も の か ら 次 
表 に 細 網 様 構造 に 移行 し , 更に それ が 明か に 管 膝 を 園 む 光 巴 管内 皮 腫 に 移 0 疑 つ て の ゆ 
《 像 が 追究 出来 る 息 は 本 腫 場 に 興味 の ある 中 で ある が , 腫瘍 胞 胞 の 大 部 分 が 何れ も 管 
膝 形成 の 傾向 を 有 し て 居る 事 は 1 つの 特徴 思 は れる . 
要する に 本 例 は 1 種 の 肛 芽 性 の 混合 腫瘍 (Rmbryonale Mischgeschwulst) SE 6 
る べき も の で あり , 如何 な る 名 笑 を 付 し た ら 適 営 ee 
を つけ て 見 た の で ある . THRMA BES CHE Stree SA SEC SHE 
ae る の で あろ る が , APIS RRO ARR 22 BT A (= 0 5 1 Dordt 
FREIEN S EEE 場 こ さして, ARTEN AR DO 
の ~ aa ge 告 し て 置く 炊 第 で ある . 
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70. 肥厚 性 毛細 血管 腫 の 1 例 
家 森 武夫 
Rete Bae BAS 指導 Acht) 
Ein Fall von Hyperplasfischem Capillarangiom. 
Von 
Takeo Yamori. (Pathologisches Institut der Kyoto Kaiserlichen 
Universitat. Leiter: S. Mori.) 

28 歳 の 男子 . ERA, 嘱 吐 及び 頭 癌 死 前 75 AME PIche, 項 部 。 FEN, 64 日 前 
より 悪 心 路 吐 が わり, HIN > DT RAR LYTICR LIC MBA LY し た . RK 
MILA, 瞳孔 光線 反 容 の 層 鈍 , 鬱 血 乳頭 項 部 強直 が わり , Romberg 氏 現 象 陽性 , HTRMR 
び 左 上 下肢 の 腫 反射 。 BRR MED PS ott. BRICKS AP HICIE LACH 
b, 基 の 後 端 は 著しく 軟 か で , PREM RH ont:, HATOMRAGIH WICC, Rz 
を 有 し 透明 な 波 を 充 し て ゐる . 其 敬 の 一 部 に 限局 性 に 暗 赤 褐色 を HOT: EDS Ot, HO 
大 さ 約 3x1x2cm,。 PEI WA LICE し 大 き 略 て 6x4.5X2cm, 腫瘍 の 限界 は 著 明 に 
て , 不鮮明 に 略 + 3 つの 部 分 を 司 別 し 得る が , HOM ORRICK CAMB RIS ER 5 5 LU 
他 に , 肺 に 訟 ける 出血 性 梗塞 AEE, Men, DER, RA DER IC 
く 細 孔 が 認め られ た 。 

腫 場 の 組織 像 は 毛細 管内 皮 細 胞 様 の 細胞 より 成り , この 細胞 が 網状 に 配置 せら れ , 
或 ひ は 内 腔 を 形成 て 其 の 内 に 血液 を 認め る . 然し 通常 の 血管 腫 ミ 異 な り そ の 間 に 生 
TARAS MAA LAT 2A OMDB 62.4. この 雨 種 の 細胞 さ 其 の 特異 な 
構造 及び 腫瘍 に 接 し て 小 膳 内 の 坦 腔 が 形成 せら れ て ゐる 事 に よめ の , 本 例 が Lindau 
氏 腫 場 爺 ち 肥 厚 性 毛細 血管 内 皮 腫 ミ 租 せら れる も の に 一 致す る 事 は 明か で ある . 

三 腔 は 血管 の 豊富 な 腫瘍 組織 より 濾 出 液 が 膳 質 内 に 浴 出 し て 膳 組 織 の 間隙 に 潮汐 
する 事 に よ ょ つて 腫瘍 組織 に 接 し て 形成 せら る も の さ 考 へ られ る . 又 本 例 に 於 て は 記載 
に み ら れ る 様 な 染色 質 な 豊富 な 核 を 有する , 1 核 或 は 多核 性 の 巨 紫 細胞 が みさ め あられ 
る . 然し 腫 場 細胞 内 に 脂肪 頓 粒 を み ミ さめる 事 は 出来 な い が , 初 色 の 色素 小 頓 粒 が 散見 
せら わ , 殊 に 中 心 都 に 於 て 著 明 で ある . この 色素 は 鐵 反 應 陰性 , BAROM Met AR 
IT, Sudan IITI に も 染色 せら れ な い . 

MUT, 腫瘍 内 に 於 て 多く は 毛細 管内 皮 細 胞 に 比 し て その 間 に あ る 細胞 が 主 ミ し て 
現 は れ て ゐる る た め に , この 細胞 が 本 腫瘍 の 主要 成分 ミ 思 は れ , 貧 喰 能 を も つて ゐる 他 
に 其 の 形態 も 赤 組 織 球 に 一 致す る も の で あろ る 故に, © OMBGO BEA: AEH DI FE REE 7 
在 す る 組織 球 で あつ て , ZIERT AR 6 OTH 2 EMEA RM & AR 
Z-RO THA LUT HSE DIG SHA., 

Erle AEA MRE EL SRT SBC LO, COBAORMWYAA CH 
り , WORM A 6.4 AAA ORS (Pe) も ARAL RRER OD ARME LTR 


FAME IRAE & ST HOTHE5ISZREND. 








71. Seminome ( 馬 ), Ependymome (X), Chordome (8), 
Hepatome ( 馬 ) に 就 て 
市 川 厚 一 。 上 田 晃 
(北大 比較 病理 , SR) 
Sur la Seminome et Hepatome du Cheval, Ependymome 
du Chien et Chordome de la Poule. 
Par 


Koitchi Itchikawa et Akira Ueda. (Institut de Patholgie comparée, 
Universite imp. du Hokkaido et Laboratoire de Pathologie, Ecole 
superior de la Medicine veterinaire du Obihiro.) 


1. Séminome ( 馬 ) 16 KH BT SLA ELE & 0 FE RE OE 
形成 を 見 た る 例 な の. 本 腫瘍 は 昭和 10 EAI Ae —HE—5R 4 FILE BER A & 
2. 昭和 17 年 春 迄 種 付 に 供 し た る も 最近 腫 大 高度 ミ な の 同年 秋 磨 司 ミ な りら たろ る 者 な 
0, 

2. Ependymome ( 犬 ) 11 歳 牡 昭 和 7 年 5 APR BEES) © AGRA BEER KR 
BBPR S 75 OL) GR 7 月 に 至り て は 殆 さ 和 寛 力 無く 又 嘆 算 消 失 し た る 例 な り . ER 
< 腫 場 化 し 右 別 球 に 浸潤 礎 迫 し 前 方 別 盤 よ 0 鼻 粘 膜 下 に 又 膳 肉 に 於 て は 層 利 経 交 部 
を 歴 迫 鞭 縮 せ し め 更 に 運動 御 経 通 路 に 減 潤 せる 左 別 球 Ependyme 細胞 より 殴 生 せる 
者 . 

3, Chordome (4) 2 歳 雌 - 薦 骨 下 面 右側 第 1 一 2 BK MM ee FRAG. 

4, Hepatome ( 馬 ) 13 歳 牝 肝 内 に 大 小 多 敷 結節 何れ も 原 績 蒼 に し 細 勝 管 性 の 者 な り . 
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Closing Address By Vice President Tomosaburo Ogata 


本 年 も 昨年 同様 戦時 下 に も 拘ら ず 汗 上 員 諸 若 の 非常 な る 御 努 力 に よ つ て 種々 研究 上 の 
不便 に 打ち 勝つ て 新 く 有人 入 な る 御 業 績 を な し 途 げ られ 本 軸 覚 に 御 報 告 せ られ た る こさ ゞ 
に 封 し て 心から 敬意 を 表し ます . RBS Li CREO TUI FS LEHRT BTW 
た し まし た こさ を 御 同 府 に 存 ず る 菊 第 で あの ます . KOBE IAS KO ER 
多く の 御 業 績 の 報告 が あつ て 本 人 千 の 往々 盛 な らし むこ こさ を 新 り まし で この 會 多義 じ る 
Me Nac aa あと で 





